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── 鹿島の明みよう神じんは、もとはタケミカヅチの神なり。

　　人じん面めん蛇じや身しんなり。

　　常州鹿島の浦の海底に居す。


『琉りゆう球きゆう神しん道とう記き』より　　











　江戸の竜りゆう虎こ







　　　　一




　漆しつ黒こくの闇やみに、少女は立っていた。

　意識は不思議に鮮明で、自分が夢を見ていることに彼女は気づいていた。

　耐え難がたいまでの闇と静寂──だが、自分の置かれている状況を訝いぶかしく思うその前に、彼女の身体は動き始めていた。意思が命じるより早く、彼女は足を踏み出していた。

　そして、彼女は見た。

　自分の手に握られているものを──

　すぐ眼の前に現れたものを──

　無む明みようの闇の中で。

　それらが何なのかはよく承知していた。だから、自分が何を為なさんとしているのかを察して、彼女は恐怖した。

　抵抗の意思は虚むなしかった。知らぬ間に彼女は手にしたものを高々と持ち上げていた。

　振り下ろせ──心の中で何者かが命じた。

　やめなさい──別の声が叫んだ。

　全身から噴き出した汗が肌を伝い落ちる。それは夢の中のものなどでは決してない、現実の感触を伴っていた。

　身体の震えが不意に止まった。

　一呼吸の間だけ、世界の全すべては停止した。

　次の瞬間、闇と静寂は無限の重さを有して襲いかかってきた。その衝撃に突き動かされて、彼女は振り下ろした──

　手にした「剣」を。

　足元に頭を覗かせた「石」に向かって。

　その刹せつ那な、彼女の恐怖は頂点に達した。心の奥底で何かが破裂した。悲鳴が闇を切り裂いた。

　そして──

　そして彼女は──




　　　　二




　月明かり水明かりに朧おぼろに浮かび上がった夜の街並みを、一人の武士が歩いていた。

　暗く静かな往来。出合茶屋を出たその時から、彼は追跡者の存在に気づいていた。

（女おな子ごのことか？）

　先刻別れたばかりの女によ人にんは相当以上に美しかった。それも濃艶な、官能的な美しさだ。魂たましいも溶けんばかりに惚ほれ込んだ男の五人や六人、いたとしても不思議とは思われない。

　……ただ、嫉しつ妬とに狂った男にしてはその殺さつ気きが研とぎ澄まされている。

　群むら雲くもは月に迫っていた。ひたひたと忍び寄る影の群れは、いつしか彼を取り囲む形になっている。それぞれがばらばらに道を急いでいるように見えて、その実、包囲網は確実に狭せばまっていく。

（目当ては拙せつ者しやの命らしいが……）

　幾つかの心当りを思い浮かべ、しかし彼はそれ以上の詮せん索さくをしなかった。言葉よりも剣で尋ねた方が早い。右手は顎あごにかかった笠かさ紐ひもを解き、左手は太た刀ちの鯉こい口ぐちに当てられた。

　泰然とした足取りに変わりはない。

　冷たい風が吹き過ぎていった。

　月に群雲がかかった。

　彼の体たい軀くは低く沈んだ。

　地上を闇が覆った刹那、凄すさまじい鋼はがねの響きと共に青白い火花が散った。四方から飛ばされた鎖分ふん銅どうが深網笠を破ったのだ──深網笠だけを。

「──ぐわあっ！」

　肉を断つ音響と断だん末まつ魔まの絶叫は、深網笠より三さん間げんも前方から聞こえた。

「おおっ」

　月が群雲より解き放たれたその時、襲撃者たちは一斉にどよめいた。月光に浮かび上がった「敵」の姿を──その場に深網笠を残して三間を跳躍し、電撃の一刀で早くも一人を葬ほうむり去った剣士の姿を──彼らは見た。

「……鎖分銅など遣つこうたところを見ると、吉岡の一門ではないな」

　爛らん々らんと光る眼が残りの面々を睨にらみ回す。下げられた剣けん尖せんからは鮮血が滴したたり落ちている。ゆるりと一歩踏み出して、その男は低く重い呟つぶやきを洩らした。

「されば、宍しし戸ど梅ばい軒けんの弟で子しどもか」

　答える声もなく、黒影の群れは立ちすくんでいる。それは相手の凄まじい体術と剣技にド肝を抜かれた為だろうか、或あるいは──

「ち、違う……」

　数瞬の後、襲撃者の一人は呻うめいた。

「違う。夢む想そうは色白の優やさ男おとこと聞いておる。かような男では断じてない！」

「何っ！」

　重苦しいその声に怒りが泌にじんだ。男の形ぎよう相そうは醜みにくく歪み、険しさを増した──のだが、それは憤ふん怒ぬの相ではなかったらしい。

「本当の狙ねらいは夢想と申すのか……それでは何なに故ゆえに奴の命を狙う？　いや、それよりも何故に拙者を夢想などと間違えた？　うぬら、命ばかりは助けてやってもよいから、ことの次第を白状せい」

　と、存外に落ち着いて問い詰めにかかったから、それは単にしかめっ面つらをしてみせただけだったのだと分かった。

　もっとも、この男の容よう貌ぼうは尋常と呼ぶには程遠いものだった。朧な月光と深い闇の中、その肌は黒光りして、いかつい顔に三白眼は異様な輝きを帯びている。無ぶ精しよう髭ひげも濃い。赤茶けた乱髪は伸び放題、骨張って筋肉質の体軀は垢あかじみた着物の上からでもそうと分かる。精せい悍かんと呼ぶよりも凄せい惨さん、そんな獣じみた容貌の人物だったから、優男なんてことは御お世せ辞じにも云いえはしない。襲撃者の失言も無理はなかった。その面貌は、単なるしかめっ面でも見る者を震え上がらせずにはいられない恐ろしさを備えていた。

　容貌故ゆえに威圧感たっぷりの詰問に、影の群れもさすがにうろたえたようだった。だがそれも一瞬──

「ええい、人違いだが構いはせぬ！」

「我らに間違えられたを身の不運と嘆け！」

　二人、そんな身勝手なことを喚わめいて猛然と地を蹴った。絡まり合った鎖分銅は既に捨てている。鞘走った二振りの刀身はきらきらっと月光にきらめいた。

　次の瞬間、白刃のすぐ真下を凄まじい唸うなりが通り過ぎていった。

　──一呼吸の後、両人は同時に崩くず折おれた。盛大に血潮をぶちまけて。

「……あっ」

　二人に続いて殺到せんとしていた残りの面々は、しかし殺すべき相手が見せた凄まじい剣技を前に再び金縛りにかかってしまった。

　やがて、低い呟きが流れた。

「二刀」

　右手に握られた大刀と左手に下げられた小刀──双刀はいずれも鮮血に濡れていた。薄汚い牢ろう人にんじみた眼前の敵は、実に左右の両刀を一度に操って、迫り来る二人の敵を同時に斬り捨てたのである。

「流儀は円えん明めい流りゆうと見た。それでは、お主が噂に聞く宮みや本もと武蔵むさしだな」

「間違えた相手が悪かったな」

　牢人── 宮本武蔵は渋く笑った。

　無論、襲撃者たちもこの兵法者の名は耳にしていただろう。立ち尽くす三人、いずれも声にならぬ呻きを洩らしたが、

「うぬらでは歯が立たぬ。白しろ花蛇くちなわ、古ふる杣そま──退のけ」

　棒立ちになった二人の仲間を押し退け、最後尾にいた男が前に進み出た。先刻の声の主だ。目鼻立ちは陰となって判然としないが、その両眼は炯けい々けいと輝いている。

「やるか」

　また一歩踏み出して、そこで武蔵は眉を寄せた。今度の敵は無造作に間を詰めてくる。それでいて腰の刀に手をかける気配も見せぬその不敵さに、さしもの彼も戸と惑まどいを禁じ得なかったのだ。

　──が、その敵が一間の距離にまで迫るとほとんど反射的に、

「おう！」

　気合一声、武蔵は斬りかかっていた。

　ただ着物を浅く裂かれただけで、影は右手へ跳躍して、電光石火の斬ざん撃げきを躱かわした。飛沫しぶき一つ立てず、皓こう々こうと輝く水明かりの中へその影は降り立った。

　間かん髪はつ入れずに武蔵も堀の方へ向き直っている。内心舌を巻きつつも、残りの二人に小刀を向けて牽制することは忘れない。

　だが──

　次の瞬間、武蔵の脳裡からは動揺も警戒すべき敵の存在も消え失せてしまった。眼前で繰り広げられようとする奇怪な光景に、細い眼を一杯に見開かずにはいられなかった。

　堀に立つ影の足元から四方へ波紋が広がっていく。朧な光の揺らめきは闇と混じり合い、溶け合って、一面の光景を次第にぼやかせていく。青白く輝く光の波動は刺し客かくの姿を今にも吞み込もうとしている。

　キーン！

　美しい響きが耳に伝わった。影の右手が上がったと見るや否や、武蔵の剣が飛来した手裏剣を叩き落としたのだ。

　だが、それは視覚が機能を果たし得た最後の瞬間の出来事だった。その後は全てが光と闇の渦に巻き込まれて、狂ったかのように明滅を繰り返すだけだった。

（いかん！）

　光と闇の氾はん濫らんに魂が吸い込まれそうになるのを自覚して、武蔵は心中に叫びを上げた。額に脂あぶら汗あせを滴らせつつ、武蔵は歯を食いしばってその場に踏み留とどまる。

「どうする、武蔵！」

　渦巻く色彩の向こうから聞こえたその声は笑いを帯びていた。

　答える代わりに武蔵は両眼を閉じた。双刀はいずれもだらりと下げて、無造作な姿だった。だが、決して観念したのではない。

「ほう、幻惑されるのを防ぐべく自ら視覚を断ったか……」

　一瞬、嘲笑に感嘆の色が混じった。

「しかし甘い！　我らの姿を見ずして戦えると思うてか── 古杣！」

　声に応じて空気は揺れた。衝撃が武蔵の鼓膜を震わせた。

　ベキィッ！

　武蔵の真後ろで大木が倒れるような凄まじい音響が轟とどろいた。

　ザザザザザ……

　左の方向で笹がざわめいた。

　フォッフォッフォッフォッフォッ……

　右手の側からは低くこもった笑い声。

　チャンチャカチャンチャカチャン……

　真上からは陽気なお囃子はやしが聞こえてきた。

　カーンカーン……

　正面から──川の方向からは拍子木の音。

　絶えず位置を変え、絶えず響きを変えて、それらの音は騒がしく、あらゆる方向から武蔵の耳じ朶だを打った。眼を閉じて立ち尽くしたまま、武蔵は額に皺しわを寄せた。

（古杣か……）

　古杣とは山奥に潜ひそみ幻聴で人を惑まどわせる妖怪のことである。古杣と呼ばれた男は何らかの手段を用いて空気を振動させ、江戸の街の真っ只中では聞こえる筈もないような音を武蔵の耳に生じさせているのだろう──彼の鋭敏な聴覚を封じる為に。

　敵は迫っている。騒音の中に紛まぎれ、音もなく、匂いもなく、気配も……

　それまで身動き一つ出来なかった武蔵の巨軀が、不意に低く沈んだ。その頭上で白い光が回転する。

　薙なぎ払われた一刀だ。

　断末魔の呻きと共に血の雨が武蔵の頭上に降り注いだ。水柱の立つ凄まじい響きと共に飛沫が武蔵の横顔を打つ。それを最後に、あらゆる音は武蔵の耳朶から消え去った。

「…………!?」

　声にならぬ唸りを、武蔵は聞いた。耳で聞いたのではない、肌で感知したのだ。殺気に満ちた気配は次第に薄れていって、そしてふっと途絶えた。

　後に残ったものは重く冷たい静寂──

　虚こ空くうに残心を留めたまま、武蔵はゆっくりと瞼まぶたを上げた。

　月明かりを浴びて朧げに輝く水面に、ドス黒い血が漂っている。だが、そこに立っていた幻術遣つかいの姿は既にない。飛沫を上げて落ちた筈はずの屍しかばねも見当らない。背後に立ち尽くしていたもう一人の男も消えていた。冷たい風に運ばれて、異臭が鼻孔に達した。血の匂いだ。しかし、三つあった路上の屍もまたいつの間にか運び去られている。

　夜の闇と静寂の中に一人、宮本武蔵は取り残されていた。

「忍びの者か」

　ややあって、彼はぽつりと呟いた。

「だが、何故に……」

　不可解な点は幾つもあった。ただでさえ恐ろしげな異相をますます険しくして、武蔵は呻いた。三白眼が困惑に歪む。

　──と、不意にはっとなった。今の殺さつ陣じんに至るまでの成り行きを思い返し、この道を歩くことになった事情に思い当ったのである。

　愕がく然ぜんとして、宮本武蔵は声を上げた。

「女か！」




　　　　三




「──で、伽きや羅ら殿は何と申しておった？」

　他人事のような調子で、命を狙ねらわれた当人は尋ねた。

「いや、引き返した時には既に遅し、伽羅とやら申す女おな子ごは茶屋を出た後であった」

　代わりに襲われた人物が淡々と答える。上機嫌であろうが不機嫌であろうが、その重苦しい口調に変わりはない。

「茶屋の者の話では、あの女子は初めての客であったらしい。それ故、素す姓じようは分からぬ」

「怪しいな」

「茶屋の者は、お主が伽羅とやらを口く説どき落として茶屋に引っ張り込んだものとばかり思っておったぞ」

「それは濡れ衣ぎぬというやつだ。あの女人の方から拙せつ者しやに誘いをかけてきたのだからな」

　そう答えてから、彼は首をかしげた。
















「だが、そうなると襲撃の筋を描いて御お膳ぜん立だてしたのは伽羅殿としか考えられぬな」

「お主が酒に酔い潰つぶれるか、それとも房ぼう事じに疲れ果てたかしたところへ──」

「仲間を襲いかからせる寸法であったが、豈あに図はからんや、そこにやってきたのは拙者ではなく天下に剣名高い宮本武蔵であった。断りの伝言をお主に頼んで正解だったな」

「お主にとってはそうなる」

「ともあれ、この手違いに伽羅殿も慌あわてたことであろうが、お主がさっさと帰ってしまったから仲間に伝える暇がなかった。それであの連中、件くだんの茶屋から出てきた深編笠の武士を拙者とばかり思い込んで──」

「まあ、さようなところであろうな。ただ、拙者は茶屋をすぐに立ち去った故、女狐の誘惑が失敗に終わったことは彼奴きやつらにも分かっていた筈だ」

「それでも敢えて襲撃を決行したのが運の尽きか。刺し客かくの連中には悪いことをした。拙者ならば手加減してやれたのに……」

「容易な相手ではなかったぞ」

「それはそうか、相手は忍者だからな」

「そこで尋ねるが、お主には刺客の送り主に心当りはないか？」

「忍者に命を狙われる覚えはない」

「彼奴らは雇われたのかも知れぬ。何しろ、関ケ原以来大きな合かつ戦せんはないからな」

「確かに、世が乱れていた頃は重宝がられていた忍びの者も今ではその多くが野や盗とう同然におちぶれ果てたと聞いているな。では、忍者を雇ってまで拙者の命を狙おうとする者となると……」

　しばし考え、それから彼は口元に苦い笑みを浮かべた。

「なあ、拙者はお主と同じ兵法者だぞ。お主には人から命を狙われる覚えが幾つある？」

　徳川家康が幕府を開いてから数年が過ぎたが、この江戸の街は未いまだ発展途上にある。そんな街の盛り場の片隅にある一膳飯屋で、彼らは向かい合っていた。

　昨夜の出来事について語ったむさ苦しい男は、云うまでもなく宮本武蔵である。

　播ばん州しゆう牢ろう人にん宮本武蔵玄げん信しん──舟島にて佐々木小次郎と雌し雄ゆうを決するのは数年後の話で、二天一流を名乗り『五輪書』を著あらわすのは更さらに後年のことになるが、既に京の吉岡一門や伊賀の宍戸梅軒を破り、生涯に六十余度行ったという決闘は約七割を終えている。

　だが、宮本武蔵が勝利を収めた数も知れぬ兵法者の中で「本当に強かった」ことの確かな傍証がある者は、実のところたったの二人しかいない。逆に云えば、その二人を倒したという事実が宮本武蔵の「本当に強かった」ことを証明しているのである。意外な顔触れのようだが、その一人は小お笠がさ原わら家の家臣高たか田だ又また兵べ衛え吉よし次つぐ、そしてもう一人が──今、武蔵と向かい合って話をしている人物だ。

　彼が飯を終えたところへ、武蔵が昼飯を腹に収める為に現れたのである。

　当時の江戸は発展途上にあるだけに職種も様々な人々が集まってきていた。兵法者もまた例外ではない。この男もその一人で、しかも江戸に集つどった雲うん霞かの如き兵法者の中にあって宮本武蔵と並び竜虎と称された程の達人である。のみならず、他の多くの兵法者のように武蔵との試合で落命はせず、そればかりか敗北を喫したその後に人づきあいが悪い筈の武蔵と大いに意気投合してしまったという珍しい人物でもあった。

　それにしても、武蔵と比べて何と対照的な容貌であろうことか。齢よわい二十半なかば、蓬ほう髪はつは無造作に後ろで束ねてあるだけだが、すっきりと整った目鼻立ちの持ち主で、その肌は白く絹を思わせる。身体の線もどちらかといえば細い。武蔵が外見にはまるで無頓着なのに対し、こちらはかなりの洒落しやれ者もので、白の袖なし羽織、緋ひの野の袴ばかまがとてもよく似合っている。何ど処この馬の骨とも知れぬ百姓の小こ倅せがれとは本人の弁だが、まるで公く家げか大名の御おん曹ぞう子しみたいな優雅な雰囲気があった。

　下しも総うさの国くに平ひら野の郷ごうの住人夢む想そう権ごん之の助すけ──鹿か島しま神しん道とう流りゆうを学んで数年にして皆かい伝でんを得え、今は廻国修行の途とにある身だ。

「拙者か？　身に覚えがあり過ぎて、一々覚えてはおらぬな。お主も同じなのか？」

　と、武蔵は意外げに首をかしげた。

「あの……いいですか？」

　近くの席にいた兵法者仲間が口を挟んだ。小柄で、まだ少年と云っていい年頃である。

「ところで、その伽羅とかいう女の人とどんないきさつで茶屋なんかで待ち合わせる羽目になったのですか？」

「いきさつと聞かれてもなあ……覚えているか、三日前に念ねん流りゆうと外と他だ流りゆうの果たし合いがあっただろう？」

「噂には聞いておる」

　武蔵が答え、少年も頷うなずいた。

「それを見物しに行ったのだが、あの女によ人にんにはその時に初めて声をかけられた。兵法修行の妨さまたげと思ってこちらは女人を断たっているのに、向こうはどうも拙者を放っておいてはくれぬらしい」

　羨うらやましいことを溜め息混じりに云った。

「──で、あれやこれやと話をしている内にいつの間にやら出合茶屋で逢あい引びく約束をさせられてしまっていた。まったく、女によ性しようは魔ま性しようだな。油断も隙もならぬ」

「だらしがない、何を云っておる」

　武蔵は苦々しげに呟つぶやいた。もっとも、その武蔵にしたところで二十数年の後に吉原の安女郎から生まれて初めて惚ほれられた時には結構いい気になっていたのだから、偉そうなことを云えはしない。

「その女人、凄すごい美人だったようですが、もしやくノ一とか申す輩やからではござらぬか？」

　向こうの席から、聞き耳を立てていた別の兵法者仲間が口を挟んできた。

「さあ、確かに拙者を口く説どいた手て管くだを思うに、普通の女人であるなどとは考えにくいが……」

「すると女狐、ひょっとして閨けい房ぼうの快極まったさなかに……」

　その男は自分の首に手を当てると、喉のどを搔き切る仕し草ぐさをした。

　一瞬、決まりの悪い沈黙が生じた。

　ややあって、妙に沈ちん鬱うつな口調で呟いたのは武蔵である。

「そんな最さい期ごは遂げたくない……」

　夢想権之助の方も、頰を強こわ張ばらせて何やら云う気配を見せた。

　しかし、その寸前──

　視界の片隅に何を見たものか、不意に権之助は店の入口の方に顔を向けた。その口元に浮かび上がっていたものは、諦あきらめにも似た力ない笑みだった。

「……大いに有り得うる最期だな」

　その呟きは、武蔵とは別の意味で妙に沈鬱な響きを帯びていた。

「拙者は女によ運うんに恵まれてはおらぬらしい」

　そう云い終わらぬ内に、五、六人の武家娘の一団がどかどかとこの店に入ってきた。




　　　　四




「夢想様っ！」

　上ずった呼びかけの声を上げ、武家娘たちは店の奥に固まる侘わびしい牢ろう人にん兵法者の一団の前までわっとすっ飛んできた。いずれもきちんとした身なりのうら若い女人、現代風に云えば「女の子」である。

　これは夢想権之助に憧あこがれる熱狂的女性ファン──所謂いわゆる「追っかけ」の少女たちだった。

　何しろ、夢想権之助は親友の宮本武蔵とは対照的に明朗で快活で容姿端麗で常に颯さつ爽そうとしている。兵法者仲間だって武蔵よりは遥はるかに多い。ましてや、声援を送ってくれる女性の数となると雲うん泥でいの差があった。

　それにしても、今日の追っかけ娘たちは妙に慌てている気配である。お目当ての人物の前まで来るや、彼女たちは卓の上に身を乗り出さんばかりになって、

「鹿島に帰られてしまわれるって、本当ですか!?」

「ね、ね、噓うそですよね。噓と云って──」

「江戸をお去りになられるなんてことはありませんよね」

　と、畳みかけるようにして訴うつたえた。

　それは、居合わせた兵法者仲間たちにとって寝耳に水の内容だった。

「おい、夢想。それは真実まことか？」

「別に騒ぐこともなかろう。拙者も一応は武者修行の最中なのだから」

　話題の当人は、寧むしろ呆あきれた風に見えた。別段、女性に冷たい訳ではない。単に苦手にしているだけなのである。

「それは──その通りだな」

　武蔵は頷うなずいた。頷かないのは娘たちだ。

「でも、どうしてまたそんな突然に……」

　娘の一人が切なそうに呟いた。更さらにその後を別の娘が引き継いで、

「もしや、宮本武蔵様との御ご試合に敗れられたことが忘れられずに……」

　と、慰め口調で云った。

「馬鹿な──この男は明らかに拙者に敗れていながら、それは剣によって立たち合あったが為などとうそぶいているのでござるぞ」
















　苦々しく呟いた宮本武蔵に、

「別に偽いつわりを申しているつもりはないが……まあ、その話はまた今度にしよう」

　夢想権之助は顔色一つ変えずにそう云ってのけた。ごまかしたのでも強がったのでもない。本人は大おお真ま面じ目めで口にしている。

　それから、彼は重大発表でもするかのように一同を見回した。

「教える必要もないと思った故にわざわざ触れて回るようなことはしませんでしたが、しかし秘ひ匿とくしなければならぬことでもありませんし、それに黙っている訳にもいかないようですから、ここで話すことにしましょう。確かに拙者は鹿島に帰ります」

「ああっ……」

　娘たちは一斉に溜め息を吐ついた。

「けれど、何故急に……」

「ちと所用がありましてね」

「──所用？」

「御存じとは思いますが、半月の後に鹿島の大おお社やしろにて御お船ふな祭まつりが取り行われます。鹿島神宮というのはやけに祭りが多いのですが──」

「確か、一年間に八十を越えているとかいないとか」

　近くの席の少年の言葉を聞いて、何人かの娘と兵法者が驚きに目を丸くした。

「はっ、八十って、夢想様、それは本当なのですかあ？」

「一日に二つ三つ取り行うことがしばしばありますからね。ただ、拙者は百以上と聞いたような覚えが……」

　権之助ははてなと首をかしげたが、すぐに気を取り直して話を本筋に戻した。

「兎とに角、八十だか百だかを越える祭りの中でも特に重んじられているのが御船祭です。それだけあって実に荘厳なお祭りですよ」

「だが、世が乱れていては祭りどころではなかろうに」

　武蔵が不ぶ粋すいなことを云う。

「それはそうだが、拙者が桜さくら井い様の下もとに弟子入りした時分には昔と同じように行われていたよ。ところで鹿島の明神様は云わずと知れた武たけ甕みか槌づちの神かみ様で、出雲いずもや東国を平定された武勇の神様にあらせられる。また、その佩はい刀とうは鹿島の地に神宝として伝えられている」

「韴ふつの御み霊たまの剣つるぎでしたね」

　少年がまた口を挟んだ。

「確か、祭りの時には御船に納められるのではありませんでしたか？」

「ああ、神じん功ぐう皇こう后ごうの三さん韓かん征せい伐ばつに由来すると伝えられてはいるが……本当のところは蝦夷えみし鎮圧の再現らしい」

　そして権之助は再び一同を見回して、

「それにもう一つ。云うまでもなく、鹿島神宮は我が流儀にとって香取と並ぶ聖域──」

「解とけた、奉納試合だな」

「その通り」

　奉納試合──神仏を祀まつる為に神前に武芸を納めるという風習は日本に於おいては珍しいものではない。ましてや鹿島神宮は、武神武甕槌神を祀る大社であり、のみならず松まつ本もと備び前ぜんの守かみ以来の鹿島神道流の総本山である。

「先日、鹿島より書状が参りましてね。書状の主は桜井道場の二代目でしたが、その内容は要するに御船祭に先だって行われる奉納試合に出場してはくれぬかという要請でした」

「しかし、何故にお主が呼び戻されねばならぬのだ。鹿島の神じ人にん、いずれも並みならぬ剣の遣つかい手と聞いておる。奉納試合の出場者には事欠くまい」

　腑ふに落ちぬ表情で武蔵は呟いた。

「それはそうだが、今度ばかりは事情が異なるらしい」

「……どう？」

「お主も存じておろうが、鹿島神道流は──いや、香取も含めて始祖天てん真しん正せい来の神道流は今や新興の新しん陰かげ流りゆうや一いつ刀とう流りゆうなどの隆盛の陰となり、昔せき日じつの勢いを失って久しい。それではいかんと思われたのが松まつ岡おか兵ひよう庫ごの助すけ様──まあ実質的には鹿島の長老と云って然しかるべき御お仁ひとだな。この御仁の鶴の一声というやつで、今年の奉納試合は鹿島周辺に散らばる諸道場にて選び抜かれた代表者による勝ち抜き戦形式で行われることと相なった」

「えらく大がかりだな」

「技を競いつつ相互の交流を深めようという名目だが、本音を云えば、各道場に檄げきを飛ばして奮起を促そうとの御考えだろう」

「流儀の権威を取り戻さんと、古いにしえより関わり深い神宮を巻き込んだということか……」

「そうなるかな。もっとも、出場する方にしてみればそれどころの話ではない。何処いずこの道場も近頃は寂れて存続に苦しんでいると聞くからな……」

「成程、名誉よりも名声か」

　武蔵は頷いた。兵法者にとって、名声の有う無むは実力の有無に勝るとも劣らぬ重要事なのである。道場でも経営していれば尚なお更さらだ。

「かくて、拙者夢想権之助は鹿島神道流桜井道場の代表選手として奉納試合に出場する次第となった──まあ、同じ流儀の連中と久しぶりに剣を交まじえるのも悪くはない。結果は後のお楽しみとして……」

　出場する当人は決して試合に意気込んでいるようには見えなかったのに、途端に娘たちはぽーっと赤くなって、

「勝てまする！」

「夢想様なら、きっと優勝なさいまする！」

　と、口々にまくしたてた。

「それ程、自信を持っては云い切れません。何しろ、奉納試合は木刀にて立合うものと決まっていますから」

　権之助は口元を綻ほころばせた。苦笑いだか照れ隠しだか分からない微笑だった。それから苦々しげな武蔵の方に視線を送って、

「それでは、拙者は先に失礼するとしよう」

　と云った。

「急ぎの用でもあるのか？」

「ああ、江戸を立つのはまだ二、三日先のつもりだが、挨あい拶さつ回りは早い内に済ませておきたいのでな。暇いとま乞ごいなどという程のものではないのだが」

「暇乞い……」

　武蔵の眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。

「そう云えばお主、仕官の方はどうなっておるのだ？」

「こちらはそのつもりはないのだが、黒くろ田だ家の林はやし田だ様がうるさくてかなわぬ」

　権之助は苦笑混じりに云ってのけたが、この答えには周囲にいた全員が啞あ然ぜんとなった。もっとも、この男が本気で云っていることは誰もが即座に理解している。

　──金銭や名声に対する執着はなく、従って巷ちまたに溢あふれた牢人には最大目標である筈の仕官にも熱意が起こらない。趣味に乏しく、色道や芸能にも関心は無い。衣服には凝こる方だが、住居や食物は用が足ればそれでいいと思っている。変人と云うべきか、いや、純朴と呼ぶべきだろう──武芸、ただその外ほかには何の興味も情熱もないような男なのである。そのくせ、野や次じ馬うま根性だけは人並み以上に旺盛なのだから分からない。

「まったく、仕官などという煩わずらわしいことに熱を上げる輩やからの気が知れぬ。確かに安定した収入が得られるというのは魅力だが……」

　あくまで気乗りしない調子で、権之助は言葉を続けている。自分の考え方の方が妙だとは思ってもいないらしい。

「それよりも武蔵、お主の方こそ大丈夫なのか。大体、幕府に売り込もうなどとは望みが途方もなさ過ぎる」

「何を申す。この宮本武蔵、柳生や小野如ごときには決してひけは取らぬ」

　新陰流柳生やぎゆう又また右衛え門もん宗むね矩のりと一刀流小お野の次じ郎ろう右衛え門もん忠ただ明あき──共に二代将軍徳とく川がわ秀ひで忠ただの剣術指南役である。

「まあ、それに敢えて異は唱えぬがな」

　夢想権之助はやれやれといった表情で、

「では拙者はこれにて──親父、銭はここに置いておくぞ」

　傍かたわらに立てかけてあった何の変哲もない杖つえを手に取ると、ゆるりと席を立った。その拍子に、白い袖なし羽織の両の襟にきらめいた模様が一同の眼に鮮やかに映った。

　文字である。

　大書された金きん泥でいの文字は九つ、それを飾るのは傲ごう慢まんや自うぬ惚ぼれの故では決してない。座右の銘である。そして、それ以上に無邪気な願望の表出である。それを知っているから、宮本武蔵はいつも少しの苦笑と多分の共感を覚えずにはいられない。

　そして、娘たちはいつもうっとりと溜め息を洩らさずにはいられない。

　大書されたその文字は左に「日ひの下もと開かい山さん」、右に「兵ひよう法ほう天てん下か一いち」──

　羽織は華麗に翻ひるがえり、夢想権之助は店の入口の方へ歩み去っていく。袖なし羽織の背には朱に染められた日輪があった。

　日輪は暖の簾れんの下をくぐって、消えた。







　剣の聖地
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　重い闇やみ。

　その部屋は閉ざされて、外界より来きたる風も音もない。行あん灯どんに火は静かに燃えていたが、この闇の中ではいかにも頼りなく、浮かび上がった無数の影も判然とはしなかった。

「……しくじりましたか」

　行灯の正面に坐した人物が口を開いた。言葉遣いは丁寧だが、その猫撫なで声は身の毛がそそけ立つような気味の悪さだ。

「はい」

　影の一つが答えた。悪びれた気配もなく、寧むしろ冷ややかな響きを帯びたその声は紛れもない女のものである。

「帷い母ぼ衣ろ衆とも思えぬ失態だな。それとも、夢む想そう権ごん之の助すけが強過ぎたか」

　野太い男の声が傲ごう然ぜんと嘲あざけったが、

「いいえ」

　低い男の声がそっけなく答えた。

「強過ぎるのは宮みや本もと武蔵むさしという男。古ふる杣そまら四名、いとも簡単に討たれてござる」

　声にならぬどよめきが暗闇に波紋の如ごとく伝わった。ややあって、

「宮本武蔵──その名は耳にしているが、しかし彼奴きやつがどうして？」

　と、また別の男が掠かすれた声を吐き出した。

「夢想めが武蔵に敗れたという話は存じておられましょう。その後、夢想と武蔵は大いに意気投合したとか」

「物ぶつ騒そうな男を知ち己きに持ったものだな……」

「それよりも素す姓じようや真実の目的を彼奴らに知られるような不ふ手て際ぎわはなかったでしょうね」

「その心配には及びませぬ」

「我らも忍びの端くれ」

　声は淡々と答える。

　その様子を窺うかがえば、影は二つの組に分かれていた。明かりに照らし出された影とその圏外にある影と──前者の声には傲然とした響きがあり、後者はあくまで冷ややかだった。

「……結局、夢想権之助は来るのですね」

「手を放せぬ用件でもない限りはまず間違いなく──」

「あの男は暇ひまを持て余している牢ろう人にん者ものでしょう。彼奴は奉納試合に出るのですね？」

「急を要する事情でもない限りはまず間違いなく──」

「ええい、この役立たずめが！」

　遂ついに癇かん癪しやくを破裂させた奴がいる。

「夢想を始末出来なんだのにへらず口を叩きおって、草の者の分ぶん際ざいで！」

「まあまあ、落ち着いて……」

　傍かたわらにいた影がなだめにかかったが、こちらも少し腹立たしげな様子だ。

「愚ぐ痴ちを云っていても仕方ありませぬ」

　そう云った猫撫で声にもやや苛いら立だった響きがある。灯火の圏外にある影に向かい、

「奉納試合にはまだ日があります。その間に夢想権之助をどうにかしなさい。火ひ挽びき老、あなたも幻げん角かくと伽きや羅らに助力してもらいます。二度の失敗は許しませんよ」

　と、命じたその声は陰険でドス黒い意思を感じさせる凄すごみを帯びていた──

　にもかかわらず、

「どうにかしなさい？　二度の失敗は許しません？　ほほう、よくもかようなことを申せますな」

　しゃがれた声はけろりと云ってのけた。

「──何？」

「我ら帷母衣衆が仕える御お方かたはただ一人──貴公らに協力はしても、その指さし図ずを受ける謂いわれはござらぬ」

「これは詭き弁べんを申される。我々があの御方にどれ程までに尽力してきたかはあなた方も存じておられましょう」

「くくっ、それこそが詭弁。臣下が主君に奉公するは当然のことではないか」

「今は徳川の世ですよ」

「そう、今はな」

　老人の声は皮肉な響きを帯びた。

「しかし、天下は再び乱れよう。それを望んであの御方に臣従を誓った貴公らではなかったか。間もなくあの御方が当地に戻られる。その時、貴公らは果たして今のような大口が叩けますかな」

「…………」

「四人。貴公らのつまらぬ小細工につきあったばかりに四人の命を失ってござる。要いらざる小細工にこれ以上の犠牲を払おうとは思いませぬ。先のこと、我ら帷母衣衆はあの御方の御裁断にのみ従わせて頂きまする。よろしいですな？」

　よろしい筈がない。闇にも凄まじい憎悪の念が声の主に吹きつけられるのがはっきりと分かったが、しかしそれを口にしようとする者はなかった。

「──では、我らはこれにて」

　音もなく襖ふすまが開き、気配もなく幾つかの影は部屋を去った。行灯の火が揺らぐ。そして襖は静寂を乱すことなく閉じられた。

「帷母衣衆め──草の者の分際で！」

　怒りに満ちた声が闇を震わせる。草の者とは流る浪ろうの徒の呼称だ。武士などから見れば最も強い蔑べつ視しの対象である。

「しかし、あの御方には逆らえませぬ」

　猫撫で声の主は苛立ちを隠さなかった。他の者も苦々しげに呻うめき声を洩らす。

「あの連中は当てにはなりませぬ。かくなる上は我らの手によって夢想権之助を……」

「果たして彼奴を斬れますかな」

「しかし、数さえあれば……」

「大事を前にして不用意に騒ぎを起こすのは賢明とは云えますまい。第一、そう簡単にことが片付けられるのなら、最初から忍びを刺し客かくに差し向けたりは致しませぬ」

　答える声はなかった。しばし重苦しい沈黙が続いたその後で、

「神前での尋常な試合と相なって、果たして夢想権之助より勝ちを得られますかな」

　猫撫で声の問いかけに、

「無論。所しよ詮せんは百姓の小こ伜せがれ、叩きのめして御覧にいれまする！」

　答えた声は早くも激しい敵意に燃え上がっていた。先刻「草の者の分際で！」と二度も癇癪を起こした男である。

　この壮語にも安あん堵どの色を浮かべた者は一人としていなかった。互いの胸の裡うちを読み、彼らは暗あん澹たんと頷き合うばかり──

　行灯の火は燃え尽きた。




　　　　二




　東に怒ど濤とう逆さか巻まく雄大な鹿か島しま灘なだが広がり、西には水煙茫ぼう々ぼうたるその名も霞かすみケ浦うらを臨む、この土地の名は鹿島。そして、低く広がった台地の上にその社やしろは鎮座していた。

　鹿島神宮──

　祭神は武たけ甕みか槌づちの神かみ。常陸川や水郷地帯を挟んで対岸の香取に鎮座する経ふ津つ主ぬしの神かみと共に葦あし原はらの中なかつ国くに平定に活躍したと伝えられる。創建は神じん武む天皇の御み世よのこととされ、『延喜式』に記された式内社の内に神宮の名を許されているものは鹿島香取両社を除けば天あま照てらす大神おおみかみを祀まつる伊勢神宮だけである。また、勇猛果敢で知られる坂ばん東どう武む者しやたちが防人さきもりとして九州に赴おもむく折には、或いは蝦夷えみし征せい討とうの折には、必ずこの神宮に集まって武運を祈るを旨むねとした。これを世に鹿島立ちと云う。東国の要かなめとして大和朝廷より重んぜられたのもむべなるかな。

　こうした神社としての存在意義とは別に、鹿島神宮にはもう一つの重要な側面がある。武術の聖地としての性格だ。

　古くは崇す神じん天皇の御世に国くに摩なず真ま人ひとという神官が神示を授かり無双の兵法を会え得とくしたと伝えられ、戦国期には飯いい篠ざさ長ちよう威い斎さいより天てん真しん正せい伝香取神道流を学んだ松まつ本もと備び前ぜんの守かみが古伝の刀法と合わせて鹿島神道流を唱えた程で、古くより鹿島神宮は武術との関わりが深かった。

　因ちなみに香取神道流は、天真正の門人鹿か伏ぶ兎と刑ぎよう部ぶ少しよう輔ゆうなる人物に剣を学んだ飯篠長威斎が香取古来の兵法を基にして編み出したものである。香取の兵法は鹿島の刀法と同根のものだ。ところで、始祖天真正が香取明神の化け身しんと伝えられるのはいいとして、長威斎の直接の師匠の鹿伏兎刑部少輔は驚くなかれ河童かつぱである。鬼や天てん狗ぐならばまだしも、河童が草創に関わる流派は珍しい。

　この東国の地に生まれ出た神道流は、関東一円は云うに及ばず日本全国にあまねく知れ渡っていた。今では新興の諸流に押されてその威も衰えを見せているが、しかし土地柄、鹿島やその周辺の地域に散らばる数も知れぬ道場で教えられている武術は鹿島か香取か、いずれにしても神道流である。

　麓ふもとの町で喧けん嘩かをおっ始めたのも、そうした道場で修行している剣士たちだった。

「ええい、聞いておれば罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べ立ておって。許せん、叩っ斬ってやる！」

「面おも白しろい、やれるものならやってみろ」

「そもそも貴様らが我らの道場を侮ぶ辱じよくしたのが先だったではないか」

「何を、武士の体面を汚けがしおって」

「喧嘩を売るからには死ぬ覚悟は出来ておろうな。刀の錆さびにしてくれようぞ」

　双方共に六、七人いて、もはや血を見ずして収まりそうにはない気配である。戦国の遺風も強い時世だ。一触即発の殺さつ気きに人々は遠巻きにして見守るばかり、その中に旅装束が少なくないのは十日後の御お船ふな祭まつりを見物に来たのか、それともそれに先だって行われるという奉納試合が目当てで訪れたのであろうか。

「何の騒ぎでござろうか？」

　通りがかった深網笠の武士はその人だかりに気がつくと、野や次じ馬うまの一人に声をかけた。

「さあ、きっかけはどうせ些さ細さいな、詰まらねえことだろうな。どいつもこいつも、腕にものを云わせることしか考えてねえのさ」

　後も振り返らずにその百姓は答える。

「しかし、思慮が足りませぬな。今は大事な祭りの前、いや、祭りがなかろうともこのような騒ぎは皆の不興を買うばかり──」

　旅の兵法者は呆あきれていた。その間もいがみ合いは険悪の度を増して、

「斎さい藤とう道場のへっぽこ武者、そこに直れ！　せ、成敗してくれる！」

「何を有あり馬まの棒振りが」

　まさか真剣を抜きはしなかったが、皆、木刀か木槍を手にしている。鍛練の道具とはいえ、人を殺すには充分の威力があろう。

　その時──

「おやめなさい」

　暴発せんとする男たちの耳じ朶だを、美しい声が凛りんと打った。

　血走った無数の眼が声の方へ向けられる。視線の先には一人の少女が立っていた。

　純白の表着に緋ひの袴はかま──巫み女こである。

「静しずか様……」

　野次馬の間にそんな囁ささやきが洩れた。
















「この女によ人にんが……当とう禰ね宜ぎ様の……」

　呻いたのは旅の兵法者だった。深網笠の縁を持ち上げて、彼は巫女を凝視した。

　巫女は悠然と前に進み出た。透き通るような白い肌、黒く澄んだ瞳、艶つややかに黒光る長い髪、息を吞むばかりの整った相貌──それらは美しいというよりも神こう々ごうしいと形容する方が相応ふさわしかった。髪飾りは黄金色に輝き、細い肩には比ひ礼れをかけている。まだ十四、五と見えるのに──そんな年齢だからこそ──侵おかし難い気品に満ち溢あふれて、野次馬どもは我知らず道を開けていた。

　黒髪が風に靡なびいた。

「人々の見ている前でこの騒ぎは何ですか。おのれの剣に傲おごり、徒いたずらに剣を振るうことが鹿島の刀法を学んだ者に許される所業だとでも思っておられるのですか。武を学ぶ者は謹つつしみを忘れてはなりませぬ」

　静という名の巫女はぴしゃりと云った。

　喧嘩の当事者たちもさすがに決まりが悪くなったと見えて、一様に顔色を失った。

　しかし、道理の立ったことを云われると却かえって感情的になる人間もいるらしい。一人、まだ収まりのつかぬ奴が歯を剝むき出して、

「巫女さんには関わりのないことだ。ここで引っ込んでは我らの面目が立たぬ。それに、武に謹みがどうだって？　綺き麗れい事ごとを抜かすんじゃない！」

　と怒ど鳴なったのに、

「おのれの欲望のままに剣を振るいむやみに人を傷つけるなど、忌いむべき振ふる舞まいでしかありませぬ」

　その名の如く静かに応じたのが悪かった。男は顔にさっと朱を走らせると、

「黙れっ、女おな子ごの分際で！」

　朋ほう輩ばいが止める間もなく、静を乱暴に突き飛ば──そうとして、つんのめった。

　体たいを開いて、静が躱かわしたのだ。その動きは草葉が風に揺らいだような、そんな無造作なものと見えた。武神の巫女であるだけに護身術程度の心得はあったらしい。

　野次馬たちはどっと湧いた。それがますます悪かった。

「おっ、おのれっ、女郎っ！」

　更さらに逆上してそう怒鳴るや、木刀を振り上げたのだから無茶苦茶だ。

「あっ」

　静はさすがに顔色を変えた。野次馬たちのどよめきも凍りついた。

　ブンッという唸うなりを上げて木刀は打ち下ろされた──

「なっ、なあにいいっ!?」

　狼ろう藉ぜき者ものは眼をひん剝いた。

　身を軽く引いただけで、静は再び相手に空を打たせたのである。狼藉者の動きは完全に見切られていた。

「いい加減におやめなさい」

　怒りがない筈はなかろうに、静はあくまで毅き然ぜんとして言葉を続けた。

「武甕槌神様は、このような粗暴な振舞を決してお許しにはなられませぬ」

「何を……」

　呻くや、狼藉者は木刀を再度持ち上げた。双そう眸ぼうは憤ふん怒ぬに燃えていた。

　その背中に、静かな声が投げかけられた。

「やめておけ。勝負は既にあった」

　はっとして、狼藉者は振り返った。

　全すべての視線が声の主に集中した。ざわめきたつ野次馬たちも、どさくさに紛れて逃れようとしていた他の剣士たちも、そして静も、誰もがそちらに眼を向けた。

「あなたは……」

　眼を瞠みはって、静は呟つぶやいた。

　彼女だけではない。他の人々もその大半は──とりわけ土地の者らしい人々は──眼を一杯に見開いて、その顔に一様な驚きの色を浮かべていた。

　深網笠の兵法者だった。

　その衣装いでたちは旅塵に塗まみれても華麗さを失うことなく、道中ついていたものか黒光りする杖を小脇に抱えている。

「貴様っ、今、何と云った」

「勝負は既にあったと云った」

　癪しやくに触るぐらい落ち着いてそう答えた。

「かような馬鹿騒ぎはお主やお主の道場にとって恥となるばかりではないか」

「何を申すか」

　狼藉者はぺっと唾つばを吐はいた。

「これこそ俺の道場、いいや鹿島神道流の名誉を守らんが故の所業だ。何ど処この馬の骨とも知れぬ輩やからは黙っておれ！」

「──お主、入門してまだ日が浅いな」

「何っ」

「かような輩に流儀の名誉云うん々ぬんを語られては同じ神道流を修行した者として迷惑だ。そのような口は、せめて皆かい伝でんを得てから利きいてはくれぬか。大体、町中で狼藉を働くなど、おのれの未熟を宣伝しているようなものだぞ」

　痛烈極まる内容を諭さとすように云った。

「いっ……云わせておけば！」

　狼藉者の顔色はまたまた変わった。人間の顔面の筋肉の限界に達したかと思われるばかりの凶相だ。途端に彼は木刀を大上段にかかげ、奇声を上げて眼前の深網笠へ打ちかかった。今までのものとは比べ物にならない凄まじい一撃だった。

　だが──

　深網笠の兵法者はゆるりと進み出た。自みずから間ま合あいを詰めたのだ。手にしたありふれた杖が優美に弧を描いた。

　勝負は、それだけで終わっていた。

「おおっ」

　感嘆の声が人々の口から洩れた。

　下方から薙なぎ上げられたその杖は、両手に握られたその一端で頭上を守りつつ、中程の箇所で相手の肘ひじを打ち据えていた。関節に痺しびれが走ったその刹せつ那な、狼藉者の斬ざん撃げきは威力を喪失した。木刀は腕もろともに上方へ跳はね上げられ、拳こぶしを離れて宙を舞った。その時、既に狼藉者は鳩尾みぞおちを存分に突かれて崩れ落ちるところだった。

　杖の一端で頭部を守り、中程で相手の肘を打ち上げ、握りとは別の一端で鳩尾を突く。この三つの行為を兵法者はただ一動作でやってのけたのだ──しかも全く同時に。

　鹿島神道流には杖の術もある。この場合は「つえ」ではなく「ジョウ」と読む。だが、これほど見事な杖術を見せる武芸者は神道流一門数多しといえども滅めつ多たにいない。

　いや、それよりも──

　華麗な袖なし羽織の両の襟に金きん泥でいの文字が輝いていた。大胆不敵なその文句を胸に飾るような男が他にいる筈がない。

　左に「日ひの下もと開かい山さん」──

　右に「兵ひよう法ほう天てん下か一いち」──

　兵法者は深網笠の縁を持ち上げた。白はく皙せきの美貌が取り囲む人々の眼に映る。誰もが胸に抱いたその予感は外はずれていなかった。

　鹿島神道流きっての天才児と噂されたその人物の名を、人々は一斉に口にした。

「夢想権之助！」




　　　　三




「成なる程ほど、何ど処この道場も困っているのですね」

「はい、時の勢いは今は他流にあるようですから……。だからといって神宮がどうなるということもありますまいが、皆様、やはり寂しがられておられます」

「分かります。此こ度たびの奉納試合をやたらに大がかりなものにしたことも過ぎ去りし栄光を取り戻そうという魂こん胆たん──と、そこまでは考えておられずとも、衰運にある鹿島神道流に何とか活を入れねばという思いが長老衆の間にあった為なのですね」

「おっしゃられる通りです。けれどもその決定が正しかったのかどうか……。奉納試合を前にして、いずれの道場に関わる人々も気が立っておられます。先のような愚ぐ劣れつな争いが起こるのもその為に違いありませぬ」

「……やはり、理念に利害が絡むとろくなことにならないか」

　現在ではＪＲ鹿島神宮駅から赤煉れん瓦がで舗装された道が延び、大島居の前まで徒歩十分、参道には住宅や旅館や土産みやげ物もの屋や塚つか原はら卜ぼく伝でんの銅像などが建ち並んでいるのだが、この当時の鹿島神宮は奥深い山の中である。神職の居館でさえ麓の神み野の村にあった。

　当然ながら神宮に通じる道の両側は鬱うつ蒼そうと生い茂った原生林。視界一面には豊かな緑が清せい閑かんと広がっている。

　緑の大海の合間を縫うようにして延びている細い山道を行く、二つの白い影がある。

　兵法者と巫女──夢想権之助と静である。共に神宮へ向かう途中だったから、簡単な挨拶の後で同道することになったのだ。

　並んでいるのではない。権之助の方が数歩後ろを歩いていた。どんな深しん窓そうの姫君でも及ぶまい静の気品と美貌に、彼は近寄ることを躊躇ためらわずにはいられなかった。

「夢想様、存じておられますか」

　遅れて歩く権之助を振り返って、静は口を開いた。清らかな横顔が木洩れ陽びに輝いて見えた。

「どの御方が云い出したのかまでは聞いてはおりませぬが、奉納試合に優勝した者は御船に乗るを許される──いいえ、御み剣つるぎを預かる大役を仰せつかるということです」

「……御剣を？」

　これは権之助には初耳だった。

「思い切ったことを考えましたね。成程、それは鹿島の刀法を学んだ者にとってはこの上ない誉ほまれとなる。俗な見方をすれば、願ってもない宣伝の好機ということになりますが」

「どうしてそのような御考えをなされるのですか？」

「拙者はまだまだ俗物ですから」

　苦笑いも爽さわやかに夢想権之助は云った。もっとも自分で云っている程には功名心に燃えてはいない。その証拠に、

「つまり、奉納試合に勝ち残れば韴ふつの御み霊たまの剣つるぎを眼にする機会が得られるということですね。名誉や宣伝などよりも、拙者はそちらの方に興味がありますね」

　などと云っている。

「確かに御剣を眼にすることはかないましょう。ですが……」

　この時、静の表情はふと曇った。

「ですが、そのことが私には何か災わざわいを招くことのように思われるのです。そのようなことが起ころう筈はありますまい。けれども近頃はよく悪い夢を……」

　はっと我を取り戻したのか、彼女は言葉を切った。視線をあらぬ方向へ向けて、

「きっと、気の迷いだと思います」

　自分に云い聞かせるかの如くそう呟く。

（……はて？）

　権之助の表情に怪け訝げんの色が浮かぶ。静は今年の御船祭には何かしら変事が起こるとでも考えているのだろうか？

　彼女とは特に親しいという訳ではない。実のところ、今は亡き師に連れられて神宮を訪れた際に何度か顔を合わせたという程度の間柄に過ぎない。

　ただ、夢想権之助が鹿島の人々によく知られているのと同様に、静もまた人々によく知られていた。だから、権之助も鹿島の民が知っている程度の知識は持ち合わせている。

　静は当禰宜の家系に生まれ育った。

　禰ね宜ぎとは神職の中でも特に祭祀に従事する者のことである。鹿島神宮には当禰宜なる職があり、禰宜の束ねを責せき務むとする。そしてもう一つ、当禰宜は物もの忌いみの後見役でもあった。

　物忌──

　巫女の中でも特に選ばれた者──即ち、神に最も愛される崇高の存在。伊勢神宮の斎いつきの宮みやに当り、宗教的には大宮司よりも上位に位置する。終身の職である。その資格には俗界の汚れなきこと──要するに未婚、処女であること──が求められる。生しよう涯がいを神に捧ささげ、そして仕えねばならないのだ。儀礼的には神の妻、同時に神をその身に降臨させることを許された代行者でもある。

　静は幼い頃から巫女としての優れた資質を認められていた。権之助が鹿島にいた当時はまだ十にも満たぬ童女だったのに、彼女の清らかな美貌と気品は巫女たちの中でも群を抜いていた。次の物忌は静様に違いあるまい、鹿島の人々は誰もがそう囁いていた。だからこそ、数度の面識しかない権之助の心にもその印象が鮮明に残っていたのである。

　しかしながら、今、静が垣かい間ま見せた疑惑は不可解なものとしか思われない──

「──様」

「えっ？」

　不意に呼びかけられて、夢想権之助は現実に引き戻された。

「何か、おっしゃいましたか？」

「お気をつけて下さいと、そのように申し上げたのでございます」

　静は立ち止まり、こちらに向き直った。

「これでまた一つ、恨うらみを買われたことになりますから」

「…………？」

「先程、夢想様が懲らしめられたのは高たか央なか剛ごう十じゆう郎ろうと申す者で、斎藤法ほう玄げん様の御門人です」

「斎藤一門!?　宿縁かな……」

　桜井一門と斎藤一門は実に長年来の宿敵、不ふ俱ぐ戴たい天てんの間柄なのである。第一、権之助も廻国修行に旅立つ前に斎藤一門の人ひと見み熊くま助すけと凄まじい決闘をやらかしていた。

「奉納試合を前にして、何か大事があってはいけませんでしょう」

　静は言葉を続ける。涼やかな風のような、心を和なごませる静かな声だった。

「夢想様の御活躍の程はこの鹿島にまで聞こえておりまする。皆、夢想様には期待を抱いているのです」

「そうなのですか……。いや、拙者も皆の期待に添えるようにしたいとは思いまする。立合うからには必ずや勝ちを得てみせます」

　当初は乗り気ではなかった権之助も、鹿島に帰ってきて闘志が湧いてきたらしい。

「一念極まれば思い必ず通じる──こんな根性論は非合理に過ぎて性に合わぬのですが、最後にはおのれの力を信じなければ兵法者などやってはおられませぬ」

　ひどく合理的な考え方だったが、しかし戦闘プロフェッショナルたる兵法者としては当然の言葉なのかも知れない。

「一念極まれば思いは必ず通じる……」

　静はその言葉を繰り返し、納得した風に頷うなずいた。この神秘的な少女には珍しい、晴れやかな微笑ほほえみがその口元に浮かんでいる。

「確かにおっしゃられる通りです。それにしても夢想様は、お優しいのでございますね」

　思いがけぬ言葉だった。権之助の美貌に戸と惑まどいの色が浮かぶ。

「優しい……ですか？」

「そうではありませぬか」

　静の声には単なる礼儀ではない、心底からの尊敬の響きがあった。

「私も風の便りに聞いておりまする。剣にあらず、杖を道に選ばれたとか──先刻の業わざの冴えも見事なものでありました」

「ええ、まあ……」

　誉ほめられて、権之助は狼ろう狽ばいしている。

「異いなことと思われましょうが、拙者には剣よりも杖の方が性しように合っているようです。蓼たで食う虫も何とやらと申しますが」

「異なこととは思いませぬ」

　静は大おお真ま面じ目めだ。

「成程、確かに鹿島では刀剣を最も重んじまする。しかし、刀剣は武器として振るうとなれば人を傷つけずにはいられませぬ。それに比べ、その本性に於おいて武器とはとても申せませぬ杖であるならば、不必要に人を傷つけずして懲こらして戒いましむることがかないましょう。そのような得え物ものを道に選ばれるとは……」

　そこまで云って、静は口を閉ざした。眼前に立つ美貌の兵法者は複雑な面おも持もちで首をかしげていた。沈ちん思し黙もつ考こうの態ていである。その様子から、彼女は何かとんでもない勘違いをしていたことに気がついたのだ──

「ああ、そういう考え方もあったのか」

　ややあって、権之助の口からそんな呟きが洩れた。言葉遣いで独り言と分かる。どうやら合が点てんがいったらしい。

「成程、それは考えてもいなかった。何故に杖を用いるのかと問われたならば、次からは今のように答えることにしよう」

　感心したようにしきりに頷きながら、彼は歩みを再開した。知らず知らずの内に静の先に立っている。

　その後を追って歩き始めた静は、予想外の反応に呆あつ気けにとられて言葉を失っていた。

　神宮の大鳥居が見えてきた。その下をくぐり抜けると楼門である。

　──と、夢想権之助と静は同時に立ち止まった。

　大鳥居の下に、一人の男が立っていた。
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　その人物は老人だった。

　長身瘦そう軀く、その面貌は髑どく髏ろの如ごとく、しかし皮膚には意外に艶つやがあった。総髪に混じる白いものも少なくないが、しかし六十を越えているとは思えない。垢あかじみた着流しが、この人物の荒すさんだ生き方を物語っていた。

　一いち瞥べつして、夢想権之助は背に冷たいものが走るのを感じた。長年の修練で培つちかった兵法者の勘が、警戒の必要をしきりに訴えていた。

「静殿、あれなる御老人は？」

　権之助の問いかけに、

「あの御お仁ひとは……」

　その名を告げる静の声は震えていた。

「塚つか原はら彦ひこ四し郎ろう幹みき秀ひで様です」

　その瞬間──夢想権之助は胸中に戦せん慄りつが風となって吹き荒れるのを感じた。

　塚原彦四郎幹秀。

　鹿島神道流が生み出した最大の異端児──この人物が鹿島を放ほう逐ちくされるに至った詳しい事情は知らないが、その妖気すら漂わせた剣の凄すさまじさは権之助も聞き知っている。もっとも、彼自身は塚原彦四郎なる人物には今まで会ったことはない。第一、彦四郎が鹿島を去った頃には生まれてさえいなかった。

　今、夢想権之助は塚原彦四郎と初めて相見まみえた。

　思いがけぬ人物に思いがけぬ場所で出会ったものだ。

　彦四郎は舐なめるような視線を静に注ぎ、権之助に向けた。窪くぼんだ眼がん窩かは不気味な光を宿している。その枯れ木の如き老軀には異様な精気がみなぎって、まさに妖気と呼ぶに相応ふさわしい──

「お初にお目にかかりまする。貴殿が塚原彦四郎殿にございまするか」

　しばしの間を置き、夢想権之助は呼びかけた。努めて平静を装ったつもりだが、声に緊張の色が濃いのは禁じ得ない。

　それにしても静の様子が気にかかった。彼女が彦四郎に面識があったとしても、それは不思議ではない。だが、彼女もまた彦四郎を前にして非常な衝撃に見舞われたらしいのは何なに故ゆえだろう？

「……ほう」

　気味の悪い笑みを浮かべ、彦四郎は不意に感嘆の声を洩らした。

「お主が夢想権之助だな。成なる程ほど、噂に聞いておった通りの美形──それに噂に聞いていた以上に出来ると見た。桜井門には惜しい」

　初対面の挨拶として尋常だったのはたったこれだけである。

「どうじゃ、わしと立合わぬか？」

　権之助は理解するのに数瞬を要した。

「ごっ、御冗談を……」

「いやいや、冗談などではない。わしも兵法者、お主のような腕の立つ者を見ると剣を交えとうて仕方がない。いいや──」

　ごくりと喉のどを鳴らし、彦四郎は更さらに恐ろしいことを云い出した。

「それ以上に斬りとうて仕方がない」

　さすがの権之助も、これには心底からの恐怖を覚えた。もっとも理性は正常に働いて、「今、ここで剣を交えるなどとはよもや申されぬでしょうな。ここは鹿島の大社、彦四郎殿も神域を血で汚すことは望まれますまい」

　と云ったのだが、この常識的な言葉は簡単に無視された。

「くくっ、別に構わぬではないか。兵法者にとって立合いは至上のことじゃ」

　そう云うや、彦四郎はゆらりと前に進み出た。その足取りは鼠を追い詰めんとする猫のそれに似ていた。

　まさしく、剣鬼──

　彦四郎が本気と知って、権之助は本能的に身構えていた。これに一番慌てたのは静だ。

「おやめ下さい！」

　二人の間に飛び出して、彼女は叫んだ。表情こそ青ざめてはいたが、叱しつ咤たの声は凛りんとして、神に仕える聖女に相応しい毅然とした姿だった。彦四郎の早くも血に酔ったような眼光を真正面から受け止めて、

「彦四郎様、あなたも鹿島神道流を学ばれた御仁ではございませぬか。正義なき剣を武甕槌神様は決してお許しにはなられませぬ。ましてや、故なき争いを仕掛けるなど……」

「笑止な、刀剣は人を斬る為にある」

　静の言葉にも彦四郎に動じた気配はない。しかし──

　しかし、静を見つめる彼の眼には何故か満足げな色があった。ふと皮肉な笑みを浮かべると、彼は妙なことを口にした。

「ところで、お主の申したことは果たして正しいのかな」

「えっ？」

　一瞬、静は戸惑った。しかしすぐにきっとなって、

「何をおっしゃりたいのですか」

　と、詰問した。彦四郎は答えなかった。

「退のけ──お主に今は用はない」

　それだけ云って、ぐいと足を踏み出した。

　もはやこれまで──

「静殿、下がっておられよ」

　夢想権之助は静を庇かばうように進み出た。

「そうだ、そうこなくては」

　塚原彦四郎は鯉こい口ぐちを切った。

　荒涼と風は吹き過ぎていく。蒼あおく凍いてついた聖域の大気に、二対の視線が透明の火花を散らした。死闘の風域にあって、静は凄絶の気に束縛された。相響く剣気は潮しお騒さいの如く、頂点を目指して徐々に高鳴っていく──

　だが、それが弾けることはなかった。

「彦四郎、剣を抜くことは許さぬぞ」

　荘重な声が鳥居の向こうから流れてきた。その声一つで張り詰めていた殺さつ気きは緩んだ。彦四郎は舌打ちをして太た刀ちから手を放し、声の方に視線を向けた権之助と静は共にほっと安あん堵どの息を吐ついた。

　ちょうど一人の男が静かな足取りでこちらにやってくるところだった。白はく髪はつ白はく髯ぜん、頭から足の先まで白一色の、恰かつ幅ぷくのいい老人である。齢は彦四郎よりも大分上のようだが、老いを刻んだその相貌には彦四郎などとは比べものにならない大人物の風格があり、その双そう眸ぼうは清流のように澄んでいた。無論、程度の差はあれ三人はこの人物を知っている。

「沼尾の爺じじい」

　振り返って彦四郎はじろりと相手を睨にらみつけたが、老人に動じた気配は微み塵じんもない。

「立ち去られい、彦四郎殿。貴公の剣には未いまだ濁りがある。本当ならばこの地に足を踏み入れることさえ許されぬのですぞ」

　無言の睨み合いはしばしの間続いて、そして彦四郎は折れた。

「やれやれ、邪魔が入ったわ」

　吐き捨てるようにそう云うと、

「夢想権之助、いずれ真剣を交えようぞ。奉納試合などという茶番劇、お主にとっても耐え難かろうて。はっはっはっ」

　高笑いを響かせて、塚原彦四郎は山を下りていった。道を開け、権之助と静は去り行く凶剣士の背を見送る。その姿が見えなくなって、初めて二人は全身の緊張を解いた。

「ふむ、彦四郎殿を前にして精も根も使い果たしたか」

　いつの間にか鳥居の下までやってきていた老人が同情混じりに声をかけてきた。穏やかで静かな、そして重みのある口調である。

「御迷惑をおかけして申し訳ございませぬ。大おお祝はふり様が来られなければどうなっていたことでしょうか……」

「いやいや、礼を申すには及ぶまい」

　神妙に礼を云った静に優しく言葉を返し、そしてこの老人は懐かしげな表情を権之助に向けた。

「久しいのう、夢想」

「いや、松まつ岡おか老も御元気そうで何より」

　さすがに夢想権之助も口調を改めている。この老人とは直接の師弟関係はないのだが、だからといって畏敬の念が薄いということは勿もち論ろんなかった。

　鹿島神宮摂社沼尾社の大祝にして鹿島神道流の長老格、武芸に造ぞう詣けい深い徳川家康が師弟の礼をとったこともある大剣人、そして奉納試合の企画者──松岡兵ひよう庫ごの助すけ則のり方かたその人である。
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　塚原彦四郎と松岡兵庫助──彼らについて述べるのならば、その前にまず二人に共通する剣の師のことを述べねばなるまい。

　即すなわち、塚原卜ぼく伝でん高たか幹もと──日本兵法史上最強最大の大達人のことを。

　鎌倉の世より、鹿島の地は常陸ひたち大だい掾じよう鹿島家の支配下にあった。鹿島家は本来鹿島神宮の総追つい捕ふ使し──警察権の執行者──であり、従って神宮との関係は密接だった。鹿島家の四宿老の一、吉川家は神宮の祝いわい部べでもある。

　塚原卜伝はその吉川家に生まれ、鹿島家より須す賀がの支城を預かる塚原家に養子として迎えられた。一城の主である。剣の師は鹿島家の重鎮にして鹿島神宮の神官松本備前守。卜伝が鹿島家と鹿島神宮の双方に於て重要な地位にあったことは明らかである。

　その廻国修行の際、卜伝は八十人もの家来を引き連れ、馬を引かせ、鷹を据え、行列を華美に飾った。別に派手好みだった訳ではない。一城の主としてそれなりの格式を守っただけのことである。実際、それを裏づけるかのように卜伝の門人には多くの貴人が顔を並べている。常陸ひたちの国くに真ま壁かべ城主真壁闇あん夜や軒けん、上野こうずけの国くに大おお胡ご城主上かみ泉いずみ伊い勢せの守かみ、室町十三代将軍足あし利かが義よし輝てる、幕臣細ほそ川かわ藤ふじ孝たか、伊勢の国司北きた畠ばたけ具とも教のり、そして鹿島神宮の大祝松岡兵庫助……

　晩年、卜伝は神道流の字義を代えて新当流と称した。そして後継者の選抜に当り、次のような試験を実施したと伝えられる。

　──自分の居室の入口に帳とばりを掛け、触れれば落ちるように木枕を置いて、そこへ卜伝は後継者候補たちを一人ずつ呼び入れた。一人目は木枕に気づいて、これを取り去ってから部屋に入った。二人目は帳を開けると同時に落ちてきた木枕を咄とつ嗟さに躱かわした。三人目は落ちてきた木枕を一刀両断して部屋に入った。この後、一人目の候補が卜伝から道統を譲られ、そして養子に迎えられた。

　この試験で選ばれた後継者が彦四郎幹秀である──ということになっているのだが、これは実は大いに怪しい。塚原卜伝がその後継者に彦四郎を選んだ判断を正当化すべく、新当流に関わる者が後になって創作したのではないだろうか。

　後年、彦四郎に譲られた筈の新当流の道統は卜伝の実家吉川家に伝えられ、そして今日に至っている。しかも吉川家に新当流を伝えた人物は、塚原卜伝の愛まな弟で子しにして鹿島神宮の重鎮、松岡兵庫助だったらしい。

　一方の塚原彦四郎は、何故か「新しん当とう流りゆう」ではなく「新しん道どう流りゆう」を名乗っている。

　ついでに書いておくと、塚原家の家か督とくの方は彦四郎が養子になる大分以前に卜伝から彼の義弟だか甥おいだかに譲られている。従って彦四郎は一城の主などではない。

　確かに卜伝が見込んだだけに彦四郎の剣才は抜群だったのだろう。然しかるにその性格には大いに欠陥があったのではないか。

　養父亡き後の彦四郎は、その素そ行こう不良から間もなく爪つま弾はじき者となり、遂ついに居たたまれなくなって鹿島を去った──その実、放逐されてしまったのだろう。

　天正十九年、常陸大掾鹿島家は佐さ竹たけ家によって攻め滅ぼされた。卜伝の死後、二十年目のことである。塚原家の主だった人々は討ち死し、わずかな生き残りは鹿島家の残党と共に香取へ逃れた。その末は後に鹿島に戻り、そして今日に至っている。

　だが、数百年に渡る深い関わりがあった鹿島家が滅亡しても神じん武む朝来の鹿島神宮には微み塵じんの揺るぎも生じない。国家鎮守の大社として人々の尊そん崇すうを集めることに変わりはなく、天下の覇者たる豊とよ臣とみ家や徳川家もまた神宮を遇すること厚かった。

　以来十余年──

　突然の颶ぐ風ふうの如く、剣鬼塚原彦四郎は剣の聖地に帰ってきた。
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「ここで立ち話というのも何じゃな。夢想、お主は武者修行の成果の報告に参じたのであろう。それとも武運を祈らんが為か？」

　そう云って踵きびすを返し、松岡兵庫助は楼門の方へ歩いていった。

　その後に夢想権之助と静が続く。

　石畳の参道が東に延びている。その両側には灯とう籠ろうが立ち並んでいる。楼門の左手には手て水みず舎やが見えた。

　楼門を過ぎれば、すぐ前方に東の神門が見える。何も気づかずに神門を抜けて奥参道の方へ行ってしまう者も少なくはないが、神宮本殿は石畳のすぐ南側なのである。勿もち論ろん、三人はそのことを知っている。

　奥の森には祭神武甕槌神の荒あら魂たまを祀まつった奥おく之の宮みやや霊水の湧く御手洗みたらし之の池いけ、それに地震を引き起こす大おお鯰なまずを封印したと伝わる要かなめ石いしなどが散在していて、人々の畏敬を集めている。

「夢想、鹿島に帰参致したのはやはり奉納試合に出場せんが為か？」

「はい、仰せの通りにござる」

「ふむ……桜井の伜せがれめ、まさか本当にお主を呼び戻しおったか」

　満足しているような不機嫌なような、呆あきれているような我が意と頷うなずいているような、そんな兵庫助の言葉である。

「はあ……」

　何気なく頷いたその時、権之助はふとあることに思い当って愕がく然ぜんとなった。

「ま、まさか、先の塚原様もまた奉納試合に出られるのでは……!?」

「安心せい、かようなことはない」

　そう云った兵庫助は表情を曇らせていた。

「確かに奉納試合に出場させよと申し入れて来よったが、わしが断った。わしや彦四郎殿が出ては、奉納試合の主旨と云おうか、そもそもの狙ねらいに反することになる……」

　彼も大祭を流儀の宣伝に利用することには後ろめたさを感じているらしく、声も次第に低く沈んでいった。

「彦四郎様は何なに故ゆえにこの鹿島へ戻られたのでありましょうか？　もしや、大祭の他に何か目的があられるのでは……」

　静が躊躇ためらいがちに尋ねた。

「さて、あの御仁は何を考えておられるのやら、わしには旨かい目もく見当もつかぬ……」

　兵庫助は溜め息混じりに答えた──と、その顔色は唐突に深海の如きものに変じた。

「いや、そればかりではない。わしには彦四郎殿の剣そのものが恐ろしい。確かに剣技の冴えは尋常のものではないが、あの御仁の剣は抜けば人の血を吸わずには納まらぬ妖剣、殺人剣じゃ。わしの口から申すのは心苦しいが、彦四郎殿の剣は師の名を汚す……」

　塚原彦四郎の凶剣ただならぬことは先刻の邂かい逅こうで充分に実感している。権之助も静も背に再び冷気を覚えずにはいられなかった。

「……ところで、松岡老」

　重い空気に耐えかねて、権之助は話題を他のものに移した。

「奉納試合に勝ち残り、御船祭に大役を仰せつかるのは誰だと思われますか？」

「……むっ」

　虚をつかれたのか、兵庫助はまじまじと傍かたわらの兵法者を見た。しばしの沈黙を経て、そして彼は簡潔に答えた。

「お主じゃ」

「いや、拙者の外には……」

「まだ誰が出場なされるとも聞いてはおりませぬから……。ですが、世の人が申されるには優勝を成し遂げるのは有馬道場の御方ではあるまいかと」

　説明を始めたのは静である。鹿島の巫女であるだけに、奉納試合の行方ゆくえには関心がない訳でもないようだ。

「有馬？　そうすると、神宮の方からは誰も出場なされないのですか……」

　どうやら今年の奉納試合はイベントに徹するものらしい。

「或いは土ひさ子こ泥どろ之の助すけ様の御一門であろうとも噂されておりまする」

　有馬道場の当主有馬元げん内ないは徳川家康が三河時代に剣を学んだ有馬大おお炊いの頭かみの一族、土子泥之助は元々は天真正伝香取神道流の達人諸もろ岡おか一いち羽う門下の三さん羽ば烏がらすに数えられた男だが今はこの鹿島に道場を開いている。いずれも町道場のやたらと多いこの鹿島にあって、抜きん出た勢力を持つ大道場の主だった。

「そして、斎藤法玄の一門じゃが……お主が戻ってきたことで分からなくなってきた。誰一人として、まさか本当に夢想権之助が呼び戻されようとは思ってもおらなんだのでな」

「──そうなると、拙者が鹿島に帰るまでは桜井は話題にもならなかったのですか？」

　兵庫助の言葉に、権之助はその美貌に落胆の色を浮かべた。自分が学んだ道場にはさすがに愛着があった。

「そうでもない。四番手を争っておった」

「はあ……」

「落ち込むでない。お主は桜井門の高弟、されば奉納試合の場にて桜井の兵法を存分に見せてやれい」

　兵庫助が激げき励れいする。

「それはそうと、武者修行の旅では何か得るものはあったであろうな？」

「はい、世の広さを見て参りました」

「ふむ、実力もさぞや上がったことであろうな。お主は知るまいが、夢想権之助の活躍はこの鹿島にまで聞こえておるぞ」

「それは気恥ずかしい限りです」

　羽織の襟に「日ひの下もと開かい山さん」「兵ひよう法ほう天てん下か一いち」などと大書している人間の言葉とは思えない。

「なあに、気兼ねすることはない。兵法者にとって武名は何よりも大事なもの、それに我らが神道流にとってもよい宣伝となる」

　こちらは神職にある人間の言葉とは思えぬ現実的なものだ。

「とりわけ、お主が江戸に逗とう留りゆうするようになってからの武勲は細大洩らさず耳にしておる。諸流の兵法者が群れ集つどう彼かの地で並居る強つわ者ものを次から次に打ち破り、大いに名を上げたそうじゃな」

　そこまで誉ほめておいて、この老人は急に真ま面じ目めくさった顔になるや、

「──が、宮本武蔵なる兵法者にはいとも簡単に敗れたと聞いておる。お主、ちと慢心が過ぎたのではないか？」

　と、手厳しいことを云った。

　これは夢想権之助にとってさぞや痛烈な言葉だったに違いない──と思いきや、

「拙せつ者しやは修行中の身ですよ」

　彼はあっさりとそう云った。

「それに宮本武蔵という男、強過ぎまする」

「左程に強いと申すのか？」

「仰せの通り。言い訳がましく聞こえるかも知れませぬが、あの男の強さは実に人間離れしたものと申すより外ほかにありませぬ。獣じみていると云おうか、化ばけ物じみていると云いましょうか……」

　親友のくせにひどいことを云っている。

「拙者の見るところ、武蔵と立合って互ご角かく以上に渡り合える程の遣つかい手は天下に十人とおりますまい」

　手水舎の前にまで来た。参拝の前に手水を取る──手を洗い清め、口をすすがねばならないのは常識だ。三人は歩みを止めた。

「えらくきっぱりと申したようだが、宮本武蔵と戦って勝ち目がある兵法者とは誰のことなのじゃ？」

　兵庫助は問いかけた。

「拙者の考えでは……」

　権之助は指折り数え始める。

「まずは伊い東とう一いつ刀とう斎さい殿、林はやし崎ざき甚じん助すけ殿、見まみえたことはありませぬが丸まる目め蔵人くらんど殿、先の塚原彦四郎殿──勿論、松岡兵庫助様もですが」

　右手の五本の指は全すべて折られた。

「それから佐さ々さ木き巌がん流りゆう殿、薩さつ摩ま示じ現げん流りゆうの東とう郷ごう肥ひ前ぜんの守かみ殿……」

　人差指と中指が立てられた。ここまでは兵庫助や静にも頷ける顔触れだった。

　権之助は薬指を立てた。

「そして、佐々木哲てつ斎さい殿」

「ぬっ、ぬあんとっ……!?」

　さしもの松岡兵庫助が驚きよう愕がくした。

　佐々木哲斎なる人物を知らなかったのではない。知っていたから驚いたのだ。

　佐々木哲斎は本来は兵法者ではなく、戦場往来の勇者、歴戦の古強者である。然しかるに長年に渡る数も知れぬ実戦経験から最強の武術を捻出したと称して、よくぞ云ったり、無む比ひ無む敵てき流りゆうなる豪快な名称の流儀を創始した。

　ここまでは別にいい。問題は哲斎の主張にあった。

　最強の武器は何か──彼の達した結論を驚くなかれ、それはただの杖なのだ！

　それだけではない。殺傷力を高めんとして突起やら仕掛けやらの不必要な細工を施すならば、逆に杖の性能を低めることになるとまで云っている。

　佐々木哲斎は確かに天下の兵法者の間では達人として認められていた。しかし、それ以上に変わり者としてその名を轟とどろかせていた。

　今、夢想権之助は絶大な尊敬の念と共に佐々木哲斎の名を告げた。

　松岡兵庫助は啞あ然ぜんとなった。しかし、やがて思い当ったのか、権之助の左手に下げられたものに視線を向けた。

　ありふれた、何の変哲もない杖。

「それが理由だったのですか……」

　静はぽつりと呟つぶやいた。

「何がですか？」

　首を捻ひねりながら、夢想権之助は手水舎に備えつけられた柄ひ杓しやくに手を掛けた。
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　水の郷ごう──

　北に鹿島神宮、南に香取神宮を配し、大河常陸ひたち川がわが流れゆく。大おお山やま沼ぬま、水みず海うみ沼ぬま、長なが井い戸ど沼ぬま、鵠くぐい戸ど沼ぬま、菅すが生お沼ぬま、飯いい沼ぬま、霞ケ浦、連つらなる湖沼は広大な沼沢地帯を形成している。

　霞ケ浦は海跡湖であり、その湖中には今も海棲生物が生息している。だが、鹿島灘から霞ケ浦にまで及ぶ水すい郷ごうが入り海と呼ばれ、内うち海うみと呼ばれ、或いは流れ海と呼ばれたのはそうした遠い過去の記憶の故では決してない。この地に暮らす人々にとって、それは海以外の何ものでもなかった。果てしなく広がる水みな面もは光り輝き、漂う水煙は日中も絶えることなく、そして流れは遥か大海原にまで伸びている。豊富な水。涼やかな風。人々にとって、生業なりわいの舞台は霞ケ浦であり、鹿島灘であり、そして常陸川を中心とした水郷だった。

　そもそも「鹿島」の語源は「河か岸し島しま」であり、港のことである。「香取」の語源は「楫かん取とり」であり、海あ人まのことである。鹿島立ちのルーツは船出への祝福にあった。

　当然、水運は利根川の東遷を待つまでもなく発達している。陸路を足で辿たどるより、船を移動の手段とする方が遥はるかに早い。いつの時代でもこの事実に変わりはない。もっとも、祭りの前後は別にして、大人数を運ぶ大船の影が水上に見受けられることは一日に数える程度しかない。軌跡を後に残して進みゆく影のほとんどが、水溜まりに浮かぶ木の葉よりもちっぽけに見える小舟のものだった。定められた時刻に定められた長区間の航路を行き交うばかりの大船よりも、数人乗り程度の小舟を雇う方が何かにつけて便利なのである。

　── 先刻、相前後して潮来いたこを発った何組かの旅人のように。

「えええーっ、これって海じゃないの!?」

　やたら甲かん高だかい驚きの声に、乗り合わせた面々は一様に耳を押さえつけた。

「どう見たって海じゃないのよおーっ」

「水は塩辛くないから確かです」

　幾分控え目そうに別の少女は声をかけた。

　船頭を除いて、この小舟の一行は六人。三人は武家娘らしいうら若い女によ人にん──否、美少女である。残りの三人は旅姿の武士で、彼女たちの護衛役といったところか。雇われたのではなく、知り合いだったばっかりに引っ張って来られたのだ。

「あのね、ちょっとは感動しなさいよ」

　傍かたわらで身を乗り出していた少女が口先を尖とがらせる。共に歳としの頃は十五、六だろう。

「もう言葉は失っていますから。先の川も驚くばかりに広かったではありませんか。江戸の海に注ぎ込む流れの中でも、あんなに広いのはまず利根川ぐらいのもの……」

　そう云いながら、おとなしい方の少女は四方に視線を巡らせた。静かな湖面は彼方へと広がっている。舟ふな縁べりから身を乗り出して、彼女は流れに手を差しのべた。冷たい。頰ほおを撫なでる風も涼しくて、心地良かった。

　けたたましい声がその情緒をぶち壊す。

「見て見て見て見て見て見てえーっ！　水平線がないわよーっ！」

「まさか……」

　完全に舞い上がっている連れに溜め息を吐つきかけて、その指差す方角に眼をやった彼女は思わず納得してしまった。彼方かなたの白波は青い大気に溶け込んで、確かに空と湖の境界は定かではなかった。

「霞かすみがかってる……」

「さあっすが、霞ケ浦ねえ～」

　二人が心底から感嘆しているところへ、

「あの……物もの凄すごく云いにくいことなんですけれども……」

　武士の一人がおずおずと口を挟んだ。武士と云っても少年である。二人よりもまだ年下の筈だった。

「ここは霞ケ浦じゃなくて、その南の浪な逆さか浦うらなのですが」

　浪逆浦──西浦からの流れと北浦からの流れが合流する湖である。後に外浪逆浦と内浪逆浦の二つに分けられ、第二次世界大戦後に内浪逆浦は干かん拓たくされてしまった。つまり、この時代の浪逆浦は今よりもずっと広大だったのだ。

「……あ？」

　二人の少女は顔を見合わせた。

「ここが霞ケ浦じゃないってことは……」

「ひょっとして……」

「ええ、北浦も西浦も、この浪逆浦よりは遥かに広いですよ」

「うっそおおーっ!?」

　二人の少女は声を揃そろえて叫んでいた。想像力が追いつかなかったらしい。

「そうか、左さ馬まは鹿島の生まれだったな」

　雲の流れを眺めながら、かなりの洒落しやれ者ものらしい武士が声をかけてきた。齢は二は十た歳ちを過ぎた頃か、腰に鎖鎌を束ねている。

「育ちだけです。生まれたのは信州の松まつ代しろ」

「どちらにしてもこの付近のことは詳しいのだろう？」

「ええ、まあ……」

「それでは尋ねるが、どうして西浦の東にある湖が北浦なのだ？」

「うっ」

　左馬と呼ばれた少年は返答に詰まった。どうやらその理由は知らないらしい。

「じゃあ、浪逆浦の方は？」

　今度の問いかけは、舳へ先さきに最も近いところに腰を下ろしていた娘のものである。三人娘の中では年長だけに、さすがに他の二人よりはずっと大人びて落ち着いた雰囲気を漂わせている。その傍らには何やら菰こもでくるんだ長細いものが立てかけられていた。

「それなら聞いた覚えがあります。確か、鹿島灘の海の水が時としてこの辺りまで流れ込んでくるという話なので──」

「そっか、波が逆巻くから浪逆浦なのね」

　納得して頷くと、彼女は行く手に視線を向けた。舟は南東の方角に向かっている。

　予定では、最後の目的地に向かう前に神かみ栖す村の息いき栖す神社に参さん拝ぱいすることになっていた。息栖神社は鹿島神宮の摂社の一つだが、その規模から独立した神社として扱われている。祭神は武甕槌神の従者として国譲りに活躍した岐くなど神がみと天あまの鳥とり船ふねの神かみ。後に住吉三神も配はい祀しされたが、これらは全すべて航海安全の神様である。

　そんなことをぼんやりと考えていた時、

「潮の香りがする……」

　思いがけぬその匂いに彼女ははっとした。聞いたばかりの名の由来が脳裡に浮かぶ。

「あっ、本当だ……」

「はははっ、風だけだ」

　櫓ろを漕こぐ船頭は笑いながら説明を始めた。勿もち論ろん、地元の人間である。

「そう簡単に海の水がここまで流れてくることなんてねえ。けど、海の風はこの辺りまでよく届くんだ」

「成程、そういえばこの辺りの沿岸は鹿島灘へ出る港になっているのだったな」

　感心した風に頷いてから、鎖鎌の武士はようやく隣に座っている武士の様子がおかしいことに気がついた。槍を抱え、船尾に胡座あぐらをかいたまま、その武士は石と化したかのようにぴくりとも動こうとはしなかった。

「おい、どうした。脂あぶら汗なんぞ流して……それにちと顔色が悪くないか？」

「うむ」

　精せい悍かんな面構えの武士は重く頷くと、実に苦しげに呻うめいた。

「酔った」

「──げっ！」

「吐はくかも知れん」

「──げげげっ！」

　他の面々が慌てて舳へ先さきの方へ身を寄せたからたまらない。その勢いと人数分の重みで、舟は大きく傾き始めた。

「お、お客さん、一方に寄っちゃ駄目だってば、舟がひっくり返るだろお」

　船頭が動揺してひっ叫んだ。

「それはその通りだと思うんですけれどー」

「いいから船頭さん、何ど処こへでもいいから岸へ着けて下さい！　いえ、やっぱり早く息栖神社へ急いで──」

「動かないで、舟が揺れるから……」

「堪こらえろ！　兵法者なら耐えるんだ！」

「あっ、そこの通りすがりの舟の方、どうか乗せてはいただけませぬか？」

　誰も彼もが口々に勝手なことを叫ぶものだから、何が何だか分からなくなっている。それを敢あえて無視するように、後から来た小舟は悠ゆう々ゆうと追い越していった。

「あっちはえらく騒そう々ぞうしいだな」

　行く手に視線を戻して、その小舟の船頭は自分の乗客に声をかけた。

「まあ、良いではありませぬか。実に楽しそうです」

　鈴を鳴らしたような声が返ってきた。美しく穏やかな声音だが、しかしその底には明らかな蔑さげすみの響きがあった。

「そう云や、そうだが──」

　その続きを船頭は心の裡うちで呟いた。

（何しろ、こっちはちっとも楽しそうじゃねえや）

　東に向かう旅人は四人。風景を楽しむ素振りを見せているのは一人だけで、残りの連中は押し黙っている。しかも、そのいずれもがまともな人間とは思われなかった。

　一人目──破れ衣を身にまとった雲水。

　二人目──五尺に満たぬ背丈の、猟師風の男。異様なまでの瘦身で、寧むしろ細長いと呼ぶべきだろう。体重も軽そうだ。どう見ても健康維持の点では危険域に入っている。

　三人目──着流しの牢ろう人にん者もの。どんな病人よりも不健康で不養生に見える男だ。

　四人目──これは先に船頭に言葉を返した人物だが、華麗な大振袖に身を包んだ美少年である。一行の中では一人だけ尋常な雰囲気を漂わせていた。ただ、他の三人が余りにも異様な気配の持ち主だけに、その尋常さが何よりも異様なものと思われた。

　彼らに雇われたことを、船頭は今になって後悔していた。早く目的地に着けとばかりに櫓を漕ぐ腕に力を籠こめる。

「多くの者が向こうておるな」

　唐とう突とつに雲水が口を開いた。網代笠の下の右の眼は刀瘡に縦に縫われていた。

「この秋あき津つ島しまの民たみは賑にぎやかに騒ぐことが好きで、それ以上に荘厳荘重なものに心を奪われることを好みますからね」

　皮肉な口ぶりで美少年は言葉を返す。

「成程、その二つの望みを共に満たすとなれば祭り──それも余程の大社の大祭に限るということじゃな」

「左様。祭りの前日前々日ともなれば神宮を訪れる人出は更に増えましょう。ところで、彼らは運が良いとは思いませぬか？」

　美少年の口元に淡い笑みが浮かぶ。

「彼らによって、此こ度たびの祭りが久く遠おんに語り継がれることになるのです」

「歴史の証人じゃな」

「ええ。今までになく賑やかで騒々しい、そして今までになく人の心を奪い去る。此度の祭りは必ずや盛大な、素す晴ばらしいものとなりましょう故に……」

　船頭は何故かぞっとした。直感である。深い理由は分からない。胸の裡で今の言葉を反はん芻すうし、意味を考え直してみた。

　水気を帯びた風は後ろから吹いている。それもあってか、矢の如き速度で舟は白波の上を走っている──御船祭に湧く鹿島へ。

　此度の祭りは必ずや盛大な、素晴らしいものとなりましょう──







　魔戦の前夜







　　　　一




　闇やみは、炎の中にあった。

　闇をも焼き尽くそうとする紅ぐ蓮れんの炎──その中に彼は立っていた。

　四方から伝わるものは炎の唸うなりと、そして数も知れぬ人々の絶叫。怒り、恐怖、絶望、混乱、狂気、断だん末まつ魔ま──

　死の匂いを、彼は嗅かいだ。

　炎を背に無数の影が迫ってきた。白刃が閃く。頰に血ち飛沫しぶきが飛び散る。手応えで相手が即死したことは分かった。何人を斬り捨てたのか、それは既に彼の意識の外にあった。

　息が荒くなっている。炎を浴びてか、全身に滴したたる汗は真夏の砂のように熱い。

（何なに故ゆえだ！）

　心の中で彼は叫んだ。

（何故に私はこの手を不浄の血で汚さねばならぬ。何故に私は死神の手から逃げ回らねばならぬ。私は、私は──）

　轟音を轟とどろかせ、館は崩れ落ちようとしていた。それと共に彼の中で何かが弾けた。

（余りにも不条理だ。私は軽々と命を落として構わぬような人間ではない。私は──）

　心の深淵に、それは蠢うごめいた。

　怒り。

　炎は赤々と、激しく燃え上がっていた。怒りは暗く、彼の心を焦がしていく。全すべてを灰かい塵じんに帰さんとするかの如く──

「この命、うぬら如きにはやらぬ！」

　それは既に人のものではない。人外の化け生しようの咆ほう哮こうだった。

「下がりおれ、下げ郎ろう！　私は──」

　彼は剣を振るった。幾度も太た刀ちを打ち合わせた為にその刀身は既に簓ささらのようになっている。もう斬れはしない。構わず、襲撃者の脳天を叩き割った。

「私は復讐する。全てのものに報むくいを与えてくれる！　天に、地に、そして人に──この償いをさせてくれる！」

　火の粉こが雪となって舞い散る中、血飛沫が雨となって降り注ぐ。

「私は死なぬ！　死ぬは、滅びるは──」

　彼は吠ほえた。

　殺した。

　憎んだ。

　走った。

　叫んだ。

　斬った。

　呪のろった。

　駆け抜けた。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの中、炎に包まれた館は断末魔の悲鳴を上げた。

　そして──

　背後に人の気配を感じ、彼は振り返った。

　時は刹せつ那なにして流れ過ぎ、彼は現世に引き戻された。
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　炎は、闇の中にあった。

　炎をも吞み込もうとする漆しつ黒こくの闇──その中に彼は立っていた。

　四方から伝わるものは冷気。左右は岩の壁である。蠟ろうの匂いを、彼は嗅いだ。

　深い闇に蠢くものの気配があった。明かりはない。足音はない。だが、その気配は確かに彼の方へ迫ってくる──

「火ひ挽びきよな」

　ややあって、気配の主は蠟燭の炎の届く域に達した。そこで立ち止まった老人の双そう眸ぼうは糸の如く閉じられている。

「やはり、ここにおられましたな」

「ああ……」

　眼を細めて、彼は老人を見つめた。

「火挽老、何かあったか」

「岩がん鉄てつ入道、風ふう狸り、泰たい摩ま、そして炎ほむろ丸まるの四名が到着致しました。これにて上野こうずけの帷い母ぼ衣ろ三十六人衆、集結してござる」

「三十二人であろう」

　彼は云った。低い、闇の底から湧き出したかの響きである。

「古ふる杣そまら四名、江戸にて宮みや本もと武蔵むさしと申す兵法者に討たれたのではなかったか」

「面めん目ぼく次し第だいもござらぬ……」

「まあ、良いわ」

　踵きびすを返し、彼は洞窟の奥へ歩みを進めた。

　蠟燭の炎が岩壁を舐なめる。淡い明かりの中に浮かび上がったものがあった。

　紋様──いや、壁画だ。

　かつては鮮やかに彩色されていたのだろうが、今はもう色褪あせている。相当に古い。数百年の時を経ているのは間違いない。或いは千年以上の時を……

「例の件はどうじゃ？」

　それらには目もくれず、彼は後に続く盲目の老忍者に声をかけた。

「仰おおせのままに伽きや羅ららを差し向けは致しましたが……」

「──致しましたが？」

「真実まことに彼奴きやつの計略に従したごうて、よろしいのでござるか？」

「確かに、小こ賢ざかしい」

　きっぱりと云い切った。

「だが、面白い。我らの道具立てに奉納試合──いいや、神宮の大祭を利用しようという企て、捨てるには余りに惜しい」

「しかし、成功する見込みは薄いのではござらぬか。第一、夢む想そう権ごん之の助すけと申す兵法者とて並み大たい抵ていの輩やからではありませぬ。江戸では伽羅の誘いに乗らず、その断りの伝言を武蔵めに依頼したとか。あの勘の良さ、勘の鋭さでは伽羅とて容易には堕おとせますまい」

「やも知れぬ。しかし、わしが気に入ったと申しておるのじゃ、それで良いではないか。それに彼奴の小細工が仮に成果を上げれば後が楽であろう」

「簡単に申されるが……」

　火挽は余り乗り気ではない。

「我らの敵は鹿島神宮、不用な細工は逆に我らの首を絞めることになりまする。千年来の精兵を相手にしては、我ら帷母衣衆の精鋭とて苦戦は免まぬがれませぬ」

「ふふん、神人の如きものの数ではない。真実に恐ろしいのはただ一人──」

　陰気な笑い声が洞窟の闇に谺こだました。

　次の瞬間、二人は立ち止まった。洞窟の一番奥にまで達したのだ。

　突き当りの岩壁へ、彼は蠟燭の炎を近づけた。そこにも色褪せた壁画はあった。

　照らし出された壁画は巨人のものだ。

　荒々しく、しかし壁画は精緻に描かれていた。巨人が身につけているものは遥はるか古代の白い衣である。蓬ほう髪はつで、黒く豊かな髭ひげは胸まで垂れている。その頭上に、巨人は剣を掲げていた。異様に長大な剣だった。

　だが、彼はそれを見てはいない。

　恍惚とした眼差しが向けられたその先に、巨大な石の柱が描かれていた。巨人はこの石の柱に向かって長剣を掲げていたのだ。

　そして、柱の下には異形のものが押さえつけられていた。

　それは──

「もうしばらく待つがよい……」

　彼は、岩壁に描かれた異形のものをいとおしげに触れた。その掠かすれた声は万ばん感かんの思いを泌にじませて、震えていた。

「時が来きたれば、わしが必ずお前を解き放ってやる。わしには分かる。裏切られ、陽の当る世界に出ることを禁じられたお前の恨みや憎しみが、そして怒りが」

　次第に激しく、狂気の度合を高めていくその叫びに、手にした蠟燭の炎は揺れた。彼の影も大きく、妖しく揺らぐ──

「目覚めよ、そして大いに怒れ！　滅ぼし尽くすのだ──天を、地を、人を、お前に仇あだなすあらゆるものを！」

　洞窟の岩壁に当って、彼の叫びは幾いく重えにも反響する。

「古いにしえの封印は、千年を越える時を束縛してきたものは破られるのだ……」
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　うっすらと霧の流れる夜だった。

　庭前に一人の男が蕭しよう然ぜんと立って、白刃を構えていた。闇の中に思い描いた敵との対たい峙じは長い。時折、太刀は触発されたかのように閃いて、冷気を鋭く斬り裂いていく。

　夢想権之助である。

　ここは鹿島の町並み外はずれたところにある桜井道場──彼にとっては思い出深い修行の地だ。武芸の世界を夢見て故郷を飛び出し、やっとのことで入門を許された少年の頃。やがて一門の俊英と称されるまでになった青春の日々。皆かい伝でんを得て、いよいよ廻国修行に旅立とうというあの日──老いたる師は愛まな弟で子しへの手た向むけとして、その羽織の両の襟に金きん泥でいの文字を大書した。激励の言葉である。

　師の限りない期待は、弟子の果てしない夢となって受け継がれた。元々生き真ま面じ目めで純朴で、熱意の度が過ぎていつも夢と理想に生きているような、そんな現実離れのした一面の強い人間だった。彼が夢想の姓を名乗るようになったのはそれ以来のことである。

　それから羽織は幾度となく代えたが、しかし両の襟の金文字は変わらない。それが消える時は、彼の夢想が終わった時だ。

　日ひの下もと開かい山さん、兵ひよう法ほう天てん下か一いち──

　だが、それを贈った桜井大おお隅すみの守かみ吉よし勝かつは既にこの世にない。今の当主は吉勝の息子の桜井大おお炊いの頭かみである。彼は名も実も大したことはなかったらしく、この物語の二十数年前に天てん流りゆうの斎藤伝でん鬼き坊ぼうと競って斬ざん殺さつされた桜井霞かすみ之の助すけの兄として、或いは二十数年後に荒あら木き又また右衛え門もんに鍵屋の辻で討ち果たされた桜井半はん兵べ衛えの祖父として、一般には理解されている。

　そんな桜井大炊頭によって鹿島に呼び戻された夢想権之助は、当然ながら懐かしの桜井道場にその身を寄せていた。

　夜風の渦巻く中、白刃はまたも一閃して、霧を斬り裂いた。闇の中の敵は時に宮本武蔵であり、時に塚原彦四郎だった。

　奉納試合は翌日に迫っていた。

　風が吹き、霧が流れる。鹿島神道流の太た刀ち筋すじが反復される。型は身体が覚えていた。それは時に非常に迅速で、時に非常に緩ゆるやかだった。流麗極まるその動きは、さながら剣の舞を演じているかに見えた。

　霧が肌をじっとりと濡らしている。だが、息遣いにはわずかな乱れもない。

　塚原彦四郎は奉納試合への出場を許されない。だが、彦四郎のことを別にしても、権之助には不安がなくもなかった。奉納試合は剣術によって行われるのだ。

　師の許もとを離れて後、夢想権之助はおのれの剣技の限界を悟った。この数年、その鍛練は片手間のものとなっていた。

　それに、問題は何も試合のことばかりではないだろう。静はそのことについて何と云っていた──

（……静殿？）

　剣を振るう手がふと止まった。

　霧の幕に静の姿が浮かび上がる。鹿島に戻ったその日に顔を合わせたきりだが、彼女の美貌は強く心に焼きついていた。昔の面影を残しながら、しかし静は成長していた。人を寄せつけぬ性格なのでは決してない。だが、玲瓏と澄み切った美しさと気高さは更に輝きを増して、地上にありながら静はもはや天上の人としか思われなかった。その全てが人の侵おかすべからざる、神に愛された乙女にこそ相応ふさわしいものと思われた──

（だが、静殿の様子は確かに妙だった……）

　千里眼に近い優れた勘の持ち主との評判は覚えていた。では、何が彼女を不安がらしめているのだろうか？

　それとも思い過ごしだろうか。ならば、何なに故ゆえに静のことが気にかかってならないのか。

（……まさか、惚れたのか？）

　苦笑が浮かんだ。思いを断ち切るが如く、夢想権之助は太刀を上段高く持ち上げた。

　夜闇に再度大敵の姿を思い描く。しばしの間、彼は微動だにしなかった。

　風は強まり、しかし霧は次第に濃くなっていく。

　やがて、天空へ伸ばされた太刀の切っ尖がわずかに揺らいだ。呼吸は整っている。澄んだ剣気は徐々に高まって、遂ついに頂点に達したその刹せつ那な、肉体と精神の波は一致した。そして──

　そして夢想権之助は太刀を下げ、弾かれたが如く振り返った。

　霧の中に一人の女が立っていた。
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　闇に朧な光を放っている、そんな美貌の持ち主だった。

　霧に濡れ、風に吹かれ、幽明の境にひっそりと佇たたずんでいるかの趣おもむきのあるその女によ人にんに、夢想権之助は見覚えがあった。

　江戸にいた時分、彼に誘惑を仕掛けてきた女である。しかもその結果、禁欲的なのか純朴なのかおよそ色欲に心を動かされたことのないこの男が誘いを断ることが出来ずに、到とう頭とう出で合あい茶ぢや屋やで逢引く約束をさせられてしまったのだ。その女人の名は……

「夢想様、伽羅にございまする」

　怨えんずるかの如く彼女はそう云った。霧の夜に相応ふさわしい、濡れたような囁ささやきだった。

「夢想様。あの日、あなたは何なに故ゆえに私の許もとを訪れて下されなかったのですか。この胸を熱い想いに焦がして、あなたが来られるのをお待ちしておりましたのに……」

　権之助は答えない。約束の晩、この妖艶極まる女性に本能的な危険を感じていた権之助は出合茶屋には行かず、しかしさすがに気が咎とがめて親友である宮本武蔵に断りの伝言を頼んだ。そして茶屋からの帰りに、武蔵は忍者の集団に襲われた──

「此これ程ほどまでにお慕いしておりますのに、あなた様はお分かりになられなかったのでございますね……」

　伽羅は伏し目がちに権之助を見ていた。切れ長の眼が異様な輝きを帯びている。艶つややかな黒髪を霧の粒が伝い落ちていく。そして、彼女は艶なまめかしい微笑ほほえみを浮かべた。

「さあ夢想様、どうかこちらへ……私の想いをかなえて下さいまし……」

　この哀願を、権之助は石と化したかの如く身動きも出来ずに聞いていた。

　その囁き、その眼差し、その表情──伽羅の全すべてが、どんな男の理性をも溶かし尽くさずにはいられない魔力を秘めていた。今にもそちらへ吸い寄せられそうになる自分を制するのがやっとで、彼もほとんど金縛りの状態に陥おちいっている。

　夢想権之助は術中に堕おちた！

「一体、何を躊躇とまどっておられるのですか？」

　伽羅の眼光が輝きを増した。真紅の唇が悩ましく動く。甘い旋律が決断を促さんとする強い響きに変わった。

「さあ、こちらへいらして──そして私をお抱きなさい！」

　── 権之助は遂ついに動いた。ふらふらと泳ぐように前に出る。

　伽羅の微笑みに勝ち誇った色が加わった。

　次の瞬間、白刃は旋回して銀ぎん灰かい色しよくの霧に鮮赤の飛沫しぶきを散らせた。

「あっ」

　驚きよう愕がくの声が洩れた──伽羅の口から！

　数間の距離を一息に詰めての斬ざん撃げきを、しかし伽羅は背後に大きく跳躍して躱かわした。間かん一いつ髪ぱつの体術だ。だが、その凄まじい反応は彼女の正体を明らかなものにした。

　再び数間を隔へだて、兵法者と女忍者は相対した。両人共に青ざめている。

「まさか、我が術を破るとは……」

　棒立ちになって、伽羅は呻うめいた。

　信じられなかった。

　伽羅の術は他者を呪縛して思うがままに操あやつること──即すなわち、催眠術である。

　普通、強きよう靱じんな精神力の持ち主に暗示や洗脳は容易には通じない。いや、並みの人間でも抵抗の意思を強く保ちさえしていれば、その精神や肉体を外部から操ることは著しく困難なものとなる。

　だが、伽羅は相手の心を揺さぶり、支えを挫くじき、平常心を喪失させる。心地良い声のリズムで相手を魅了する。対象が男性であれば媚び態たいによる蠱こ惑わくの術を併用する。

　彼女の術は瞬間的に施ほどこされる性質のものではない。何よりも手間がかかる。しかし、それだけに彼女の術中に堕ちた人間は、長く深く、強い力に支配されることになるのだ。そして伽羅は相手の意思を挫く手しゆ練れんには絶大の自負を抱いていた。

　それが、破られた。

「くノ一、江戸でも拙せつ者しやの命を狙ねらったな」

　夢想権之助は低く云った。片膝ついた彼は息も荒く、下段に構えた一刀は霧と血に濡れていた。

　伽羅の血ではない。権之助自身のものだ。

　野の袴ばかまの腿ももの箇所はわずかに裂けて、朱に染まっている。刃を突き立てたのは彼自身の意思による。傷は浅い──が、それは朦もう朧ろうとなりつつあった意識を目覚めさせるには充分の痛みを与えたのだ。

「女とて容赦はしまい。だが、何者に頼まれて拙者を襲ったかを白状するならば命を助けてやらぬこともない」

「馬鹿な、忍びが主の名を明かすものか」

　冷ややかに答えた自分の言葉に闘志を取り戻したか、伽羅の瞳に憎悪は燃え上がった。

「そうか。ならばこの腕にかけて……」

　その炎を正面から受け止めて、権之助はゆっくりと身を起こした。動いたのはそれだけだ。それは伽羅の術の故ではない、彼の周囲に影法師が六つ、いつの間にやら幽鬼の如く立っているのに気づいたからだった。

「武蔵を襲った刺し客かくも六人と聞いた」

　さすがに緊張の色は隠せぬが、しかし呼びかける声は意外に落ち着き払っている。

「六文銭は三さん途ずの川の渡し賃──」

　伽羅が驕きよう慢まんな笑みを取り戻して云った。

「受けてみるか、〝六ろく道どう陣じん〟の秘術を」

　影法師の群れに声はない。それぞれの得え物ものを構えて、彼らは用心深く間を詰めてくる。

　この必殺の包囲網を前にして、権之助は眼を閉じた。闇と霧の中で視覚に頼ることは寧むしろ命取りになりかねない。肌を突き刺す冷気と殺さつ気きに呼応して、彼の剣けん尖せんは徐々に上がっていった。

　雨音の彼方かなたで影法師の群れが動く。そして伽羅は口を開いた──

　母家おもやの方から女の声が聞こえてきたのは、襲撃の命令が下されんとしたまさにその瞬間だった。それに続いて、何人かがこちらにやってくる慌ただしい気配があった。

「…………!?」

　この場合に伽羅が舌打ちしたのは納得出来るが、しかし権之助までもが思わず母家の方に向き直ってしまったのは不覚としか云い様がない。余程驚いたものらしく、その眼もかっと見開かれていた。それが余りに八方破れに見えたので、刺客たちも却かえってこの隙が誘いではないかと勘繰って、攻撃の手を出しかねてしまった程だった。

　──必殺の〝六道陣〟は不発に終わった。

　また女の声がした。先とは別人のものだ。距離は狭せばまっている。

「おのれい、邪魔者が入ったか」

　伽羅は憎々しげに口を開いた。

「今こ宵よいはこれで引き上げましょう。されど、ずっと無事でいられるなどとは思われませぬように。それでは夢想様、おさらば」

　そして、彼女は闇の中を後あと退じさっていった。他の影も声もなく散らばっている。いずれも闇に溶け入るような退却ぶりだった。

　霧の中に一人残されて、しかし夢想権之助は追い討ちをかけるのも忘れて呆ぼう然ぜんと突っ立っていた。いや、自失というよりは大いに呆あきれ返っているといった表情である。それに、少し狼ろう狽ばいしていた。その口元に浮かんだものは淡く苦い微笑だった。

「やれやれ、妙なことになってきたな……」

　もっとも、御陰で刺客の群れが退散したのだから余り文句を云うことは出来ない。

　三み度たび、彼の耳に女の呼ぶ声が届いた。

「夢想さあま～♡」

　闇の中から七人ばかりの男女が現れた。提ちよう灯ちんを下げているのは桜井道場の門人だが、その後ろに続いた連中は──

「ああっ、夢想様。お久しゅうございます」

「こんな時分に御お稽けい古こですか？」

「あたしたち、みんなで夢想様を応援する為に江戸からやってきました！」

　そう早口にまくしたてた三人娘、いずれも夢想権之助に憧あこがれて追いかけ回しているミーハー娘である。

　何しろ、江戸では宮本武蔵に次ぐ達人と目され、しかも類たぐい稀まれな美形で洒落しやれ者もので通っている権之助だ。彼の下もとに集まる取り巻きや追っかけは数も知れないが、ここに現れたのはその中でも特に熱心な面々だった。それにしても、観光を兼ねているとはいえ、まさか江戸から追いかけてこようとは──

　彼女たちの後ろには三人の旅姿の武士が続いていた。こちらは権之助の兵法者仲間兼取り巻き兼三人娘の護衛役の面々だった。
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　夢想権之助と彼を追いかけてきた六人の男女が母家の奥の一室に集まったのは、それから四し半はん刻ときばかり後のことである。勿もち論ろん、全員が平服に着替え終えている。最後に部屋に現れたのは権之助だった。突然の来訪者のことをこの屋敷の主人である桜井大おお炊いの頭かみに釈明していたのだ。そこまでしてやる義理はないのだが、しかし知り合いを無む礙げに追い返すことが出来ないところが良くも悪くも彼らしい。

　屋敷のすぐ外から梟ふくろうの声が聞こえた。

「──と云いますと、武蔵殿が襲われたのはやはり夢想様と間違われたが為だったのですか!?」

　兵法者仲間の一人が頓とん狂きような声を上げた。

　夢想権之助を襲った曲くせ者ものどもはさすがに他の者に姿を見せるような愚は犯さず、従って彼らの存在に気づいた者はなかったのだが、何しろ権之助は自分の腿に剣を突き立てている。そのことをしつこく問い詰められている内に隠していることが面倒になってきて、結局、彼は伽羅や襲撃者たちのことを打ち明けてしまったのである。

　江戸で伽羅への伝言を頼まれた宮本武蔵がその帰りに忍者の集団に襲われた一件は、一同の誰もが耳にしていた。だから、当然ながらこの場は再会を喜ぶなどという雰囲気ではなくなってしまっている。

「やはり狙いは夢想様だったのですね……」

　三人娘の一人、鶴つるという娘がうなだれた。あどけなさの残る愛らしい少女である。権之助が江戸に滞在している間に世話になっていた或る道場の看板娘で、実は相当以上に剣を遣つかうらしい。

「一体、何者がそのようなことを……」

「そうは申されましても、心当りが多過ぎて見当もつかぬとしか答えられませぬ。他人からは恨まれまいと心がけてはいても、恨まれずにはいられないのが兵法者の宿命──」

　まだ修行中の身なのに、権之助は悟り切ったようなことを云っている。

「相手を絞ることぐらいは出来ませぬか。何しろ、忍者を雇ってまで夢想様を殺してやろうなどと考えている野郎でしょう」

　これは小お之の川かわ光みつ弥やという精せい悍かん極まりない武士の言葉だ。夢想権之助によれば「兵法者仲間」だが、宮本武蔵によれば「夢想権之助の取り巻き」らしい。彼も一旗上げんと意気も盛んに江戸にやってきたおびただしい兵法者の一人で、西国に生まれ、宝ほう蔵ぞう院いん流りゆうの槍そう術じゆつを学んでいる。もっとも、他の兵法者の取り巻きをしているぐらいだから、その実力は権之助や武蔵には遠く及ばない。

「いや、野郎じゃないかも知れませんよ」

　そう云ったのは一同で最も小柄で年少の、松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけという少年である。桜井道場で鹿か島しま神しん道とう流りゆうを学び、江戸には最近出てきたばかりで、だから同門の兄弟子に当る権之助を頼りにしきっていた。御陰で誰もが彼を権之助の弟で子しだと思っている。今の言葉は当人は大おお真ま面じ目めで口にしたのだろうが、しかし女性陣には茶化していると受け取られたらしい。

「馬鹿っ！　夢想様に限ってそんなことはないわよ！」

　そう云って左馬之助の脇腹を小突いたのは三人娘の中でも目立って活発そうな、逆に云えばじゃじゃ馬そうな少女だ。その父は徳川の直じき参さん旗本、箱入り娘で名を澄すみという。

「いてて……何をするんですか!?」

「うるさいわね、夢想様が命を狙われたって時に不謹慎なことを云っているからよ！」

「何か不謹慎なことを云いましたか？」

　忽たちまち左馬之助と澄がいがみ合いを始めるのを、他の面々は呆れ返って眺めていたが、

「まあ、二人とも落ち着け、誰が拙者の命を狙っているのかまだ皆かい目もく見当もつかぬのだから、真面目な意見でも不真面な意見でも大して変わりはないだろう」

　妙な理屈をこねて、権之助が二人の間に割って入った。狙われている当人なのに、相変わらず他人事みたいな調子がないでもない。

「だが、拙者は女によ人にんに恨まれるような身の覚えはないぞ。第一、女人に泣かされた覚えはあっても泣かした覚えはない。殺してしまった相手の身内ならば話も別だが……」

「夢想様は乙女おとめ心ごころというものが分かってはおられませぬ」

　ぴしゃりと云ったのは三人娘の中では年長の夕ゆうである。父親は幕府の鉄砲役人だ。

「愛いとしい御方への想いが募って、遂ついには恨みに思うまでになることもございましょうに」

「…………」

　夢想権之助にしてみれば、刺客に命を狙われるよりも女に追いかけ回される方が厄やつ介かいなのかも知れない。

「それはそうと……」

　ひょろりと瘦やせた洒落者、しかし権之助に比べればずっと軽い感じのする鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろうが口を挟んだ。鎖鎌術最古の正まさ平ひら流りゆうを学んだ兵法者で、この流派の祖は驚くなかれ大化の改新の立役者中なか臣とみの鎌かま足たりと伝えられている。

「ちょっと思いついたのですが、忍者どもを操っている黒幕は、本当に恨みなり憎しみなりを抱いて、夢想様を殺してやろうと考えたのでござろうか？」

「それは……忍者を差し向けるぐらいだ、何かの因いん縁ねんはあるに決まっているではないか」

　熱血漢と云うよりは単細胞の光弥が怪け訝げんな顔をしてそう答えたが、

「馬鹿ねえ。夢想様の存在そのものを理由は分かんないけど排除したがっている奴がいるんじゃないか、てことよ」

　即座に澄に云われて、色を失った。面目丸潰れというやつだ。

「つまり、営利目的で拙者を狙ったのか」

「何かお心当りはありませぬか？」

「主君持ちならいざ知らず、根無し草みたいな一介の兵法者だ。別段、拙者に生きていられては困るという輩やからはなかろう」

「血縁などは如何いかがでしょう？」

　と、これは鶴の問い。

「この夢想権之助、下しも総うさの国くに平ひら野の郷ごうの百姓の小こ伜せがれに相違ござらぬ。しかも家出同然に村を飛び出した身、跡あと目め争いで命を狙われるようなことはありませぬ」

「しかし、実は出生に何かしら秘密があったとか……」

「それじゃあ草双紙ではありませぬか」

　ロマンチストのくせに、彼はこのロマンチックな意見を笑い捨てた。もっとも、当人の自信とは別に端はたから見るとその否定には妙に説得力が欠けている。

「では、兵法の上でのいさかいなどは？」

　今度は夕が自分の所見を述べる。

「さあ……試合やら何やらで打ち負かした相手から恨まれることならありましょうが」

「道統を誰が継ぐかという問題では？」

「この道場の道統なら大炊頭様が既に継いでおられる」

「それでは、夢想様の才を妬ねたましく思っている者の企みということはありませぬか？」

「それもないでしょう。拙者を殺したところで当人の力量は上がりませぬ。第一、かような馬鹿馬鹿しい理由が有り得るとしても、まさか忍者を雇ったりは致しますまい」

　これでは堂々巡りで、いつまで経たっても結論めいたことなど出そうにはない。

　しばし意見が途切れ、居心地の悪い沈黙が続いた後で、ふと左馬之助が口を開いた。

「過去に原因があると考えるのが間違いなのかも知れませんよ」

「……ん？」

「ひょっとすると未来のことが……今は因縁などはなくても、ずっと先になって夢想様のことが邪魔になる者がいるとは考えられませんか。それ故、未いまだその時が来きたらざる間に始末をつけておこうと……」

「成程、それは考えられる」

　ぴしゃりと膝を叩いたのは蒼十郎だ。

「いいや、きっとそれに違いない。そのことを今まで誰も考えつかなかったのが不思議なぐらいだ。先日、武蔵殿のことがあったばかりだというのに……」

「何っ、武蔵？」

　ひょんな名前が出てきたので、権之助は訝いぶかしげな表情になって問い質ただした。

「おい、武蔵がどうか致したか？」

「はあ……夢想様はまだ聞いてはおられませんでしたか」

　取り巻き及び追っかけの面々は具合悪げに顔を見合わせたが、結局は云い出した蒼十郎がおずおずと説明を始めた。

「実は、夢想様が江戸を立たれて間もなくのことでしたが、武蔵殿がどういう次第でか辻つじ風かぜなんとかという兵法者と立たち合あう仕儀になって、それでやっつけてしまわれたのです」

「辻風──おい、まさか柳生やぎゆうの辻風か!?」

「ええ、そうです、柳生の辻風某なにがし……」

　権之助もさすがに驚いた。柳生といえば徳川将軍家の兵法師範、日本兵法界の一大巨峰とも云うべき柳生一門に決まっている。

「その男と立合われてやっつけて……」

「まあ、武蔵と辻風なら勝負などは始めから決まっているようなものだが……それにしても思い切ったことをしたものだな」

　権之助の表情が曇る。

「我が友ながら、あの男には常人の理解を越えたところが確かにある。そうは申しても、後の祟たたりの恐ろしさに気づかなかった訳でもなかろうに」

「ええ。噓か真実まことか、物ぶつ騒そうなことに柳生が武蔵殿に刺客を差し向けたなどという噂まで流れる始末で、さしもの武蔵殿も恐れをなしたものか、雲隠れしてしまわれたのです」

「あの宮本武蔵が逃げたのか……で、何ど処こに逃げたのだ？」

「分かりませぬ。何分、行方ゆくえをくらましてしまわれたのですから……」

　夕が当り前のことを答える。これを受けてか、

「それにあの御方は夢想様と違ってお友達は一人も──いえ、一人しかおられませぬ」

　澄がひどいことを云う。

「まあ、それはその通りだが……」

「いずれにせよ、柳生は大騒ぎであったと聞いております」

「事実、高こう弟ていの幾人かは俺の手で武蔵を叩っ斬ってやると息巻いていたそうで……」

　蒼十郎の言葉を光弥が引き継ぐ。

「だから、江戸では気の早い者は武蔵殿は既に柳生の手で葬ほうむり去られたのではないかなどと噂しておりまする」

「まさか……あの男にとって刺客の十人や二十人、ものの数ではあるまい」

　凄いことをあっさりと云ってのけたが、しかし権之助は憮ぶ然ぜんとしている。

「とにかく、柳生を敵に回したのは武蔵の不運と申すより外ほかにない。将軍指南役としての未来は柳生にとっては栄光の道だ。その行く手を遮さえぎる邪魔者と見れば、彼らは総出で排除にかかるであろう。兵法の世界では武名は命にもまして大事なものだからな……」

「武蔵様も同じことを考えておられたのかも知れませぬ」

　と、これは左馬之助の言葉。

「武蔵様にとって、柳生はおのれの将来に立ちはだかる障壁と見えた。それ故、今の内に牽制しておこうと考えられたのでは……」

「まあそうとも考えられなくはないか」

　と相槌を打って、そこで権之助ははっと気がついた。

「そう、それですよ。我々が云おうとしていましたのは」

　勢い込んで光弥が云った。それに続いて、

「夢想様、同じ懸け念ねんが自身の身に向けられているということはありませぬか？」

　蒼十郎が尋ねた。

　夢想権之助は暗い眼をして頷うなずいた。

　だが、まさか鹿島神道流に限ってそのようなことはあるまい──そう信じたい思いとは裏腹に、彼はぽつりと呟つぶやいていた。

「御お船ふな祭まつり……いや、奉納試合だ」

　江戸で宮本武蔵と語った言葉が甦よみがえる。

　神宮で静と語った言葉が脳裏に谺こだまする。

　他の面々が口々に何かを云っていたが、しかし権之助は聞いてはいなかった。彼の予感は余りにも現実的な利害が絡み、そして乱暴に過ぎた。兵法者としては到底受け入れることの出来ないものである。しかし、夢想権之助が奉納試合のダントツの優勝候補であることは衆目の一致するところなのだ。

「だが、忍者を雇うぐらいなら……」

　自らの考えを打ち消そうとする呟きは、しかし空虚な響きだった。

「新しい弟子などと偽いつわって、拙者より腕の立つ兵法者を探し求めた方が遥はるかに安全で安上がりに済むのではないか？」
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　一面、銀ぎん灰かい色しよくの霧に閉ざされた世界に影法師の群れは寂じやく然ねんと立っていた──

「伽羅、不ふ首しゆ尾びに終わったか」

「面めん目ぼく次し第だいもありませぬ」

「ほう、お主の術は破れたか」

「御ぎよ意い」

「成程。夢想権之助め、思うた以上にやりおるわい」

「伽羅の蠱こ惑わくの術──並なみ大たい抵ていの男ならば瞬またたく間まに堕おちるものを、よもや逃れるとはな。それで、尻尾しつぽを巻いて逃げ返ってきたか」

「騒ぎを大きくしまいと考えただけのこと。それよりも江戸で四人の配下を失いながら尻尾を巻いて逃げられたのは幻げん角かく殿、あなたではありませなんだか」

「これは痛いところを突かれた。だが、あれは相手が宮本武蔵であったが故だ。命を捨ててまで討たねばならぬ理由もない」

「ともあれ、これで二度だ。音に聞こえし我ら帷い母ぼ衣ろ衆が、同じ者を相手として二度もしくじるとはのう……」

　老いたる声は溜め息混じりに云った。その屈辱が応こたえたものか、しばし影の群れに声はなく、重い沈黙が霧の世界を支配した。

　それは、破られた。

　陰惨な声が霧を震わせた。

「かくなる上は──」
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　──また、同じ夢だった。

　永えい劫ごうの闇やみも無限の静寂も、そして不思議に鮮明なその意識もいつもと変わらなかった。ただ、夢は回を重ねるごとに微妙に、しかし確実に現実感を増しているようである。

　意思に反して、彼女は無む明みようの闇へ踏み出した。

　その手に「剣」が握られていた。

　すぐ眼の前に「石」が現れた。

　戦慄に心の奥底まで凍いてついたかに思われたのに、彼女はゆっくりと「剣」を持ち上げていく。

（この御み剣つるぎは私が手にすべきものではないわ……）

　ふと、そんな考えが心をかすめた。

　では、この「剣」は何なに人びとに相応ふさわしい？

　心の水みな面もに浮かぶ顔があった。どうしてその男の顔が思い浮かんだのか、それは彼女自身にも分からない。夢中にあっても世せ人じんの評が心の片隅に留とどまっていたのか、それともより深い想いの故であったのか……

（夢想様！）

　身体の震えが不意に止まったその時、彼女は心中に叫びを上げた。その面おも影かげだけを見ようと瞼まぶたを固く閉じ合わせた。

　瞼の裏にも「剣」が「石」を打ち割る光景ははっきりと見えていた。

　それはいつもと同じ光景だった。彼女の恐怖は頂点に達した。心の奥底で何かが破裂した。悲鳴が闇を斬り裂いた。

　そして──

　そして彼女は──

　鹿か島しま神じん宮ぐうの巫み女こ、静は悪夢より目覚めた。







　奉納試合
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　遠くで鶏が鳴いた。

　東の空が白み始め、鬱うつ蒼そうとした森の気を黄金色の木こ洩もれ陽びが切り裂いていく。樹上から朝露の滴しずくが落ちる。清澄の気はこの神域に相応ふさわしいものだった。

　昨夜の霧とは打って変わって快晴となりそうな、奉納試合のまさにその当日。

　鹿か島しま神じん宮ぐう奥の森──神気漂う早朝の森を、夢む想そう権ごん之の助すけは歩いていた。無論、例の羽織を着て、例の杖つえをついている。

　神仏は敬うやまえどこれに頼らずとは宮みや本もと武蔵むさしの言だが、権之助の神仏観もまた似たようなものだ。それなのに夜も明け切らぬ内に神宮へ参拝すべくやってきたのは、さすがに奉納試合の当日となって気が昂こうじたものか、生来の生き真ま面じ目めさの故か、それとも昨夜来彼の心を捉えていた疑念の為であろうか。

　鹿島神への祈願も終えて、しかし権之助は桜井道場には戻らなかった。代わりに彼は奥参道へ歩を進めた。鹿島神宮には帰参の当日に一度訪れたきりだったから、昔を懐かしむ思いが胸中にない訳でもなかった。

　朝の光が霞もやを追い払っていく。

　澄み切った森気の中を動くものがある。鹿だ。かつて、鹿島はその名の如く鹿の産地だった。奈良の鹿は、中なか臣とみ氏が武たけ甕みか槌づちの神かみを春日かすが大たい社しやに歓請した際に鹿島から連れ帰った鹿の子孫と伝えられている。しばし朝の森を歩く人間を大きな瞳で眺ながめていたが、興味を失ったのか、鹿は木こ立だちの彼方へ去っていった。

　当てもなくぼんやりと歩いていた夢想権之助は、ふと現実に引き戻された。いつの間にか、彼は要かなめ石いしの前にまでやってきていた。

　四方の榊さかきに紙かみ垂しでを張り巡らせたこの奇石は神代の頃より鹿島神宮に伝わるもので、武甕槌神が地震を起こし猛威を振るう大おお鯰なまずを鎮めんとしてその身体に打ち込んだ釘の頭頂とされている。もっとも『常陸ひたち国誌』には大魚とあるだけで鯰とは書かれていない。即ち、要石はその霊力によって大いなる災いの元凶を封印しているのである。径一尺余り、地上に出ている部分だけからではそのような由来を信じることなどとても出来そうにない。

　だが、これは後の話になるから権之助が知っている筈はずもないのだが、あの有名な水み戸と光みつ圀くにが何を血迷ったのか罰当りにも要石の周囲を家来に掘らせてみたところ、どんなに深く掘り下げても、石は地中深くに伸びて遂ついにその下端を明らかにしなかったと云う──

　奇石にまつわる伝承を思い返しつつ、権之助は要石から離れようとする。はっと背後に向き直ったのは、その次の瞬間のことだった。

　後方に何者かの気配があった。

　だが、咄とつ嗟さに相手の正体を見て取って、彼は安堵の表情を浮かべた。数間離れた木立の陰よりこちらの様子を窺うかがっていたのは神じ人にんである。その顔にも見覚えがあるような気がした。神人とは神社の雑務に携わる低い身分の用人だが、神に仕える身であることに代わりはない。それでありながら腰に太た刀ちを佩はいているが、それも道理、鹿島神宮の神人はいずれ劣らぬ鹿島神道流の錚そう々そう、武神武甕槌神の名に恥じぬ戦士たちなのだ。

　権之助が軽く会え釈しやくを送ると、相手もそれに応じて頭を下げ、それからそそくさと立ち去っていった。神人は神宮の警備の役も務めている。夜も明け切らぬ内から奥参道をうろついている人影に何事かと警戒の念を抱き、追いかけてきたのだろう。そして相手の素す姓じようを認めて安心し、同時に見み咎とがめられて決まりが悪くなったものと見える。

（まあ、大事の前だから張り詰めているのも分からぬではないが……）

　夢想権之助は簡単に納得して、そのまま今の出来事は忘れてしまった。

　ただ、心に別の考えが喚起されて、

（松岡老に相談してみるべきかな）

　要石の前を離れながら、彼はそんなことを考えた。誰かに相談するならば、それは松岡兵ひよう庫ごの助すけを措おいて外になかった。

（しかし、全く拙者個人の事情で命を狙ねらわれているのかも知れぬからなあ……）

　何ど処こに向かおうという意識もなく、思案に暮れながら彼は歩いた。様々な事柄がとりとめもなく心の裡うちに浮かんできた。宮本武蔵、伽きや羅らとその目的明らかならぬ暗殺者の群れ、江戸から彼を追いかけてきた六人の男女、仙人めいた松岡兵庫助、妖気を漂わせた塚原彦四郎、そして静……

「夢想様？」

　再び夢想権之助が足を止めたのは、その澄んだ声を耳にした時だった。我に返って道の行く手に眼をやると、声の主はまさしく巫み女この静である。

「やあ、これは静殿……」

　それまで彼女に気づかなかった不注意に苦い笑いを嚙み殺し、

「さすがに朝はお早いですね。静殿も御機嫌うるわしく──」

　と形式通りの挨拶をやり始めたのだが、しかし彼は中途で口を閉じた。歩み寄ってくる静の表情に再度はっとなって、思わず言葉を失ってしまったのだ。

　この時、静は夢のように美しく思われた。そして幻のように儚はかないものと見えた。

　権之助は息を吞み、まじまじと彼女を見つめた。合が点てんはすぐにいった。静の細面には隠すに隠し切れぬ曇りがあった。その曇りが、逆に彼女の美しさを際立たせていたのだ。

（そうか、この道は御手洗みたらし之の池いけに続いているのであったな）

　ふと、そのことに思い当った。霊水湧く御手洗之池は参さん籠ろう者しやが身を清め、穢けがれを祓はらう禊みそぎの泉である。そうすると静は御手洗之池からの帰りでもあろうか。

「夢想様、どうかなさいましたか？」

　彼の怪け訝げんな表情に気づいたのか、静が声をかけてきた。

「ああ、いや、別にどうということはありませぬが……」

　何があったのか聞いてみたいと思いはしたが、しかし権之助は留とどまった。好奇心旺盛な彼にも他人の私事に触れることへの遠慮や躊ちゆう躇ちよはあり、それ以上に自戒があった。ましてや静に対しては強い敬意を抱いている。

「静殿とここで顔を合わせることになろうとは考えてもいませんでしたのでね」

「まあ──」

　特に目的があって歩いていたのではなかったから、自然、夢想権之助は神宮の本殿に向かう静に同道する形になる。

「夢想様は、やはり奉納試合のことで？」

「ええ。信心深い方ではないと自覚しているのですが、いざとなるとやはり神頼みになってしまいます」

「それでは罰ばちが当りますわ」

　巫女らしくもない冗談だが、悪意はない。

「心配する必要などありますまい。優勝は夢想様に違いないと、皆様、そうおっしゃっておられます」

「過剰な期待というものです。確かに誰もがそう云っているようですが、勝負の如何いかんというのはいざ試合とならねば分からぬものなのですから」

　夢想権之助は微わ笑らった。照れと皮肉と苦笑が入り混じっている、そんな不思議な微笑だった。自信がない訳では決してない。翳かげりがなく、寧むしろ爽さわやかでさえあることからそれが分かる。理解の難しい人物だった。

　少し考え、そして静は思いを決めて尋ねてみた。

「夢想様は、何なに故ゆえに兵法者となられたのでございますか？」

「武芸に憧あこがれたからです」

　簡単に答えて、それから権之助は立ち止まった。静の様子が妙に思えた。

　その瞳に宿る光が真剣に過ぎる。

「それだけ、ですか」

　静もまた立ち止まり、先の問いに重ねて問いかけた。強い調子ではない。しかし、その言葉は心の奥底で何重にも谺こだました。

　しばしの沈黙の後で、夢想権之助は静かに首を横に振った。

「静殿──生きたいように生き、自みずからの手で死に場所を見つけんと望んでいる者を、あなたは如い何かに思われまするか？」

「…………？」

「いつ死んでも文句は云えぬ、世を渡るのにおのれ一人しか頼れるものはない──それでも、拙者は自由が欲しかった。郷里にいた頃のように、束縛されて生きるのは嫌いやだった。土地や身分に……」

　この貴公子然とした人物が百姓の出であることに、静は今いま更さらのように思い当った。

「今は戦乱の世とは違い、法と秩序によって天下は治められている。この世に生を受けたその刹せつ那なから人の生き方は定められて、逃れることは決してかなわない。変化のない、しかし平和な時代だとは思います。だが、拙者はその間際に逃げた。それから逃れた」

「…………」

「捨てたのではなく、逃げたのです」

　夢想権之助は微わ笑らった。翳かげりのある、寂しげな微笑だった。

「静殿──拙者は兵法者として、そして人としても到とう底てい至らぬ未熟者でござろう」

「いいえ、違います」

　静は首を横に振った。

「夢想様は決して未熟な兵法者などではございませぬ。おのれの弱さを知ることは、人として何よりも大事なことではありませぬか」

「それは──」

　その通りには違いない。しかし権之助が返す言葉に苦慮したのは、その言葉にある真理の為などではなかった。

「……夢想様、あなたは必ずや奉納試合でお勝ちになられまする」

　静は云った。祈りにも、或いは予言にも似た口調だった。

　やはり真しん摯しに過ぎる──そのことに権之助は妙な違和感を覚える。

（何な故ぜだ、何なに故ゆえに静殿はかくまで……）

　静の心理が分からなかった。その困惑と苛いら立だちの一方で、自分が彼女に気け圧おされていることだけはよく分かる。

「勿もち論ろん、拙者も兵法者の端はしくれにござる。戦いの場に臨む以上は、持てる力の限りを尽くして戦いまする」

　声は意外にしっかりしていたが、権之助はまだ完全に平常心を取り戻した訳ではなかった。その為か、無意識の内に彼らしくもない逃げを打つような言葉が口をついて出た。

「──もっとも、無事に奉納試合に出ることがかなえばの話になりますが」

「無事に……出ることがかなえば？」

　静は眼を瞠みはった。愕がく然ぜんとなるのも無理はない、そんな権之助の言葉だった。彼を見つめる瞳の色は険しくなっていく。

　──と、その顔からは次第に血の気が失せて、遂ついには透明と思われんばかりになった。一杯に開かれた瞳からはすーっと焦点が失せていった。

　勿論、真正面に向かい合っている権之助は忽たちまちこの異常を察した。背筋に冷たいものが走る。同時に彼は世人の噂を思い返していた──静の巫女としての資質に関する噂を。

（……神かみ懸がかり!?）

　日本人に相応ふさわしく、自らの不信心を自覚しながら彼は神秘的な力に対して強い畏い怖ふの念を抱いている。色白の美貌を青ざめさせて静を見守る権之助は身動き一つかなわず、息が詰まるような苦しさを覚えていた。

　実際には神懸りなどという大おお袈げ裟さなものではなかっただろうが、しかしトランス状態にあったことに違いはない。静は散大した瞳で眼前に立つ兵法者を凝視していた。いや、彼女の眼は権之助を映してはおらず、何ど処こか遠くを、権之助の遥はるか後ろを見つめていた。

　やがて、彼女の唇は震え始めた。

「む、夢想様……」

　夢想権之助はごくりと息を吞んだ。そして巫女の次の言葉を待った。

　静は感情のない声でそれを告げた。

「あなたの身近にあられる御方に、何か危険が迫っています……」




　　　　二




　追いかけるその対象の姿が早朝から見えなくなったことは、当然、間もなく追いかけてきた面々の知るところとなった。すぐに桜井道場の用人や住み込みの門弟らに尋ねてみたが、夢想権之助の行方ゆくえを知る者はなかった。

「こんなに朝早くから何ど処こへ行かれたのでしょうか？」

　剣術道場の看板娘鶴が誰にともなく問いかけると、

「奉納試合が始まるのは巳みの刻と聞いています。まだ先ですね」

　少年の松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけも首をかしげた。

「もしや刺し客かくに襲われたのでは……」

　鉄砲役人の娘夕が不安げに呟つぶやけば、

「まさか、そんな騒ぎはありませなんだ！」

　槍の小お之の川かわ光みつ弥やが否定する。

「大事の前でさすがに気が昂たかぶったか、それとも刺客のことで気が静まらぬのか、いずれにしても神宮へ必勝祈願に参られたのではないか」

　鎖鎌の鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろうが意見を述べると、

「それ以外にはなさそうね。じゃあ、試合の前にあたしたちも神宮へ行ってみない？」

　旗本のお嬢様澄が云い出して、結局はそれに異を唱える者もなく、六人は朝っぱらから桜井道場を出ていった──もっとも日の出と共に朝の生活が始まる時代なのだが。

　六人の内で最年少の松林左馬之助はこの地で育った。だから神宮への道筋はよく知っている。彼を先頭に男女六人、夢想権之助の取り巻き及び追っかけの面々はこうして観光気分で鹿島神宮へ向かったのだった。

　ついでに書いておけば、松林左馬之助とは後に仙台伊だ達て家の兵法師範となった松林蝙へん也や斎さいその人に外ほかならない。そんな天才剣士も、この頃はまだ兄けい事じする夢想権之助や他の仲間たちの使い走りに過ぎなかった。

「左馬、あなたは鹿島で剣の修行をしたのでしょ？　じゃあ、この辺りの道場のことはよく知っているわね」

「いえ、何しろやたらと町道場の多い土地ですから……」

「しかし、噂や評判を耳にしたことぐらいはあろう？　とりわけ大きい道場のは」

「ええ、それならば」

「本命は夢想様として、対抗になり得るのはいずれの道場の代表者でしょうか？　神宮の方々は出場なされないと聞いていますが」

「町道場の中で力があるのは、規模なら有あり馬ま道場、質と云おうか師範の実力では土ひさ子こ道場ですね。穴は宿敵斎藤一門」

「穴は、最初から分かっていれば穴とは云わぬと思うのだが……」

「もしや、桜井様のように鹿島を離れていた御高弟を呼び戻された御方もいらっしゃるのではありませぬか」

「それは大いに有り得るな」

「ですが、斎藤道場の人ひと見み熊くま助すけ様も松まつ平だいら道場の平ひら井い八はち郎ろ兵べ衛え様も鹿島に戻ってはおられません。他の兵法者が相手なら、何も心配するには及びますまい」

「武蔵殿のような桁けた外はずれの達人が滅めつ多たやたらにあろうとは思えぬしな……おや？」

　朝の大気に流れたぴいいという物悲しい音色に、一行は思わず立ち止まった。その時になって、彼らは初めて行く手の道端に腰を下ろした人影に気がついた。

「……なんだ、按あん摩まか」

「それにしてもこんな町外れたところにまで来なければならぬとはなあ。按摩というのも大変だな」

「もう朝ですから、これから家へ帰られるのでありましょう」

　そして、彼らはそのまま按摩の前を通り過ぎようとした。

「按摩かみしも、十六文……」

　不意に按摩は一行に声をかけた。

「一つどうです、夢想様のお友達方」

「な、何っ」

　動揺に動きを止めたのも一瞬、三人の男は三人の女を庇かばうように身構え、同時に按摩を取り囲んだ。一応は護衛であるとの意識が頭の片隅に残っていたらしい。

「き、貴様っ、どうして我らの素す姓じようを存じておるのだ!?」

「さては夢想様を襲った一味の者だな！」

「お主、本当に按摩か!?」

　この状況にあって、按摩はゆるりと立ち上がった。頭髪はもとよりないのか剃っているのか、顔中皺しわくちゃの年老いた座ざ頭とうで、杖つえをつき、細い竹の呼び子を首にかけている。両の耳が異常に大きい。かっと開いた両眼は灰色で、老人が盲目であることを示していた。どう見ても按摩以外の何ものでもない。

　ぴいい……と、彼は再び呼び子を吹いた。落ち着き払って、人を小馬鹿にした態度だ。

「き、貴様っ……」

　憤ふん怒ぬの声のその直後、黎れい明めいの光を跳はね返して繰り出された赤い稲妻は小之川光弥の手練の槍だ。唸うなりを上げて大気を引き裂いた黒い旋風は鳴海蒼十郎の必殺の鎖分銅だ。それはたとえ眼の見える人間でも避けられまいと思われた程の、凄まじい先制攻撃だった。

　──数歩後あと退ずさって、座頭はこれを躱かわした。

「……何っ！」

「……馬鹿な!?」

　光弥と蒼十郎は同時に叫び、次の瞬間、彼らは何の前触れもなくよろめくとそのまま地面に倒れ込んでしまった。

「……えっ？」

　何が起こったのかは理解出来ず、しかし松林左馬之助は反射的に身を沈めた。一撃必殺の抜ばつ刀とう術じゆつの構え──

　然しかるに左馬之助もまた唐とう突とつにその場に崩れ落ちた。のみならず、数歩下がって様子を窺うかがっていた三人娘までもが電撃に打たれたかの如く地面に転がった。

　この時、彼らは平衡感覚を喪失していた。それぞれの三半規官は突然に異常を来きたして、同時に耐え難い頭痛が暴風雨の如く彼らに襲いかかった。ほとんど一瞬にして、彼らは行動不能の状態に陥おちいったのである── 座頭は呼び子をくわえているだけだというのに。

「殺してもよいのだがやめておく。夢想に伝えてもらわねばならぬことがあるのでな」

　座頭は云った。呼び子をくわえながらの言葉だから不明瞭な筈なのに、三半規官の異常と頭痛の中でその意味は不思議に通じた。

「六人もいらぬ。連れていくのは一人でよかろう──お主、来い」

　見えぬ眼に笑いを浮かべて、座頭は娘の一人を引き立てた。旗本のお嬢様──澄だ。抵抗する意思は頭の中の激痛に霧散して、彼女はふらつきながらも立ち上がった。

　その時、地を這はうように白光が閃ひらめいた。左馬之助が執念で放った一刀だった。

「おっと」
















　盲目なのにどう察知したものか、座頭は跳躍して、この一撃を躱した。凄まじい跳躍だった。澄の体重など少しの負担にもならないのか、彼は頭上の木の枝に降り立った。

「うぬら如きに倒されるわしではない。娘の命を惜しいと思うならば、この書状を夢想に渡せ。よいな？」

　垂直に棒手裏剣が飛来して、大地に突き立った。何やら紙片が巻きつけられている。

「では、さらばじゃ──ふおっふおっ」

　そう笑うと、老座頭は澄を抱きかかえたまま枝を蹴って、別の枝へ跳び移った。人間離れのした体術は忍者であれば当然としても、しかし盲人のものとは到底思われない。

　笑い声が遠ざかるにつれて、耳や頭の痛みもまた遠のいていく。それでも残された面々はすぐには起き上がれなかった。ひどい吐き気がした。耳を押さえ、誰もが痛みを追い払うように頭を振った。屈辱が胸に芽生えてきたのはそれからだった。

　──六人もいながら手も足も出ず、しかも仲間を連れ去られようとは。

「くそっ」

　蒼十郎は悪態を吐つきながら立ち上がった。

「ううっ、眩暈めまいがする」

　宝ほう蔵ぞう院いん流の鎌槍を杖代わりにして、光弥も起き上がった。足はまだふらついている。

「それに耳鳴りもひどい──おやっ」

「どうかしたか？」

「今、人の呼ぶ声が聞こえたような……」

　光弥は神宮の方角に視線を向けた。蒼十郎も左馬之助も、鶴も夕もそちらを見やった。急ぎ足でこちらに向かってくる人影が二つある。一人は見知らぬ巫女姿の少女だが、もう一人の派手な衣装いでたちの武士は──

「ああっ、夢想様！」

　鶴と夕はほとんど同時に跳ね起きた。

　それは夢想権之助と静以外の何者でもなかった。数間手前で二人は立ち止まり、何事が起きたのかと顔を見合わせたが、すぐに気を取り直して五人のところに駆け寄ってきた。

「夢想さあまぁ～」

　ほとんど泣き声になって、鶴は権之助にすがりついた。それを邪険に追い払おうとするぐらい厄やつ介かいに思っている訳ではないが、優しく抱き締めてやろうとも特に思わない。権之助は彼女には取り合わず、

「おい、何があったのだ!?　それにお澄殿の姿が見えぬが……一緒でなかったのか？」

　と、光弥と蒼十郎と左馬之助を見回して問うた。三人とも惨さん澹たんたる有り様で、余程失意が大きかったのかしょげかえっている。

「お澄さんは曲くせ者ものに連れ去られました。そして、それを夢想様に渡すようにと……」

　地面に突き立った手裏剣を指差して説明したのは夕だった。

「…………？」

　権之助は手裏剣を手に取り、それに巻きつけられていた紙片を開いた。紙片の内容は如い何かなるものか、それを読む権之助の表情をその場の誰もが見守っている──

「やられたな」

　紙片を折り畳むと、夢想権之助は顔を上げてそう云った。

「夢想様、敵は何と申しているのですか？」

「人ひと質じちの命を失いたくなければ果たし合いに応じよ、そう書いている」

　不思議に静かな口調だった。

「果たし合いの時刻は巳みの刻だ」

　全員がその言葉の意味を理解した──巳の刻は奉納試合開始の刻限。

「奉納試合に出るのを諦あきらめねばお澄殿の命はない、ということですか。何と卑劣な……」

　光弥が吐はき捨てるように云った。

「夢想様、如何がなされるのですか？」

　いつもは悠然と構えている夕もさすがに不安げな顔色である。

「応じるよりあるまい」

「奉納試合は諦められるのですか！」

　これは左馬之助の言葉だ。そちらに穏やかな視線を送って、

「分かっている。これで相手の目的は明らかになったようなものだな。それだけに思い通りに動くのは癪しやくに触るが、だからと申して、お澄殿を見殺しにすることは出来ぬ。第一、惚ほれ合った女人ならばまだしも、そうでもない女人に拙せつ者しやの為に死なれては余りにも申し訳が立たぬ……」

　と、権之助は云った。ひどいことを云っているが、権之助は奉納試合の栄誉よりも追っかけ娘の身の安全を躊躇なく選んだのだ。

「しかし拙者の見るところ、お澄殿を助け出せる見込みはまずないな」

「……はあ？」

「当然の兵法さ。敵は大事な人質を連れては果たし合いの場に現れまい。馬鹿正直に約やく定じようを果たす義理もあるまいし、また連れていけば何らかの手段で奪い返されるやも知れぬ。奪い返されては人質の意味がなかろう」

「そ、そうですか……？」

　左馬之助が青くなって言葉を挟む。

「誰だってそうする、拙者だってそうする」

「人質を盾たてにするような卑ひ怯きような真似をすると申されるのですか!?」

「それはやらぬであろうな」

「……云っていることが大分矛盾してはいませんか？」

「何ど処こが？」

「そういう話は後に回して──」

　今度は夕が割って入ってきた。

「つまり、夢想様はどうなされるおつもりなのですか？」

「妙法なんてものはそう都つ合ごう良よくは思い浮かびませぬ。いずれにせよ、果たし合いの場に参るのは拙者一人──」

「……御一人で？」

「お澄殿を助け出せる見込みがない以上、十に九まで無駄に命を落とすことになりましょう。かような戦いに手を貸してくれとは申せませぬ」

　夢想権之助は云った。

「だが、拙者は参る。参らねばならぬ」

　既に彼には迷いはない。

　普段から生き真ま面じ目めな性格ではあるが、今は「真面目」な表情とは云えなかった。形容するなら「真剣」な表情だろう。

　闘いの場に赴おもむく兵法者──おのれの存在の証あかしと思い定め、生と死の境にその身を置くことを厭いとわぬ者。絶対の死地さえ彼らにとっては晴れ舞台だ。

　取り巻き衆は言葉に詰まった。もう誰も彼を止められないと、皆は悟った。

　その夢想権之助に呼びかけた者がある。

「夢想様」

　静かな口調に強い意思を秘めた声だった。

　その声に、取り巻き衆はやっと権之助と共に駆けつけた見知らぬ少女の存在を思い出してそちらへ向き直った。静である。眩まぶしいばかりの彼女の美しさに男三人は息を吞み、女二人も眼を瞠みはった。

　権之助もまた静の方に振り返った。闘いを前にした静かな興奮の為にすっかり彼女のことを忘れてしまっていたのだが、我に返って静を見つめたその眼に、次第に希望の色が浮かんできた。

　巫女はその神秘的な瞳を権之助に向けて、そしてきっぱりと云った。

「連れ去られたという御方の行方ゆくえ、私ならば分かると思いまする」
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　高央剛ごう十じゆう郎ろうは千鳥足で歩いていた。

　師である斎藤法ほう玄げんに謹慎を命じられてからというもの、酒浸りの日々が続いている。おんぼろ長屋に籠こもっていると忌いま々いましさは募る一方で、この朝、彼は遂に禁を破って長屋を飛び出した。

　早朝晴天の清すが々すがしい大気の中を酒気を帯びた体臭を漂わせて、剛十郎は歩いている。行き先に当てなどはない。じっとしていることに堪えられぬから動いているだけだ。

　いつしか剛十郎は城しろ山やまの西側の麓ふもとにまで来ていた。根こん本ぽん寺じや鎌かま足たり神社の付近である。山から見れば里の入口だが、里から見れば山の入口だ。この頃は人家も少なく、雑木林や草原の合間を小道が縫っているだけだった。

（そうか、今日は確か奉納試合があったな）

　そんなことをぼんやりと考える。斎藤道場の代表選手は誰に決まったのであろうか。剛十郎は奉納試合に同道することさえ許されてはいなかった。

（全すべては夢想権之助の為だ。おのれい、この恨みは必ず晴らしてくれる）

　懲こりない男だ。自分の粗暴さを反省することもなく、誰に対してもやたらに嚙みつく。彼を支配するものは自己本意な気位の高さと抑えられぬ破壊の衝動ばかり──

　前方に人の気配を察して、ふと高央剛十郎は面おもてを上げた。酔った眼が焦点を結び、こちらにやってくる人影を捕らえた。それを見定めて、彼は首を捻ひねった。

　その人物は大振袖に袴はかまをはいて、こんな場所には相応ふさわしからぬ若わか衆しゆ姿だった。

「──待て」

　軽く会え釈しやくして行き過ぎようとしたその若衆を、剛十郎は呼び止めた。

「お主、笠を取れ」

　そう云った時には、既に彼の太い指は若衆の菅すげ笠がさの縁ふちにかかっていた。

「おっ」

　剛十郎は眼を瞠みはった。菅笠に隠されていたその顔は、女に見み紛まがう美貌だった。

　彼が息を吞んでいる間に、若衆は数歩後あと退ずさって再び菅笠を下げる。ちらりと見えたその指は細くしなやかで、白魚の如く白かった。体格も女のように華きや奢しやだ。

　剛十郎の眼に怪しい光が点ともった。単純で、そして獰どう猛もうな男だ。それに男だん色しよくが珍しくはなかった時代である。彼の胸は強烈な情欲に沸き返った。途端に荒々しい相そう好ごうはだらしなく崩れていく。

「若衆、お主も神宮へ参るのか」

　にたにた笑い、舌舐なめずりをしながら剛十郎は声をかけた。これでは身に危険を感じない方がどうかしている。

　果たして、若衆は更さらに後退った。

「怯おびえることはない。奉納試合などよりもずっと楽しいことを俺が教えてやろう」

　剛十郎の表情を鼠をいたぶる猫のものと例えては、どう考えても猫に対して失礼だ。相手の恐怖を煽あおるようにゆっくりと、彼は一歩一歩を楽しみながら歩を進めた。

　掌てのひらを広げ、若衆は左手を前に突き出した。

　その動作を、剛十郎は自分を押し留めようとしてのものだと理解した。笠に隠され表情は分からぬが、きっと恐怖に歪んでいるに違いない。余りの恐ろしさに声も出ないのだろう──

「さあ、俺が可愛かわいがってやる！」

　興奮を抑えかねて一気に跳びかからんとした、まさにその時──剛十郎は眼をひん剝むいて石と化した。若衆の大振袖の袂たもとから濛もう々もうと噴き出した白煙に気づいたのである。

「この炎ほむら丸まるを抱こうなどとは十年早い」

　若衆は冷ややかに云った。

　同時に灼しやく熱ねつの光が閃ひらめいて、大振袖を飛び出した何か棒状のものが白煙を後に引きながら剛十郎の胸元へ弧を描くようにして伸びた。長さ一尺余、径二寸前後、先端は円錐状に尖とがり、末尾には矢羽根が取りつけられている。白煙はその太い矢や筈はずから噴出していた。

（火か箭せん──それにしては太い）

　愕がく然ぜんとしつつ、剛十郎は全く同時に別のことを考えていた。

（棒ぼう火び矢や──それにしては短い）

　それが最後の思考だった。矢は高央剛十郎の胸を貫き、そして爆発した。

　凄まじい烈風。広がる紅ぐ蓮れんの炎。雷鳴の如き轟音は意識を跡方もなく引き裂いた。やがて訪れた死の静寂に、爆発の余韻が虚むなしく響き渡る──

「下げ衆すめが」

　木こっ端ぱ微み塵じんに飛び散らばった肉の残ざん骸がいに侮ぶ蔑べつに満ちた言葉を投げかけて、帷母衣三十六人衆の一人炎丸は身を翻ひるがえした。菅笠の縁を軽く持ち上げ、城山の方角に眼を向ける。

　城山を越えた向こうには鹿島神宮がある。

「巳みの刻までもうしばらく── 奉納試合が始まるか」

　同じ時刻、もう一つの戦いが始まる。




　　　　四




　奉納試合が始まるまで、後は四半刻余りとなった。鹿島神宮の楼門前には早くも見物人の群れがどっと詰めかけていた。

「おおっ、有馬道場の御お歴れき々れきが参られたぞ」

　誰かが叫んだ。それと同時に剣士の一団が大鳥居の下をくぐり抜ける。

　先頭に立つ瘦そう身しんの武士が有馬元内である。その後ろには四人の武士が続いていた。いずれも有馬門の高こう弟ていの面々だった。

　江え母も塔とう右衛え門もん。

　尾おノの谷や孫まご蔵ぞう。

　比ひ登ど電でん兵べ衛え。

　蓑みの浦うら作さく衛え。

　彼らを称して有馬門四し天てん王のうという──

　有馬元内一門を皮切りにして、鹿島周辺の諸道場の関係者が陸りく続ぞくと姿を見せた。いずれも精せい悍かんの気をみなぎらせた剣士の一団が幔まん幕まくの彼方かなたへ歩いていくのを眼にする度たびに、試合場を取り囲む竹矢来の周りに雲集した見物人たちはあれやこれやと批評を交まじわらせる。

「土ひさ子こ泥どろ之の助すけ様も来られたな。相変わらず御元気そうじゃ」

「おっ、斎藤法玄様の御一門だ。出場なさるのは伜せがれ殿の牛うし之の助すけ様らしい」

「桜井道場との因いん縁ねん対決が見ものですな」

　何気なく耳にしていた会話の中に桜井道場という言葉を聞いて、見物人の中に混じっていた町娘の一団が怪け訝げんな顔を見合わせた。

「そういえば、桜井道場の方々が見当りませぬ。まだ来られてはおられぬのですね」

「ところで、夢想様が出場なさるというのは本当なのでしょうか？」

　この娘衆もやはり夢想権之助がお目当てのようである。

　しかし、それから数組が幔幕の向こうに去っても桜井道場の一行は到着しなかった。

「本当に遅いわね。どうしたのかしら」

「もう、巳の刻は近いのに……」

　──と、不安げに言葉を交わしていると、

「そこな女によ人にん。一つものを尋ねるが、羽織の襟に日ひの下もと開かい山さん兵ひよう法ほう天てん下か一いちなどとふざけた文句を大書して、年寄りでもないのに杖を片時も放そうとせぬ優やさ男おとこを見かけなんだか？」

　そう声をかけてきた男があった。

　その人物を振り返って、娘たちはぎょっとした。眼の前に立っていた男は一目で分かる兵法者だが、格好は旅塵に塗まみれているのを差し引いてもむさ苦しいことこの上なく、人間離れしていると云おうか獣じみた容貌の持ち主だった。体軀から発散される気は尋常のものではなく、周囲の見物人たちも恐れをなして身を遠ざけようとするのだが、当人は至って無む頓とん着ちやくだ。

「さあ……一体、誰のことでしょうか……」

　娘たちも怯おびえて、やがて一人が震える声でそう答えた。そんなごまかしが通用したのかしないのか、

「……かように派手な男が、この地には十人も二十人もおるのか」

　むさ苦しい男は重苦しい口ぶりで呟つぶやいた。

　大鳥居の下に新たな武士の一団が現れたのは、ちょうどこの時だった。それに気づいた見物人たちはそちらを見やって、

「おっ、桜井道場の御歴々の登場だ」

「やっと来たか」

　と、ざわめきたった。それはすぐに当惑に満ちた囁ささやきへと変わった。

　娘たちも顔を輝かせて武士の一団に視線を向け、そして失望の色を浮かべた。

　誰もが登場を待っていた当の人物の姿は、その中には見えなかった。

「おい、どうしたのだ？　夢想権之助がおらぬではないか」

「夢想殿は奉納試合に出られぬのか？」

　幔幕の向こうに消えた桜井道場の人々を見送りながら、そんな囁きが人々の間に取り交わされた。

「どういうことなのかしら……」

　娘たちもがっかりした余りに一斉に溜め息を吐ついたのだが、

「むむむっ……」

　次の瞬間、獣の唸うなるが如き声を耳にして、びっくりしてその方に顔を向けた。

　唸っていたのは先の兵法者だ。

　彼もまた、桜井道場の面々の姿を見送っていた。いや、よく見れば彼は一行に同道している若い男女を凝視していた。それに気づいて娘たちはその少年と少女に改めて眼を向けたのだが、二人が何者であるかは彼女たちには分からなかった。

「……あれは左馬にお鶴殿ではないか。あの二人もこの鹿島に来ていたのか。そうか、夢想を追いかけてきたのだな」

　重苦しく呟いて、兵法者は合が点てんしたように軽く頷うなずいた。その三白眼が鋭い光を帯びた。

「夢想はおらず、松林らがおる。これは彼奴きやつの身に何か起こったということだな」

　そして、彼は竹矢来の前から歩み去った。
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　桜井道場の面々に同道していた男女は、確かに松林左馬之助と追っかけ娘の鶴である。

　二人は桜井大炊頭と共に松岡兵庫助の許もとへ通された。松岡兵庫助は摂社沼尾社の大おお祝はふりだから階級的には鹿島神宮の大だい宮ぐう司じや当とう禰ね宜ぎよりも下になるのだが、武術がらみの行事に関しては当然のように取り仕切っている。

　桜井大炊頭が夢想権之助の不在を説明した後で、左馬之助は怪け訝げんの相を隠せぬ兵庫助に書状を手渡した。それは夢想権之助が大急ぎでしたため、内容の保証と補足を兼ねて静が幾らか書き加え、おまけに敵の挑戦状まで同封したものだった。この二人が使者に選ばれたのは、左馬之助は鹿島にいた頃に兵庫助を見知っていた為であり、鶴は鹿島神道流の道場を開く父が兵庫助の知ち己きだった為だ。

　── 松岡兵庫助は書状の内容を信じた。

「夢想権之助は巳の刻には間に合わぬ」

　彼はそう云って、その場に居合わせた面々を見回した。

　外とは幔幕で遮さえぎられたこの一画に居合わせた者は三人──土子泥之助、斎藤法玄、そして有馬元内。桜井大炊頭と合わせて、鹿島の四大町道場の当主が揃っている。

「卑劣な手段を用いて、夢想を奉納試合には出場させまいと企んだ輩やからがおるらしい。夢想は早くに片がつけばこちらに参ると書いておるが、しかし奉納試合が終わるまでに片がつくかどうかは分からぬとも書いておる」

「それは真実まことにござるか」

　重厚な雰囲気の初老の武士は問い返した。香か取とり神道流の達人、土子泥之助である。普段は温厚な人物なのだが、かつて師を裏切った根ね岸ぎし兎と角かくを同門の岩いわ間ま小こ熊ぐまと共に討ち果たすことになった際には起請文と称して「もし敗れることあらば未来永えい劫ごうまでも祟たたってやる」と鹿島神宮を脅迫している。キレると何をしでかすか分からない人物なのである。ただ、この時の反応は極めて真っ当なものだった。

「夢想の身に何が起ころうとも知ったことではないが、かような小こ賢ざかしい策略を巡らすなど兵法者として許されぬ。いや、兵法者としての道理どころではない、これは神をも畏おそれぬ冒ぼう瀆とく的な振ふる舞まいにござる。ああっ、神道流の名は汚けがされた……」

「それは夢想の云い分を信じればのことであろう」

　そう云って毒々しい視線を大炊頭に向けたのは天流宗家斎藤法玄、瘦やせて骨張った体格の、鼻が日本人離れして高い中年の武士だ。天流もやはり鹿島神道流の流れを汲む。桜井一門とは長年来の宿敵であり、その眼にも口調にもはっきりと敵意が窺うかがえた。

「なんだかんだと云いながら、本当は怖おじ気けを振るって逃げ出したのではないか」

「何を……陰謀の主は貴様であろう！」

　法玄と大炊頭の間に忽たちまち険悪な雰囲気が生じるのを、

「御両人、やめられませい」

　と、最後の有馬元内が止めに入った。齢としは四十前後か、能面みたいに無機質な顔をした色白の男である。猫撫なで声みたいな声で、それは感情というものを容易には窺わせない。この人物は今も平然と落ち着き払っていて、夢想権之助のことにも関心がある気配は見せなかった。兵庫助に向き直ると、

「それで、どうなされる所存にござるか？」

　と、元内は尋ねた。

「どうなされる……とは？」

　兵庫助は問い返した。

「決まっておりましょう。夢想権之助に如い何かなる事情があるにせよ、奉納試合を始める刻限を遅らせる訳には参りませぬ」

　有馬元内は冷たくそう云った。

「ううむ、それはその通り……」

「当然のことではないか。桜井大おお炊い、ぐずぐずしとらんで、夢想権之助の代わりに試合に出す弟で子しを選んだらどうだ？」

　泥之助は渋々ながら、法玄はにんまり笑って、元内の言葉に賛同の意を表した。

　兵庫助もさすがに沈鬱な表情になった。

「ひょ、兵庫助様、まさか……」

「この場合は話が別なのではありませぬか」

　左馬之助と鶴は慌てて訴えかけたが、しかし兵庫助の心は既に決まっていた。

「やむを得まい。奉納試合は神宮の行事なのだ。それは個人の事情よりも優先されねばならぬ……」

　卑劣な術策を弄ろうした者への怒りを抑え、夢想権之助に対して済まぬとは思いながらもその未練を断ち切って、鹿島の長老は厳格そのものの口調で宣言した。

「奉納試合は定刻通りに始める。組み合わせは既に決まっておる。桜井大おお炊い、お主にも云い分はあるやも知れぬが、ここは堪こらえて夢想の代わりとなる者を選んでくれい」

「しょっ、承知仕つかまつった。云い分などはござらぬ。では、これより代表者を──」

　言葉とは裏腹に大炊頭は無念極まる形ぎよう相そうだった。無理もない。必勝の策として夢想権之助を呼び戻したのに、こんな形で無為に帰そうとは考えてもいなかった。優勝の可能性は限りなく無に近づいたと、彼は信じた。

　左馬之助と鶴はがっくりとなった。法玄と元内はほくそ笑んだ。兵庫助と泥之助は苦虫を嚙み潰したかの如き表情である。それぞれの顔色を見定めて、早くも諦あきらめに肩を落としながら、桜井大炊頭は身を起こした。

　──幔幕のすぐ外から妙に重苦しい声が流れてきたのは、まさにその時だった。

「夢想権之助の代わりが務まる奴など、そうは世間におりませぬ」

　居合わせた全員がぎくっとなって顔をそちらに向けるや否や、

「失礼仕つかまつる」

　それだけ云って、図ずう々ずうしくも許しも得ずに幔幕の内に入ってきた男がある。例のむさ苦しい、凄せい絶ぜつ無む比ひの容貌を持つ兵法者だった。この見るからに不審な人物がここまで何の問題もなく入って来られたことこそ奇怪だが、後で聞けば、その漂わせる異様な迫力に気け圧おされてしまって、付近にいた神官や諸道場の関係者は誰一人として彼を呼び止めることが出来なかったのだそうである。

　この場の面々も例外ではない。いや、それぞれが一流の達人であるだけに、感得された戦慄の程も他者にましてひどかった。左馬之助と鶴の二人などは眼を一杯に見開いて、顔色を完全に失っている。

「何だ、お前は……いや、夢想の代わりがおらぬならどうせいと申すのだ」

　ようやく、大炊頭が口を開いた。

「おらぬと申してはござらぬ、そうは世間におらぬと申したのでござる」

　三白眼が笑ったようだ。そしてこの人物は実に途方もないことを云い出したのである。

「どうですかな、夢想の代役をこの拙者が相務めるというのは──」

「な、なあにいいっ！」

　叫んだのは法玄だが、他の面々も驚愕に眼をひん剝むいている。

　闖ちん入にゆう者しやは皆の表情をさっと眺めると、

「安心なされい、夢想めの実力の程はとくと承知してござる。拙者、どうにか手加減をして、あやつの実力と同じ程度に剣を振るいまする。夢想に及ばぬ輩は破り、あやつに勝る者には勝ちを譲る。これならば何なに人びとも不平は申しますまいし、何なに故ゆえでか不在の夢想権之助も必ずや納得してくれることと存じまする」

　人を食ったことをぬけぬけと云った。

　この驚愕すべき内容に一同はしばし言葉を失ったが、はっと我に返ると、彼らは満面を朱に染めて口々に攻撃を始めた。

「ふざけたことを申す。うぬは神道流を愚ぐ弄ろうするつもりか」

「第一、お主のような何ど処この馬の骨とも知れぬ輩にこの鹿島神宮の崇高なる奉納試合への参加を認める訳には参らぬわ」

「お主、おのれの力量が夢想権之助より勝っているとでも云うような口ぶりであったな。かようなことが信じられるか！」

「貴様、口ではそのようなことを云っていながら、実はよからぬことを企んでおるのではないか？」

　元内や法玄は勿もち論ろんのこと、泥之助や大炊頭までもが口を極めて罵ののしった。まあ、当然の反応と云えなくもない。

　そんな中にあって兵庫助だけは深い面持ちで考え込んでいたが、やがてその顔を上げ、

「松林、この者を存じておるのか？」

　と、まだ眼を剝いて呆ぼう然ぜんと突っ立っている左馬之助に声をかけた。

　答える声は震えていた。

「この御お方かたは円明流宮みや本もと武蔵むさし様──」

「何っ、宮本武蔵!?」

　さしもの神道流の錚そう々そうが今度こそは心底から仰ぎよう天てんして、満面蒼白となった。無論、宮本武蔵の名は皆が聞き知っている。むやみやたらに強いという、この剣豪の噂は……

「いかにも拙者は宮本武蔵」

　渋く笑って、武蔵は言葉を続けた。

「さて、拙者では夢想の代わりを務めるには役不足でござるかな？」
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　── 巳みの刻になった。

「奉納試合は始まったようです」

　手下の一人の言葉に、老いたる座ざ頭とうは見えぬ眼をそちらに向けた。

　鹿島神宮の真西、かつて鹿島家の居城があったことからこの山は城山と呼ばれている。今はただ廃墟に草木が生い茂っているばかりだが、その頂いただきの非常に見晴らしが利きく場所に帷母衣衆はいた。

　ここは果たし合いに指定された場所ではなかった。指定の場所には他の二十人の帷母衣者が必殺の罠わなを張り巡らせていて、夢想権之助が現れたなら鏡で合あい図ずを送ってくる手筈になっている。この場に待機する面々は大事な人ひと質じちを手元に置いて、西側の麓ふもとで行われる筈の決闘の成り行きを見守る役割を与えられていた。権之助の推測は的中していたのだ。同時に彼らは鹿島神宮への警戒の役目も任まかされていた。木立に隠されて難しくはあるが、ここからは神宮の境けい内だいを窺うかがうことも出来た。

「あの御方の仰せがあった故、わしまでもが小細工に手を煩わずらわせる仕儀になったのじゃ。これであやつの手の者が試合に勝ち抜けなんだら、冗談にもならぬわ」

　盲目の老忍は吐き捨てるように云った。

　その傍かたわらでは手下の一人が南なん蛮ばん渡と来らいの遠とお眼鏡めがねの一端に片目を当てて、それを神宮の方角に向けていた。数町の距離がすぐ眼の前に感じられる。

「おっ、最初の試合が終わりましたが、二番目の立たち合あい、確か早くも桜井道場の代表が登場するのでしたな」

「うむ、本来ならばそれは夢想権之助である筈なのじゃ。しかし、彼奴きやつは十に九まで試合には現れまい」

「そうでしょうか？　幻角様の組からは未いまだ夢想到着の合図はありませぬが……」

「確かにそれは気がかりじゃが、しかし彼奴は女おな子ごをむざと見殺しに出来るような男ではない。そうであろう？」

　最後の言葉は人質に向けられたものだ。澄は奥まった位置に生えている樹木に縛りつけられていた。今の言葉に憧あこがれの人物の危険を察知して、彼女はもがいた。もがいたが、それぐらいで縄が解ける筈がない。

「ふがふがふがっ──」

　猿さる轡ぐつわをさせられているから何を云っているのだかさっぱり分からない。これは彼女の口が余りに悪かった為の対抗処置である。

「うるさい、黙っておれ」

　別の手下が凄みを利かせた。帷母衣衆は首領である座頭を含めて十二人。女一人の見張りとしては大がかりだ。

「くくっ、どうせ夢想が死ぬまでの命だ。逃れられはせぬのだから、せめて静かに死ね」

　そんなことを云ったから、澄はますますじたばたした。

「やれやれ、騒がしい小娘だ……おや？」

　遠眼鏡を覗いていた男が首をかしげた。

「蜥蜴とかげ、どうかしたか？」

「いや、ちょうど今し方、幔まん幕まくを割って現れた武士のことなのだが──」

「夢想権之助ではあるまいな」

「おう。それどころか、桜井道場の門人ですらないぞ。第一、奉納試合に臨むという衣装にはとても見えぬ。襷たすきをかけた小袖も埃ほこりに塗まみれて、どう見ても旅の途中の兵法者といった感じだな。まさか飛び入りか？」

「どれ、俺に貸してみろ」

　仲間の一人が蜥蜴から遠眼鏡をひったくったが、その途端に、

「ひっ、ひゃあっ！」

　と、そいつは悲鳴を上げた。

「白しろ花蛇くちなわ、あの男を存じておるのか？」

「存じているどころの話ではない──あの男は宮本武蔵！」

「な、何っ!?」

「さすがに強いな。相手を一瞬にして叩き伏せてしまった。やはり凄まじい達人だ……」

「それよりも何なに故ゆえに武蔵が鹿島に──？」

　帷母衣衆の面々は当惑の表情を見交わしたが、まさか柳生の刺し客かくに江戸を追われた宮本武蔵が唯ゆい一いつの友人である夢想権之助を頼って鹿島にやってきたなどという複雑な事情を察することなど出来よう筈がない。

　その時、何気なく違う方角に眼をやった者がいて、彼は不意に叫び声を上げた。

「き、来ました！」

「何っ、合図があったか。夢想め、やはり果たし状に応じたか」

　盲目の老忍はしたりと口元を綻ほころばせたが、しかし切せつ羽ぱ詰まった次の言葉を耳にしてさすがに愕がく然ぜんとなった。

「いいえ、違いまする。夢想権之助はこちらにやってきたのです！」

　その男の指差した先へ、座頭を除く全員が視線を向けた。木こ立だちの彼方かなたから駆けてくる二人の人間を彼らは見た。一人は眉び目もく秀しゆう麗れいの兵法者、もう一人は神秘的な美しさを湛たたえた巫み女こ──云うまでもなく夢想権之助と静だ。

　その有り得べからざる出現には、さしもの帷母衣衆も驚倒した。

「静殿、下がっておられよ」

　後ろに続く静にそう声をかけ、権之助は前に進み出た。澄がまだ無事なのを確認して、その美貌には安あん堵どの色が浮かんでいる。

「何っ、静？　そうか、例の巫女じゃな。千里眼の法を会え得とくしておったか……」

　座頭は納得したように呟つぶやいたが、それを聞いていた者は一人としてなかった。

　十一人の帷母衣者は既に夢想権之助を取り囲み、慎重に身構えている。
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　野風が吹き過ぎ、草木はざわめいた。夏の日射しを緑青の草葉が照り返している。それは眠たくなるような、のどかそのものの光景だったが、しかしこの一画だけは光をも凍いてつかせる研とぎ澄まされた殺さつ気きに満たされて、景色けしきは色褪あせて見えた。

「夢想、よくぞここが分かったな」

「所詮、貴様は飛んで火に入いる夏の虫だ」

「うぬは我らが仕留めてくれる！」

　その眼に殺意を燃え上がらせた帷母衣衆の中から一人、猛然と駆け出した者がいた。

「夢想権之助の首は、この白花蛇が取る！」

　雄お叫たけびと共に、彼の手から幾状もの白光が迸ほとばしった。朽ち縄にあらず純白の組み紐だ。

　それは生ある白蛇の如く、正眼に構えられた夢想権之助の杖に絡みついた。白花蛇は組み紐を手元に引いた。

「もらっ──た!?」

　必勝の自信は、しかし瞬時に戸惑いに変わる。引いた紐に手て応ごたえはなかった。忍者らしくもなく大きくのけぞった白花蛇の前に、杖は組み紐を絡ませたまま飛んできた。

　組み紐に絡め取られた愛用の杖を、権之助は何の躊ちゆう躇ちよもなく手放したのである。それは白花蛇が考えてもいなかった対応だった。

　杖を受け止めたその時、視線を戻した白花蛇のすぐ面前に夢想権之助の姿はあった。

「げふっ」

　抜討ちに鞘さや走った一刀は、見事に白花蛇の心の臓を貫いている。剣が胸から抜かれるや、支えるものを失ってこの帷母衣者は杖を抱えたままその場に崩れ落ちた。

　神道流抜ばつ刀とう術跳躍技法──〝飛ひ鳥ちよう翔かけり〟。

「おっ……」

　残りの連中から一斉に呻うめき声が洩れた。すらりと立った権之助の手には朋ほう輩ばいの血に濡れ光る一刀が下げられている。

「杖じようと違ちごうて、剣は不ふ得え手てでな」

　夢想権之助は低く云った。

「手加減は出来ぬが悪く思わんでくれ」

　太た刀ちを抜いた帷母衣者が二人、間かん髪はつ入れずに左右から刺し突とつを仕掛けた。その面前を紅に輝く風が打つ。権之助は数歩を歩み出て、後ろを行き過ぎていった二人の帷母衣者は血糸を引いて崩折れた。

　確かに手加減はしていない。しかし、剣を不得手と云った兵法者の業わざとはとても思われない凄まじさだった。

　その権之助には今の剣技を誇るような気配はなく、寧むしろ悲壮の色を浮かべて、

「なるべく苦しまぬよう、一撃の下に葬ほうむって進ぜる。それ故、迷わず成じよう仏ぶつしてくれい」

　物凄いことを口にすると、今度は自みずから一石となって忍者の群れに身を投じた。

　血刀は唸うなりを上げて旋回した。華麗な影の疾しつ駆くするところ、血ち飛沫しぶきは舞い、断だん末まつ魔まの悲鳴は上がった。信じ難がたいことにそれぞれ人間離れのした体術を心得ている筈の帷母衣衆の面々は、いずれも公約通りに一撃にして命を断たれてしまっていた。

　夢想権之助──鹿島神道流皆かい伝でん、江戸では宮本武蔵と並んで竜りゆう虎こと称された兵法者。

「ええい、女だ。女を盾たてに取れ！」

　そう叫んで、二人ばかりの者が澄の方に向かっていった。然しかるに城跡の残ざん骸がいの傍かたわらを駆け抜けようとした刹せつ那な、

「卑怯者め、成せい敗ばいしてくれる！」

「天てん誅ちゆう！」

　叫ぶと同時に廃墟の陰から躍り出た影に、帷母衣者の一人は槍で串刺しにされ、もう一人は分銅で頭ず蓋がいを打ち砕かれた。現れたのは宝蔵院流槍術の小之川光弥と正平流鎖鎌術の鳴海蒼十郎だ。権之助が注意を引きつけている間に、彼らは敵の背後に回り込んでいたのである。

「大だい丈じよう夫ぶか、お澄殿」

　蒼十郎が澄の縛いましめを解き、猿轡を外はずした。光弥は二人の前で仁王立ちに構えている。

「もう、遅いんだから……」

「手をかけさせたのは誰だ？」

「あんたたちがしっかりしていたら、あたしがこいつらに連れ去られるなんてことはなかったのよ！」

　助けられておきながら、澄は相も変わらず口が悪い。もっとも、これは相手が権之助ではない為だろうが……

　一方、

「女だ。女を盾に取れ！」

　同じ内容のことを叫んで、静の方へ駆け寄った者もあった。その静は権之助の振るう剣技の凄まじさに呆ぼう然ぜん自じ失しつの態ていであったから、この襲撃者に気づくのが遅れた。咄とつ嗟さに身を竦すくませた彼女の前に、その帷母衣者はいざ飛びかからんと走り込む──

「……ぐわあっ！」

　灼しやく熱ねつに額ひたいを貫かれ、彼はもんどりうって倒れた。悲鳴は断末魔の叫びだった。銃声は、その直後に木立の合間を流れてきた。

「甘いことを考えないでよ」

　その声に、静は振り返った。

　硝煙の漂う中、すぐ後ろの木陰で悠々と火縄銃に次の玉を籠こめているのは夕である。黒い胴衣に股もも引ひき、手てつ甲こうに脚きや絆はんと、上に具ぐ足そくでも着ければすぐにでも戦場に赴おもむけそうな格好に今は着替えていた。その男みたいな衣装も火縄銃も革の胴どう乱らんも、護身用と称して物ぶつ騒そうにも江戸から持参してきていたものだ。

「お、おのれいっ！」

　遂ついに最後の一人となった男が猛然と地を蹴った。そこへ権之助の一刀が鋭く閃ひらめく。

　ガッ！

　左腕を襲った斬ざん撃げきは鈍にぶい音を上げ、物打ちを食い込ませ、そして止まった。肉や骨を断つものとは明らかに異なる手て応ごたえだった。

「……義手!?」

　権之助が看破するより早く、その帷母衣者の左腕は肘ひじ元からすっぽ抜けた。自みずから左腕を打たせることによって太刀を封じ、そして彼は権之助の背後に回り込んだ。残った右腕を守る肘当てには鎌が装着されていた。

「貴様の命、この蜥蜴がもらい受ける！」

　絶叫と共に黒くろ鉄がねの刃は振るわれる──

　陽光を弾き返し、赤と黒の光は交錯した。

　斬撃よりも刺突の方が早かった。振り向きざまに繰り出された一刀は義手を物打ちに嚙ませたまま、その切っ尖を蜥蜴の額に叩き込んでいた。

「秘剣〝鴫しぎの羽は返がえし〟──」

　低い呟つぶやきを洩らして、夢想権之助は一刀を払った。義手は何処かへ飛んでいき、絶命した蜥蜴は突っ伏した。

　書けば長いが、彼が「剣は不得手でな」と頼りないことを口にしてからまだ時はほとんど過ぎてはいない。壮絶な、しかし一瞬の死闘だった。そして残った敵は一人──

「御見事、八人もの手て練だれを一瞬にして葬り去ろうとは思わなんだ。どうやらお主の手並みの程を読み誤っておったらしいのう……」

　老いたる座頭は泰然と呟いた。
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　その帷母衣者は老人だった。盲目だった。風が吹けば折れてしまいそうな、朽ち木の如き瘦そう軀くだった。

　だが、夢想権之助は厳しい表情を崩さず、この寂然と佇たたずんだ老座頭へ剣を向けた。静かな光を湛たたえた双そう眸ぼうは正せい眼がんに構えた血刀よりも冷たく冴えていた。

「御老人、尋ねたきことがござる」

　声は鋼はがねの冷たさを帯びていた。

「拙せつ者しやの首を取らんと襲ったのか、それとも奉納試合に拙者を出場させまいと企んでいたのか、それはよい。いずれにせよ、何者がお主らに命を下したのだ？」

　この問いかけに、老人はにっと笑った。

「それは申すまい──と、とぼけても構わぬが、別に隠す必要もなかろう。お主が考えている相手が当らずとも遠からずじゃ」

　そして、老人は云った。

「何なに故ゆえ、隠す必要がないか分かるか？　お主はわしに討ち果たされるからじゃ。冥めい土どの土産みやげに覚えておけ、わしは帷母衣衆の火ひ挽びき！」

　その身が低く沈んだと見えた刹那、夢想権之助は風と化して間合を詰めた。これと同時に澄と鳴海蒼十郎が声を揃そろえて、

「夢想様、お気をつけて！」

「そやつ、奇っ怪な術を遣いまする」

　そう叫んだのも既に遅し、権之助は疾走の姿勢のまま不意に身を崩し、よろめいた。無意識の裡うちに彼は左手を耳に押し当てていた。

　帷母衣三十六人衆の長おさ、火挽は例の呼び子を口にくわえていた。見えぬ眼が笑って、そして異様な光を帯びている──

　サウンドビーム現象フエノメノン。イルカの持っている特殊な能力で、人間の可聴域外にある高い周波数の音波を一方向に集中的に放射することによって対象の三半規官に異常を来きたらしめ、その平衡感覚を喪失させ、遂ついには麻ま痺ひさせる。火挽の呼び子は、実にこの現象を発生させることが可能なのである。

　のみならず、彼はやや弱い超音波を広範囲に渡って放射し、その反響を鼓膜に捕らえることによって、さながら蝙蝠こうもりの如く見えざる世界の物体の位置関係を把握することが出来るのだ。盲目である火挽に信じられないような動きが可能なのは、この能力の為だった。

　今、夢想権之助は火挽の術に堕おちた。彼は平衡感覚を失った。然るに──

「いええぇーいっ！」

　気合一声、火挽に斬りかかったのは強靱な精神力の故だろう。だが、火挽はこの斬撃を背後に二間も跳躍して躱かわした。

「お、おのれっ」

「そこに直れ！」

　光弥と蒼十郎がそれぞれの得え物ものを手にして殺到しようとしたが、火挽が呼び子をそちらに向けると、これまた為す術もなく地面に転がってしまう。音波の攻撃は防ぎようがない。

「……遊びはこれまでとしておこうか」

　火挽は再び呼び子を権之助に向けた。

　権之助はふらつきながらも立ち上がり、必死の一刀を正眼に構えている。その時、彼は平衡感覚の異常のみならず、視界一面の光景に歪みが生じるのを覚えた。

「──なっ」

　何故とも知らず危険を察知し、それと同時にその場に伏せたのは兵法者として確得した第二の本能の為なせる業だったろう。

　その直後、権之助の頭上を光の矢が走り過ぎていった。

　ざわめきが幾いく重えにも重なった。彼の背後に続いた樹木の幹が怪光に次々と切断されて、片っ端から左右に倒れていったのだ。幹の切断面は如い何かなる刃でも不可能と思える程の鮮やかな切り口を見せていた。怪光はそのまま彼方かなたの空へ消えた。

「何……」

　この理解を越えた怪異に、夢想権之助はもとより、地に転がった光弥や蒼十郎も、凍りついたように立ち尽くす静や澄も、それに遠くから様子を窺うかがっている夕も我が眼を疑わずにはいられなかった。しかし、火挽は彼らに驚く暇も与えようとはしない。

「夢想権之助──覚悟！」

　そうひっ叫ぶと、彼の呼び子からは次々と光の矢が飛び出した。権之助は地面を転がってこれを躱す。呼び子の向けられた方向から次の攻撃の軌道を察し、怪光を躱し続けることが出来たのは彼なればこそだが、しかしこの奇怪な連続攻撃の何処に反撃の余地があるのだろうか──

　火挽の呼び子はまた共鳴器でもあった。彼は共鳴を重ねることによって音波を加速させ増幅させる。そしてそれが極限にまで達した時、火挽は対象めがけて超音波を発射する。これによって生じる空気の激しい振動は、実に刃やいばと化して全すべてのものを切り裂くことが可能なのである。ただしこの時、一方向に収束された超音波の強いエネルギーは通過の刹那に周囲の空気の屈折率を瞬間的に変化させ、光を乱反射させる。その為、本来不可視である筈の音波の軌跡は光の矢として人の眼に映るようになる。

　超音波ウルトラサウンドウエーブメス現象フエノメノン──一九六七年に世に知られるようになったこの現象の原理を、それから三百年以上も昔の忍者が知っていたとは思われない。だが、火挽の術はそれ以外の何物でもなかった。

　さしもの夢想権之助もこの恐るべき術を相手にしては如何いかんともしがたい。ただ、為す術すべもなく逃げまどうばかりである。

「む、夢想様！」

　跳はね起き、火挽への殺到を試みた光弥と蒼十郎も、この魔の呼び子を向けられると逃げ出すより外ほかになかった。

　まさに窮地──一か八ばちかの秘策を心に決めて、夢想権之助は左の拳こぶしを柄つか頭がしらから離した。小刀の柄を逆さか手てに握る。火挽は権之助に振り返った。

　──と、彼は顔を権之助の背後に向けた。顔の向きからその狙ねらいを読み取って、権之助はさっと青ざめた。

　次の瞬間、三つのことが続けざまに起こった。

　権之助は小刀を抜くや、それを手裏剣打ちに投げた。小刀は火挽の肩に突き立った。致ち命めい傷しようとなり得なかったのは、それが彼の動転の故に放たれたものだったからだ。

　次に火挽の呼び子から光の矢が放たれた。肩に受けた負傷の為にのけぞったが、光は違たがわず夕の隠れている木陰へ走った。彼女が火縄銃をこちらに向けたことを、火挽は超音波の反射によって感知したのである。

　そして彼方で夕が地に突っ伏し、同時に銃声が城山に谺した。玉はあらぬ方向へと飛び去ったようだ。

「お夕おねーさまっ！」

　澄が悲鳴を上げた。

「──しまった！」

　権之助が叫んだのは、小刀を外してしまったことよりも、夕を救えなかった不手際を悔いた為だ。彼は左の拳を柄頭に戻すや、八双に構えた太刀をそのまま高々と持ち上げた。踏み出し、跳躍の体制をとる。

　その構えの意味を知り、愕然となった者が二人いた。

〝蜻せい蛉れい〟──死を覚悟した太刀ではない、死を決した太刀だ。薩さつ摩ま示じ現げん流りゆう奥おう義ぎ太刀〝雲うん耀よう〟の原型となった秘剣である。

　呼び子を権之助の胸に向けると同時に、火挽はおのれの死を悟った。次の光がその命を奪っても、動き始めた権之助の太刀は止まることなく火挽の身体を両断するだろう。

　絶対必ひつ至しの相討ち──

　だが、権之助が跳躍することはなく、そして火挽も呼び子を吹くことはなかった。

　まさに死の瞬間が訪れんとしたその刹那、二人の間に白い影が飛び出した。静だった。彼女の表情は青ざめてはいたが、しかし凛とした気け高だかさに曇りはなく、火挽を正面から見据えていた。

「し、静殿──」

　夢想権之助は悲痛に呻うめいたが、静はその場を動こうとはしなかった。

　目の見えぬ火挽も彼女のただならぬ気配は察したようだった。

　それにしても──彼女の挙動に権之助の跳躍が妨げられたのは見れば分かるが、しかし火挽までもが動きを封じられたらしいのはどういう訳であろうか？

　その時、東の麓の方角からやってくる幾つかの人影があった。

「おっ、いたぞいたぞ。夢想殿だ」

「静様もおられるぞ」

「あの座頭は何者だ？　怪しい奴、ひっつかまえてやれ！」

　見れば、それは神宮の神じ人にんたちだった。松岡兵庫助の命令で密ひそかに権之助らの行方ゆくえを探しに神宮周辺を駆けずり回っていて、そして夕の銃声を聞きつけ、この決闘の場に馳はせつけたのである。火挽の姿を認めるや、彼らは早くも抜刀して、わっと駆け出した。

　火挽は耳を澄ませてそちらの様子を探っていたが、じろりと見えぬ目で権之助と静を睨むと、無念極まりない表情で口を開いた。

「やむを得ぬ、わしはここで引き上げよう。幸運じゃったな、夢想。まさか女によ人にんに命を救われるとはのう……。では、さらばじゃ。次にわしと見まみえる時がお主の最後の時と知れ」

　何か答える暇もなく、火挽は樹上へ跳躍していた。そのまま枝伝いに飛び移っての逃走は忍者ならではのものだ。

　その姿を呆然自失の態ていで権之助は見送っていた──が、すぐに我に返ると、

「お夕殿！」

　と叫んで、倒れている夕のところへ駆けていった。彼女への好意は知己としての域を出ていないが、それだけに自分の為に犠牲になったのだと自責の念は強かった。

　しかし、彼が駆け寄ると、

「夢想様、私は大丈夫です」

　抱き起こすまでもなく、夕は自分で立ち上がった。ただ、左腕は鮮血に染まっていた。

「お夕殿──その腕は？」

「あの妖あやしの光に斬られました。浅いかどうかはお医者様にでも見てもらわなくては分かりませぬが……まさか、骨まで達してはおりますまい。夢想様こそ、お怪け我がの方は？」

　夕は気丈だった。安あん堵どの息を吐きながらも権之助は彼女を気遣って、

「拙者は大丈夫でござる。それよりも早目にその傷口を縛っておかなければ……蒼そう十じゆう、手を貸してくれ」

　振り向くと蒼十郎に声をかけた。蒼十郎だけではない、すぐ後ろには光弥も澄も、そして静もやってきていた。

　その静の表情を見て、夢想権之助は思わず息を吞んだ。彼女の顔色は蠟ろうの如く白く、疲ひ労ろう困こん憊ぱいぶりが一目で見て取れた。それでも微笑ほほえみを浮かべると、

「夢想様……御無事で何よりです……」

　そして到頭緊張の糸が途切れてしまったのだろう──静は、権之助の腕の中へふらりと倒れこんでしまった。
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　その日、鹿島神宮に居合わせた人々は宮本武蔵の実力を嫌いやというまでに見せつけられた。

　鹿島の人々は夢想権之助の天才をよく知っている。だから、彼が江戸で宮本武蔵なる兵法者にいとも簡単に敗れ去ったという噂を風の便りに聞きはしても、それを信じることは容易に出来なかった。

　── 今、彼らの半信半疑の思いは見事に打ち砕かれた。

　準決勝まで、武蔵は全すべての対戦相手を三つと数えぬ間に叩き伏せた。小細工などは弄ろうさない。ゆるりと歩み寄って、ただまっすぐに木刀を打ち下ろすだけだ。

　準決勝の相手は斎藤道場の斎藤牛之助だった。宿敵の一門の代表者の代理を前にして、牛之助は闘志も顕あらわで、その身体からは透明の炎が噴き上げているように思われた。

「始め！」

　審判を務める松岡兵庫助が試合開始を宣告した。次の瞬間には斎藤牛之助は正眼に構えた木刀を打ち据えられて、その衝撃にたえられず木刀を取り落としていた──

　圧勝である。

　同じような勝ち方でも、夢想権之助ならば人々はその見事さに心を奪われ、賞賛を惜しまなかったに違いない。然しかるに魁かい偉いな容姿の宮本武蔵では誰もがその凄まじさに戦慄してしまって、一人として言葉はなかった。

「では、次──」

　武蔵の代理出場を認めた松岡兵庫助も不機嫌さを隠せない。自流の剣士たちがこうまで易々と撃破されていくのだから、鹿島神道流の長老としては嘆なげかざるを得なかった。

　準決勝第二試合は、これは優勝候補の本命対決、有馬道場と土子道場の代表者の立合いだった。こちらはすぐには終わらなかった。随ずい分ぶんと睨み合ったが末に、有馬道場の剣士が先を取って打ち込んだ。土子道場の剣士はそれを受け止めんと木刀を上げたが、睨み合いで精根尽きていたものか、その動作は鈍にぶかった。手首を激しく打たれて、彼は木刀を落とした。有馬方の勝利である。

　──この時、武蔵と兵庫助の眼はそれぞれ鋭い輝きを放ったのだが、そのことに気づいた者はいなかった。

　その次は当然ながら決勝戦なのだが、ここで問題が持ち上がった。そうは云っても幔まん幕まくの内側での騒ぎだが、有馬元内が高弟で側そつ近きんでもある四し天てん王のうを引き連れて、松岡兵庫助に対して猛烈な抗議を始めたのである。

「松岡老、まさかこの者が決勝の試合にまで戦うことを認めるのではありますまいな」

　感情を表に出さぬこの男にしては珍しく、元内には焦あせりの色が濃かった。それでも彼の抗議は相手の反論を許さぬという調子で整然と理を並べ立てたものだった。

「私は、武蔵が夢想めの代わりに試合に臨むということにも反対でござった。仮に……もし仮に、武蔵が孫蔵を破るようなことになれば如い何かが致しまする。ここは鹿島の大おお社やしろ、奉納すべきは神道流の剣でなければならぬ筈ではありませぬか。ましてや、此こ度たびのものは御船祭の大役を決める大事の試合──大おお祝はふりとして、松岡老はこの事態を如何にお考えか？」

「確かに望ましいことではないが……」

　兵庫助も元内の云い分は認めざるを得なかった。その上、元内の批判は武蔵に対しても向けられた。こちらは理路整然どころか敵意剝むき出しだ。

「そもそもお主、夢想権之助の手並みの程はよく承知しておる、夢想と同じ程度にしか剣は振るわぬ──などと申しておったな。それは真実まことか？　今までの試合を見た限りでは、とてもそのようなことは信じられぬ」

「これは失敬な、拙せつ者しやが偽いつわりを申しておるとでも云われるか。拙者と夢想は江戸にて肝かん胆たん相あい照てらした仲、その技量を読み違うようなことは決してござらぬ」

「肝胆相照らした仲だから余計に信用出来ぬと申しておるのだ！　お主、真実に夢想の実力程度に手加減しておるのか？」

「それは神しん明めいにかけて」

「真実にあれで手加減しておるのか？」

「勿もち論ろん。自慢ではないがこの宮本武蔵、刀法では夢想権之助に勝まさりまする」

　結局、武蔵は自慢している。

　だが、誰が何と云おうと分は有馬元内の方にあった。

「いずれにしても、この試合ばかりは他流者に剣を振るうことを認めてはなりませぬ。夢想が参らぬ上は、武蔵を誰か桜井道場の門人と代わらせるのが道理というもの」

「今になってかようなことを申されても逃げ口上としか──」

「もういい、分かった！」

　遂ついに松岡兵庫助が怒ど鳴なった。

「ま、松岡老、まさか……」

「仕方あるまい。責任は例外を認めたわしの方にあるのじゃ。理は元内にある。元内の申しておることの方が正しい」

　苦渋に満ちた、ひどく深刻な相を兵庫助は浮かべていた。

　それを見やって、有馬元内や四天王は薄ら笑いを口元に刻んだ。既に勝ち誇った笑みである。彼らは持論を押し切ったのだ。一門の優勝を、彼らは信じた。

「さあ桜井殿、早く宮本武蔵の代わりを選ばれませい。戦う相手がおらんでは、最後の試合はいつになっても始まらぬ」

　嘲笑気味にそう云ったのは有馬道場四天王の尾ノ谷孫蔵、堂々たる体格の偉い丈じよう夫ふで、その顔はかなり武ぶ骨こつな造作である。

　桜井大炊頭は無念の相で頭を垂たれた。こうなっては宮本武蔵を交替させざるを得まい。だが、門下の誰が試合に出るにしても小粒の感は拭ぬぐえなかった──

「左馬、お主が立合え」

　突然、武蔵は重苦しく云った。居合わせた誰もが愕がく然ぜんとした中で、とりわけ仰ぎよう天てんしたのは当の松林左馬之助本人だった。

「ちょっ、ちょっと待って下さいよ。真剣ならばまだしも、木刀の方の自信は──」

「わがままを申すな。お主、妙なところだけは夢想に似ておるな」

「そうは申されましても……」

「それでは、この武蔵が勝利の秘訣を教えて進ぜよう」

　そう云うや、宮本武蔵は尾ノ谷孫蔵を指差した。かなりの大男である武蔵よりも、孫蔵はまだ巨漢だった。

「昔から申すではないか── 大男、総身に知恵は回りかね」

「ぬあ、ぬあんだとおうっ！」

　途端に孫蔵は真っ赤になって怒鳴った。凄まじいまでの殺さつ気きが周囲に放射される。

「やはり、やめておかれた方が……」

　鶴が不安げに口を挟み、その後ろで兵庫助が同意するように大きく頷うなずいたのだが、

「分かりました。拙者が立合いまする」

　後に伊達家の兵法師範となる少年は決然と云った。まるでこれから清きよ水みず寺の舞台から飛び降りようとするような表情である。

「えらい、それでこそ兵法者ぞ」

　誉ほめたのは武蔵だけだった。

「小僧、死にたくなければやめておけ」

　孫蔵は吠ほえた。青二才と見て、完全に左馬之助を侮あなどっている。

「勝負の如何というのはいざ試合とならねば分からぬものなのですよ」

　その荒々しい面貌をきっと睨にらみつけ、頰を紅潮させて左馬之助は云い返した。

「よく云った小僧、覚悟は出来ておろうな」

「そちらこそ！」

「まっ、待て──」

　慌てて大炊頭が口を挟んだ。

「私は、誰を夢想の代わりに出場させるかに関してはまだ何も申してはおらぬぞ！」

「大炊頭様のおっしゃる通り」

　幔幕の向こう側から流れてきた物静かな声が、皆の耳じ朶だを打った。突然のその声に誰もがあっと声を洩らして、弾かれたように声の方へ向き直っている。緊張が走った。とりわけ有馬元内やその一党の表情は見み物ものだった。

「桜井道場の代表として試合に出る者は、最初から拙者と決まっておりまする」

　誰にとっても聞き覚えのある声だった。幔幕を割って現れたその人物は──

「下総国平野郷住人権ごん兵べ衛え、参上仕つかまつった」

　全員がずっこけた。

「あの……こういう場合に何も本名を名乗らなくたっていいじゃないですか」

「別に本名を名乗ってもここでは差し支つかえはないと思うが……。それとも、拙者の実の名を誰も覚えていてはおられなんだのか？」

　彼は首を捻ひねっていたが、すぐに表情を引き締め直すと、改めて名乗りを上げた。

「大分遅れたようで申し訳ありませぬ。夢想権之助勝吉、只ただ今いま参上仕った」




　　　　十




　その人物が遂ついに姿を見せた時、詰めかけていた観衆はどっと湧わいた。誰もが待ちかねていた主人公の登場だった。

　この時、夢想権之助は例の華麗な羽織袴の衣装ではなく、地味な色合いの稽古着に襷たすきをかけていた。別に先の死闘で返り血を浴びた訳でもないのだが、奉納試合が神前で行われるものだけに、死の穢けがれに触れた衣服を身にまとうことは避けたのである。無論、身体の方も御手洗みたらし之の池いけで大急ぎで清めている。稽古着は神じ人にんに借りたものだ。

　死闘の後で、しかもその場から急行してきたのだから、疲労は決して少なくはないだろう。しかし、泰たい然ぜん自じ若じやくと構えた彼の姿からはそんなものは微み塵じんも感じられず、溜め息吐つかんばかりに優雅で颯さつ爽そうとしていた。

　反対側の幔幕を割って、対戦相手の尾ノ谷孫蔵が現れた。巨軀に相応ふさわしく、普通のものよりもやや長い木刀を引っ下げている。

（妙に殺さつ気き立っているな）

　これが権之助の第一印象だった。その荒々しい雰囲気からして、実際に幾度かの戦場を経験してきたに違いあるまい。

　松岡兵庫助の合あい図ずで二人は礼を交わし、そして木刀を構えた。隔へだてる距離は二間。途端に境内は静まり返る。呼吸を忘れ、瞬まばたきさえ忘れて、見物人たちは決闘に魅入られる──

「始め！」

　兵庫助が宣告した。

　夢想権之助の正眼に対して、尾ノ谷孫蔵は上段の構え──先に動いたのは孫蔵だった。

　大上段の木刀が、わずかに揺らいだ。

（……〝霞かすみ〟！）

　権之助は瞬時に看かん破ぱした。真っ向からの打ち込みと見せて、襲い来る必殺の斬ざん撃げきは右か左か──

「いええぇーいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合が大気を震わせる。この掛け声は鳥とり船ふねの行に端を発し、神道流系譜の流派に独特のものである。ただし、東郷肥前守を祖とする薩摩示現流だけは鹿児島弁に訛なまる。

　気合と、激烈な打ち込みの生んだ風が濡ぬれ羽ば色いろの前髪を打った。

（……右！）

　権之助の見切りが勝った。太刀行きの速度が最高になる直前に、彼はその斬撃を打ち払った。岩をも砕くと思われた剛刀は水の如くに受け流されて、そこへ権之助は一息に間合を詰めた。いや、これは相手の懐ふところに飛び込んだと云うべきだろう。

（近過ぎる！）

　孫蔵は咄とつ嗟さにそう思った。試合を見ていた誰もがそう考えたに違いない。二人の間の距離は、孫蔵のものはもとより、それよりも短い権之助の木刀にとっても振るうには狭過ぎた。そうと判断した彼の心に、この時、一瞬の隙すきが生じたことは否いなめない。

　権之助の木刀は〝霞〟の太刀を払った残心を留とどめて、剣けん尖せんは後方に流れたままだ。それが動いた──前方へ、真一文字に。

「勝負あり！」

　間かん髪はつ入れずに兵庫助が扇せん子すを権之助に向けなければ、この時、木刀の柄つか頭がしらは孫蔵の喉のどを突いていたに違いない──

　尾ノ谷孫蔵は、そしてその主たる有馬元内の顔からはすーっと血の気が引いた。

　桜井大炊頭と土子泥之助、それに松林左馬之助は感嘆の息を吐いた。

　宮本武蔵は重苦しく頷いた。

　この何ともあっけない勝負の幕切れに見物人たちはしばし言葉を失ったが、

「きゃあ～♡　夢想様、素す敵てき！」

「御見事！　天下一！」

　と上がった歓声を合図に、堰せきを切ったように湧き返った。二つの歓声は、最初からここにいた鶴といつの間にかやってきていた澄のものである。

　そんな中にあって夢想権之助は孫蔵の懐から後あと退ずさりして離れると、木刀を下ろし、そして静かに一礼した。







　鹿か島しま評ひよう定じよう三さん様よう
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「実にまずいことをしたな」

　鹿島の町外はずれ、うらびれた堂に集まる者は乞こ食じき、願がん人にん坊ぼう主ず、琵び琶わ法ほう師し、虚こ無む僧そう──

　ここは無縁堂なのだ。

　宮みや本もと武蔵むさしは意外にも内職の達人で、書画、彫刻、それに鍔つばや玩具の細工も素人しろうとの域を遥はるかに越えている。だから、内職と云えば傘張り程度しか能のない他の連中とは違い、いつも羨うらやましいばかりの金きん子すを懐ふところに持っている。それにもかかわらずこのような場所を宿と決めたのは柳生やぎゆうの刺し客かくを警戒してのことだろうが、しかし彼の寝床としてこの無縁堂は妙に似つかわしいものと思われた。

「神しん道とう流の面々を打ち伏せたことか」

「それもある。だが、それよりも恐ろしいのは有あり馬ま元げん内ない殿のことだ。お主は有馬喜き兵へ衛えという兵法者を存じておろうな？」

「知らいでか、拙せつ者しやが初めて立たち合あった兵法者だ。もう十年以上も前のことになるが……」

　宮本武蔵、時に十三歳の話である。

「その試合で、確か喜兵衛殿は命を落としたのであったな」

「うむ」

「元内殿はその有馬喜兵衛の兄上なのだ」

　夢む想そう権ごん之の助すけは深刻な表情だった。

「あの御お仁ひとは何を考えておられるのやら摑みどころがないのだが、常の物腰が柔らかいだけにキレた場合が恐ろしい。お主が眼の前に現れたことだけでも、臓腑が煮え繰り返らんばかりの激怒を覚えているに違いない」

「成なる程ほど、では夢想にもとばっちりが行くな」

「いや、来るまでもない。今までに刺客を差し向けてきたのは元内殿と考えてまず間違いはない。もっとも、証拠などはないのだが」

　奉納試合が終わったその夕刻ながら、車座になった一同の誰もが権之助の優勝を素直に祝えるような気分ではなかった。

「拙者が神じん宮ぐうに戻らなければ、優勝していたのは有馬道場の尾おノの谷やであった筈だ。いや、お主がしゃしゃり出て来なければ、か……」

「神道流の錚そう々そうと剣を交まじえてみたいと思ったまでのこと。しかし、云っては悪いが、期待していた割に大したことはなかった」

「違う、武蔵が強過ぎるのだ！」

　権之助の言葉に居合わせた全員が頷うなずいた。

「どちらでも同じことだ。それはそうと、尾ノ谷某なにがしとか申す男と土ひさ子こ泥どろ之の助すけ殿の御門人との試合、これにもちと訝いぶかしい点があったぞ」

　例によって重苦しい口調で武蔵は続ける。

「それでは、これはやはり奉納試合に勝ち抜いて名を高めんとしての陰謀なのですか？」

　問いかけたのは松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけだ。

「それにしては大がかりに過ぎぬか」

「右に同じ。それに静しずか殿のこともある」

　小お之の川かわ光みつ弥やと鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろうが異を唱える。

「静さんのことって……あの人に何かあったのですか!?」

「さあ、それはどうとも申せぬのだが」

　そう前置きすると、権之助は帷い母ぼ衣ろ衆との戦いの一部始終を語り始めた。

「──という次第で、火ひ挽びきと名乗った忍者は静殿を手にかけようとはしなかった。或いは、手にかけることが出来なかったのだ」

「確かに妙だな。神しん罰ばつを恐れて巫み女こ殿を殺あやめなんだとも思えぬし……」

　武蔵が唸うなった。

「もしや、御お船ふな祭まつりに関わりがあるのでは？」

　それまで早はや盒ごうの準備をしていた夕ゆうが、顔を上げて意見を述べた。早盒とは一発分の火薬と玉を予あらかじめ入れておく容器のことで、戦闘の際には太い紐に二十数発分の早盒を通したものを襷たすきにかける。これを用いると火縄銃への再装塡に要する時間が大幅に短縮されるのである。夕の早盒は安上がりの紙製だった。

「あっ、それがあったわ。お祭りと云えばやっぱり巫女さんよねー」

「確か、今日の奉納試合の優勝者には御船祭にて何かの大役が与えられることになっていたのではありませんでしたか？」

　早盒の準備を手伝っていた澄すみと鶴つるも、夕の言葉に賛同の意を表した。

「大役と申しても御船に乗るのを許されるだけです。もっとも、鹿島神道流を学んだ者にとってはこの上もない誉ほまれですが……」

「誉れだけが目的とは思われぬ。夢想、御船祭の大役を得て手に入るものは真実まことにそれだけなのか？」

「それだけだ──」

　きっぱりと云い切ってから、権之助は気がついた。御船祭の大役に関して最も楽しみにしている事柄を忘れてしまっていた。

「いや、そうでもないか。いつもは宝物殿の奥深くに安置されている御み剣つるぎが、祭りの際には御船に据える神輿みこしに納められるのだ」

「御剣とは……韴ふつの御み霊たまの剣つるぎのことか？」

「ああ、そうだ。御船祭の大役を果たす者には御剣を間近に眼にする機会が生じる。御剣とは果たして如い何かなるものか、これは非常に興味深いと思わぬか？」

「誉れよりも、か──」

　呆あきれたように武蔵は云った。

　次の瞬間──皆は思わず息を吞み込んだ。誰もが同じことを考えていた。

「……それです！」

　叫んだのは夕だった。

「この眼で見る機会があれば、この手で奪う機会もある筈だ」

「内海に出て、水上にある時に御船に同乗される方々を斬り伏せれば──警備の厳重な宝物殿に斬り込むよりは大分安全で素早く御剣を奪うことが出来まする」

　光弥の言葉に、蒼十郎も頷うなずいた。

「韴御霊剣……」

　夢想権之助も愕がく然ぜんとなっている。

「だが、宝剣を奪って何とする？」

　武蔵が疑問を投げかける。

「分からぬ。だが、帷母衣衆の暗躍が真実に神かみ代よより伝わりし神器を奪わんが為のものであるならば──それは、この鹿島で何か途方もないことが行われようとしていることを意味してはいないか。或いは、鹿島神宮の秘事に関わることか……」

「ところで……あの、帷母衣衆ってのはどういう人たちなんですかあ？」

　不意に澄が尋ねてきた。どうやら連れ去られた時から疑問に思っていたらしい。

「── 帷母衣衆ですか」

　話題は逸それたが、御陰で緊張の糸は大分緩ゆるんだ。息を一つ吐つき、権之助は記憶を手た繰ぐり寄せるような口ぶりで説明を始める。

「確か、祖は何とか三さぶ郎ろうといった」

「んっ？」

　額ひたいに皺しわを刻んだのは武蔵である。

「彼は諏す訪わから地底の世界に迷い込んだ。そして七十三の人ひと穴あなと七十三の地底の国を通り抜け、数十年の放浪の末に浅あさ間ま山やまから地上に戻ることが出来た。その後、彼は故郷に戻って、異界で会え得とくした不思議な術を一族郎党の者に伝えたとされている」

「待て、それは甲こう賀が衆のことではないか」

「おや、違っていたか。ならばこれかな──三み上かみ山やまの大百足むかで退治で知られる俵たわらの藤とう太たの一族の藤ふじ原わらの千ち方かたなる陰おん陽みよう師じがその祖で、彼は一党の者を率いて朝廷に反旗を翻ひるがえした。彼らの魔術は征討軍を大いに苦しめたと伝えられる」

「違う、それは伊賀衆だ」

「ならばこれだ──本来は興こう教ぎよう太たい師し覚かく鑁ばんを祖とする新しん義ぎ真しん言ごん宗しゆうの総本山だったのだが、種たね子が島しまに鉄砲が伝わるやその技術を逸いち早はやく導入した。故ゆえに、彼らは密教系の呪じゆ術じゆつと南蛮渡来の最新技術を融合させた業わざを会得している」

「根来ねごろ衆」

「それなら──」

「朝廷忍群志し能の備び衆だ」

「まだ何も申してはおらぬが……」

「もういい、拙者が説明する」

　咳払いすると、武蔵は語り始めた。

「それは傀く儡ぐ子つの流れとも山さん窩かの一派とも伝えられる、いつの頃からかこの日本の山野を風か雲の如くに流れ歩いていた漂泊流る浪ろうの一族なのだ」

　傀儡子は大陸渡と来らいのジプシー集団、山窩は日本古来の山岳居住民である。

「彼らの実態には謎なぞが多いが、一党悉ことごとくが妖あやしの術に長ちようじていたらしい。また、東の風ふう魔ま一族や西の鉢はち屋や苫とま屋やなども源流を辿たどれば彼らに行きつくとされる。もっとも、今ではありきたりの流浪の徒に落らく魄はくして昔せき日じつの威容も失われて久しく、帷母衣衆は消滅したに等しい存在と聞いておったのだが──」

　重苦しい声はますます低くなってくる。

「その伝承にはいずれも妖とした雲がまとわりつく。曰いわく、平たいらの将まさ門かどに従い、朝廷への反逆の尖せん兵ぺいとなった。曰く、保ほう元げんの乱の勝者である源氏平氏両一門の確執を画策し、両家の主だった人物を次々に暗殺して、遂ついには両家の血筋を絶えさせてしまった。曰く、足あし利かが尊たか氏うじの影の軍勢として暗躍し、御ご醍だい醐ご帝とその勢力を吉野の山奥へ追いやった……」

「ちょっ、ちょっとそれじゃあ──」

　左之助が口を挟んだ。

「この国の歴史の陰には、常に奴らの姿があったってことじゃありませんか！」

　顔色を失っていた他の面々も途端に騒然となった──ただ一人を除いては。

「歴史の陰、か」

　権之助はぽつりと呟つぶやいた。

「それは、誰もが例外ではないな」

「…………!?」

「歴史の表舞台にあるのは何なに人びとだ？　政まつり事ごとを為す者、民衆を治める者の外ほかにあるまい。史とは支配者の為にある。地位も権力もない民たみには世を動かすことなどかなうまい。歴史を生み出すことなどかなうまい。多くの百姓、多くの町人、多くの武士──それに我々も」

「…………」

　皆は言葉を失った。取り巻き衆は云うに及ばず、宮本武蔵さえも、この人物には似合わぬ虚きよ無む的な心情の吐と露ろには動揺を禁じ得ない。そんな仲間たちに向けた眼まな差ざしに寂しげな色を泌ませて、夢想権之助は問いかけた。

「その意味では、ほとんど全すべての人間が歴史の陰にあると云ってもいいのではないか？」
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　時はまさしく逢おう魔まケが時どき──

　屋敷の奥深い一室、ここには闇やみよりも重く暗いものが落ちている。揺らめく灯火に、無数の影が浮かび上がっていた。

「武蔵めは無縁堂を宿と定めたか」

　それは既に猫撫なで声ではなく、猿みたいなキイキイ声だった。

「宮本武蔵に夢想権之助……よくも我わが計を妨さまたげおって！　この報むくい、必ずや彼奴きやつらに与えてやらねば！」

「ほう。しかし、夢想めは帷母衣の者八人を一瞬にして斬り捨てた遣つかい手ですぞ」

　しゃがれた声は超音波を操あやつる老忍者── 火ひ挽びきのものに相違ない。

「そして、武蔵は夢想に勝まさる達人」

　荘重な声は江戸で武蔵を襲った忍者──幻げん角かくのものである。

「第一、尾ノ谷様でさえ夢想権之助にはまるで歯が立たなかったではありませぬか」

　催眠術を操るくノ一── 伽きや羅らが痛烈な言葉を投げかけた。

　灯火の圏外にある影は帷母衣衆の三幹部、そして灯火の圏内にある影は──

「確かにあれは不覚だった。だが、次は必ずや夢想を叩っ斬る！」

　尾おノの谷や孫まご蔵ぞうは荒々しく叫んだ。傲ごう然ぜんとした野太い声が、今は屈辱に震えている。

「果たしてそう上う手まくいきますかな……」

「うぬらの手は借りぬ。あの二人は、我ら一門の総力を上げて討ち果たす！」

　いつもの不気味なまでの平静さを、有馬元内は完全にかなぐり捨てている。

「し、しかしそれでは……」

　さすがに傍かたわらの江え母も塔とう右衛え門もんが慌てた。

「それでは鹿島中が大騒ぎになりまする。我われらの企みが神宮の衆に知れぬように、今まで隠おん密みつにことを運んで参ったのではありませぬか。どうか御再考を……」

「そう、確かに今までは隠密にことを運んできた。だが、それも彼奴らの為に失敗に終わった。かくなる上は力押しもやむを得ぬ！」

　元内は聞く耳を持たなかった。

「そんな無茶苦茶な……」

　塔右衛門の声は溜め息に変わったが、その時、彼らとは真反対の側から低い声が流れてきた。闇そのものから生じたかのような響きは、底の知れぬ圧倒的な力を秘めていた。

「いや、こうなったからには強硬手段に出るのもやむを得ぬ。神宮も我らの企てには気づいておるに違いない。ことは急ぐ。もはや小細工を仕掛けている暇いとまはあるまい」

　この同意は有馬元内や四し天てん王のうはもとより、帷母衣衆の面々にとっても意外なものだったらしい。彼らは言葉もなく、声を発した朧おぼろな影法師に視線を投げかけた。

　闇の声は冷たい笑いを帯びた。

「有馬元内、うぬの弟は宮本武蔵に討たれたのであったな」

「いかにも……」

「その恨みを晴らしてやれい。武蔵を討つのだ。彼奴ばかりではない、夢想も討ち取れ。しくじるでないぞ。あの二人の為に既に十五人の帷母衣者が命を落としておるのじゃ」

「ぎょっ、御ぎよ意い！」

「鹿島衆に気づかれぬように──などという悠長なことを考えてはならぬ。よいな？」

「承知仕つかまつった！」

　器の違いか、有馬元内もこの相手には頭が上がらない。そそくさと立ち上がると、元内は側そつ近きんたる四天王を引き連れて逃げ去るように部屋を出て行った。

　遠ざかる足音にしばし耳を傾けて、

「──討ち果たせますかな、有馬の衆にかの二人を」

　にんまりと笑ったのは火挽である。

「所詮は捨て駒ごま、期待などはしておらぬ」

　闇の声はあっさりと云い捨てた。

「やはり、有馬の衆は囮おとりでござったか」

「有馬の起こす騒ぎに皆の耳じ目もくが集まれば、それだけうぬらは動きようなるであろうが。これが我が兵法じゃ」

「しかし、夢想権之助と宮本武蔵を生かしておいては必ずや面倒なことになると存じまする。災わざわいの芽は早く取り除いておくに越したことはござらぬ。念の為、この火挽が有馬の衆に同道致しましょう」

「ならば、ついでに炎ほむら丸まるらも連れてゆけ」

「御意」

「……我らは如い何かが致しまするか」

　幻角が問いかけた。

「それは決まっておろうが」

　即座に答えた闇の声の、その調子は微妙に変わっていた。待ち続けた「時」の到来を目前にして歓喜を抑え切れないらしい。双そう眸ぼうは爛らん々らんと輝き、闇を震わせる声は血に飢えたかの響きを帯びて──

「実行は早めねばならぬ。手中に収めねばならぬものは巫女と剣、まず先決は……」
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「話は聞けたか」

　老人の一人は尋ねた。

「はい。土子泥之助様御同席の上で、古ふる木き戸ど様の話を承うけたまわってございまする」

　平ひら蜘ぐ蛛もの如く平伏して、神じ人にんは報告した。古木戸某なにがしとは土子一門の代表選手として奉納試合に参加した剣士の名である。

「古木戸様の申されるには、試合にて有馬道場の尾ノ谷孫蔵様より打ち込まれた際、咄とつ嗟さにこれを受け止めんと判断したものの意に反して腕は磐ばん石じやくの重みと化したが如く上がらなかったとのこと。古木戸様は気後れの故であろうかと訝いぶかしんでおられましたが……」

「それで、何か不審の点はあったのか」

「重い口を割るのは難事でありましたがようやく古木戸様の打ち明けられた話によりますると──確かに七日ばかり前に鄙ひなに稀まれなる美しき女性から誘いをかけられ、これに応じてしまわれたとか」

「やはり、古木戸めは堕おちておったか」

　別の老人が深く息を吐ついた。

「もうよい、去れ」

　最初の老人は神人にそう命じた──

　時刻は既に宵よいの口、ここは神み野の村に連なる神職の居館の中でも一ひと際きわ大きい屋敷の一室である。大だい宮ぐう司じ、当とう禰ね宜ぎ、大おお祝はふり、居並ぶ白びやく衣えの老人たちはいずれも神宮の中心を為す人々、即ち鹿島の長老衆だった。

「夢想に伸びたものと同じ魔の手は土子一門にも向けられていた。今の報しらせで、黒幕は明らかになったの」

　宙を睨にらんで、大宮司は陰いん々いん滅めつ々めつと呟いた。

「有馬元内──」

　呻うめくように大祝はその名を告げる。

「だが、薄気味の悪い一面はあるとしてもあの者は決して愚者ではない。彼奴、何を企んでおるのだ……」

「確かに、名声を得んが為の暴挙にしてはことが入り組み大がかりに過ぎる」

　当禰宜も徐おもむろに口を開いた。

「第一、神道流のみに限った剣術大会に優勝することや御船祭に大役を果たすことで得られる栄誉など、この鹿島の周辺か神道流の流れを組む諸派の間でしか通用しまい」

「そもそも、有馬元内は大それたことを思いつくような器ではござらぬ」

「彼奴は傀かい儡らいに過ぎぬと申すか」

「では、そのまた黒幕に相応ふさわしい者は──」

　一人、心当たりがあった。

　鹿島の地に忍び寄る暗雲を、誰もがその心眼に見たような気がした。

「それではあの者は何を意図して、小細工を弄ろうしてまで有馬一門を奉納試合に優勝させんと目もく論ろんだのじゃ」

「真の目的は何であったのか」

「もしや……」

　それに続く言葉は云われずとも分かった。

　その予感にはさしたる根拠はない。最も恐ろしい人物に対して、最も恐ろしい鹿島神宮の大秘事がほとんど直感的に結びついただけのことである。

「だが、あの者ならばやりかねぬ」

　重く、大宮司は断言した。その言葉の真実を、他の二人もはっきりと認識していた。

「やも知れぬ。あの者ならば、禁断の封印を解くことさえも……」

「ただ、予感はあくまで予感に過ぎませぬ」

　大祝は云った。

「それに確信を与え、一つの陰謀図とする為にはまだ幾つかの図片が必要でござろう」

「例たとえば？」

「例えば──」

　大祝は中途で言葉を切った。

　障しよう子じの外側に立つ何者かの気配に、大宮司も当禰宜もすぐに気がついた。

「どなたかな」

　大宮司は穏おだやかに問いかける。

　答える声は、今にも闇やみと静寂の世界に消え入るのではないかと思われた。

「大宮司様、静にございまする」

「──静？」

　三人の老人の顔にさっと緊張が走ったが、大宮司はさすがに平静を装って、

「ふむ、もう具合は良うなったか。それで、わしらに何用じゃ」

　と、言葉を返した。

「実は、皆様に聞いて頂いただきたい話があるのでございます」

「わしらに申したい話──」

「私の夢の話」

「何っ、夢──」

　しばし、重い沈黙が落ちた。三人の老人は愕がく然ぜんとなって顔を見合わせている。

　鹿島神宮の巫女たちについて、彼らは他の誰よりも深く理解している。彼らの眼から見ても、静は生まれながらにして物もの忌いみの資質を持った神聖な少女に違いなかった。

　その静が見た夢とは──

　聞かずとも、大おお方かたの内容は分かっていた。

「御み剣つるぎを振るうものは巫女のみ」

　当禰宜──静の祖父は低く唸うなった。

「霊石を砕くものは御剣のみ」

　大祝──松まつ岡おか兵ひよう庫ごの助すけは暗あん澹たんとした呻きを洩らした。

「静、入れ。その話とやらを聞こう──」

　巌いわおの如き声で、大宮司は呼びかけた。

　皆の胸の中で、予感は限りなく確信に近づいていた。
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　じっとりとして、気の滅め入いるような空模様── 次の日は朝から雨が降っていた。

　長なが合かつ羽ぱに身を包み、霧きり雨さめの中を静しずかは歩いている。冷気が肌を這った。その姿は硝子がらすの如く脆もろく、霞かすみの如く儚はかないものと見えた。

　昨夜、静は長老衆に毎夜の悪夢を打ち明けた。それが予知夢であろうことは彼女も既に感づいている。その思いは、奉納試合を巡っての帷い母ぼ衣ろ衆の暗躍を知って現実のものとなっていた。しかし、黙して夢の話に聞き入っている長老衆の厳しい表情を見ている間に、彼女は打ち明けたことに後悔の念を覚え始めていた。結局、大だい宮ぐう司じは案ずるなと云っただけで静を寝所に戻らせたのだが……

　静は大宮司や祖父を問い詰めたかった。彼女の夢の意味するものを問い質ただしたかった。

　だが、それを知ることが恐ろしかった。

　怯おびえは更さらに濃いものとなり、堪え切れぬ懊おう悩のう、耐え難い煩はん悶もんに心を苛さいなまれて、気がついた時、少女は知らぬ間に神宮を離れていたのである。

（夢む想そう様は何と申されるでしょうか……）

　心の水みな面もにその美貌が浮かぶ。夢想権ごん之の助すけに無性に会いたかった。現世離れのしたあの兵法者の全すべてを頼もしく感じられた。だが、そんな静に彼は何と云うだろうか。いつか云っていたではないか。自分の力を信じなければ、と──

　彼女の想いは淡い恋心だったのかも知れない。だが、それを自覚するには静は聖女であり過ぎた。

（でも、あの御方はきっとお力になって下されます）

　その時、静は水の紗幕の向こう側に現れた幾つかの影に気がついた。七、八人の深網笠の武士だった。彼らはこちらに歩み寄ってくる。反射的に、静は立ち止まっていた。

「おい、お主は当とう禰ね宜ぎ様の孫娘だな」

「はい。それをお尋ねになられたあなた様はいずれの御方にございましょうか」

「何者でもよい。ちと、用があるのだ」

　その言葉に、静は思わず後あと退ずさった。彼女の腕を摑もうと、影の一人が手を伸ばした。

　雨あま飛沫しぶきに血飛沫が混じった。

「……うっ！」

　武士は右腕を断たれて、呻うめき声と共に地に転がった。静の傍かたわらに駆け込んできた別の影が、電光石火の一刀を閃ひらめかせたのだ。

「やはり現れたか。有馬の一党だな」

　静の前に仁王立ちになって、新たな影は深網笠の一団へ声をかけた。

　現れたその男は、鹿島神宮の神じ人にんだった。

　そうと気づいて静は絶句した。今の突然の登場から察するに、神人は彼女を密かに尾つけていたとしか思われない。その事実が、襲われたこと以上の衝撃を彼女に与えていた。

「貴様っ……邪魔立て致す所存か！」

　有馬の一党と指摘されてさすがにうろたえ気味に、しかし武士たちは一斉に抜ばつ刀とうした。それと同時、別の方角からまた三つばかりの影が駆け寄ってくる。

「静様、此奴こやつらは我らが成せい敗ばい致しまする。早く、お逃げなされ！」

　そう叫びつつ、新手の神人たちは武士の群れへ猛然と斬りかかった。

「むっ、やるか！」

　応じて、武士たちも剣を振るう。雨中に乱舞する白刃は雨飛沫を跳ね散らし、光となって交錯した。鋼はがねの相打つ響きは幾つにも重なり、悲鳴と肉を断つ鈍にぶい音がそれに混じる。

　突然に生じた颶ぐ風ふうの如き殺陣に、静は意識が遠ざかっていくのを覚えた──

　ふと我に返ると、彼女は何者かに手を引かれてぬかるんだ道を駆けていた。その人物は肘ひじまでの襦じゆ袢ばんを着て、野の袴ばかまに男みたいに大小の刀を差していた。しかし、横顔を見ればまだあどけない少女である。

「……お鶴さん!?」

　鶴は静に顔を向けて、複雑な、しかし親しみの湧く微笑ほほえみを浮かべた。

「夢想様に頼まれて、あなたの身辺に注意を払っていたのです。静さんの身に何か起こるのではあるまいかと……どうやら、夢想様のお考えは当ってしまわれたようですね」

「夢想様が？」

「ええ、この鹿か島しまに何かよからぬことを企んで計を張り巡らせている者がいると……」

　この声は背後から聞こえた。振り返れば、身なりこそは一人前の兵法者風ながらまだ少年の松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけが走っている。

「私の身に何かが……」

　予感していた事柄ではある。だが、他人の口からはっきり指摘されてしまうと戦慄を覚えずにはいられなかった。

「でも、何なに故ゆえに……」

　不意に静ははっと雨空を見上げた。

　同時に左馬之助も風の唸うなりを耳にして、

「伏せて！」

　叫ぶや、年上の二人の少女の肩を力任せに押さえつけていた。

　屈かがみ込んだ三人のすぐ頭上を、何か黒く大きな影が飛び過ぎていった。それは雨の中を上昇すると、前方に立つ大木の枝の上に舞い降りた。振り向いた双そう眸ぼうに宿る鋭い光が、顔を上げた静と鶴と左馬之助の眼まな差ざしを射た。

「もう、何なのよ……」

　さすがに愕がく然ぜんとなって、鶴は呻いた。

　その襲撃者は短たん身しん瘦そう軀く、いや、骨と皮しかないと見える小男だった。そのくせ、血色だけは妙にいい。着衣は猟師風のものだが、両の手首から足首にかけて黒い膜のようなものが広がっていた。薄い鞣なめし皮がわの膜である。

「出たな、帷母衣衆！」

「左様、俺は帷母衣三十六衆の風ふう狸り」

　口にくわえていた苦く無ないをその手に落とし、小男は名乗りを上げた。甲かん高だかい声だった。

「よくぞ今の攻撃を躱かわしたな。だが、俺の攻撃を完全に見切ることなど、うぬら如きには出来よう筈がない。もっともここで殺せつ生しようしたところで意味は余りない。巫み女こ殿を寄越せば他の二人は見逃してやらぬでもないぞ」

　位置関係の為ばかりではなく、この忍者は三人を見下していた。それに応こたえて、

「断る！」

　左馬之助が憤然と叫ぶ。その横顔に、少年に相応ふさわしい透明の闘志が燃え上がっていた。

「静さんを渡す訳にはいかない。いいや、逆に貴様をひっつかまえて、この鹿島で何をやろうとしているのかを白状させてやる！」

「さっ、左馬之助さん、少し気負いが過ぎてはいませんか……」

「心配なされずとも結構、ここは拙せつ者しやにお任せ下さい。必勝の策はあります。昔から申すではありませぬか──」

　遥はるか上方、大おお烏がらすみたいに枝に留まった忍者を指差して、左馬之助は云い切った。

「頭の悪い奴は高い所へ上のぼりたがるもの！」

「……変なところは武蔵むさし様に似ていますね」

　鶴の呟つぶやきは、しかし、

「ぬぁ、ぬわあにいいいっ!?」

　との風狸の憤ふん怒ぬの声によって、完全に搔き消されてしまった。

「きっ、貴様っ、青二才の分ぶん際ざいでこの風狸に挑いどむ所存か！　容赦は絶対にしてやらぬ。賽さいの河原かわらで、おのれの未熟と無謀を悔くやめ！」

「面白い──能書きを垂れていないでさっさと来やがれ！」

　瘦こけた血色のいい顔を真っ赤に膨ふくれ上がらせると、風狸は両の腕を大きく広げた。手首から足首まで、皮膜はわずかの弛ゆるみもなくぴんと張り切った。宙に投げ上げた苦無を口で受け止め、風狸は軽く枝を蹴る。次の瞬間、頭部を下方の左馬之助に向けて、彼は飛んだ。落下したのではなかった。

　それはまさしく飛行だった。

　風狸──この忍者は実にムササビかモモンガの如く、両脇の皮膜に風を受けてグライダー滑空を行うことが可能なのだ。そして、彼は空中から攻撃を仕掛け、再び空中へ逃れ去る。地に立つ者が風狸の攻撃を防ぐことが如い何かに難しく、また風狸を倒すことが如何に困難であるかは容易に想像がつこう。

　──然しかるに、唐とう突とつに虚こ空くうで大きく揺らいだと見えるや、風狸はそのまま地面めがけて真っ逆様に落ちていった。その身体は激しく叩きつけられ、泥どろ飛沫しぶきを盛大に跳ね上げる。一つ大きく痙けい攣れんすると、彼はそれっきりぴくりとも動かなくなった。首も手足も有り得うべからざる角度に曲がっていた。

　もっとも、風狸の命を奪ったものは墜落の衝撃などでは勿もち論ろんなかった。彼の眉み間けんには小こ柄づかが深々と突き立っていた。

　居い心地ごこちの悪い沈黙がしばらく続く。

「左馬之助さん」

　鶴は呼びかけた。無理に浮かべた笑顔は強こわ張ばっている。

「今の業わざ前まえは実に見事なものであったと思いますけれども、先程の言葉とは大きく食い違っているような気がするのですが……」

「…………」

　足を踏み出して小柄を打った姿勢のまま、左馬之助は金縛りにかかっていた。

「あの、まさか、これは、ひょっとして手が滑ったとか──」

「…………」

　追討ちをかけられて、左馬之助はゆっくりと向き直った。その顔にはばつの悪さが満ち溢れて、泣き笑いのようにも見える。笑ってごまかすだけの心臓の強さは、この少年にはまだ欠けていた。

　その時、低い呟きが皆の耳じ朶だを打った。

「成程、飛び道具という手があったか」

　感心した風に頷うなずきながら、前方の木陰から新たな人影が姿を現した。深網笠の武士だった。それに気づくや否や、反射的に鶴と左馬之助は静を庇かばって前に進み出ている。

「わしにも手向かう気でおるらしいな」

　その武士は顎あごにかかった紐を解き、深網笠を捨てた。

「有あり馬ま四し天てん王のうの御一人、比ひ登ど電でん兵べ衛え様……」

　緊張に声を震わせて、静は呟いた。

　電撃されたように鶴は抜ばつ刀とうし、一刀を正せい眼がんに構えた。一方の左馬之助は低く身を沈め、鞘さやに添えた左手で鯉こい口ぐちを切った。右手はただ柄つかに軽くかけられただけだ。

「ふふ、斬られたいか」

　満面に笑みを浮かべ、比登電兵衛は鞘を払った。絶大の自負は大おお袈げ裟さな剣気となって、面前の少年少女へ押し寄せていく。

　隔へだてる距離はまだ三丈余──およそ十メートル弱──はある。

　迎え討つ鶴と左馬之助は必死の相で、額ひたいに早くも脂あぶら汗を泌にじませている──

「お鶴さん、静さん……」

　覚悟を決めて、左馬之助は云った。

「申し訳ありませぬ。手が滑りました」

「……えっ？」

「どういうこと……」

　二人の少女が問い返した時には、少年は既にぬかるみを蹴っていた。低い姿勢をより低く沈めて三丈を一息に駆け抜ける。大地を這う一陣の風さながらの疾しつ駆くだった。

「松林様！」

「左馬之助さん！」

　静と鶴の叫び声が重なった。

　その悲鳴にも顔色一つ変えることなく、

「死ねいっ！」

　怒ど号ごうと共に電兵衛は一刀を打ち下ろしている。一撃必殺の気迫が籠こめられていた。

　が、それよりも早く──

「いえええぇーいっ！」

　更さらに加速して、松林左馬之助は手しゆ練れんの斬ざん撃げきの下をかいくぐった。すれ違いざまにその一刀が初めて鞘走る。白光が弧を描いた。

　居い合あい──即ち、抜刀術。足の構え、腰の捻ひねり、手の内や手首の返し、そして呼吸の全てを磨き上げ統一させて、一刹せつ那なに最速の一撃にて勝負を決する抜ぬき即そく斬ざんの技法である。

　左馬之助が駆け抜けた後、比登電兵衛は太た刀ちで地面を叩き、つんのめると、血煙を上げてぬかるみの中へ突っ伏した。

　大道場の高足は、青二才と云われても文句を云えないような少年剣士に破れ去った！

「……あら？」

「まさか……」

　この大金星に喜ぶよりも呆あつ気けに取られて、鶴と静は顔を見合わせた。まさか今の剣技が後の伊だ達て家兵法師範松林蝙へん也や斎さいの片へん鱗りんだったなどとは、彼女たちには分かろう筈がない。

　第一、当の左馬之助にしても分かってはいなかった。

「勝てたのは、侮あなどられたからかな……」

　もはや動かぬ帷母衣忍者と有馬門の精鋭に視線を投げかけつつ、左馬之助は荒い息を吐ついている。そのまま胸に去来する勝利の余韻に浸ってしまうかに見えたが、しかし彼は自分の役割を忘れてはしまわなかった。

「そうだ、先へ急がなければ！」

「先、とは……」

「勿もち論ろん、夢想様の許もとへ向かうのです」

　その言葉を受け止めて、静は強く頷いた。

　雨風は次第に激しさを増していく──
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「武蔵の云ったことは正しかったよ」

　蓑みの笠かさを脱ぎ捨てながら、夢想権之助は憂鬱げにそう告げた。いつもと違って白布を額に巻いているのは雨粒除よけのつもりだろう。

　例の無縁堂である。

　宮本武蔵は鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろうを相手に囲い碁ごに興きようじている。取り囲む乞こ食じきや虚こ無む僧そうやその他大勢が、この対局を見物していた。

「拙せつ者しやが古ふる木き戸ど殿より聞き出した話の内容は云わずとも分かるな。ところで、実は昨夕にも同じことを尋ねるべく土ひさ子こ道場を訪れた者があったらしい」

「大体は見当がつく。それは神宮の手の者であったのではないか？」

　碁盤を睨にらみつけたまま、武蔵は言葉を返した。いつも以上に恐ろしげな形ぎよう相そうだった。

「……どちらが勝っているのですか？」

「実力伯はく仲ちゆう、今のところは三勝三敗で互ご角かくの戦いです」

　居合わせた夕が説明する。

「蒼そう十じゆうには鎖鎌以外にも特技があったのか。羨うらやましいな……」

「そんなことよりも拙者の問いに答えぬか」

「分かっているならば、拙者がわざわざ説明することもなかろう」

「成なる程ほど」

「兎とに角かく、これで黒幕が何者なのかは明らかになった訳ですね」

　こちらは碁盤から顔を上げて、蒼十郎が発言する。

「有馬元内──だが、彼奴きやつは果たして何を目もく論ろんでいるのだ？」

「よからぬことを企んでおるに違いはあるまいが……我らが考えつかぬぐらいに途方もなく大それたことか、途方もなく馬鹿げたことのどちらかであろうな」

　その言葉の中にある真実に、口にした武蔵自身が気づいていなかった。

「まあ、いずれにしてももはや夢想との関わりはあるまい」

「関わりならばこちらから作ったさ」

　松林左馬之助と鶴には鹿島神宮と静の身辺を見張らせている。小お之の川かわ光みつ弥やと澄すみには有馬道場の動向の偵察を頼んでおいた。

「もう引き返せぬという訳か……」

　武蔵は渋く笑った。

「刺し客かくなどを送った為に、彼奴らは厄やつ介かいな男の野や次じ馬うま根性に火をつけたことになる」

「── 野次馬根性？」

　権之助が怪け訝げんの相を浮かべた時、また別の男女が無縁堂に飛び込んできた。今度は少女が二人に少年が一人だ。その少女の一方に眼をやって、

「し、静殿!?」

　権之助は呻うめいた。彼女が訪れてこようとは考えてもいなかった。

「誰だ、この女おな子ごは？」

「鹿島神宮当とう禰ね宜ぎ家に生まれられた女によ人にんで、巫女の静殿」

　と、初対面の武蔵に静を紹介してから、

「これは拙者の知ち己きで、話には聞いておられようが宮本武蔵と申す兵法者でござる。それはそうと、何なに故ゆえにあなたがここに……」

　権之助は静に問いかけた。

「夢想様──」

　静の瞳は揺れていた。

「私は胸騒ぎがしてなりませぬ。この鹿島の地に、何やら大いなる凶変が迫りつつあるのを感じるのです」

「……それが如い何かなるものであるのか、静殿は存じておられぬのですか？」

「はい……」

「それでは、静殿はそれを知ることを望まれるのですか？」

「いえ、私は……」

　静は力なく俯うつむいた。

「私はそれを知ることが、いつかは知らねばならぬことが、恐ろしくてならないのです」

　その気高い美貌がひどく弱々しいものと思われた。しかし、彼女はよく耐えていた。崩れかかるのを強い意志がよく支えていた。

　そのことがはっきりと感得されて、夢想権之助は胸に痛みが走るのを覚えた。そして、もう一つ──

（やはり、静殿はこの地に進行している陰謀の渦中にある。何らかの形で関わっている）

　そのことにもはや疑う余地はない。

「夢想様！」

　突然、左馬之助が叫んだ。少年らしい純情と熱血に、彼は頰を紅あかく染めていた。

「拙者からも頼みます。どうか、静さんのお力となってはいただけませんか！」

「私からもお願いします」

　鶴も頭を下げた。

「頼むも願うも、静殿はまだ何を望むとも申されてはいませぬが……」

　さすがに権之助は苦笑を浮かべたが、表情は明るかった。断る意思など毛もう頭とうない。

「皆様……」

　その厚意に思わず瞳を霞ませて、静は深々と頭を下げた。

「そのお気持ち、静はとてもありがたく存じまする……」

「そんなにかしこまらなくても……」

　空気を和やわらげるように夕は優しく云った。神に仕える巫女にかしこまるなと云う方が無理というものなのだが……

「硬くならずにはいられませんよ」

　左馬之助がやっと顔を上げた。

「静さんはここに参られる途中、有馬の門弟や例の帷母衣衆に襲われたのですから」

「襲われた!?」

　和なごみつつあった空気は途端に張り詰めた。蒼十郎と夕は息を吞み、武蔵も眉をひそめ、聞き耳を立てていた連中は跳とび上がった。

「左さ馬ま、それは真実まことか？　静殿、それにお鶴殿も、左馬が申したのは本当なのですか？」

　居合わせた全員が声の主に視線を向ける。権之助だった。彼の美貌は他の誰よりも険しかった。電光の如く。その脳裡を駆け抜けたものがあったのだ。

「はい、左馬之助さんの申された通りです」

「本当ですね？　忍者だけではなく、有馬元内の門人たちも静殿を襲ったのですね？」

「は、はい……」

　念を押す語調の厳しさに、鶴は怯おびえ始めている。

　それには構わず、権之助は武蔵と視線を交わした。互いの考えをその眼に読み取って、

「有馬元内め、奉納試合に優勝出来なんだが為に血迷って強行手段に訴えるつもりだ」

「いよいよ大きく動き始めたな」

　二人の兵法者は重く頷き合った。

　その時、彼らの直感を裏づけるかの如く、

「た、た、た、た、大変でえーすっ！」

　けたたましく叫びながら澄が無縁堂に駆け込んできた。その格好は鶴と変わらないが、ただし彼女は薙刀なぎなたを担かついでいる。桜さくら井い道場からかっぱらったものだ。

「一大事です、夢想さあまーっ！」

「叫ぶ前に落ち着いてもらえませぬか──」

「有馬道場から門弟衆が五十人余り、いずれも物々しい身支度を整えて出て来ました！　素人しろうと目めにもはっきりと分かるぐらいに殺さつ気き立っています！」

「何ど処こかに殴なぐり込みをかける気だ」

　蒼十郎が呻いた。

「それで、行き先は？」

「そこまで見張っちゃいないわよ。一応、光弥には見張りを続けてもらっているけどー」

「いや、その必要はあらなんだ。行き先は分かっている」

　宮本武蔵は断言した。

「分かっている？　それは一体──」

　左馬之助が最後まで云い終わらない内に、また一人、堂の扉から物凄い勢いで飛び込んできた者があった。鎌槍を携えたその男は、云うまでもなく小之川光弥である。

「夢想様っ、一大事！」

「分かっている」

　夢想権之助はさらりと答えた。静かな口調だが、表情は強張っている。堂の入口に歩み寄ると、彼は扉の陰から外の様子を窺うかがった。

「伝えに来るのが遅かったな……」

　霧雨の彼方かなた、数も知れぬ影の群れがちょうど浮かび上がってきたところだった。
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「ざっと三十人」

　夢想権之助は即座に見て取った。

　その周囲に他の八人も集まって、堂の外を見み透すかしている。

「白昼堂々、あの格好でここまで来たの？」

「噓うそだろ……」

「自や棄けっぱちになってるわね」

「無茶苦茶だな」

　澄の言葉に間違いはない。有馬一門の剣士連は皆が襷たすきをかけ、袴はかまの股もも立だちを取って、雨に打たれたその身体からは殺気が陽炎かげろうの如く立ちのぼっていた。

「なあ、連中の目的は拙せつ者しやかな、それとも静殿かな──」

　誰にともなく権之助が呟つぶやいたと同時に、有馬衆の中から一人が前に進み出て、

「そこにおろうな、宮本武蔵！　過ぐる慶けい長ちよう元年、有馬喜兵衛なる兵法者を殺あやめたことは忘れてはおるまい」

　朗々と呼びかけた。

「なんだ、目的は武蔵か」

「門弟全員にかような凶行を納得させられる名目は、確かに他にはあるまいな」

「それから星せい霜そう十余年、今こそ有馬喜兵衛殿の御無念を晴らす！　うぬの首を喜兵衛殿の墓ぼ前ぜんに備えるのだ！」

「……そのつもりなら、もう少し早く来い」

「大体、有馬元内の姿が見えぬではないか」

　武蔵も権之助も呆あきれ返っていた。共に当代一流の達人だけに案外落ち着いている。

「全員、あのような名目を本気で納得しているのかしら……」

　首を捻ひねりながら、夕は早くも火縄銃の準備を始めている。束ねた早はや盒ごうを襷にかけ、銃身に雨あま覆おおいを装着させる。それから、彼女は胴どう乱らんから残りの玉と火薬を取り出した。

「あれ？　おねーさま、玉と火薬は残らず早盒に移し替えたんじゃなかったの」

「特別製のものは分けておいたのよ。発射と同時に二つに割れる〝二ふたつ玉だま〟、これを二重に籠こめると四つに割れる訳ね」

　一度に二個の玉を装そう塡てんして、更さらに夕は水に濡らした紙を銃腔に詰めた。その上へ、また新たに玉と火薬を籠め始める。

「聞いた覚えはあるが、実際に見るのは初めてだな。これが〝二ふたつ鳴なり〟なのか──」

　この非常の事態にも変わることのない重苦しい口調で武蔵は問いかけたが、

「〝三みつ鳴なり〟です」

　再度濡れ紙を詰め、三み度たび夕は玉と火薬を籠めた。〝二つ鳴り〟は二連射で〝三つ鳴り〟は三連射、普通に引金を引いて発射するのは最後のものだけで、第一弾と第二弾は筒先から火のついた短い火縄を投げ入れて火薬に点火する。濡れ紙は次弾が誘発されて飛び出すのを防ぐ為のものだ。

「まとめて説明すれば第一弾は〝繫つなぎ〟、第二弾は〝はしや〟、そして第三弾が二重に装塡した〝二つ玉〟──それぞれ最後から四番目と三番目と二番目の切り札です」

「銃は剣よりも強し、か……」

　さすがの宮本武蔵が唸うなったその時、

「武蔵、早く出て参らぬか！　出ぬと申すのであれば、この堂に火を放つぞ！」

　と、外にいる有馬の武士がまた吠えた。

「ひええーっ」

　堂の中に悲鳴が上がる。居合わせたその他大勢の連中は青くなってことの成り行きを見守っていたのだが、どうか無関係の他人を殺し合いには巻き込まないでくれと、権之助たちに向けられた眼は懇願していた。

「この雨で火がつくものか……」

　そう呟いてから、権之助は傍かたわらの武蔵に向き直った。

「さて、どうしたものかな？」

「彼奴きやつら、どう考えても囮おとりだな。やはり真打ちは帷母衣衆であろう」

　そして、武蔵は淡々と云った。

「ここは拙せつ者しやに任まかせてもらおう」

　全員の顔から血の気けが失せた。ただ、権之助だけはこの言葉を予測していたらしい。

「しかし、お主に任せるとな……」

「拙者は巻き込まれたのだ。楽な相手を譲られるのは当然の道理ではないか」

「それはそうだが……」

「この場合は仕方あるまい。皆を裏の窓から外に出して、神宮まで逃げるのだ。その途中で必ず敵の忍者は襲ってくる。これを防ぎ得るのはお主しかいない」

「確かにそうかも知れぬが……」

「あの、それよりも──」

　奇妙な会話に呆あつ気けに取られながらも、左馬之助が口を挟んできた。

「敵は三十人、一人で大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

「雑な魚と書いて何と読む」

「…………」

「一人の達人に比べれば、未熟の輩やからは百人いたところで大したことはない。京では五十人を一度に相手にしたことがある」

「……八十人と云っていませんでしたか？」

「ちと誇張が過ぎただけだ」

　武蔵の口調には微み塵じんの揺るぎもない。

「分かった。この場はお主に頼む」

　遂ついに権之助は折れた。

　他の面々は誰もが驚きよう愕がくした。武蔵の実力は承知しているつもりだが、この窮地を果たして一人で切り抜けることが出来るのか？

「霰あられ降り鹿島の神に祈りつつ皇すめら御み軍くさにわれは来きにしを、か──」

　夢想権之助はそんな呟きを洩らした。

「では、御免」

　凄せい絶ぜつの面貌に渋い笑いを浮かべると、宮本武蔵は唯ゆい一いつの友人に背を向けた。そこには刹せつ那なの躊ちゆう躇ちよも感じられはしなかった。

　降りしきる雨の中へ、彼は躍り出た。
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　宮本武蔵が無縁堂から現れた時、包囲する有馬一門の剣士たちの方が逆にまごついたかに見えた。

　常識的に考えれば当り前だろう──これは獅し子しの口に我から飛び込んできた胡こ蝶ちように等しい。だが、たじろぎもせず鋭い眼光を周囲に巡らした宮本武蔵には紛まごうことなき獅子の風格があった。

　三十人は、たった一人に気け圧おされていた。

「どうした、云われた通りに出て参ったぞ」

　その呼びかけに我を取り戻したのか、三十人の有馬の剣士はどっと動きかけ、それを制してまず高弟らしい男が声を張り上げた。

「み、宮本武蔵だな。夢想権之助や他の仲間はどうしたのだ？　一緒にいたのではなかったのか」

「ああ、おった」

「仲間がおるのに一人で出て参ったのか？」

「用があるのは拙者一人であろう」

　この言葉を武蔵は昂たかぶりもせず、怯おびえもせず、強がりもせず、嘲あざけりもせず、例によって重苦しく淡々と云っている。

　それだけに相手の動揺も激しかったが、しかし所しよ詮せんは一人と侮あなどったのか、必殺の陣から二人の男が進み出てきた。一人は太た刀ちを引っ下げ、もう一人は槍を小脇に抱えている。

　武蔵の前方二間、互いに半間ばかりの距離を隔へだてて、二人は立ち止まった。その鋭い双そう眸ぼうに闘志は激しく燃え上がって、

「聞けい、拙者の名は江母塔右衛門！」

「同じく、有馬四天王の蓑みの浦うら作さく衛え！」

　名乗りを上げた瞬間──彼らは血ち飛沫しぶきを上げて崩折れた。

　その血を雨が洗い流していく。

　抜き払われた武蔵の二刀は早くも鮮血に濡れている。江母塔右衛門と蓑浦作衛の名乗りを最後まで聞かずに二間の距離を跳躍し、武蔵は抜討ちに二人を斬り捨てたのである。それは、大根でも叩っ斬るかのような無造作な斬ざん撃げきと見えた。無論、有馬門の四天王に数えられた程の二人の剣士は即死している。

　決闘を前に血震い武者震いをしていた剣士たちをも一瞬に凍りつかせた。凄まじいばかりの殺人剣だった。血に濡れ光る双刀を引っ下げて仁王立ちとなり、堂々たる体たい軀くに水煙をまといつかせ、窪くぼんだ眼がん窩かの底の三白眼を爛らん々らんと輝かせた武蔵の魁かい偉いな容貌は、さながら黄泉よもつの国の魔神でもあるかに思われた。

「成なる程ほど……有馬の衆では相手にならぬ」

　──と、そんな呟つぶやきと共に一人の男が進み出てきた。鈴を鳴らしたような声音だった。

　武蔵は眉を寄せた。新たな敵を世にも美しい若わか衆しゆと認めたからではない。この人物から放たれる針先のような殺さつ気きを感得したのだ。

　前髪は雨に濡れ光り、女のように細く色白の美貌は水煙にけぶっている。華麗な大振袖に包まれたその肌は朧げに輝いているようにも見えた。夢想権之助に似ていなくもない。ただ彼よりも一回り若く、そして遥はるかに冷たい、氷の彫像のような美貌の持ち主だった。

「やはり、私がお相手しなくてはならぬようですね」

　優雅な足取りで歩を進め、武蔵とはおよそ五間の距離を隔てて若衆は立ち止まった。不敵にも彼は微笑した。

「冥めい土どの土産みやげに覚えておかれよ、私は帷母衣三十六人衆の一人──炎丸！」

　双眸が一際激しい輝きを放ったその刹せつ那な、大振袖の袂たもとから白煙は噴出した。そこから飛び出した太い矢のようなものは紅ぐ蓮れんの炎と白煙を後ろにたなびかせ、弧を描いて銀線の帳とばりを裂いた。しかも四条──

　ミサイルの歴史は古い。

　古くは、宋の国で火薬が発明された直後から火力推進式の兵器は用いられていた。文ぶん永えい弘こう安あんの役えきに際して元軍が使用したことは知られているし、文ぶん禄ろく慶長の役では朝鮮軍の五十連火箭発射砲ロケツトランチヤーが日本軍を恐怖のドン底に突き落としている。日本に於おいても南蛮伝来の大おお砲づつにその座を奪われるまでは、火か箭せんや棒ぼう火び矢やなどの火力推進式兵器が攻城戦の花形だった。

　今、帷母衣忍者炎丸の袂から飛び出したものは、彼が改良に改良を重ねた末に完成させた個人携帯用ロケット弾だったのである。

　宮本武蔵に迫る戦国時代のミサイル！

　だが、一条の白光が水煙を貫く方が早かった。四条の魔弾の合間を縫って真一文字に飛び過ぎたそれは、魔弾に倍する速度で炎丸に達した。避ける暇などはなかった。

「……なっ!?」

　驚きよう愕がくの声はそれと同時に苦く悶もんの呻うめきに変わり、炎丸は血の泡を吐はいた。

　彼の胸に鍔つば元まで深々と突き立ったものは恐るべし、実に五間──約九メートル──の距離を飛来した武蔵の小刀だった。

　凄まじい音響が雨に谺こだました。

　宮本武蔵は四条の魔弾を悉ことごとく見切り、空を行き過ぎたそれらは堂の縁に被弾して、爆発した。黒煙と紅ぐ蓮れんの炎が膨ふくれ上がり、轟ごう音おんと共に朽ち木の破片を一面に飛び散らせる。爆風を背に受けて、武蔵は大地を蹴った。

　炎丸の意識は既に薄れつつあった。それでも猛然と疾駆してきた武蔵に気づくや、断末魔の死力を尽くして太刀を抜き合わせたのは忍者ならでは執念の為せる業わざだったろう。

　しかし──

「──ぬおうっ！」

　雷声の如き咆ほう哮こうと共に面前を打ったのは片手斬りながら稲妻の如き一刀、それは頭上にかざした太刀もろともに炎丸の頭頂から臍へその辺りまでを遺い憾かんなく斬り下げた。

　円えん明めい流りゆう投剣技法〝飛ひ竜りゆう剣けん〟。

　数年前に宍しし戸ど梅ばい軒けんという鎖鎌の達人を葬ほうむり去った、宮本武蔵の奥の手である。

　血煙を奔ほん騰とうさせて、炎丸は地に崩れた。

　それより早く小刀を骸むくろから抜き取った武蔵は、今度は翼を広げる大鷲の如く双刀を左右に大きく構えた。この防御度外視の無茶な構えを前にして、有馬一門の残りの面々には声もなければ動きもない。その相貌に、誰もが早くも死相を浮かべていた。

　何ど処こかで雷鳴が轟とどろいた。

　その時、武蔵は快然と笑った。血笑とも形容すべき凄絶の笑いだった。

「さあ、参れ。この鹿島に、一いち乗じよう寺じ下り松を再現してくれる！」

　一乗寺下り松──それは武蔵と吉よし岡おか一門五十余人との決戦の地。
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　宮本武蔵の大殺陣が始まった頃──

　神宮の方角に向かって、他の面々は駆けていた。先頭に立つのは松林左馬之助、小之川光弥、鳴海蒼十郎の三人。その後に三人娘と静が続き、最後尾を追い討ちを警戒して夢想権之助が走っている。雨足はますます強まって、蓑みの笠かさや合羽かつぱで身を包んでいるにもかかわらず、一行はすぐに濡れ鼠となった。

　道は浅い水の流れと化している。

「静殿、拙せつ者しやのところになど参られぬ方が良かったですね」

　駆けながら、権之助はともすれば遅れがちになる静に声をかけた。

「いいえ」

　静は悲しげに首を振った。

「一件が落着するまでは神宮を出られぬ方がいいでしょう。相手はもはや見境を失ったと見えまする」

「…………」

　今度は静は無言で頷うなずいた。

「夢想様。あの数を敵に回して、武蔵様は大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか……」

　前から夕が声をかけてきた。火縄銃が雨に濡れるのを防ぐべく、彼女は南蛮風の厚手の外套マントをまとっている。

「まあ、例の帷母衣衆さえ現れなければ心配する必要はないでしょう」

　実際には、その現れた帷母衣衆の忍者を武蔵は蹴している。

「寧むしろ、憂慮すべきはこちらの事態──」

　そう云った次の瞬間、

「危ない！」

　叫ぶと同時に、夢想権之助はすぐ前を走っていた静を突き飛ばした。同時に道を挟む竹林から大おお鴉がらすの如く飛び立った影が六つ、権之助の周囲を取り囲んで降り立った。

「やっと現れたか──」

　低く身構え、夢想権之助はそう云った。

　不意に現れた六人の男は、いずれも灰色がかった忍び装しよう束ぞくに身を包んでいる。有馬道場の剣士ではない。いや──

「夢想権之助、ここがうぬの死に場所だ」

　帷母衣衆の背後からゆっくりと姿を現したのは奉納試合で権之助に敗れた剣士、有馬門四天王の筆頭尾ノ谷孫蔵だった。

「夢想様！」

　孫蔵を挟んで権之助とは真反対の側に、静と取り巻き衆は一ひと塊かたまりになって立ち尽くしていた。皆、息が荒い。熱い汗を冷たい雨が洗い流していた。

「拙者に構わず先に逃げて！　神宮まで突っ走れ！」

　夢想権之助は叫んだ。

「──早く神宮へ！」

　反応はそれぞれ異なっていた。左馬之助と光弥は互いに顔を見合わせ、頷き合うと、静を引きずるようにして駆け出した。静も迷った末に権之助の言葉に従うことにした。三人娘はそれでもこの場を離れようとはしなかった。蒼十郎も後に残った。

「勝負をすぐにでもつけて、そして巫み女こ殿を追う所存か」

　尾ノ谷孫蔵は嘲あざ笑わらった。

「俺も同じだ。今、勝負を決しよう！」

　彼が叫ぶや否や、六つの影法師はゆっくりと右に向かって動き始めた。忽たちまち、権之助を中心にした影の円が描かれる──

　絶対の不利を知りつつ、夢想権之助は動かなかった。

　その手にありふれた杖つえを引っ下げて。
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　杖じよう術じゆつ。

　棒状の武器が古来より広く用いられてきたことは歴史的に明らかである。鹿島神道流の流祖である松まつ本もと備び前ぜんの守かみも兵ひよう杖じようの術には工夫を凝こらしたと伝えられる。然しかるにその主眼とする戦法は力任せに叩きつけることに過ぎず、その為、武器としての棒は六角やら八角やらの角が立っているものだとか、鉄のイボイボが打ち込まれたものだとか、鎖を仕込んだものだとか、一端に環やら分ふん銅どうやらを取りつけたものだとか、或いは全体が鉄製で途方もなく重いものだとか、いずれにしてもその構造上単純にぶん回すことしか出来ない、しかし高い殺傷力を持つものだった。

　然るに杖は──

　これは杖以外の何物でもない。

　夢想権之助愛用の杖は長さ四尺二寸一分、真円の本体は径八分、材質は樫かし──長くもなければ短くもない、並み外はずれて太い訳でもなく、先せんと末まつの区別もない、斬れもしなければ刺さりもしない、老人や旅人が歩行の助けに用いるような、そんな何の変哲もない杖だ。もっとも杖の長さや太さは流派によってまちまちで、杖術では先せん達だつに当る無む比ひ無む敵てき流りゆうの佐さ々さ木き哲てつ斎さいは五尺五寸の杖を用いていた。

　この武器とは呼べない正真正銘の杖を操あやつる武術が、杖術だった。

　江戸期を通じて職業軍人たる武士に敬遠され、刀とう槍そうよりも低く見られていたのも無理はない。それどころか第二次世界大戦後の占領時代、ＧＨＱによって武道禁止令が布告された当時でさえ、杖術は特殊な護身術として取締対象から除外されたのである。

　今、夢想権之助は杖を構えていた。

　円を描いて走る影は六つ、それぞれの手に得え物ものは光っていた。

　一人は、定じよう寸すんよりもやや短い忍刀。

　一人は、手槍。

　一人は、刃と柄が同尺同寸の長なが巻まき。

　一人は、拳こぶしに装着した鉤かぎ爪づめ。

　一人は、棒の一端に鎖分銅を取りつけた日本版モーニングスター── 乳ち切ぎり木き。

　一人は、西洋の死神みたいな大鎌。

　武器にはそれぞれ有効な距離があり、それより近くても遠くても威力は格段に落ちてしまう。逆に云えば、それぞれ間ま合あいも違えば用法も異なる得物で同時に打ちかかられた時、その全すべてを防ぐことは極めて困難なのである。

　帷母衣衆集団戦法〝六ろく道どう陣じん〟──

　忍刀と手槍と大鎌がまず地を蹴った。三方から襲いかかる凶器は、間合や角度を完全に計算した時間差攻撃だった。三人が跳び退のくと同時、今度は長巻と鉤爪と乳切木が跳躍する。攻撃を二回に分けたのは同士討ちを避ける当然の戦法なのだが、この一糸乱れぬ連係技を回避することは如い何かな達人にも不可能事だろうと思われた。

　第二撃の三人も跳び退ずさった。

　孫蔵は権之助の最さい期ごを確信して笑み、夕たちは雨空よりも沈んだ顔色になった。

　次の瞬間──

「ばっ、馬鹿なあーっ!?」

　驚きよう愕がくの叫びが、孫蔵の口から上がった。

　雨しぶく地面にふらりと突っ伏したのは、帷母衣衆の六つの影だった！

　必殺の〝六道陣〟を敢然と迎え討って振るわれた夢想権之助の杖は一体全体どのように動いたものか、六度の攻撃の全てを防いだのみならず、六人の忍者を一瞬にして叩き伏せていたのである。

「──剣と違ちごうて、杖は得え手てでな」

　夢想権之助は静かに云った。

「貴様っ……」

　尾ノ谷孫蔵は呻うめいた。さすがにそのいかつい顔も緊張と驚愕に硬くなっている。だが、敵てき愾がいの炎が再び燃え上がるのは早かった。

「神前の試合ではうぬに遅れを取ったが、今度はそうはいかぬ。真剣ならばどちらが強いか、とくと思い知れ！」

　吠ほえると同時に抜ばつ刀とうし、八はつ双そうに構える。その太刀は刃も厚く、刃渡り三尺余、柄を入れれば四尺を越える戦国風の大おお業わざ物ものだった。

　風が吹き、雨が大地を叩いている。

　暗天の下に相対するは剣と杖── 今度も先に仕掛けたのは尾ノ谷孫蔵だった。

「いええぇーいっ！」

　雄お叫たけびを上げて、彼は地を蹴った。泥が激しく跳ね上がる。小細工を弄ろうせぬ真っ向からの打ち下ろしは雨滴を弾きつつ、権之助の脳天へ弧を描いて雪な崩だれかかる──

　それに呼応して権之助は杖を繰り出した。剣の如くの片手突きだった。

（── 見切った！）

　孫蔵はそれを信じた。敗北は、勝利を確信したまさにその瞬間にやってきた。

　彼の面前で、杖は一尺もぐいと伸びた。

「げふっ……!?」

　鼻柱を砕かれて、孫蔵はのけぞった。そのまま泥の中にひっくり返る。必殺の一刀は虚むなしく空を打っていた。

　奉納試合の時よりも呆あつ気けなく、有馬道場第一の達人は敗れ去ったのである。

「──〝稲いな妻ずま〟」

　権之助が低く呟つぶやいたその時、

「やった、夢想様っ！」

「きゃあ～っ♡　もう、最高！」

　女性陣の歓声が雨音の中に湧き上がった。

「……先に行けと云ったのに」

　さすがに権之助は苦虫を嚙み潰したような表情になったが、それ以上の文句は云わずに突っ伏した孫蔵を引き起こした。

「命ばかりは助けてやる。無益な殺せつ生しようは望まぬし、尋ねたいことも色々とあるのでな──」

　云った矢先に、権之助はくらっと眩暈めまいを感じた。吐はき気けが途端に込み上げてくる。孫蔵の胸倉を引っ摑んだまま、彼は身を右手の竹林の方へ向けた。

　雨の帳とばりを切り裂く閃光！

　それは、盾たてとなった孫蔵の首筋を貫いた。頭は胴体を離れ、遥はるか遠くへ飛んでいった。迸ほとばしる血潮のその下で、権之助は新たな敵の姿を見た。竹林の中から現れた盲目の老人を、果たして誰が忘れていよう──

　武蔵の代わりに無縁堂に残るのだったと、権之助は軽い後悔の念を覚えた。夕と澄、そして蒼十郎が悲鳴を上げた。

「ふおっ、ふおっ、やはりわしが戦わねばならぬようじゃな。夢想権之助、わざわざ勝負を決しに参ってやったぞ……」

　帷母衣三十六人衆の長おさ、火ひ挽びき。
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「おねーさま、鉄砲よ、鉄砲！」

　澄がそう叫んだ時だった。背後から、陰気な声が彼女たちの耳じ朶だを打った。

「火挽老の邪魔はさせぬ。うぬらの相手は、愚僧が務めて進ぜよう」

　振り返った四対の視線のその先に、網あ代じろ笠がさの雲うん水すいは飃ひよう然ぜんと立っていた。

　チャリン、と環かん杖じようは鳴った。

「帷母衣衆だな！」

　叫ぶより早く、鳴海蒼十郎は鎖分銅を飛ばしていた。手しゆ練れんの一撃は狙い錯たがわず、網代笠を叩き割った。だが──

「な、なあにいっ……！」

　思いも寄らぬ手て応ごたえに、蒼十郎は戸惑いを禁じ得なかった。まるで岩か鉄の壁に分銅を叩きつけたかのような感触があったのだ。

「くっ、くっ、愚僧の名は岩がん鉄てつ入道」

　環杖で悠然と鎖分銅を払い、雲水は徐おもむろに名乗りを上げた。残ざん骸がいと化した網代笠が足元に落ちる。後に現れたその面貌は脂あぶらを塗ったみたいに黒光りして、そして隻せき眼がんだった。一つだけの眼が不気味な光を帯びている。

「云っておくが、わしの身体は鋼はがねよりも硬いぞ。刀槍はわしには通じぬと思え」

「じゃあっかあしいいっ！」

　気合だか罵ば声せいだか分からない絶叫と共に、澄が打ちかかった。その刃に強大な遠心力を加えた薙刀なぎなたの一閃は、しかし、

　キイイィーン！

　と、金属的な響きを残してあさっての方向へ飛んでいった。簡単に云えば、折れた。

「刀槍は通じぬから、薙刀も通じぬ」

　帷母衣忍者岩鉄はにやりと笑った。

「未いまだかつて、この岩鉄の身体を刀槍にて傷つけたのは我らが主あるじただ御一人」

「ばっ、化ばけ物……」

　さすがに澄も顔色を変えたが、

「しかし！　野郎の急所ってのは、昔からキン〇マに決まっているでしょーがっ！」

　お嬢様にあるまじき言葉を口にするや、その手に残った薙刀の柄えを下方へ旋回させて、石突きを岩鉄の股こ間かんに叩き込んだ。

　ベキイィ！

　柄は中程から折れた。

「……あれ？」

「何度も云うようだが、わしの身体は並み大たい抵ていの攻撃では傷つかぬのじゃ」

　しかし、岩鉄の顔から笑みは消えていた。

「年頃の娘のくせにとんでもない言葉を吐はきおって。うぬのような小娘は、とっくとお仕置きしてやらねばならぬのう……」

「いっ？」

　心底からの恐怖に澄がまだ手に残っていた薙刀の残骸を落としてしまったその時、

「お澄さん、伏せて！」

「くたばれ、化け物がぁーっ！」

　後ろから鶴と蒼十郎が斬り込んできた。然るに岩鉄の身体に叩きつけられた刀と鎌は、共に硝子がらすの如く脆もろくも砕け散ってしまう。

「そんな……」

　鶴も澄も蒼十郎も啞あ然ぜんとなって、為なす術すべもなく立ち尽くすより外になかった。

「未熟者の刃など、愚僧には通じぬわい」

　陰気な笑みを不気味な面貌に満たし、それから岩鉄は三人の後ろに隻眼を投げかけた。

「無論、鉄砲玉も通じぬぞ」

　ちょうど、夕が胴どう火びから火縄に火を移し終えたところだった。左手の指には四本の短い火縄が挟まれ、その内の一本を彼女は慣れた手つきで火縄銃に取りつけた。残りの三本もそれぞれくすぶっている。

「そう申されるなら、試してみましょうか」

　夕は筒先から火縄の一本を投げ入れ、火縄銃を岩鉄に向けた。

「みんな、散って！」

　三人が跳ね退のいたその後を、唸うなりを上げて灼しやく熱ねつの塊は飛び過ぎた。〝三つ鳴り〟の第一弾、細い鎖に繫つながれた二つの鉛玉が車輪の如く回転しながら襲いかかる〝繫ぎ〟──

　それは黒衣を引き裂いただけで、岩鉄の鋼の肉体の前にはいとも簡単に弾き返された。

「はははははあーっ、云ったであろうが、わしには鉛の玉も鉄の玉も通じ──」

　最後まで云い切るのを待たず、夕の放った〝三つ鳴り〟の第二弾が額ひたいに命中した。

「ぐわあっ!?」

　その衝撃が普通の鉄砲玉にしては妙に軽いと察した時には、既に遅かった。岩鉄は隻眼に焼けつくような痛みを覚えて、吠えるや、ごつい手で隻眼を覆った。

「……玉は鉛や鉄だけじゃないのよ」

　第二弾〝はしや〟──それは、砂とトウガラシの粉末の混合物を鞣なめし皮がわに包んだ特殊な玉だった。放たれた〝はしや〟が何かに命中すると、皮袋は破れて中のものが周囲に飛散する。つまりは戦国時代の催涙弾なのである。

　── 岩鉄は視覚を失った！

「こ、小娘があーっ」

　あさ黒い面貌を茹ゆで鮹だこさながらに真っ赤に変えて、岩鉄は再び吠えた。環杖を構え直して突進する。それまでの余裕の程が大きかっただけに、彼の怒りの凄まじさは例え様もなく激しいものだった。

　その面前に、火縄の匂いが飛んできた。

　咄とつ嗟さに払い捨てんと環杖を振るったが、それより先に衝撃が岩鉄を見舞った。それは、激しい音と熱を伴った風だった。しかもその烈風は、数も知れぬ灼熱の金属片を刹那の瞬間に岩鉄の身体に叩き込んでいた。

「うおおおおおおーっ！」

　ズタズタに引き裂かれるような激痛が鋼の肉体を走り抜け、岩鉄はたまらず絶叫を上げた。苦痛を訴える咆ほう哮こうだった。

　叫びは、爆発の残響に吞み込まれた。

「……これで生きていたら本物の化け物ね」

　外がい套とうに雨飛沫を跳ね散らし、ゆっくりと夕は身を起こした。

　彼女が投げたものは襷たすきにかけていた早はや盒ごうの束だ。これに彼女は最後の火縄を仕掛けていたのである。最初の爆発は次の爆発を誘発して、忽たちまち二十数発分の火薬は岩鉄の眼と鼻の先で連鎖的に爆発した。同時に二十数発分の鉛玉も爆発の衝撃波に弾かれて、至近距離から岩鉄の身体を霰あられの如く打ったのだ。

「やった……」

　鶴たちも安あん堵どの息を吐ついた。

　それが、凍りついた。

　次第に沈んでいく硝煙と逆に立ちのぼる水煙をまといつかせて、その影は微動だにせず立っていた。黒衣は襤ぼ褸ろ同然の状態だったが、五体には傷一つなかった。

「噓うそだ」

　愕がく然ぜんとして、蒼十郎は呻いた。

「どうするの、おねーさっ──」

　途中まで云いかけて、澄は口を閉ざした。夕の様子がおかしいことに気がついたのだ。

　夕の顔は肌を濡らす雨粒よりも青かった。見る間に細い肩ががくがくと震え始める。

　ふらりと、岩鉄が足を踏み出した。

　夕の恐怖は一気に弾けた。

「くっ、来るなあーっ！」

　絹を裂くような悲鳴を上げて、しかし夕は逆に迫り来る敵に躍りかかった。理性が命じたものではない。それはスリッパか何かでゴキブリを叩き潰すべく追いかけ回す行動に酷こく似じして、しかも遥はるかに深刻なものだった。

　顔面めがけて真一文字に繰り出された銃身を、岩鉄はがっちりと嚙んだ。咄嗟の反射行為で、彼は歯で受け止めたのだ──

　まともな判断力があったならば、岩鉄もこんな馬鹿な行動は取らなかったに違いない。だが、彼は視覚を失っていた。更に爆発の衝撃をまともに受けて、脳のう震しん盪とうを起こしていた。その為、岩鉄はおのれの忍者らしからぬ大不覚にはまるで気づかなかった。

「はっ、放せえーっ！」

　叫んでから、夕は手にしているものが火縄銃であるという当然の事実に気がついた。迷うだけの理性もなく、引金を引いた。

　ズッドオォーンッ！

　二重に装そう塡てんされた〝二つ玉〟は、四つに割れて岩鉄の口腔に炸裂した。

　密着状態で発砲したのだ。そこに生じた凄まじい反動に、夕の身体はたまらず後方に吹っ飛んだ。火縄銃から手が離れた。背中から激しくぬかるみに叩きつけられ、泥と水飛沫を盛大に跳ね上げさせる。
















　一瞬の暗闇の後で、視覚は焦点を結んだ。

　雲水はまだ立っていた。

　雲を踏むような足取りで、岩鉄はまた一歩踏み出した。

「くっ、来るな来るな来るな来るな来るな来るな来るなあーっ！」

　へたり込んだ姿勢のままで、夕は泥に塗まみれるのも構わず後退した。泥の塊も石ころも草の根も、手にしたものは片っ端から岩鉄に叩きつけている。それはゴキブリを追い払うべく手当たり次第にものを投げつける行動に酷似して、しかも遥かに深刻なものだった──

「なんか、幻滅……」

　この場合に澄は怯おびえるよりも呆あきれている。他の二人も同様だった。気丈でいつも悠然と構えているだけに、崩れた夕の取り乱しようは皆の眼には非常な意外事と映っていた。

　──と、

「……うぼあっ」

　喘ぜん鳴めいを洩らし、岩鉄は血の塊を吐いた。それが最期の呻きだった。膝から崩れて、鋼の肉体を誇るこの忍者はその場に倒れ込んだ。

「や、やった！」

「やっつけた!?」

　歓声を上げて澄と鶴が駆け寄ったのに、

「…………」

　夕は急に動かなくなった。

「あれ、どーしたの？」

　澄が夕の顔を覗き込む。夕の瞳は虚うつろだった。眼の前で手を振ってみても反応がない。憑つき物が落ちたみたいにぼんやりしている。

「お夕さん、気をしっかり持って！」

　鶴が激しく揺さぶってみても、夕にはやっぱり反応はなかった。完全に思考が停止してしまっている。錯乱状態が過ぎて、どうやら今度は放心状態に陥おちいったものらしい。

「成なる程ほど、お夕殿もやはり女おな子ごだな……」

　蒼十郎は妙に感心して呟いた。この時、彼はもはや動かぬ岩鉄入道を本当に死んでいるのか確かめるべく蹴飛ばしていた。

「何を云っているのよ、こーゆー場合に！」

「幻滅したとか云っていたのは誰だったかな……おや？」

　何に気づいたか、不意に蒼十郎は小手をかざして無縁堂の方角を見やった。

「誰やらこちらに駆けてくる者がある。まさか新あら手ての敵ではないだろうな」

「ちょっと、それじゃあ誰が戦うの？」

「知るか」

「いいえ、あの影の輪郭はどう見ても……」

　鶴が看破した。

「宮本武蔵様！」

　果たして、現れたのは宮本武蔵だった。

　武蔵はその場の状況を見て反射的に立ち止まり、周囲に視線を巡らせた。

「蒼十、巫女殿は如い何かが致した？」

「静殿ならば先に逃がしました」

「お夕殿は？」

「まあ、色々とありまして、珍しく怯おびえている次第でござる」

「それでは、夢想はどうしたのだ？」

　そう尋ねられ、皆は愕然として周囲を見回した。蒼十郎は勿もち論ろんのこと、追っかけたる鶴や澄までもが夢想権之助のことをすっかり忘れていたのである。まだ放心状態でへたり込んでいる夕には何の反応もない。

　視界一面の景色は灰色にけぶっている。どう戦いは進んだものか、夢想権之助の姿も火挽の姿も何処にも見当らなかった。聞こえるものは雨の響きと竹のざわめきばかり──

　その時、竹林の奥の方から薄暗い天空へ一条の光が駆け上がった。

　光は、闇を切り裂いた。
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「今度こそ、うぬに三さん途ずの川を渡らせてくれるわ！」

　火挽が叫ぶのと、夢想権之助が既に屍しかばねでしかない尾ノ谷孫蔵の胸倉から手を放したのとは、ほとんど同時だった。

　屍が地に倒れる寸前に光の刃はその腰部を貫いて、上半身と下半身とに分断させた。権之助は血と泥のぬかるみに身を投げ出して、光の刃をからくも躱かわしている。

　しかし──まさに超音速の刃に狙ねらわれて、これを防ぎ切ることなど出来ようか。

　足元へ放たれた光の刃を跳躍して躱し、権之助は背後の竹林へ飛び込んだ。

　深い竹藪やぶだった。雨や風に幹はしなり、葉はざわめき立っている。密生した竹の合間を権之助は音もなく移動する。

　ふと、以前に夕から聞かされた話を思い出した。竹の表皮は弾力に富んでいる。鉄砲の玉さえ弾き返すことが出来るのだ。

　──甘かった。

　火挽は聴覚で相手の位置を捕らえているのではない。まさか超音波の反響で物体の位置を探っているなどとは、この時代の人間の理解の範囲を遥はるかに越えていた。

　加えて、光の刃は鉛玉などとは全く異なるものだった。それに感づいてはいてもまさか超音波による切断現象であるなどとは、これまたこの時代の人間の理解の範囲を大きく越えている。

　新たに放たれた光の刃は正確に寸前まで権之助の首があった空間を走り過ぎ、鉄砲玉さえ弾き返す竹をいとも簡単に切断した。ザザザーッとざわめきを立てて竹の群れは倒れ、揺れる竹葉は滝の如く滴しずくを振りまいた。

「……馬鹿なっ」

　身動きのかなわぬ竹林の中でこの死の光を免まぬかれ得たのは彼なればこそだが、這はいつくばった夢想権之助は愕然となっている。

　──と、彼は唐とう突とつに耳鳴りを覚えた。

「ええい、面倒じゃ、夢想権之助、冥めい土どの土産みやげにわしの奥の手をとくと見よ！」

　火挽の呼び子は無音にして鳴った。

　次の瞬間、風混じりの雨がしぶく竹林に紅ぐ蓮れんの炎が巻き上がった──竹の幹から！

超音波細胞破壊現象ウルトラ・サウンド・ウエーブ・セル・デイスインテグレイト・フエノメノン。超音波が物質に及ぼす激しい振動は生体中の細胞を破壊してしまう。その際には常に高熱の発生が伴い、場合によって生体は炎を上げて燃え上がるのだ。

　竹林は、瞬またたく間に炎の海と化した。

「忍者を越えて、もはや妖術師だな……」

　権之助は遥か上方の枝に摑まって、そこから地上を見下ろしていた。竹のしなりを利用してその幹を一気に駆け上がったのだ。

「猿か、貴様は！」

　喚わめきつつ火挽が頭上を仰いだその時、権之助は左手を枝から放した。落下しながら逆手に抜ばつ刀とうし、横一文字に薙なぎ払う。如い何かなる切断の妙か、幹を断たれた幾本もの竹はざわめきと共に火挽の方に崩れかかった。

「……おっ！」

　火挽は咄とつ嗟さに杖を払った。迫り来る竹の合間を縫って飛来した太た刀ちを叩き落としたのである。そして権之助の落ちるべき地点に顔を向け、間かん髪はつ入れずに呼び子を鳴らす──

「────!?」

　驚愕が訪れた。

　超音波の反響は、権之助の存在を捕らえなかったのだ。だが、そこは行き場のない竹林ではないか。林立する竹の中を、夢想権之助は何ど処こに逃れたのか？

　答えは一つしかなかった。火挽は慌てて見えぬ眼を虚空に向けた。

　宿敵は、まさに虚空にいた。火挽が剣を払った一瞬の隙をついて、背後の竹を蹴った反動で大きく雨空に躍おどり上がっていたのだ。

　次の瞬間、空にある兵法者と地にある忍者の意識に無数の想念が流れ、そして行き過ぎていった。共に頂点に達した必殺の気は、わずか一間の距離を隔てて弾け散った。

　宙にある夢想権之助の掌たなごころの中、杖は凄まじい勢いで滑り抜ける。手練の突きはぐいと伸び、相手までの最短の距離を走り過ぎた。

　余裕は皆無だった。躊躇の暇いとまはなかった。

　杖が大地へ振り下ろされると同時、天空へ向けられた火挽の呼び子は激しく震えた。無音の響きは忽たちまちあらゆるものを切り裂く閃光と変じて迸ほとばしる──

　雨飛沫に紅の花を散らせて、天空へ一条の光が駆け上がった。

　光は、闇を切り裂いた。

「……痛つうっ」

　不自然な体勢で白煙漂う地上に落ち、左肩に灼熱の痛みが走るのを覚えながら、それでも瞬時に跳ね起きた夢想権之助は油断なく杖を構えた。

　その見つめる先、呼び子をぽとりとぬかるみに落とし、白はく濁だくの眼球をかっと剝くと、

「ぐっがぁ……」

　苦悶の呻きを血塊と共に吐き出して、火挽は朽ち木の倒れるが如く崩れ去った。痙攣はしばし続き、その面貌は醜く歪む。そして、帷母衣三十六人衆の長は息絶えた。

　宮本武蔵たちが眼にした光こそ、火挽の断末魔の喘鳴に外ならなかったのである。

　降りしきる雨、吹きつける風、鎮まりゆく炎、生死幽明の境より戻った権之助は、勝利を確信して初めて左肩に手を伸ばした。掌はべったりと鮮血に濡れた。曇天の彼方へ消え去った光がかすめていたのだ。それを知って今更ながらに冷や汗が泌み出る。

　生と死の峡はざまは紙一重──虚空から繰り出された〝稲妻〟が一瞬早く火挽の喉仏を叩き潰していなかったなら、竹林に屍しかばねを晒さらしていたのは彼の方だったろう。

　地に伏した強敵にもう一度視線を投げかけて、権之助は表の道に向かった。いつの間にか竹林のかなり奥まで入り込んでいた。

　五つの影が彼を待っていた。その内、地に散らばる忍び装束の傍かたわらにしゃがみ込んでいた大柄な影は、竹林から現れた権之助に面おもてを上げると、重々しく首を横に振った。

「駄目だ。此奴こやつらは舌を嚙み切っておる」

　宮本武蔵である。彼の言葉通り、権之助に倒された六人の忍者は全員がその舌を嚙み切って、自みずからの命を絶っていた。

「敗北を恥じたのではない。我らに手がかりを与えぬ為に自害したのだ」

「そうか、ちと侮あなどっていたな……」

　夢想権之助は暗あん澹たんとして頷うなずき、それから呆あきれた風に親友に声をかけた。

「それにしても、えらく早く片をつけたな」

「云った筈だ、一人の達人に比べれば未熟の輩やからの百人や二百人──」

「三十人、皆殺しか？」

　答えは聞かずとも見当がついた。だから、あの場を彼に任せることには気乗りがしなかったのである。

　果たして、宮本武蔵は当然の如く答えた。

「安心せい──苦しまぬように一太刀で仕留めておいた」




　　　　九




　雨は土砂降りの相を呈してきた。視界は薄暗く、昼なのに数間とは見通せなかった。

「静さん、神宮まではもう少しです！」

　傍かたわらを走る巫み女こに声をかけたその時、すぐ前を行く小之川光弥が不意に立ち止まったものだから、松林左馬之助はもう少しで彼の背にぶつかるところだった。

「お、小之川さん、一体……」

　返答を聞くまでもなかった。

　行く手の雨の幕に影が一つ、立っている。

　小之川光弥は槍の穂を影の胸元へ真一文字に向け、松林左馬之助は太た刀ちの柄に手をかけた。共に静を庇かばう格好だった。

「……私を斬るおつもり？」

　それが魂たましいも溶ろけさせんばかりの甘さに満ちた女の声と知って、二人は息を吞んだ。夢想権之助を手玉に取ったくノ一のことを、彼らは脳裡に思い浮かべていた。

　稲光が暗天に走った。滝の如き雨の中、それは伽きや羅らの美貌をはっきりと浮かび上がらせた。雷鳴は数瞬遅れて鼓膜に達した。

「きええーっ！」

　気合と共に光弥が突きかかる。手て応ごたえはなく、彼はつんのめった。

「松林様！」

　右手の側に気配を感じて、静は叫んだ。すぐそちら側に、跳ね散る雨あめ飛沫しぶきが影の輪郭を縁取っている──

　静の手を引っ張って、左馬之助は反対側に駆け出した。そちらにも一つ、朧な影が佇たたずんでいた。それに気づいて、反射的に二人は立ち止まってしまう。

「それは私の影。おやめなさい、私から逃れようなどと考えるのは──」

　伽羅の囁ささやきが耳じ朶だを打つ。その間にも三人を囲む影は一つ、また一つと増えていった。影は雨にけぶっている。声はそのいずれからも発されているようでもあり、そのいずれからも発されてはいないようでもあった。

「こ、これは一体……」

　光弥は歯は軋ぎしりした。幻惑されてはならぬと承知しつつも、心は焦るばかりである。その時、彼はふと思い出した。江戸で宮本武蔵を襲った忍者の話を──

（ま、まさか……!?）

　そのまさかだった。

　彼らを取り囲む無数の影は、全すべて雨の幕に映った幻まぼろしに過ぎない。朧な影は三人を幻惑し、それと同時に影の本体を隠していた。江戸で武蔵を惑わせたのが水面に広がる波紋による光の魔術とするならば、これは降りしきる雨による影の魔術と呼ぶべきだろう──その仕掛け人は云うまでもあるまい。

　幻術の幻げん角かくと催眠術の伽羅、実にこれは二人の忍者による合作忍術なのである。

「諦あきらめなさい。そして、私の申すことをお聞きなさい。さすれば、あなたたちを救って差し上げましょう。全すべての苦しみから、恐れから、悲しみから──」

　雨よりもじっとりとした囁きは続く。光弥も、左馬之助も、そして静も顔色を失って、その言葉を聞いていた。張り詰めた心が次第に萎なえていく。耳を塞ふさぎ、大声で喚わめき出したい衝動すら、美しい音色のような伽羅の声に霧散した。視界が更さらに霞かすんだのは決して雨の為ではなかった。

「さあ……いつまで意地を張っているのですか……」

　虚こ空くうから投げかけられる伽羅の声に、静は意を決して歩み出た。

「おやめなさい！」

　彼女は叫んだ。凛りん然ぜんと美しい声は響いた。

「あなた方は何がお望みなのですか。何を企んでおられるのですか。何であれ、この地で邪よこしまなる行いを為さんとしても、それが許されることは決してありませぬ！」

　影の群れは揺らいだ。全ての影の眼に怪しい輝きが点ともったように思われた。

「あなたは古びたしきたりにがんじがらめになっているのです。そんなものに殉じることが浅はかな考えだとは思いませぬか。耳を傾けて御覧なさい、心の奥底であなたが望んでいることに……」

　伽羅の囁きは途絶えることなく、静の意思を嘲あざ笑わらうかの如く耳に谺こだまする──

「そんなことはありませぬ」

　静は強い口調で否定した。しかし、心の奥底から云い知れぬ恐怖が膨ふくれ上がっていくことは禁じ得ない。もう一度、叫びを上げた彼女の声は悲鳴に似ていた。

「違います！」
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「違います！　そんなことはありませぬ！」

　大荒れの雨風の合あい間まに、そんな叫び声が流れてきた。

「おい、あのお声は静様のものではないか」

「やはりそうか。それがしもそう思った」

　鹿島神宮の方角からやってきた十ばかりの影の一団は互いに顔を見合わせ、頷うなずき合うと駆け出した。道はぬかるんでいるが、彼らの疾しつ駆くは風の如く速かった。

　鹿島神宮の神じ人にんたちだ。

　勿もち論ろん、一連の騒ぎは既に鹿島神宮の知るところとなっていた。そもそも昨日来、神宮周辺には神人衆を動員した厳戒体制が敷かれていたのである。だから有馬道場の門人たちが静を連れ去ろうとしたとの報告が入るや、即座に神宮からは十人もの神人が彼女の保護に差し向けられたのである。

　だが、事態は皆の予想を遥はるかに越えて急展開していた。その為に対応が後ご手て後ご手てと回ってしまい、それはまさに千せん慮りよの一いつ失しつと云わねばならなかった──

「おられた！」

　先頭の男が叫んだ。成なる程ほど、道をやや外はずれた辺りに数個の人影が固まっている。姿形までは分からないが、そちらの方から何やら問答するような声が低く流れてくる。

「──静様だな」

「それにしても、何か様子が妙ではないか」

「うむ、そう云われてみれば……」

　彼らは立ち止まり、雨の幕を透かし見た。透かし見たと云っても人影が揺らいでいるのが分かるばかりなのだが、ややあって、

「ううむ、何か妖あやしの術に惑わされておられるようだ」

　一人が看かん破ぱして、深刻の度合は増した。

「静様！」

　別の一人が呼びかけながら走り出た。

　他の衆もそれに続いて駆け出しかけて、しかし次の瞬間、彼らは足を止めた。最初の男が不意に地にうち伏したのだ──

「今が肝かん心じんなところなのでな、邪魔をさせる訳にはいかぬのじゃ」

　闇やみの底から生じたようなその声は、早くも血に酔っていた。何ど処こから現れたのか、激しく地を打つ雨飛沫の彼方かなたに影が一つ揺らいでいる。残心を留とどめた低い姿勢から、その影はゆっくりと身を起こした。神人たちに気配を察せなかったのもさることながら、神人の一人を一瞬にして葬ほうむり去った手て際ぎわは並みのものでは決してない。

「それ故に、うぬらを斬る」

　影は、喜々としてそう云った。

　衝撃が駆け抜けたのは一瞬だ。鹿島の神人はいずれ劣らぬ鹿島神道流の錚そう々そう、精せい悍かん無む比ひの精鋭たちなのである。この、殺さつ気きよりも妖気を漂わせているような敵の出現にも、

「面白い！」

「降ごう魔まの利り剣けんを受けてみるか！」

　跳び散らばるや、彼らは佩はい刀とうを抜いた。

　声もなく、二人が地を蹴った。一気に七尺の間を詰めて、左右両側から斬ざん撃げきを送る。岩石をも断つと思われる豪刀だった。
















　後ろざま、影は七尺を跳び退のいた。瞬間、横一文字の剣光が雨飛沫を遮さえぎった。それと同時に、二人の神人は血飛沫を振り撒まきながらぬかるみに突っ伏している。

「抜けば剣は凶器なり──」

　唄うように呟つぶやいて、そこに打ち込まれた手しゆ練れんの一刀を影の人物は苦もなく受け止めた。白刃は嚙み合い、鍔つば元で競せり合う形になる。

　柄を支える両の手に満身の力を注ぎ込み、神人は顔を真っ赤に染めている。

「ふん」

　影が鼻で笑った瞬間、

　キイィーン！

　金属的な響きを残して、神人の太刀は鍔元からへし折れた。跳び退く暇も与えず、影の一刀がその神人の脳天を叩き割る。

「──〝獅し子し奮ふん迅じん〟！」

　残った神人衆の間に驚きよう愕がくの叫びが上がる。

　彼らは動かなかった。いや、動けなかったのだ。それは決して相手の剣の凄まじさに恐れをなした為ではない。相手の剣脈を読み、それが為に引き起こされた戦慄に金縛りにかかってしまったのである。

　即すなわち、鹿島神道流──

「どうした、かかって参らぬのか。うぬら、それでも鹿島の神人か」

　嘲あざける声に激げき怒どした訳ではない。四人、無意識に剣けん尖せんを持ち上げて影に斬りかかっていったのは、死魔に魅入られた為としか説明がつかなかった。

　ふっと身を低く沈ませ、影もまた地を蹴った。双方勢いを緩ゆるめず行き違ったかに見えたその刹せつ那な、風雨に血潮は渦巻いて、互いの剣をもつれ合わせて神人たちは地を這った。

「武たけ甕みか槌づちの神かみが泣いておるわ」

　影の双そう眸ぼうは血の輝きを帯びている。

　残りの神人たちも魂を失ったかの如く、ふらふらと歩み出そうとする──

「行くな」

　雨と風の彼方かなたから、その声は不意に聞こえた。

「行けば、お主らの命はない」

　まさか神人の存在を忘れた訳ではあるまい。だが、影は声のした方にくるりと向き直ると、紗しや幕まくの向こう側を透かし見た。

　激しい雨が、寂然と佇たたずむ影の輪郭を縁取っていた──二つ。

「何なに奴やつだ！」

　誰何すいかの声は、しかし既にその正体を見破っていたのだろう、驚愕の響きを帯びていた。

　影は静かに名乗りを上げた。

「夢想権之助」

「宮本武蔵」
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　普通ならば、この状況で圧倒され戦慄するのは彼らに敵対する者であるに違いない。

　ましてや、夢想権之助は杖を携たずさえていた。

　宮本武蔵は二刀を抜き払っていた。

　にもかかわらず──圧倒され、戦慄したのは、実に彼らの方だった。江戸で竜りゆう虎こと並び称された程の二人の兵法者の背に走った冷気は、風雨のもたらしたものではなかった。

「……何者だ」

　武蔵の呻うめきは、しかし武蔵自身でさえ意識してはいない。兵法者の本能が、相手がかつてない大敵であることを告げていた。

　ややあって、影の剣士は口を開いた。余裕を取り戻したらしく、その声は笑いを帯びて楽しげですらあった。

「ほう、命を拾うたか。有馬の弟で子しどもならばいざ知らず、火挽や炎丸までも討ち果たそうとは思うてもおらなんだぞ」

　聞き覚えのある声だ。そうと知って、夢想権之助は血まで氷結してしまった。実はこの場に到着した瞬間から、彼は影の正体を薄々察していたのである。

　今、彼の予感は圧倒的な恐怖を伴って確信に変わった。

「何なに故ゆえですか……」

　権之助は呻いた。

「有馬元内は傀かい儡らいに過ぎなかったのですね。しかし、あなたともあろう御お仁ひとが、何故に今度のような陰謀を企くわだてられたのですか！」

　風雨を越えて、余りにも途方もない答えが返ってきた。

「天下、よ」

「……天下？」

「そう。わしは天下を取らんが為に今まで生きてきたのだ」

「馬鹿な……」

　権之助も武蔵も困惑した。

「そう思うか？　小お田だ原わらの北ほう条じよう早そう雲うんは乞食ほいとの出と聞いておる。美み濃のの斎さい藤とう道どう三さんは商人あきんどだ。木きの下した藤とう吉きち郎ろうに至っては足軽の伜せがれの分際で関白の位にまで成り上がったではないか。では、このわしが天下を取ることにどのような不都合があると申すのじゃ。いいや、天下はわしにこそ相応ふさわしい！」

　陰いん鬱うつなその言葉は次第に狂気の響きを高めていく。声は、確信に満ちていた。

「それは戦国の世のことではありませぬか。今は徳川が天下を治めているのです。かような話は夢物語に過ぎませぬ！」

　権之助の否定にも、影は動じなかった。

「そうだ。戦国乱世、下げ克こく上じようがまかり通っていた頃の話じゃ。徳川が幕府を開いた今の時代、早雲や藤吉郎の話は夢物語に過ぎぬ」

　そして、世にも恐るべきことを云った。

「ならば、この世に風雲乱世を呼び戻すまでのこと！　実力があれば如い何かなる栄達も思いのままとなる、戦国の世に！」

「────!?」

　権之助は言葉を失った。

　代わって武蔵が呻いた。

「……かような企みが成し遂とげられよう筈はない」

「いや、出来る」

　影は笑った。

「世に戦乱は戻ってくる。この鹿島には、それを成し得るものが眠っておるのじゃ」

「もの？」

「そうだ──」

　戦慄の言葉が、二人の耳じ朶だを打った。

「要かなめ石いしの下にな」

　稲妻が暗天を駆け抜けた。闇やみを斬り裂いた閃光が影の人物の面貌を照らし出す。髑どく髏ろの如きその顔は、陰惨な笑みを浮かべていた。

「狂われたか──」

　再び雨中の影に戻った老いたる魔人に、夢想権之助はひっ叫んだ。

「塚つか原はら彦ひこ四し郎ろう！」

　その時、権之助と武蔵は背後に迫る殺さつ気きを感じた。振り返ると同時に、暗天に羽ばたいた黒影が二人に襲いかかってきた。帷母衣者だ。二人の忍者は共に徒と手しゆ空くう拳けんだった。

　見切った──どちらもそれを信じた。

　凄まじい蹴りは武蔵の脇腹を打ち、強烈な拳こぶしは権之助の額ひたいに叩き込まれた。

「……なっ!?」

「……にっ!?」

　背後に跳び退すさりつつ、武蔵と権之助は驚きよう愕がくの声を洩らしていた。その腹筋が鋼はがねの如く鍛きたえ上げられたものでなかったなら、武蔵は肋ろつ骨こつを叩き折られていたことだろう。雨除けの鉢巻きの中に鉄片を仕込んでいなければ、権之助は額を打ち砕かれていたに違いない。

　蹴りと拳は、空を打つ筈だったその瞬間に蛙かえるの舌さながらに確かに伸びた。

「俺の名は手て長なが──」

　そう名乗りを上げるや、帷母衣者の一方は再び権之助に拳を見舞った。

「俺の名は足あし長なが！」

　もう一方も再度武蔵に蹴りを放った。

　帷母衣忍者手長足長──彼らは攻撃の瞬間に腕や脚の関節を外し、射程距離を数寸延長させることが可能なのだ！

　だが──

「見切った！」

　声を揃そろえて、江戸の竜虎は叫んだ。

　伸びた拳を今度こそは五分に見切って、夢想権之助は杖を振るった。掌たなごころを杖が滑る。杖の打撃は数寸どころか二尺は伸びて、手長の面を存分に打ち据えた。

　武蔵は小刀で蹴りを払いつつ、一歩大きく踏み込んだ。右足を膝から断たれてよろめいた足長の頸けい骨こつを、太た刀ちは一撃にして断った。暗天へ向け、血柱は勢い良く噴き上がる。

「見事じゃ」

　二人の技に彦四郎が低く呻うめいたところへ、

「きええーっ」

「しゃあ！」

　生き残りの神人たちは弾かれたが如く斬りかかった。

　迎え討つ彦四郎は後ろ殴なぐりに剣を払っただけだ。白光が交錯した後、いずれの神人も血の糸を引いてのけぞっている。

　その時には、夢想権之助と宮本武蔵は塚原彦四郎の方に向き直っていた。

「……むっ」

　二人はその眼を瞠みはった。

　塚原彦四郎の影の輪郭は次第にぼやけ、霞かすんでいく。次の瞬間、それは二つに分かれ、三つになった。

　雨の幕に映った影だ──武蔵の脳裡に江戸での帷母衣衆との戦いが甦よみがえる。

「うぬらも兵法者の端くれならば、戦乱の世を見たかろうて」

　塚原彦四郎の声は遠ざかっていく。

「その前祝いとなる鹿島の賑にぎわい、これから起こる馬鹿騒ぎをとくと楽しむが良い……」

　はっと我を取り戻して、権之助と武蔵は殺到すべく脚の発ば条ねに力を矯ためた。その時、彼らの背後から雄叫びを上げて躍りかかってきた者がある。昏こん倒とうしたと思われた手長だ。

「やるかぁーっ！」

　絶叫は、即座に断だん末まつ魔まの悲鳴に変わった。振り向きざま、杖は今度は容よう赦しやなく手長の頸骨を砕き、最初から容赦のない太刀は彼の頭蓋を叩き割った。

　再度二人が向き直った時には、彦四郎の気配は既に絶えていた。

　妖気漂う老剣士は闇の彼方かなたに去ったのだ。

　虚むなしく谺こだまする雨の響きを耳にしつつ、二人は微動だに出来ない。余りに対照的な彼らの相貌は共に憔しよう悴すいの色が濃く、この雨空よりも暗く沈んだものと見えた──

「要石の下に眠っておるとは……」

　ややあって、武蔵は震える声で呟つぶやいた。

「まさか……鯰なまず……」

　そう答えた時、夢想権之助は我に返って慌てて辺りを見回した。

　静の姿はすぐに見つかった。

　傍かたわらには小之川光弥と松林左馬之助も立っていた。皆、死人のような顔色だった。

「皆、無事か!?」

　駆け寄る権之助の声を耳にして気力の糸が切れてしまったのか、光弥と左馬之助はへなへなとその場にへたり込んだ。

　静は立ち尽くしていた。ゆっくりと顔を上げて、彼女は権之助を見た。その口元に哀しげな微笑が浮かんだかと思うと、

「…………」

　静は権之助の腕の中に崩れ落ちた。雨に濡れた華きや奢しやな身体は氷のように冷たかった。

（昨日と同じだ……いや、あの時よりもずっとひどい）

　悔恨の念が渦を巻く。暗い思いを募らせながら、夢想権之助は喪そう神しんしている巫女の美貌に視線を落とした。

　閉じられたその眼に、涙の滴しずくが濡れ光っていた。







　異い形ぎようの神話
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　風、雨、闇やみ、雷鳴──そのさなかを一団の騎き影えいは北に向かって駆けていく。悪条件の中にもその速度は最高に近い。いずれの乗り手も相当以上の馬術の達者だった。

　三騎。

　低い山の麓ふもとにある原生林に入ると、騎影はその速度を緩ゆるめた。やがて、大雨に溢あふれ返らんばかりの古沼の畔ほとりに出る。

「ここじゃ」

　後ろの二騎に声をかけ、先頭の乗り手は馬から降りた。機敏な身のこなしだ。しかし、その人物は白はく髪はつ白はく髯ぜんの老人だった。

　鹿か島しま神しん道とう流りゆうの長老、松まつ岡おか兵ひよう庫ごの助すけ。

　それに従った後ろの二人は、夢む想そう権ごん之の助すけと宮みや本もと武蔵むさしである。

　鹿島神宮に静しずかの身を委ゆだねたその後で、権之助と武蔵は神宮に居合わせた兵庫助に今までの死闘について報告した。そして、塚つか原はら彦ひこ四し郎ろうと彼の語った言葉について問い詰めた。それに答える代わりに、松岡兵庫助は二人を神宮から連れ出したのである。

　近くの木に手た綱づなをくくりつけ、兵庫助は先に立って歩き始めた。

　鹿島神宮の北一里半、沼ぬま尾お山──

　沼尾社の側ではない。その裏手に当る鬱うつ蒼そうとした森の中を、彼らは搔き分けていく。

「ちと尋ねるが、お主らは神職の位の順番を存じておるか？」

　不意に兵庫助が尋ねてきた。

「確か、上から宮ぐう司じ、禰ね宜ぎ、祝はふり、神じ人にん……」

　首を捻ひねりながら、権之助は答えた。質問の意図が分からない。

「では、何なに故ゆえに祝の束ねに過ぎぬこのわしが神宮の中でも大宮司殿や当禰宜殿と対等に近い立場にあるのか、存じておるか？」

「…………」

　そんなことは考えたこともなかった。

　行く手に小さな祠ほこらが現れた。祠の後ろ側に回り込むと、そこは高い岩壁になっている。

「沼尾社の祭神は経ふ津つ主ぬしの神かみ様──つまり、沼尾社は本来は香か取とり神宮に属しておるのじゃ」

　生い茂る草木に隠されて、その洞窟は口を開いていた。語りながら兵庫助は洞窟に足を踏み入れる。蓑みの笠かさを脱ぎ捨て火ひ打うち石いしを取り出すと、彼は持参した蠟ろう燭そくに火をつけた。

　権之助も武蔵も蓑笠をその場に置いた。

「……何者か、最近にこの洞窟に足を踏み入れた者がある」

　足元の土や雑草を仔し細さいに眺めて、武蔵はぼそりと云った。

「彦四郎殿に違いない」

　兵庫助は断言した。彼は先に立って、洞窟の奥へ進み始めた。

「松岡老──」

　その背に、権之助は問いかける。

「塚原彦四郎殿は天下を取ると申された。実に大それた、恐るべきことにござる。あの御お仁ひとは本気で云っておられたのでしょうか」

「左様。彦四郎殿は、この鹿島に参られた日よりその野心を胸に秘めておった。剣の修行も、それを忘れさせることは出来なんだのじゃ」

　兵庫助は低い声で語り続ける。この件から何も語らずに遠ざけるには、権之助や武蔵は余りにも深く関わり過ぎていた。

「何な故ぜなら──塚原彦四郎殿は足あし利かが公く方ぼう義よし輝てる公の御ご落らく胤いんだからじゃ！」

　衝撃が駆け抜けた。さすがの権之助と武蔵も云うべき言葉を失った──

　室町十三代将軍足利義輝はおよそ尊貴の身には古今に類たぐいのない名剣士で、当時の兵法界の双そう璧へきだった塚つか原はら卜ぼく伝でん、上かみ泉いずみ伊い勢せの守かみから親しく剣を学んでいた。永えい禄ろく八年、叛はん将しよう松まつ水なが久ひさ秀ひでの軍が二条の御所を包囲した際には、義輝は秘蔵の名刀十数振りを座右に置いて、とっかえひっかえ斬って斬って斬りまくり、その果てに壮絶な最さい期ごを遂とげたと伝えられている。

　この物語から四十年余り昔の話だ。

「その折、幸運にも炎上する御所より逃れられたのが妾しよう腹ふくながらも義輝公の血を引かれる彦四郎殿であった。命を拾われた彦四郎殿は亡き御父上の師である卜伝様を頼られ、この鹿島に参られたのじゃ……」

「すると、塚原卜伝様が彦四郎殿を養子に選ばれたのは、あの御仁が愛まな弟で子したる足利公方の遺児であったが為なのですね」

「それもある。もっとも、義輝公の血によるものであろうか、彦四郎殿の剣才も確かに素す晴ばらしいものではあった。しかし、彦四郎殿が野心に身を焦がし、遂ついに鹿島におられぬようになったのもその血の為だったのじゃ」

「つまり……彦四郎殿は足利将軍家の血を引きし者、それ故におのれが天下を取るのは当然と考えておられるのですか」

　彦四郎の凄まじいまでの妄もう執しゆうの根深さを知って、権之助は改めて戦慄した。

「あの御仁にしてみれば、織田、豊臣、そして徳川──何人が天下を取ろうとも決して納得は出来ぬのじゃ。彦四郎殿の心は地獄の業ごう火かに焼かれておる。それは存じておったが、まさかあのような企くわだてを致すとは……」

「成なる程ほど」

　武蔵は唸うなった。唐とう突とつに合が点てんがいった。帷い母ぼ衣ろ衆の一部は足利家に影の軍勢として仕えていた筈である。塚原彦四郎が帷母衣衆を操あやつっていた理由が、初めて理解出来た。

「かねてからの配下であった帷母衣衆に加えて有馬一門を味方につけ、彦四郎殿は積年の野心を遂に実行に移した訳でござるな」

「うむ。しかし……しかし、仮に彦四郎殿がこの鹿島に来られなんだら、例えば大おお胡ごの上泉伊勢守様などを頼られていたのであったなら、今のような妄執に身と心を焦がすことなどはなかったやも知れぬ。この神宮の秘事を知ったことが、彦四郎殿のくすぶり続けていた執念の火に油を注いだのじゃ」

「要かなめ石いしのことですね……」

　洞窟はまだ奥に続いている。左右の岩壁を蠟燭の炎が舐なめる。そこには何か色褪あせたものが浮かび上がっていた。

　壁画だ。

　遥はるか古代の人々の生活がそこには記録されていた。農耕や狩猟の情景を描いたもの、祭さい祠しの様子を描いたもの、そして戦いを描いたもの──だが、海を描いたものが圧倒的に多い。漁業、水運、船出。鹿島灘なだや霞かすみがかる内海を舞台に生きる人々の姿が、左右の壁画には数多く描かれていた。

「云い伝えは真実だったのですか？　奥の森の要石は地震を引き起こす大鯰なまずを地の底に打ちつけたものだという、あの伝説は」

　恐る恐る、権之助は問いかけた。さすがに声の震えは禁じ得ないが、その一方でとても信じられないとの思いも強い。

　武蔵もまた、半信半疑のようだった。

　二人の表情を交互に見やり、やがて兵庫助はゆっくりと首を横に振った。

「いや、違う。大鯰などは作り話じゃ」

「……え？」

「大鯰などはない。もし、鯰如きであったのならば──」

　それは断定的な口調だった。

「我らは鹿島衆、わざわざ千数百年もの間、この神宮を守り続けたりはしまい」

　周囲の闇は無限の重さを伴って、権之助と武蔵に襲いかかってきた。

　人智を越えた恐怖と戦慄──

「……大鯰などではないと？」

「うむ。それは表向きの伝承に過ぎぬ。天あまつ神かみの神話と辻つじ褄つまを合わせる為のな」

　三人は洞窟の一番奥に達した。兵庫助は蠟燭の炎を突き当りの壁に近づけた。

　照らし出されたその壁画は、長大な剣を頭上に掲げた巨人のものだった。巨人の姿は荒々しく、そして精せい緻ちに描かれていた。

　傍かたわらには巨大な石柱が描かれている。巨人はこの石柱に向かって剣を掲げていた。そして、柱の下には異い形ぎようのものが押さえつけられていた。

　それは──

「竜!?」

　権之助は叫んだ。

「いや、地じ震しん虫ちゆうだ」

　武蔵が重く呻うめいた。

「──地震虫？　どう見ても竜ではないか」

「竜とは鱗うろこある虫類の王のことだからな。鯰に取って替わられるまでの間、古い時代には地震は地震虫なる怪物の仕し業わざと考えられておったのだ」

「武蔵、妙なことには詳しいのだな……」

「しかし正しいのは夢想の方じゃ」

　兵庫助は厳おごそかに云った。

「これに描かれたるは地震虫などというものにはあらず、まさしく古いにしえの竜なのじゃ」

「竜……要石の下には竜……そして、この巨人が武たけ甕みか槌づちの神かみ……」

「いや、違う」

　再度、兵庫助は首を横に振った。

「これに描かれたるは経津主神様」

「──香取明神!?」

　権之助は呆ぼう然ぜんとなっている。何もかもが、知っている伝説とは大きく異なっていた。

「要石は香取神宮にもある。もっともそれは真ま似ねたものに過ぎぬがな。本物は申すまでもなくこの鹿島にある方じゃ」

「……どういうことなのでしょうか？」

「まだ分からぬと申すのか」

　兵庫助の表情は重かった。

「実のところ、要石とは後の世になってからの呼び名じゃ。本来は御座みまし石いしとも石いし御座みくらとも呼ばれておった──」

「──石御座!?」

　武蔵は驚きよう愕がくの呻うめきを洩らした。

「それから、神宮の本殿が真北に向こうておることはお主らも承知はしておろうな。しかし、本殿の内にある御神座が建物の向きとは異なり真東を向いておることは存じまい」

「本殿の真東と云えば──要石!?」

　権之助は衝撃に息を吞み込んだ。恐るべき予感がその胸に膨ふくれ上がっていく──

「ま、まさか……」

「そのまさかなのじゃ。要石によって鹿島の地に封印されしもの、その名は──」

　鹿島神宮の大祝は、絶大な畏怖の念に声を震わせながらもそれを告げた。

「武甕槌神」
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　武甕槌神──

　高たか天あま原はら系の天神、雷神、そして国家鎮ちん守じゆの軍神たることは承知の事実であろう。

　しかし驚くなかれ、これに真っ向から反する記述が『古こ事じ記き』に見受けられるのだ。

　まず最初に、神代葦あし原はらの中なかつ国くに平定の項における天神天あめの尾を羽は張ばりの神かみの言葉を掲げよう。

「恐かしこし。仕へ奉まつらむ。然しかれどもこの道には、僕わが子建たけ御雷みかづちの神かみを遣つかはすべし」

　これは別に構わない。問題は次の記述、崇す神じん天皇の項における意お富お多た々た泥ね古この言葉だ。

「僕あは大おお物もの主ぬしの大おお神かみ、陶すえ津つ耳みみの命みことの女、活いく玉たま依より毘び売めを娶めとして生みましし子、名は櫛くし御み方かたの命みことの子、飯いい肩かた巣す見みの命みことの子、武たけ甕みか槌づちの命みことの子、僕あれ意お富お多た々た泥ね古こぞ」

　三み輪わ山やまの大物主神に絡つながる神。それは、取りも直さず葦原中国土着の地祇くにつかみを意味しているではないか！

　この矛盾を説明する解釈は一つしかあるまい──記紀神話の成立を望んだ朝廷は鹿島の神を天神と偽ろうとした。だが、細部にまでチェックが行き渡らなかった為に地祇であるとの事実が記述されてしまった。

　それでは、鹿島の武甕槌神は本来如い何かなる神であったのか？

　答えはその名に示されている。『古事記』は鹿島の神を「建御雷神」と書いた。軍神、雷神としてはこちらの方が相応ふさわしい。だが、『古事記』が鹿島神の性格を偽ろうとしたのであれば、古く、そして正確な名称は「武甕槌神」である筈だ。重要なのは「甕みか」の一字である。「甕」とは水みず瓶がめのことであり、水の神を祀まつる為に多く用いられた祭器なのだ。

　本来の武甕槌神は海神だった。鹿島灘や内海沿岸の人々の守護神だったのだ。

　鹿島や香取の地が遥はるか古代より海あ人まと深く結びついていたことは既に書いた。武甕槌神の従神たちが──息いき栖す神社に祀られる岐くなど神がみや天あまの鳥とり船ふねの神かみが──航海安全を司つかさどる神であることも説明した。鹿島立ちの起源が船出の祝福にあったことにも触れた。

　決定的なのは『琉りゆう球きゆう神しん道とう記き』の次の記述だ──「鹿島の明みよう神じんは、もとはタケミカヅチの神なり。人面蛇神なり。常州鹿島の浦の海底に居す」。

　三輪山の大物主神もまた蛇じや体たいの神だ。蛇神は水神、海神であり、そして竜神でもある。

　香取神道流の祖飯いい篠ざさ長ちよう威い斎さいが河童かつぱに剣を学んだとする伝説も、武甕槌神の本来の性格を考えれば非常に意味深いものがある。河童は水神、或いは竜神の眷けん属ぞくなのである。

　しかし、鹿島の海神は何なに故ゆえに天神と偽られねばならなかったのだろうか？

　大おお雑ざつ把ぱに考えて、大和朝廷に対抗したそれぞれの地方勢力が崇あがめていた神々の行き着く先は、次の三つのいずれかである。

　大和朝廷に降伏し、地祇として存在を許されたもの──三輪山の大物主神のように。

　徹底的に抗あらがい、最後には大和朝廷に攻め滅ぼされて、邪神や化ばけ物に堕おとしめられてしまったもの──飛ひ驒だの両りよう面めん宿すく儺なのように。

　決して屈することはなく、大和朝廷からも恐れられたその強大な力の故に、遂ついには懐かい柔じゆうの策として高天たかまが原はらに迎え入れられたもの──出雲いずもの荒ぶる神、日本神話最大最凶のまつろわぬ神、建たけ速はや素盞鳴すさのおの命みことのように。

　そうなのだ。武甕槌神こそは大和朝廷の前に立ちはだかった、建速素盞鳴命にも比ひ肩けんする東国最大の脅きよう威いだったのだ！

　事実、神かみ代よの坂ばん東どうは東あずま夷えびすの名に背そむかぬまつろわぬ神々の一大本拠地だった。

　鹿島の北西七里、霞ケ浦、西浦の北岸には人を食らう邪よこしまなる蛇体の夜や刀との神かみがかつて存在していた。

　平たいらの将まさ門かどの乱こそは、実にまつろわぬ神々が大和朝廷に対して仕掛けた最終戦争ハルマゲドンだった。

　そして葦原中国平定に先立って武甕槌神と経津主神に滅ぼされたという天あまの香か香か背せ男お──「天に悪神あり」と『日本書紀』に記されたこの神は、天にありながら常陸ひたちの大甕山を本拠地にしているのだ。天香香背男の真の名は天あま津つ甕みか星ぼし。「アマ」とは「天」の意にあらず「海」の意と考えるのが妥だ当とうではないか。

　最後に、鹿島神宮の摂社の一つ跡あとの宮みやについて触れておく。跡宮はその名の如く神宮造営の最初の地とされ、祭神として武甕槌神が祀られている。だが、『鹿島宮社例伝記』には次のような記述がある。

「本社ヨリ南ニ当リ、荒祭宮トテ有リ。大おお曲まが津つの命みことヲ祭ル。俗ニ跡宮ト云フ、是レ神野ト云フ里也」

　武甕槌神の又の名は大曲津命──即ち、大禍つのミコト。
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「大禍つのミコトとは、大和朝廷にとって鹿島の神が大いなる災わざわいであったことから名づけられたものなのじゃ。武甕槌神様の御加護を信じ、古いにしえの民たみは大和朝廷に徹底して抗あらがった。鹿島の刀法も香取の兵法も、本来は東征軍との合戦いくさの中で生み出されたものであった」

　松岡兵庫助は異い形ぎようの神話を語り続ける。

「しかし、最後には武甕槌神様も天神に迎え入れられ、朝廷に懐かい柔じゆうされた訳でしょう。ならば、問題などはありますまい」

　夢想権之助は躊躇ためらいがちに言葉を挟んだ。

「いいや、高天原との和解はなかった」

「──なかった？」

「武甕槌神様は高天原との和解を拒こばまれたのじゃ。大和朝廷の兵を滅び尽くすか、或いは大和朝廷の兵に滅び尽くされるまで戦い続けることを、その民に命じられた」

「しかし、事実として東国は朝廷の支配下に入ったではありませぬか!?」

「左様。民は合戦に疲つかれ、遂に朝廷との和解に応じることを決めた。だが、彼らの祀まつる神はそれを決して許さなかった──」

　兵庫助は、しばし次の言葉を躊躇ためらった。

「それ故ゆえに古の民は非常の決断を迫られた。彼らは崇すう拝はいする守護神を依より代しろに降ろし……そのまま封印してしまったのじゃ！」

「…………!?」

　権之助は絶句した。それに代わって、今度は宮本武蔵が呻うめくように云った。

「信じられませぬ。武甕槌神程の神を封ずるなど、人智の及ぶところではありますまい」

「何か忘れてはおらぬか？」

　沈痛の相で、兵庫助は答える。

「古の民が祀まつっていた神は鹿島の神だけではない。中でも、香取の地には武甕槌神と同格の力を持つ偉大なる神があった──」

「経津主神！」

　武蔵は三白眼を一杯に剝むき出した。

「経津主神様の別名は伊い波は比ひ主ぬしの命みこと──祝いの主とは武甕槌神様を祝い祀る者には外ほかならぬ。荒ぶる武甕槌神と静かなる経津主神。武甕槌神を鎮める為には経津主神の力に頼るより外になかったのじゃ」

「荒ぶる神と静かなる神……」

「そして鹿島神宮の使命は、我ら鹿島衆の使命は、霊石に封印されし武甕槌神様を祀り、そのお怒りを鎮めると同時に、封印が解き放たれるのを防ぐことにある」

「封印が解き放たれる……」

　そう呟つぶやいて、権之助は不意に理解した。恐る恐る巨人の壁画に視線を向ける。

「まさか、要かなめ石いしの封印を解く手段とは──」

「霊石を打ち砕き、荒ぶる神を解き放つことを可能とする手段は一つ。経津主神様の御み霊たまが宿りし剣──即ち、韴ふつの御み霊たまの剣つるぎ」

　兵庫助の声は洞窟の静寂に延々と谺こだました。

「し、しかし……」

　元々色白の美貌を蒼白に変えて、権之助は唇を震わせた。

「それでは、静殿は？　有馬元内の門人は何なに故ゆえに彼女を襲ったのですか？」

「お主にも分かっておろう……」

　答える兵庫助の老いた相貌はこの時、悲痛極まりないものと見えた。

「韴御霊剣を振るい、要石を打ち砕くは何なに人びとにでも出来るというものではない。それ相応の力を持った者──経津主神様の御霊と一つになり、その力を代わりに振るい得る者でなければならぬ。即ち、物もの忌いみじゃ。正式の物忌にあらずとも、優すぐれた資質に恵まれた純潔の巫み女こであれば代わりは務まる」

「そ、それでは、静殿は……」

「巫女なれば幾人もおろうが、静のように気高く、清らかな乙女おとめが外にあろうか。それに彼女は当とう禰ね宜ぎ家の血筋、生まれながらに巫女としての素す晴ばらしい力を持ち、次の物忌に選ばれることはほぼ決まっておる」

「その為に……静殿は、その為に塚原彦四郎殿の陰謀に巻き込まれたのですか！」

「ああ、そうじゃ」

　兵庫助は暗あん澹たんと頷いた。

「天下に再び動乱を呼び戻す、その口火を切る役は彦四郎殿にも果たせまい。しかし、静ならばそれはかなうに違いない……」

　沈黙が落ちた。三人の当代一流の兵法者の表情に、それぞれ苦悩の色は濃かった。

　やがて、武蔵は重くその首を振った。

「荒ぶる神を解き放つことがかなったとしても、彦四郎殿の思い通りには操あやつれますまい。巫女殿の力が如い何かに優れたものであれ、そしてその力を利用することが出来たにせよ、天てん神じん地ち祇ぎとはやはり人智を越えた存在ではござらぬか」

「彦四郎殿にしてみれば大したことではないのじゃ。あの御お仁ひとはおのれ以外の何人が天下を取ることにも我慢がならぬ。要は天下が再び乱れ、戦国の世に戻ればそれでよいと思うておる。荒ぶる神の怒りに触れ、たとえ真っ先に打ち殺されることになろうとも──」

「天下が再び乱れ……」

「戦国の世に戻れば……」

　権之助と武蔵は暗い眼をして呻うめいた。

「もっとも、武甕槌神様が千ち歳とせの眠りより目覚められた時に果たして秋あき津つ島しまに何が起こるのか、それは何人にも予想出来ぬ。祀る民に裏切られた荒ぶる神のお怒りがどれ程のものか、それは何人にも量り知ることは出来ぬのでな」

　重い息を吐つき、そして鹿島の大祝は言葉を切った。疲れ果てた表情だった。

　闇やみと静寂に蠟ろう燭そくの炎が揺らめいている。

　もう一度、二人の兵法者は岩壁に描かれた秘事に眼を向ける。石柱の下に押さえつけられた荒狂う異い形ぎようのものは、竜りゆう神じん。

　荒ぶる神、まつろわぬ神……
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「柳生やぎゆうの刺し客かくに命を狙ねらわれようとも、江戸を逃げたのは間違いであった。鹿島になど、来るべきではなかったわ」

　雨は小降りになっている。陰鬱な声は、確かに傍かたわらを歩く人物の耳に届いた筈だった。だが、彼はそれを意識してはいない。

　鹿島神宮から町に戻る途中の道──夢想権之助と宮本武蔵は連れ立って歩いている。

　彼らの心は大きく揺れ動いていた。

　先程打ち明けられた鹿島の大秘事は、左程信心深い訳でもない両人をして呆ぼう然ぜん自じ失しつに陥おちいらせるに足る強烈な衝撃を与えていた。そして、それ以上に塚原彦四郎という人物の存在が二人の心を強く捕らえていた。おのれの野心を満足させんが為に神じん祇ぎさえも利用せんとは、全く正気の沙汰とは思われない。

　──だが、二人を戦慄させたものは常軌を逸いつした彦四郎の企たくらみにあらず、それを知った時にそれぞれの胸中に渦巻いた感情の為だったろう。

「拙せつ者しやは、合かつ戦せんと云えば関ケ原しか知らぬ」

　陰鬱に、低い声で武蔵は語り続ける。傍らを歩く権之助に対してではなく、困惑している自分自身に云い聞かせるように──

「これからの時代には平和が訪れよう。それ自体は大いに結構だ。だが、世に合戦がなくなれば兵法は形ばかりのものとなる……」

「…………」

「太平の世に兵法者──いや、真実の武士が有り得ようか。いいや、武士がその真価を問われるのは乱世を措おいて外ほかにない。兵法が現実に必要とされる世にしか、兵法者や武士などというのものは有り得ぬのだ」

　宮本武蔵の沈痛極まる独白は、一語一句が針の如く夢想権之助の心を突き刺した。彼もまた同じ思いに捉えられていたのだ。

　恐ろしい考え方には違いなかった。だが、それは兵法者にとって逃れることの出来ぬ宿命のような思いだった。

　もっと早く生まれていれば──

　戦国の世が戻れば──

　勿もち論ろん、権之助も武蔵も泰平の世を望む常識的な人間であることに変わりはない。それでも彼らは心の奥底に戦乱への渇望を、兵法の黄金時代への憧しよう憬けいを抱いていた。

　── 現実には有り得ぬものと思っていた。

　──それは現実のものとなるやも知れぬ。

　兵法者としての願望と人間としての良識が激しくぶつかり合い、心の中に吹き荒れる。皮肉な、そして矛む盾じゆんした心理だった。

「武蔵、これからどうする所存だ？」

　権之助は虚うつろな呟つぶやきを洩らした。

　心中の相そう克こくは、彼の方が激しかった。

　徳川幕府の支配が確かなものとなれば、世の身分秩序は今よりも間違いなく厳しいものとなる。そうなれば下しも々じもの者に自由はない。その出しゆつ自じが百姓である権之助には、太平の時代の到来は素直には喜べないものだった。

　天下が乱れ、戦国の世に戻れば……

　彦四郎の妄執を蔑さげすみも笑いも出来ぬ自分を見つけ、権之助は衝撃を受けていた。

「分からぬ」

　武蔵の答えも虚きよ無むの響きを帯びていた。

「拙者は断を下すことが恐ろしい。心の奥底で拙者は、何も知らぬ間に何もかもが終わってしまわぬものかと望んでおるのであろうな……」

　声は途切れた。

　雨は蕭しよう々しようと降り続けている。

　足取りも重く、二人は思い詰めた表情で歩き続けた。桜井道場の影が見えてきた。

「──お帰りなさいませ、夢想様」

　門の前から二つの人影が駆け寄ってきた。澄すみと鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろうである。どちらもその表情は緊張に張り詰めていた。

「また、何事かありましたか？」

　力なく、それでも権之助は尋ねかける。

「いえ、またお夕殿が乱心なされたぐらいのものです。今、左さ馬まやお鶴殿が取り静めんとして苦労していますが……」

「それよりも夢想様、松岡様からどんな話を聞かれたのですか？　勿もち論ろん、相手の企みが何なのかは分かったのでございましょう？」

　蒼十郎も澄も固かた唾ずを吞んで権之助の答えを待っている。一連の陰謀の真相を、一刻も早く知ることを望んでいるのだ。

「それは……」

　権之助は云い淀よどんだ。説明しようとする気力はどうしても湧いてこなかった。

「極めて簡単に説明すれば──」

　武蔵が、極めて簡単に説明した。

「彼奴きやつらは、要かなめ石いしをぶっ壊して大おお鯰なまずを復活させようと企んでおった」

「おっ、おーなまあ、ずー!?」

　澄が頓とん狂きような叫びを上げた。

「あのー、冗談はおやめに……」

「拙せつ者しやが冗談を申しておると思うか」

「──そんな訳はないよね」

「ははははは……」

　蒼十郎が乾いた笑いを上げた。衝撃は余りに大きく、もう笑うしかなかったのだ。

　それはそうだろう。

　要石の封印、荒ぶる神、天下大乱──何もかもが遠い世界の物語としか思われない。

　全すべては夢か幻まぼろしか──

「彦四郎殿も血筋、静殿も血筋」

　雨空を仰あおぎ見て、夢想権之助はぽつりと呟つぶやいた。

「何ど処この馬の骨とも知れぬ百姓の馬鹿息子には縁遠い話だな……」







　絶望の刻とき
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　現在は十二年に一度の午うま年九月二日に取り行われる鹿島神宮御お船ふな祭まつりは、明治以前は毎年の文ふみ月づき十日から十一日にかけて執行されていた。文月は旧暦七月のことである。

　それに先立つ文月七日──

　この日、御み剣つるぎは宝物殿から出され、楼内に設しつらえられた神輿みこしに納められる慣例だった。

　例年ならば、大祭を前にしたこの時期の鹿島は活況を呈している筈だ。だが、今年は不吉な影に覆われたかの如く、人々の心にも何か暗く重たいものが垂れ込めていた。

　有馬一門の凶行は既に誰もが知っている。その直後に鹿島神宮が急に慌ただしくなったこともすぐに知れ渡った。鹿島の住人も他よ所そからの来訪者も、鹿島に満ちた得体の知れぬ不安を感得せずにはいられなかった。

　──その渦中にあって、夢む想そう権ごん之の助すけと宮みや本もと武蔵むさしは何をしていたか？

　何もしてはいなかった。

　夢想権之助は桜さくら井い大おお炊いの頭かみの屋敷のあてがわれた一室に閉じこもって、終日、ぼんやりと宙を睨にらんでいた。快活で優雅で常に颯さつ爽そうとしているこの男には考えられないことだった。誰の眼から見ても彼の様子はおかしかった。

　宮本武蔵もまたこの数日は例の無縁堂に籠こもりっきりで、朝から晩まで苦悶に満ちた形ぎよう相そうで思案にくれていた。こちらは元から人を近づけぬ容貌と気配の持ち主だ。圧倒的な陰鬱の気に当てられたものか、いつの間にやら堂に巣くう乞こ食じきや虚こ無む僧そうなどの無縁の徒は一人残らず立ち去っていた。

「何も知らぬ間に何もかもが終わってしまわぬものか──」

　そんな投げやりな考えを、今や二人の兵法者は心底から願っていた。卑怯な、蔑さげすむべき心理であることは自分でも承知している。しかし相反する二つの願望──平和を望む心と戦乱を求める心──の相そう克こくは彼らの心を完全に呪じゆ縛ばくして、必ず袋小路に迷い込んでしまうおのれの思考に権之助も武蔵も心底から怯おびえてしまっていた。

　取り巻き衆もまた不安に苛さいなまれていた。ただ、こちらは「要かなめ石いしをぶっ壊して大おお鯰なまずを復活させよう」という超常的な大陰謀とその黒幕が天下の五指に数えられる剣豪塚つか原はら彦ひこ四し郎ろうだったという現実的な事柄に、単純に恐怖を抱いただけのことである。

「聞いたか」

　或ある時、鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろうは云い出した。

「今、神宮を中心として厳戒体制を敷いているのは鹿島の神じ人にんだけではないらしい」

「それって、どういうこと？」

「香か取とり神宮や息いき栖す神社の神人衆も、少なからぬ数の者がこの鹿島に来ているそうだ。噂に聞けば、大だい宮ぐう司じ様がわざわざ要請なされたというのだが……」

「応援の兵なのね。ところで、香取神宮の神人というのはやっぱり香取神道流の遣つかい手が揃そろっているのかしら？」

「そう聞いています」

「息栖神社も同じです。あの社やしろの祭神は、武たけ甕みか槌づちの神かみ様の従者ではありませんか」

　澄の疑問に、鶴と松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけが答えた。

「やれやれ、鹿島は剣の達人に溢あふれている訳か。もはや、俺たちの手には負えぬな」

　小お之の川かわ光みつ弥やは溜め息を吐ついた。

「しかし、神人衆の懸命の探たん索さくにもかかわらず、塚原彦四郎や有あり馬ま元げん内ないの行方ゆくえは杳ようとして知れぬと聞く」

「天に上ったか地に隠れたか──」

「まさか、全すべてを諦あきらめて逃げ出したとは思えませぬし」

「あの連中があっさり手を引くなんて考えられないわ。きっと、何ど処こかに秘密の隠れ家がを用意していたのよ」

「お澄さんの意見に賛成の方──」

　居合わせた全員が手を挙あげたのを見て、左馬之助は暗あん澹たんと呟つぶやいた。

「これでは、夢想様が苦しみ悶もだえておられるのも無理はないですね……」

　そんな中、彼らにとって一つだけ明るい話題があった。この日、それまで病人みたいに寝たきりだった夕がようやく正常の精神状態にまで回復して、遂ついに床とこを離れたのである。

　気を利きかせて鶴が洗っておいた例の鉄砲師の戦闘装束に身を固めた彼女を見て、他の面々は声を揃そろえて云った。

「こっちの方が似合っている──」

「どういう意味？」

　怒ど鳴なりはしなかったが、しかしさすがに夕はこめかみの辺りをぴくりと震わせた。
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　何も知らぬ間に何もかもが終わってしまわぬものか──そう彼女は願っていた。

　陽が山影に落ちた時、その思いは無残にも打ち砕かれた。

　西の空を太陽の残光が紅あかく染めている。それを眼にしつつ、彼女は自分が夢の中にいるのだと思った。全身の感覚が訴えるものは、毎夜の悪夢の感触に似ていた。

　だが、現実の世界にいることは分かっていた。黄昏たそがれの空も、黒く翳かげった神域の森も、烏のもの哀しい鳴き声も、髪を靡なびかせた生暖かい風も、全ては現実のものだった。彼女は目覚めていたのだ。

　目覚めたまま、彼女は悪夢の中に落ちた。落日の瞬間に落ちた。

　意識は鮮明なのに、不思議と霞かすみがかっていた。居館からの道みち程のりは夢と現うつつの間を彷徨さまよっているかに感じられた。世界は水を打ったかのように静まり返っている。雲を踏むような足取りで歩く彼女は能面の如く無表情で、さながら黄昏の生み出した幻影のようだった。

　陽が落ちて、神宮の主だった者は既に神野の居館に引き上げている。神宮に残っているのは宿直とのいの神官ぐらいのものだろう。だが、香取神宮や息栖神社からの援軍も含め、夜になっても神域内には六十人近い神人が警戒網を張り巡らしていると聞いていた。

　事実、彼女は時折突き刺さるような視線を肌に感じていた。

　一声叫べば、救われる。

　それを知りつつ、彼女は警告を発することが出来なかった。危機が迫っていると告げることが出来なかった。叫びが口を割ることはなく、涙が瞳から流れ出ることもなかった。ただ無表情に、氷像のように美しく、彼女は静かに取り澄ましていた──

　高潔の巫み女この身辺に注意を配ろうとも、まさか彼女自身を警戒しなければならぬとは誰も考えてはいない。

　遂ついに大鳥居が見えてきた。落日の残光を受けて、その巨影は闇やみに沈んだ世界を睥へい睨げいするかの如く高々とそびえ立っていた。

　彼女の心の中で絶望は頂点に達し、そしてそれをも突き越えた。

　自分の身に恐ろしいことが起きようとしていることは分かっていた。

　運命にも決して屈しまいと思っていた。

　なのに──

　それなのに、今や静は魂たましいを呪じゆ縛ばくされた操あやつり人形に過ぎなかった。
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「── 来ました」

　黄昏たそがれの闇やみに、ふとそんな呟つぶやきが流れた。闇を見透かす忍者の眼は、大鳥居の向こうに立った静の姿をはっきりと捕らえていた。

「どうなることかと危あやぶんでおったが、巫み女こは参ったか」

「当然でございます。第一、私の術に堕おちたことは今の今まで当人さえも気づいてはおりませなんだ。神宮の衆も含め、誰があの巫女を疑ったり致しましょうか」

「それまでは何事もなく、文月七日の陽が落ちた刹せつ那なに初めて相手の魂たましいはお主の支配下に入る──恐るべき術だな。人を操る術に覚えがなくもないが、しかしかように手の込んだ真似は拙せつ者しやには出来ぬ」

　つまりは時限爆弾式の催眠術ということであろうか。おまけに施術されたという記憶は心の深しん奥おうに封印されて、決して意識の表層には浮かび上がらぬようになっていたのだ。

「いや、それよりも神宮随ずい一いちの聖女をも傀かい儡らいと変えた事実をこそ恐れるべきか」

「ふふ、それというのも幻げん角かく殿のお力添えがあったが故──」

「ともあれ、次は遂に韴御霊剣だ」

　幻角の声は低く沈んだ。緊張の為だ。闇に覆われた神域の森、溶け入るが如く姿を隠した仲間たちを振り返る。

　泰たい摩ま、風かざ車ぐるま、黒くろ蛇へび、独こ楽ま、暗あん鬼き、火か車しや、蓑みの虫むし、そして伽きや羅ら──上野こうずけの帷い母ぼ衣ろ三十六人衆、生き残った者はたったの九人。中でも首領格の火ひ挽びきを失ったのが痛手だ。

　他には武士の姿もある。有馬一門は先日の死闘で大半の者が屠ほふり去られ、残りの門人も有馬元内が塚原彦四郎の陰謀に加担していると知るや恐れをなして逃げ去って、今ではこれまた九人を残すばかりだった。

「では──行くぞ！」

　幻角の声を合あい図ずに、十八人は一団となって森を飛び出した。殺到するその先には神宮の楼門がある。門の前には三人の神じ人にんが立っていた。

「敵襲だあーっ！」

　叫ぶと同時に三人の神人は抜ばつ刀とうした。襲撃者を迎え討つべく進み出る。その時、彼らの鼓膜は風を切り裂く鋭い音を捕らえた。

　夕闇に大きく弧を描き、毒どく牙がを剝むいて蛇へびは神人たちに襲いかかった。

　蛇は、最初に跳躍した黒蛇の手から伸びていた。蛇皮の鞭むちである。鞭は一人目の頸動脈を喰い破り、間かん髪はつも入れることなく二人目の喉のど笛ぶえを引き裂いた。手しゆ練れんの早はや業わざだった。

「いええーいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を上げて、三人目の神人は天を突くような八はつ双そうの構えから躍りかかった。その首筋に蛇は狙ねらい錯たがわず喰らいつく──

　だが、動き始めた〝蜻せい蛉れい〟の太た刀ちは止まることなく黒蛇の頭蓋を打ち割った。

　崩れ落ちた朋ほう輩ばいを見やりもせず、十七人は楼門を駆け抜けた。楼内中央に設しつらえられた神籬ひもろぎ、そこに敷かれた蓙ござの上に神輿は安置されていた。神籬の周囲に散らばる神人衆の影は二十人近い。更さらに、社務所からも十人を越える神人が飛び出してきた。

　戦闘は始まった。

　腰に吊つるした瓢ひよう簞たんの液を口に含み、火車は眼前に迫る敵に向かって口先を尖とがらせる。噴出された霧の粒は外気に触れるや赤い波は濤とうと変じ、神人たちを吞み込んだ。神人たちは火の塊と化して地面をのたうち回る。悲鳴は次第に細く小さくなっていき、そして途絶えた。

「おのれい！」

　神人の一人が憤ふん怒ぬの叫びを上げた。

　その刹せつ那な、彼の真後ろにぬっと立ち上がった忍び装束の影がある。暗鬼だ。地を這う影と一体となって音もなく背後に回り込んだ暗鬼は、不意をついて斬りかかった。

　背は二つに割れ、血煙を噴き上げて神人は突っ伏した。無念の呻うめきが地を這った。

「何が鹿島の神人だあーっ！」

　嘲あざ笑ったのは風車だ。その手から径四尺もの大手裏剣が飛ばされる。回転の凄まじさに大気が唸うなる。それは受け止めた太刀もろともに神人の身体を引き裂き、その後ろにいた別の神人の胸に深々と突き立って、止まった。

　帷母衣衆の猛攻の前に、人垣は崩れた。

「うろたえるな。陣形を立て直すのだ！」

　神人の頭かしらが声を張り上げた。その時、彼は背後に微妙な空気の揺らぎを感覚した。

　振り向きざまに放った〝鴫しぎの羽は返がえし〟は、まさに襲いかからんとしていた暗鬼の顔面を貫いた。血潮を噴き上げ、暗鬼はのけぞった。

　同じ時──

「いええーいっ！」

　神人の一人は横薙なぎの剣を眼前に立つ僧兵に叩きつけた。唸りを上げた豪刀に袈け裟さ頭ず巾きんに覆われた首は見事に宙を舞う。

「──なっ!?」

　奇怪な手て応ごたえに愕がく然ぜんとなった時には既に遅かった。首を失った僧兵は大きく腕を広げると、避ける暇いとまも与えず神人を抱き締めた。凄まじい力が神人の身体を束縛する──と、その背から白刃の切っ尖が飛び出した。

「ま、まさか貴様は……」

　鮮血を唇の端から流しつつ、神人はあらん限りの力を振り絞って叫んだ。

「俺もろともに、此奴こやつを貫くのだ！」

　一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、颶ぐ風ふうとなって叩きつけられた刺突が仲間の神人と敵の忍者の身体を串刺しにした。瀕ひん死しの神人は、これで死の苦しみから解放された。

　しかし──その寸前、僧兵の背を割って何者かが空高くへ飛翔した。

「がははははっ！」

　頭上より流れた笑い声に、二人目の神人は慌てて天を仰いだ。その喉のどに、風を切って飛来した手裏剣は深々と突き立った──

　帷母衣忍者蓑虫──その体軀は物凄い圧力に潰されたが如く、頭も両腕も両足も異様に小さかった。無論、僧兵の首は偽にせ物ものだった。両腕と両足もからくり仕掛けの作り物なのである。つまり、この忍者は人形の胴体に隠れて、義手や義足を操って動いていたのだ。

　その真の姿を明らかにした時が、蓑虫の最さい期ごの時でもあった。

「いええーいっ！」

　最後の力で立ち尽くす神人の肩を蹴って、三人目の男は跳躍した。

　黄昏の大気を切り裂くものは抜討ちに迸ほとばしり出た白光──〝瀧たき落おとし〟の一刀は、嘲ちよう笑しようの余韻消えやらぬ間に見事蓑虫を両断していた。残ざん骸がいと化した帷母衣の忍者が血の雨と共に地面に叩きつけられるのを見届けて、二人目の神人はようやくその場にうち伏した。

　この間も鋼はがねの相打つ響きが絶えることはない。大上段から発動した〝霞かすみ〟の一刀は有馬の剣士を斬り伏せ、瞬速で鞘さや走る〝飛ひ鳥ちよう翔かけり〟はもう一人の有馬者を葬り去っている。

　血しぶく戦闘の渦中、連なる剣陣を突破して、風車は遂に神籬にまで達した。

「御剣は、この風車が取った！」

「ま、待て、神籬に触れるな！」

　幻角の制止の声も聞かず、風車は神籬を越えた──

　いや、越えようとした。

　その瞬間、透明の火花が弾け散った。凄まじい衝撃が神籬に生じた。

「ぐわあああーっ！」

　絶叫は糸を引いて、風車はそのまま後方へ五間も吹き飛ばされた。背中から激突した灯とう籠ろうは粉々に砕け散り、そして地面に落ちた風車もそれきり動くことはなかった。

「やはりな。神籬には神官らの手によって結界が張られておったか」

　幻角は唸った。

「そうなると、結界を越えて御剣を運び出せる者はただ一人……」

　この時、白い影が楼門をくぐった。

　そちらに眼を向けて、神人の頭は驚きよう愕がくの叫びを上げた。新たな影の美貌は、黄昏の闇にも淡く輝いているかに思われた。

「し、静様──!?」

　頭の声にも、静の顔にはどんな感情も浮かび上がらない。彼女は夢遊病者のような足取りで神輿に向かって歩き始めた。

「い、いかん……」

　静の異常に気づいて何人かの神人が駆け出そうとしたその時、彼らの前に新たな影が立ち塞ふさがった。影の両の肘ひじには、鋭利な鎌の刃が黒い輝きを放っていた。

「邪魔立てはさせぬ」

　そう云うや、独楽は両の腕を大きく広げ、左の足を軽く浮き上がらせた。次の瞬間、彼は右の爪つま先さきを軸として右方向に回り始めた。この帷母衣者は忽たちまち黒い竜巻と化して、神人たちを吞み込み、切り裂き、そして弾き飛ばした。

「静様！　気を確かにもたれよ！」

　神人の頭が悲痛な声で叫んだ。

　一瞬、戦闘の音響は全すべて途絶えた。

　静は神籬を越えていた。防御結界は静にはどんな影響も与えはしなかった。皆の見守るその前で、経津主神の御霊が宿りし御剣を、神輿から巫女は両手で掲げるようにしてゆっくりと取り出した──

　韴御霊剣。

　それは、異常を越えて超常的に長大な剣だった。金こん銅どう黒くろ漆うるし塗ぬり平ひよう文もん拵こしらえの鞘の内にある刀身は七尺余、柄つかを入れると実に九尺を越える。人間の振るい得るものでは決してなかった。

　御剣を掲げ、静は再び歩き始めた。

「いかん！　静様を行かせてはならぬ！」

　我に返った頭かしらの声に、近くの神人たちはどっと動く気配を見せた。間髪を入れず、彼らの前に独楽が身を躍らせる。旋風は忽ち血の匂いと色を帯びた。

　結界の外に出た静の傍らに最初に達した人物は──伽羅だった。

「さあ、御剣を地面に下ろすのです……」

　静はそれに黙って従った。抵抗の意思は無力だった。

　駆け寄ってきた有馬一門の剣士の一人が、地面に置かれた韴御霊剣を抱え上げようとした。途端にその腰に痛みが駆け抜ける。ぎっくり腰だ。静は軽々と掲げていたと見えたのに、御剣は途と轍てつもない重さだった。

「阿あ呆ほ。見て分からぬのか、並みの人間に持ち上げられる代しろ物ものではなかろうが」

　幻角が口を開く。

「おい、有馬衆は何人残っておる？」

「七人です」

　別の剣士が答えた。

「ならば足る。うぬら、全員で御剣を運び出せ。運ぶ先は分かっておろうな」

「承知仕つかまつった」

　三人の剣士は刃を納め、力を合わせて人外の大剣を担かつぎ上げた。彼らを守るべく残りの四人がその周りに集まる。

「それでは参りましょう」

　苦もなく静を抱え上げて、伽羅は剣士連に声をかけた。

　──と、東の神門から五人ばかりの神人が駆け込んできた。奥の森の警戒に当たっていた神人たちだ。彼らは楼内の惨状を一目で見て取るや、反射的に佩はい刀とうを鞘走らせている。

　その面前に、紅ぐ蓮れんの炎は渦巻いた。

　火車の放った炎だ。それを避けるべく、神人たちは反射的に神門の前より散らばった。

「逃さぬ！」

　瓢簞に再び口をつけるや、火車は三度唇を尖らせた。間髪入れず、その口先から炎は激流の如く迸る──

　閃ひらめく白光が、真紅の波を二つに割った。

「……げふっ」

　異様な音を立てて、火車の喉は鳴った。手裏剣打ちに飛ばされた〝片かた浪なみ〟の太刀が、見事に彼の喉を貫いていた。傷口からは血の泡と、そして黒い油が溢れ出る。途端に引いん火かしたものか、火車は瞬またたく間に火柱と化してその場に崩れ落ちた。

「うおおおおーっ！」

　無残な最期を遂げた火車を顧みることはなく、喉の奥からの咆ほう哮こうを上げて泰摩は斬り込んだ。その後に忍刀を振るって幻角が続く。二人が神門周辺の神人たちを蹴散らすや、

「行くわよ！」

　静を抱えたまま、伽羅は地を蹴った。それに続いて七人の有馬者も東の神門に向かって突進する。妨さまたげる者はなかった。

「いかん……」

　神人の頭は唸り声を洩らした。その眼の前に竜巻が滑り来る。独楽だ。行く手を遮さえぎられ、頭は動くに動けなくなった。

　独楽の凄まじい回転は衰えることを知らない。まさに死の竜巻だった。しかも意思を持ち、砂さ塵じんを巻き上げて迫ってくる。腕と黒くろ鉄がねの刃の長さを半径として、この竜巻に触れるものは全て切り裂かれ、引き裂かれた。

「ひい、ふう、みい、よう……」

　神人の頭は低く呟き、時を測った。独楽の回転の向きや速さに変化はない。常に一定の速度で右回りに回転している。

「見切った！」

　叫んだ時には、神人の頭は独楽に向かって殺到していた。真っ向からの突撃ではない。刃の届かぬぎりぎりの距離で身を翻ひるがえし、頭は竜巻の円周に沿って疾走した。そのまま一周するや大きく跳び退すさり、最初に立っていたのと同じ位置に着地を決める。

　独楽の回転と同じ速度で円を描き、走りながらも振るった片手殴なぐりの一刀は鹿島神道流〝虎こ乱らん〟の秘剣──

　四方八方に血ち飛沫しぶきを撒き散らし、その回転を大きく乱すと、独楽はおのれの血潮の中に崩折れた。最後の数回転は、ただ勢いだけによるものだった。

　大きく息を吐ついて、それから神人の頭は東の神門に向き直った。楼内に敵の姿は既に一人を残すのみだ。その人物の異様な容貌を見て取って、頭は思わず眼を瞠みはった。

　その敵は、身なりだけを見れば牢ろう人にんのようだった。そして、大病を患わずらっているようにしか見えなかった。体格こそは普通だが、頰は瘦こけ、額には青筋が浮かび上がり、肌は土気色で、まだ三十歳前後であろうに頭髪は既に薄くなっている。白眼は赤く充血し、黒眼は灰色に濁っていた。口元に窺うかがえるその歯は黄ばんで、しかも歯茎の肉は削そげ落ちたかのように薄い。どう考えても不ふ摂せつ生せい不ふ養よう生じようの極きわみにあるような人物なのだが、そのくせ彼の振るう太刀は阿あ修しゆ羅らの如き凄まじさで、近づく神人を片っ端から叩っ斬っている。

　帷母衣衆泰摩──

　その時、東の神門から十人余りの神人が駆け込んできた。彼らもまた、先の五人と同様に奥の森の警戒に当っていたのだ。それと同時に西の楼門からも十人ばかりの神人が姿を現した。こちらは、大鳥居に至るまでの参道周辺の森を警備していた面々である。

「おい、曲くせ者ものどもに行き合わなんだか!?」

　東から現れた連中に、最初からいた神人の一人が問いを投げかける。

「いいや、見なかったが──」

「くそっ、行き違ったか」

「奥の森も広いからなあ……」

「しまった。奥の森の警備の衆は、この騒ぎで全員が持ち場を離れてここに駆けつけてしまっておるではないか！」

　それに気づくや、神人の頭は血けつ相そうを変えて叫んでいた。

「ええい、此奴を討ち果たして早く曲者どもを追いかけるぞ！」

「……何っ、俺を討ち果たす？」

　前後左右に白刃を連ねた神人たちを舐なめるが如く睨んで回し、泰摩は唇の端を吊り上げた。不気味な、それ以上に不快極まりない、血に酔った者の笑みだった。

　──と、鮮血滴したたる太刀を片手正眼に構えたまま、泰摩は左手を懐ふところに突っ込んで小さな皮の袋を取り出した。器用に彼は片手で袋の口を広げた。

「確かにこの数を相手にしては苦戦を免まぬがれ得まい。しかし、俺には奥の手がある。うぬら如きに討たれはせぬ。遥はるか西方胡この国より伝わりし秘薬、我が肉体に秘められし力を引き出す霊薬──ハッシッシがある限りは！」

　そう叫ぶなり、この忍者は皮袋に詰まっていた琥珀色の粉末を鼻孔から一息に吸い込んだのだった。

　ハッシッシ──その名はマルコ・ポーロの『東方見聞録』にも記され、イランはエルブルス山脈アラムートの城塞を本拠地とするイスラム教ニザール派の暗殺者集団アサシンが信者の洗脳の際に用いたと伝えられる魔薬である。それは強力な幻覚作用を生じさせる一方で、用いた者の精神を昂たかぶらせ、神経を極度に鋭敏な状態と変えて、人間の持ち得る潜在的な力を完全なまでに引き出すのだ。

　そんなことは知らずとも、その不気味な面貌を恍こう惚こつに満たした忍者の様子に誰もが肌寒いものを感得して、我から進んで斬りかかろうとする神人はいなかった。

　泰摩は皮袋を捨てた。血走った双そう眸ぼうは眼を向け難いまでの凄まじい光を宿している。そして太刀を大きく振りかざし、唇の端から大量の唾液を流しながら、彼は狂笑した──

「ぐははははははははははあ……あっ？」

「────!?」

　呼吸も止めて包囲網を寸刻みに縮めていた神人たちは、しかし思ってもいなかった事態に啞あ然ぜんとなった。跳躍せんと身を低く沈めるや否や、突然、この凶暴獰どう悪あくの忍者は何もないのにつんのめったのである。

　泰摩の相貌に宿る恍惚は苦悶に変わっていた。ぎょろ眼を剝いて虚こ空くうを睨みつけ、何を摑まんとしてか左の拳を前方に伸ばすと、そのまま彼は前に倒れ込んだ。激しい痙けい攣れんは一度だけだった。それが止まった時、この帷母衣者は既に屍しかばねと化していた。

「……へ？」

　拍子抜けしたものか、神人の一人は頓狂な声を上げた。それから、動かぬ帷母衣者の方へ恐る恐る歩みを進めていく。

「息はしていない……しかし、本当に死んだのでしょうか？」

「念の為、とどめを刺しておこう」

　傍かたわらにやってきた神人の頭は泰摩の喉を用心深く小柄で搔き切った。

　──薬物を過剰に吸入した為に肉体が耐え切れず、心臓の停止を招いてしまったのだとは神人たちには分かろう筈もない。泰摩は勝手に自滅したのである。

　楼内に静寂は落ちた。

「それにしても、ひどいな……」

　一面の有り様を見回して溜め息混じりに呟いたのは宿直の神官だった。敵味方を合わせて、楼内には三十近くもの屍が転がっている。

「まずは差し当って、死人と怪け我が人にんを社務所に運び込まぬか。手当が間に合えば助かる者もおろう」

「し、しかし……」

　神人の頭は躊躇ためらう素振りを見せた。静は敵の手中に落ち、御剣もまた奪われたのだ。気が急せくのも無理はない。

「心配は無用、一味の行く先は分かっておるのだ。十に九まで間違いはあるまい」

　そう云った神官の表情は、しかし陰鬱極まりないものだった。彼は聞かされていたのだ── 鹿島の地に進行している陰謀の全貌を。

「私は急ぎ神野村に向かい、大宮司様にこの大事を告げねばならぬ。死人と怪我人の処置が終わり次第、皆は賊の一味を追ってくれ」

「御ぎよ意い」

　神官の厳粛な言葉に、神人衆は深々と頷いた。誰もが今の失態に打ち震えていた。そして、その屈辱が大きいだけにより激しく闘志を燃え上がらせていた。彼らは古来より剽ひよう悍かんを以もつて天下に聞こえた鹿島の戦士なのだ。

　見回せば、無傷の者と戦いに差し障さわりのない軽傷の者は合わせて三十人いた。その数は多かったか、それとも少なかったのか──
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「高たか天あま原はらに神かむ留づまり坐ます、皇すめらが親むつ神かむ漏ろ岐ぎ神かむ漏ろ美みの命みこと以もちて、八や百お万よろずの神かみ等たちを神かむ集つどへに集へ給たまひ、神かむ議はかりに議り給ひて、我あが皇すめ御み孫まの命みことは豊とよ葦あし原はらの水みず穂ほの国くにを安やす国くにと平たいらけく知ろし食めせと……」

　狭霧さぎりの漂う御手洗みたらし之の池いけに、虚うつろな詠唱の声が響き渡っている。

　禊みそぎ祓はらいの詞ことば。

　身を切るような冷水の中に、静は立っていた。その衣服は脱がされている。

「事こと依よさし奉まつりき、此かく依さし奉りし国中くぬちに荒ぶる神等をば、神問かむとはしに問はし給ひ、神かむ掃はらひに掃ひ給ひて、語問こととひし……」

　月明かり水明かりに浮かび上がった静の裸ら身しんは透き通るかのように白く、身体がまだ成熟していないだけに夢幻的な妖あやしさを醸かもし出していた。それは、息を吞むばかりの神秘的な美しさだった。

　御手洗之池の畔ほとりからそれを見つめる塚原彦四郎の表情は厳粛そのもので、情欲などは一片さえも見受けられはしなかった。

「……参られました」

　傍かたわらの伽羅が小さく囁ささやきかけてきた。

　彦四郎は無言で振り返った。木陰から八つの人影が現れたところだった。幻角と有馬門の剣士の生き残りたちである。彦四郎の前まで来ると、彼らは一様に恭うやうやしく跪ひざまずいた。

「御み剣つるぎを有馬元内に任せておいて良いのか」

　彦四郎が低い声で問いかける。

「神じ人にん衆はこちらに向かっておりまする故、御憂慮には及びますまい。もっとも、有馬殿は早く参られぬかと苛いら立だちを隠せぬ様子でありましたが」

　苦笑を帯びた声で、幻角は答えた。

「馬鹿な。要かなめ石いしの封印を解くは誤あやまることのならぬ儀式、それ故に巫み女この身の穢けがれは祓はらい落としておかねばならぬ」

「時間はまだかかりましょう……」
















　御手洗之池の静を横目に見やって、伽羅は呟いた。静は詠唱を続けている。まるで台本の棒読みでもしているかのような感情のない声だった。意識は拒絶していても、静は伽羅の命令に従うことしか出来なかった。

「此かく宣のらば、天あまつ神かみは天あまの磐門いわとを押おし披ひらきて、天あめの八や重え雲ぐもを伊い頭つの千ち別わきに千別きて、聞きこし食めさむ……」

「いた、やはり御手洗之池だ！」

「彦四郎殿もおられるぞ！」

　無数の声が奥の森の深い沈黙を破った。それに続いて迫り来る無数の気配に、彦四郎たちは一斉に振り返った。月光に淡く輝く狭霧の中に、影の群れは躍った。

「神人どもか。ざっと三十はおるな」

　不機嫌に彦四郎は呻うめいた。

「何なに故ゆえに皆殺しにしておかなんだのだ？」

「無茶を申される……」

　有馬一門の面々は絶句した。鹿島神宮の神人はもとより一いつ騎き当とう千せんの強つわ者もの揃ぞろい、帷母衣衆の精鋭でさえ九人中七人が落命してしまったではないか。正面切って戦うだけでも戦慄を禁じ得なかったのに、五十人以上を皆殺しなどとは不可能事としか思われない。

「ここで彼奴きやつらを片っ端から斬り捨てる訳には参らぬのう……」

　彦四郎は舌打ちした。血の穢けがれは、それ以上に死の穢れは神々の忌いみ嫌うところのものだ。その為に禊みそぎ祓はらいは念入りに行われなければならぬ。そうなると、不ふ得え手てながら彼も峰打ちで戦うより外ほかになかった。

　太た刀ちを抜き払い、塚原彦四郎は歩み出た。

　神人衆ははたと立ち止まった。波が引いたかに思われる静けさが辺り一面に落ちた。

　その時──

「彦四郎様、剣を振るわれるは御無用」

　耳じ朶だを打った錆さびた声に、三十人の神人は反射的に御手洗之池に視線を向けた。朧に輝く水面を背にして、幻角は得え物ものに手もかけず立っていた。音はなかったが直前に石でも投げ込んだのか水面に波紋が広がっていくのを、狭霧を隔へだてて神人衆は見た。

　青白い光の波動に、神人衆の意識は吸い寄せられた。水明かり月明かりの揺らめきは闇やみに混じり合い、溶け合った。視界に広がる光景は光と闇の渦に吞み込まれて、狂ったかのように明滅を繰り返すばかり──

　それでも仁王立ちになってその場に踏み留まったのはさすがだが、

「皆の衆、私を見なさい」

　渦巻く色彩の向こうから流れてきた声に、神人たちの思考は停止してしまった。光と闇の氾はん濫らんする中、この世のものとは思われぬ美影が玲れい瓏ろうと浮かび上がる。口元に切なげな微笑ほほえみを湛たたえ、憂いを帯びた瞳で訴えるように彼らを見つめる半裸体のその女によ人にんは──

「静様！」

　神人の頭が愕がく然ぜんとなって叫んだ時、巫女は再び口を開いた。

「皆の衆、私の申すことをとくとお聞き下さいまし。さすれば、全すべてはうまく収まりまする……」

　幻角と伽羅の合作忍術第二段──とは、神人衆は知る由よしもない。耳に谺こだまするその声に、ただ彼らは意識が次第に遠のいていくのを感じるばかりだった……

「馬鹿者めが」

　塚原彦四郎は唸った。

「禊祓詞はまだ最後まで終わってはおらぬ。これで最初から唱え直さねばならなくなったではないか──」




　　　　五




　西の山陰に太陽が落ちたその時──

　夢想権之助はちょうど桜井道場の門を出ようとしていた。

「あら、珍しくお出掛けでございますか？」

　門の前にいた鶴が声をかけてきた。

　彼女だけではない、他の取り巻き衆の面々も門の前に集まっていた。今はもぬけの空からの有馬道場へ念の為に偵察に行っていた夕と澄と鶴の三人娘と、無縁堂に宮本武蔵の様子を窺うかがいに行っていた松林左馬之助と小之川光弥と鳴海蒼十郎の三人は、たまたま道場の門の前でぶつかってそのまま話し込んでしまっていたのである。

「ええ……一人であれこれ悩んでいても気が滅め入いるだけですから……」

　夢想権之助は力ない微笑みを返した。その貴公子然とした風貌に憔しよう悴すいの色は濃い。

「あの、夢想様──。大だい丈じよう夫ぶですよね、絶対に何事も起きませんよね!?」

　不安を隠さず、澄は尋ねかける。これは、単純に権之助の苦悩を鹿島で密ひそかに進んでいた大陰謀を知った衝撃の故と信じて口にした言葉だったのだが、

「大丈夫です。妄もう執しゆうが晴れぬとは云え、それを嘆なげいて命を断とうとする程、拙せつ者しやは浅慮でも悲観的でもありませぬ」

　そんなことには気づかない権之助は皆を安心させるようにそう答え、門を出た。今の言葉にきょとんとなって、一同は黙って道を開く。地面をつく杖つえの音が虚うつろに響いた。歩みを進める権之助に足にも肩にも力は感じられず、その姿は黄昏たそがれの大気にひどく実体感のないもののように感じられた。

「かようなことで迷っているとは、拙者の修行もまだまだ足りぬな……」

　権之助は寂しげに呟つぶやいた。

　夢想権之助は夢想家ロマンチストだった。だから、この数日の心中の苦悶は単なる願望と良識の相そう克こくに留まらず夢想と現実の葛かつ藤とうの相を呈して、彼は武蔵よりも遥はるかに真剣に苦悩し、遥かに深刻に煩はん悶もんしていたのである。

　そんな夢想権之助の姿は現実的に過ぎて見るに忍びない。夕も澄も鶴も、不安の面持ちで歩み去る権之助を見送った。その背に染め出された朱の日にち輪りんは、今は色褪あせて見えた。

　──と、

「あっ……」

　小さな叫びが鳴海蒼十郎の口を割った。彼だけは門の内側に立っていた。だから、権之助の背に視線を向けると、同時に他の五人の様子も一目で見て取れたのである。

　蒼十郎は見た──松林左馬之助が低く身を沈め、小之川光弥が槍の革かわ鞘ざやを払ったのを。

　それは権之助が一同に背を向けたまさにその時、朱の日輪を見せたまさにその刹せつ那なの出来事だった。警告の声を発する暇いとまもなく、槍の穂は日輪に伸ばされ、抜討ちの一刀は鞘走った。瞬時に三人娘も異変を察したが、制するには遅過ぎた。それはまさしく電光石火、串刺しにされ、二つに断たれて血に染まる夢想権之助を予感して、夕も澄も鶴も、そして蒼十郎も凍りついた。

　然しかるに──

　一同の視界から日輪は消えた。

　背に風の唸うなりを感じた瞬間、ほとんと無意識の裡うちに身を前に倒して、夢想権之助は必殺の槍と剣をものの見事に躱かわしたのだ。同時に全く反射的に杖を後ろ殴なぐりに振るって、手て応ごたえのなさにつんのめってしまった二人の襲撃者を地に叩き伏せていた。

「……何っ！」

　愕がく然ぜんとして権之助が振り向いた時には、戦いは既に終わっていた。

　左馬之助も光弥も昏倒していたが、しかし打撃は致命傷には程遠い。手加減は出来なかったが、杖の殺傷力が極端に低い為に結果として殺あやめることにはならなかったのである。

「ど、どうして、光弥殿や左馬がぁ!?」

　愕然として澄は叫んだ。それから思い出したように、

「む、夢想様、御無事でございますか！」

　と云ったのは、権之助の追っかけたる彼女らしくもない。もっとも、それは夕や鶴にしても同じことだった。まさか光弥や左馬之助が刺し客かくとなろうとは、実際にその眼で見ても信じられることではなかった。

「……おのれい、敵に引き込まれたか！」

　一度は蒼白になった顔を真っ赤にして、蒼十郎は罵ののしった。

　その喚わめきを遮さえぎって、

「おい、水を汲くんで参れ」

　と、権之助は命じた。動揺したのも一瞬、今は慌てず騒がず落ち着いている。

　蒼十郎は訝いぶかるように権之助を見やったが、それでも結局は命に従った。

「夢想様、これは一体……」

「十に九まで帷母衣衆の術中に堕おちたのでしょう。先の攻撃には殺さつ気きが感じられませんでした。それにしても、光弥や左馬を操あやつって拙者を討とうとするとは……」

　権之助の言葉に恐怖の念が湧いたのか、三人娘は互いに不安に満ちた視線を交わした。

　桶に水を一杯に汲んで、蒼十郎が戻ってきた。それを受け取り、物も云わずに権之助は気絶している二人に水をぶっかける。

　──左馬之助と光弥は意識を取り戻した。それでもまだ狐につままれたような表情だった。状況をよく吞み込めてはいないらしい。

　そこへ、

「喝かつ！」

　権之助が耳みみ許もとで大声を張り上げたから、二人ははっと我に返った。そして、その双眸の焦点が眼前の美貌に定まるや、

「む、夢想様！　よく御無事で──」

「申し訳ありませぬ！」

　手をつき、地面に額ひたいを擦こすりつけるようにして二人は許しを求めた。先刻の襲撃の際も、彼らの意識はどうやらあったらしい。

「詫わびは後でもよい。それより、何なに故ゆえに拙者に打ちかかってきた？」

「分かりませぬ……」

　自分でも不可解そうに左馬之助は呻うめいた。

「夢想様の羽織の背にある日輪を眼にした途端、耳に今だ殺せと声が聞こえて、意識がすーっと薄れていって──気がつくと、夢想様に斬りかかっていたのです」

「拙者も同じです。声が耳の中に谺こだましたかと思うと、身体が勝手に動いていて……」

　左馬之助の弁明に、光弥も言葉を加える。

「そんなことだろうとは思った。お主ら、例の女め狐ぎつねに誑たぶらかされたに相違あるまい。いつ術に堕おちたのか、覚えてはおらぬのか？」

「さあ……」

「いつ見まみえたかも覚えてはおらぬのか。恐るべきは忍びの──」

　暗然として洩らした権之助の呟つぶやきは、しかし中途にして断たれた。どうしたのかとその横顔に眼を向けた取り巻き衆は、途端にぎょっとなった。

　権之助の表情から血の気は全く失せて、ほとんど透明のように思われた。虚こ空くうを睨にらむ双そう眸ぼうは無限の絶望に満ちていた。

　彼は伽羅がいつ二人を傀かい儡らいと変えたのかに気づいたのだ──そしてその時、もう一人の少女も当然術中に堕ちた筈であることにも。

「拙者は……拙者は……」

　権之助の声は震えていた。それは状況に対してのものではない、おのれ自身に向けられた絶望の呻きだった。

「拙者は愚おろか者だ。兵法者の名に値せぬ大馬鹿者だ」

　血を吐はくように呻いたその時、彼は全すべてをふっ切った。

　夢想権之助は夢の世界に生きてきた。少年の心を忘れられず、大人に成り切ることの出来ない人間だった。然るに今、彼は冷酷な現実に横っ面つらをひっぱたかれたに等しい衝撃を受けた。圧倒的な絶望を前に、彼の迷いは完かん膚ぷなきまでに叩き潰された。

「参らねばならぬ──」

「えっ？」

　声の響きよりその表情に、誰もが息を吞んだ。凄せい愴そう味みを帯びた彼の横顔はしかし決然として、この時程恐ろしく、そして美しく見えたことは未いまだかつてなかった。

（間に合わぬかも知れぬ……）

　だが、行かねばならぬ。

　それが唯一の贖あがないだった。

　鹿島神宮の方角を仰あおぎ見る。今日は文ふみ月づき七日、御み剣つるぎは宝物殿より移されている。御剣を奪うには願ってもない機会だった。

　その決断を悲壮と感じる余裕すらなく、彼は静かに足を踏み出した。

　後を追いかけながら、左馬之助が叫んだ。

「夢想様！　一体、どちらへ──」

　後も振り返らずに夢想権之助は答えた。

「神宮へ」







　皇すめら御み軍くさ
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　日没からまだ半はん刻ときと経たってはいない。

　皓こう々こうと輝く月明かりの下、神宮に続く上り道を疾しつ駆くする七つの影があった。

　一団が大鳥居の下を駆け抜けんとしたその時、道の両側から影の群れは烏からすの如く飛び立った。月の銀光を受けて、鋼はがねの冷たさを帯びた風はきらきらっときらめいた。

　殺さつ気きの渦巻く中、杖つえと、鎖鎌と、鎌槍と、そして居い合あいは突風を巻き上げた。

　風の吹き過ぎた後、七人の剣士は残らず血の海に伏してもはや動くことはなかった。

「……有あり馬ま元げん内ないの門人よ」

「実力の差のようですね」

「それよりも……つ、疲れた……」

　夕、鶴、澄すみの三人は息を乱して立ち止まった。さすがに遅れ気味になっている。

　一方、楼門へ駆け込んだ四人もまたその足を止めていた。楼内に落ちた漆しつ黒こくの闇やみには無数の篝かがり火びが燃え上がっていた。

「夢む想そう様、確か楼内に篝火を焚たくのは御お船ふな祭まつりの前夜の筈だったのでは……」

　尋ねた松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけに、夢想権ごん之の助すけは無言のまま頷うなずいた。彼の顔にも緊張の色は濃い。

　確かに、炎は赤々と燃えていた。だが、その圏外は全くの闇なのだ。天上に月はかかっていたが、その淡い光は真紅の炎に打ち消されていた。楼内を照らす篝火が、逆に闇の深さを際立たせているのだ。

　──と、闇と炎の狭はざまに影法師が一つ、朧げに浮かび上がった。

「夢想権之助よな」

　帷い母ぼ衣ろ衆の重じゆう鎮ちん──幻げん角かくは笑った。

「江戸の時も奉納試合の時も、お主を打つ役目は拙せつ者しやに任まかされておったのだ。今、三度目の正直にしてお主と戦う機会を得たことを、心の底から嬉うれしく思うぞ！」

　風が吹いた。篝火から火の粉こが舞い上がった。暗闇に蝶か蛾がの鱗りん粉ぷんの如く流れていく黄金色の火の粉のさまは、我を忘れて魅入ってしまいそうになるぐらい美しかった。

　闇はより深く沈んだ。その中に溶け入るように後あと退ずさり、そして幻角の姿は消えた。

「見事だ」

　権之助は呟つぶやき、それから慌てて、

「動くな、相手の術中に堕おちるぞ！」

　と、叱しつ咤たした。殺到すべく身構えていた松林左馬之助、小お之の川かわ光みつ弥や、鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろう、それにちょうど駆け込んできた三人娘も、この声に途端に硬直してしまう。

　夜天に逆巻く火炎は激しさを増している。音も、色合いも、そして大きさも……

「人の心を惑まどわすだけが我が術にはあらず。とくと見よ、その極まりしところを──」

　闇の底から幻角の錆びた声が届いた。絶大の自負を内に秘めた響きだった。

「炎ほむらよ、竜となりて全すべてを焼き尽くさん！」

　全ての篝火は大きく膨ふくれ上がり、そして弾けた──あらゆる方向へ！

「きゃあっ！」

　悲鳴を上げたのは澄だ。意思あるものの如く襲いかかってきた炎の雲に、七人は慌てて跳び散らばった。皆の肌を熱気が撫なでた。

「……武蔵の時は本気でなかったのか」

　周囲に視線を巡らせて、権之助は舌打ちした。猛火は四方で唸うなりを上げている。幻角の気配を探さぐることなど出来そうにもなかった。

　その時──

「熱あつぃ！」

　今度は鶴が悲鳴を上げた。見れば、彼女は地面に倒れ込んで右足を抱えていた。

「お鶴殿！」

　駆け寄り、権之助は鶴を抱き上げた。そこへ再び炎の雲が襲いかかる。その下をかいくぐるように走り抜け、権之助は炎を避けた。

　間かん一いつ髪ぱつだった。一尺の距離を過ぎた炎に、さすがの彼も思わず眼を閉じてしまう──

　一瞬、耳じ朶だに全ての音は薄れた。

「…………？」

　権之助は眼を開けた。炎は既に壁となって彼らを取り囲んでいる。その唸りも轟ごう々ごうと続いていた。灼しやく熱ねつと化した夜闇に、汗が全身の肌を伝い落ちる。逃げ場所はなかった。

「む、夢想様……」

　ふと、彼の腕の中で鶴が呻いた。

「お鶴殿、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「申し訳ございませぬ。右の足を炎に巻かれてしまいました……」

「右の足を？」

　権之助は鶴の袴はかまの裾をたくし上げた。彼女のふくら脛はぎは、無残にも水みず脹ぶくれに覆い尽くされていた。

（水脹れ？　焼け爛ただれてもおらず、そればかりか袴は焦げてさえいないのに……）

　炎の壁はゆっくりと回り始めた。権之助と鶴を囲んで、それは大きく円を描いた。炎の渦は次第に激しく、そして徐々に狭せばまっていく。時折、赤い触手が伸びてくる。火の粉は狂ったかの如く闇に乱舞していた。

「お鶴殿──」

　鶴を地上に下ろしながら、権之助は彼女の耳みみ許もとに囁ささやきかけた。

「次に火炎が襲いかかってきた時、それがどちらから伸びてきたかを教えて下さい」

「……え？」

　訝いぶかしげに鶴は見上げる。憧あこがれを抱くその相手は、両の瞼まぶたを固く閉じていた。

　問い返す暇いとまはなかった。

　炎の一部が大きくなり、次の瞬間には弾け散って、炎の激流が押し寄せてきた。

「右……」

　かすかな声が耳に届くと同時、純白の羽織を翻ひるがえらせて、迫り来る赤い怒ど濤とうの真っ只ただ中なかに権之助は身を躍らせている。その姿は瞬またたく間に炎の波に吞み込まれてしまった。

「夢想さぁまーっ！」

　その悲鳴だけが、鼓膜を震わせた。視覚を除いた全身の細胞に導かせて、夢想権之助は杖を一閃させた──

　炎は虚きよに過ぎず、実ではなかった。その熱さ、その唸り──全てはあやかしによって引き起こされたものだ。眼に映る迫真の幻影は耳や皮膚までをも惑わして、本物の炎に襲われているとの錯覚を生じさせた。だから、鶴のふくら脛には水脹れが生じたのに彼女の袴には焦げ目一つなかったのだ。

　鈍にぶい手て応ごたえがあった。

　瞼を上げて振り向いたその先に、行き違いになった格好で忍び装束の男は立っていた。

　篝火に炎は静かに燃えている。

　ただ、それだけだ。

　火の海は今や影も形も消え失せて、一面はただ夜気と静寂が落ちるばかりだ。月の光が地上の闇を照らし出している。

「さすが──」

　幻角はゆっくりと向き直った。左の脇腹を押さえている。その精せい悍かんの相から、血の気は見る間に失せていった。

「肋ろつ骨こつが折れたな。それも臓ぞう腑ふに突き刺さったらしい。もはや拙者は助かるまい……」

「手加減は、出来なんだ」

「その言葉、誉ほめているのであろうな」

　幻角の吐く息は既に血の匂いを漂わせている。苦悶に相を歪めながら、帷母衣忍者は楼内の中央に設しつらえられた神輿みこしを指差した。

「だが、最後に笑うのは我らだ。御剣は既にあの内より奪い去っておる。巫み女こも我らの手に落ちた。要かなめ石いしの封印は打ち砕かれ、荒ぶる神は解き放たれるのだ……」

「そうはさせぬ」

　決然と云った権之助に、幻角は唇の端を震わせることで答えた。痙けい攣れんではない。確かに彼は笑おうとしていた。それは冷酷、残忍、嘲ちよう笑しよう、あらゆる悪意に満ちた笑いだった。

「彦ひこ四し郎ろう様を討ち果たし、我らの企くわだてを妨さまたげる所存か。しかし、その前にお主の前に立ちはだかる相手が何者か存じておるか？」

「…………」

「鹿か島しまの神じ人にんども、動ける者三十人ばかりは今や残らず伽きや羅らの操あやつり人形だ」

「何っ……!?　ば、馬鹿な！」

「信じぬならばそれで構わぬ。お主が如い何かに思おうとも、奥の森には彼奴きやつらが殺人剣を振るわんと血震いして待っておるのだ。お主にこの剣陣が斬り抜けられるか？」

　ぐふっ、と遂ついに血を吐いた。それでも双そう眸ぼうに凄絶な光を宿らせて、

「お主に神人たちを殺あやめられるか？」

　そう云うや、幻角はどうとうち伏した。

　夢想権之助には声もない。まさか、神人衆までもが伽羅の術に堕おちようとは──

　常ならば、さすがの伽羅でもそれは不可能事だったに違いない。また伽羅の催眠術に幻角の幻術が加わった相乗効果があったとしても、それは至難の業わざだったに違いない。

　だが、伽羅は既に静を虜とりこにしていた。それ故に、彼女は神人たちの鉄の心を揺るがせることが可能だった。実に霊力を秘めた巫女を媒介として術を施し、伽羅は神人衆を傀儡と変えたのである。つまり、伽羅の催眠術と幻角の幻術、そして静の霊力との云わば三重奏の前に三十人の神人は屈したのだ。

　そんな事情は分からない。だが、権之助は幻角の断だん末まつ魔まの言葉を信じた。その醜悪な笑みに信じざるを得なかった。

「まさか封印が解かれることを防ぐ為に要石を守る者が、封印が無事に解かれる為に要石を守ることになろうとは……」

　虚うつろな声が、彼の口から洩れた。

　いつの間にか、周りには取り巻き衆が集まってきていた。幸いなことに全員が無事だったが、彼らも幻角の言葉を聞いていた。今の勝利を喜ぶよりも待ち構えている戦いに愕がく然ぜんとなって、誰もがその顔色を変えている──

「どうなされるのですか、夢想様」

　恐る恐る左馬之助が尋ねかけた。他の五人も揺れる瞳で問いかけてくる。

　応こたえる声に、躊躇ためらいはなかった。

「皆はここに残ってくれ」

「ええええええーっ！」

　当然ながら、六人は一斉に叫んでいる。

「ちょっと夢想様、自分でおっしゃられていることが分かっておられるのですか!?」

「相手は音に聞こえし鹿島の神人、いずれも並みの遣つかい手ではござらぬ！」

「しかもそれが三十人──」

「一人で行かれるなどとは、無茶も極まれりではございませぬか！」

「ああ、分かっている」

　焦りと当惑に満ちた皆の言葉にも権之助は動じなかった。その眼は深い苦悩を帯びながら、しかし不思議に穏おだやかだった。

「確かに神人衆は敵となれば手て強ごわい。いずれ劣らぬ遣い手揃いで、数も多い。一人で立ち向かうなどとは無謀もいいところであろうな」

「それでは、何なに故ゆえ──」

「相手が神人衆だからさ」

　権之助は淡々と言葉を続ける。

「彼らは神宮に仕える身、決しておのれの意思で一味に加担している訳ではない。かような方々を殺あやめることは出来ぬ。それに、この地は侵おかすべからざる神聖の領域ではないか。得べくんば、これ以上は不浄の血で穢したくはない……」

　しかし、今はそんな悠長なことを云っている場合ではないのだ。先を急がねばならぬ非常の事態なのである。待ち構える剣陣を突破せずして、どうして塚原彦四郎の野望を阻そ止しすることが出来ようか。どうしても仕方のないこともあるのではないか──

　そこまで考えた時、皆はほとんど同時に或ある事柄に思い至った。

　何人も不要に傷つけることなく剣陣を打ち破り得る人物が、ここに一人だけいた。

「……分かりました」

　がっくりと肩を落として、夕は云った。

「千を数える間だけです。数え終えたら、すぐに後を追いかけますよ」

　左馬之助も諦あきらめたようにそう云った。

「承知した。皆、礼を申す」

「礼など、生きて再び会えた時におっしゃって下さい！」

　鶴は涙声になっている。

「百姓の馬鹿息子にはちと難しい要望です」

　わざと軽い調子で答え、権之助は皆の顔を見回した。その口元に、名残なごりを惜しむかのような寂しげな微笑が浮かんだ。

「では、さらば──」

　くるりと背を向け足早に歩み去っていく彼に、誰も声をかけることは出来なかった。

　月光と篝火に浮かぶ夢想権之助の後ろ姿は遠ざかり、朧げになり、やがて闇に吞み込まれるようにして──

　皆の視界から、消えた。
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（全すべては夢か幻まぼろしか……）

　奥の森を駆け抜けつつ、ふと思った。

　どう考えても現実的な策ではなかった。だが、彼は一人で奥の森に踏み入った。

　両側は鬱うつ蒼そうとした原生林だ。頭上には枝葉が広がって、玲れい瓏ろうたる月は光と影を地上に落としている。その中を真っ直すぐに東へ走ると、やがて少し開けた場所に出た。東への道は途切れ、代わりに細い道が南北に続いていた。要石への道は南側だ。

　その手前、夜闇に迫り来るような威圧感を漂わせて、社殿は重くそびえていた。

　鹿島神宮奥おく之の宮みや──武たけ甕みか槌づちの神かみの荒あら魂みたまを祀まつる社やしろである。そして、要かなめ石いしは奥之宮の遥はるか後方に位置している。

　或いは、本来は石いし御座みくらに対する拝殿であったのだろうか──

　奥之宮の社殿の前に、影の群れは声もなく立ち並んでいた。月明かりに照らし出された影はざっと三十。鹿島神宮の神じ人にんか、それとも香か取とり神宮や息いき栖す神社からの応援か、いずれにしても彼らは太た刀ちを抜き払っている。一人で戦うなど確かに無茶としか思われない。

　しかし、神人たちを死なせることは出来なかった。だから、彼は一人でやってきた。一人で戦わねばならないと決心したのだ。

　愚かしい考えだった。自分は静しずかさえ救うことは出来なかったではないか──

　今にして思う。

　奉納試合の日の朝、彼の自虐的な態度を静が真剣に過ぎるぐらいに強く否定したのは、いつか立ち向かわねばならない自身の過酷な運命を既に予見していたからではなかったか。彼女自身の運命を信じることを決心していたからこそ、静にとって誰のものであれ自己否定の心理は到底受け入れられないものだったのだ。

　──そもそも、一念極まれば思いは必ず通じる、自分を信じなければやっていられませぬ、そう云ったのは彼だった筈だ。

　また、彼の腕の中で喪そう神しんした際に静が流した涙は、彼女自身の敗北を告げんとして流したものではなかったか。悲しげな微笑ほほえみは、彼への信頼の証あかしだったのではないか。伽羅の術中に堕おちた静にとって、それはたった一度の助けを求める機会だったのだ。

　しかし、彼は静の心の叫びに気づかなかった。そればかりか、自分勝手な妄もう執しゆうに惑まどわされて静の心など考えようともしなかった。

　そして、静は運命の日を迎えた。絶望だけを胸に抱いて──

　小之川光弥と松林左馬之助が伽羅の術に堕ちたことを知って彼が全すべてを悟った時には、既に最悪の事態は起ころうとしていたのだ。

　あの可か憐れんな少女さえ救えはしなかった。

　そんな人間にどれだけの価値があるのか。自分の決意が馬鹿げているとしか思われなかった。過去も未来も現代も、全ては夢だ。

　満天の星空を見上げる。美しく、そして悲しかった。人間の存在とは何とちっぽけなものなのだろうか、心の底からそう思った。

　妄執は既に去っている。

　だから、彼は気づいた──自分に残された唯ゆい一いつの誇りを。心の闇やみを払う唯一の輝きを。

　兵法者の生き様は孤独で、そして虚むなしい。いつしかそれに慣れてしまっていた自分自身に、彼は気づいた。かつて抱いていた少年の魂たましいは傷つけられ、色褪あせていた。

　だが、それは時を越えて、まだ彼の心の奥に確かに燃えていた。

　尊く、純粋な、そして永遠の思いは……

（ならば、夢でも構わない）

　おのれの心を裏切ることなど出来ない。おのれの決めた生き方を否定することなど出来ない。殉ずるものがあるとすれば、それは一つしかなかった。武芸以外に何の取り柄えもない何ど処こぞの馬の骨に何が出来るのか、やれるだけのことはやってやる。

　伽羅の操あやつり人形たちはゆっくりと前進を始めた。その表情のない顔、感情のない眼に、彼は心の奥底に押し隠された絶望を思い、慄りつ然ぜんとなった。静の寂しげな微笑みが、再び痛みと共に胸の裡うちに浮かび上がる。

（静殿──）

　決断は遅れたが、彼女はそれを許してくれるだろうか。彼は許されたいとは思わなかった。許されざる者に出来ることは、同じ過あやまちを二度とは繰り返さないことだけだ。

　歩みを止め、彼は杖を構えた。

　冴えた月明かり、暗く沈んだ森、表情のない攻撃者、そして静寂。

　全ては夢か幻か──

　剣気の潮合が満ちるや、夢想権之助は白しら鷺さぎが羽ばたくが如く、月明かりの中へ躍り上がっていた。
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　杖じよう術じゆつ師し。

　日本兵法史上、この名を冠かんせられる者は二人しかいない。杖術という極めて特殊な分野に永遠の栄光を刻み込んだその達人は、一人は無む比ひ無む敵てき流りゆう開かい祖そ佐さ々さ木き哲てつ斎さい、そしてもう一人が神しん道とう夢む想そう流りゆう開祖夢想権之助──

　因ちなみに、古流剣術を源みなもととして現代剣道が発生したのと同様、古流杖術は現代に於おいては杖じよう道どうと生まれ変わって日本全国に数万人の愛好者を得ている。この現代杖道、夢想権之助創始による神道夢想流杖術を源流として、はっきり書けばほとんど変わらない。

　だが、佐々木哲斎は戦場往来の歴戦の強つわ者ものである。一方の夢想権之助は鹿島神道流の皆かい伝でんを得た剣の達人なのだ。そんな二人の兵法者が、何なに故ゆえに杖術を生涯かけて歩むべき道と定めたのだろうか──

　一つには、杖が本来武器ではないということが上げられる。槍も薙刀なぎなたも、そして剣さえも所しよ詮せんは殺人の道具だ。それを振るう技術も結局は殺人の法に過ぎないのではないか。だが、杖は違う。殺傷力も低い。だからこそ、杖は人間が振るうには最も自然の理にかなったものだと考えられるのだ。

　だが、真の理由は別にある。この本来武器ではない杖は、実は剣や槍や薙刀に勝る威力を発揮する強力な武器となり得るのだ。

　佐々木哲斎は云った──比べ得るものは無く、かない得る敵も無し！

　杖が振るわれるその度たびに、一人、また一人と神じ人にんたちは倒れていった。

　伽羅の命令に操られてのことには違いないが、しかし彼らは剣気に満ちて太た刀ちを構え、そして迅速に間合を詰めてくる。然しかるにその或ある者はおのれの太刀には遠過ぎる距離から杖を打ち込まれ、別の或る者はその太刀を振るうには狭過ぎる距離から打ちかかられて、一撃の下に昏こん倒とうした。

　それは、得え物ものが何の変哲もない杖だからこそ可能な業だった。

　夢想権之助は突起のない杖を掌たなごころの中を滑るが如く移動させ、瞬時に手幅を変え、握る箇所を変え、そして間合を変えた。伸縮自在の杖捌さばきは、相手にとって攻めるも守るも難しい厄やつ介かい極まるものだった。

　更さらに、杖そのものには先末の区別はない。その為、振るいながらもただ手の向きを変えるだけで得物の先末を変えることが可能なのである。先と思えば末、末と思えば先、その捌きもまた変幻自在──それは全く有り得うべからざる角度や体勢からの攻撃を意味し、また防御を意味した。

　のみならず、杖の持つ伸縮自在や変幻自在の特性は、数手先まで読んでの連続攻撃、時間差攻撃、更には複数への同時攻撃をも一動作にして可能とするのだ──

　かつて帷母衣衆の連係攻撃〝六道陣〟さえも打ち破った手しゆ練れんの杖術。鹿島神道流の錚そう々そうも彼を間合に捕らえることは出来ず、そして彼の間合から逃れることは出来なかった。

「突けば槍──」

　唄うが如く呟つぶやいて、夢想権之助は右手を一杯に伸ばした。拳こぶしは杖の一端を握っている。腕の長さを加えて六尺の槍と化した杖は、剣も届かぬ位置にいた神人の鳩尾みぞおちを突いた。

「払えば薙刀──」

　掌中を滑らせ、杖の中程を握ると、権之助はそこに斬りつけられた一刀を打ち払った。剣が巻き上げられたその刹せつ那な、彼は左手を杖の一端に添えて、

「打てば剣！」

　眼前の神人の脳天を打った。脳のう震しん盪とうでも起こしたものか、神人はへなへなとその場に崩れ落ちた。

　驚くべきは、夢想権之助がまだ一人の神人をも死なせてはいないことだ。地に這った神人たちは全員が気を失っているだけなのである。太刀や槍や薙刀では手加減するにも自おのずから限界がある。殺人の為の道具ではない杖なればこそ、人を不要に傷つけることなくして打ち倒すことが可能だった。

　幾許いくばくの時も過ぎぬ間に、権之助を取り囲む神人の数は半分以下に減っていた。それでも伽羅の術に束縛されて、彼らは猶なおも無表情に剣を構えている。必殺の剣気の渦中にあって、立ち向かう夢想権之助の美貌は天上の月よりも静せい謐ひつで澄み切っていた。

「杖じようはかくにも外はずれざりけり──いざ！」

　再度叫んだその時、残りの神人たちは剣を連ねて殺到してきた。間かん髪はつ入れずに権之助は疾しつ駆くし、旋風を巻き上げた。

　打ち、突き、薙なぎ払い、回し、滑らせる。

　杖の旋回したその後に、またも神人たちはのけぞり倒れていく──

　月明かりに照らされた夜の森、静寂に閉ざされた世界で幻妙の秘技を振るう杖術師の美影は、この世のものならぬ夢幻の世界の光景でもあるかに思われた。




　　　　四




「こ、これは……」

　大鳥居に達した時、当とう禰ね宜ぎはさすがに呻うめき声を洩らしていた。

　大鳥居の周囲には屍しかばねが七つ転がっていた。神の社やしろは聖なる領域、血の穢けがれも死の穢れも決してあってはならないものだ。異変の報告を受けてはいても、駆けつけた一行が絶句したのは無理もないことだった。

「今は清めておる暇はない」

　大だい宮ぐう司じは歯嚙みしつつ歩を進めた。

　麓ふもとの神野村から駆けつけたというのに、彼らは息を切らしてもいなかった。いや、それさえも失念しているのが本当だろう。ただ、この場合にも手て水みず舎やで手水を取ることは忘れずに、一行は楼門をくぐった。

　楼内に転がる屍は一つだけだったが、それ以前に流された神人たちや帷母衣衆の血の匂いはまだ消えてはいない。

「これだけ不浄のものに穢されて、果たして荒ぶる神を鎮められようか……」

　深海の如き顔色で大宮司は唸うなったが、しかしその懸け念ねんを打ち払うように首を振ると、

「いいや、何としてでも武甕槌神様のお怒りは鎮め奉たてまつらねばならぬ。それが我ら鹿島衆千年来の使命なのじゃ」

　屍も血の匂いも黙殺して本殿の方へ足を進めた。事態は切迫しているのである。

「では、皆は社務所に運び込まれておる怪我人を頼む。手の空あいた者は、可能な限りこの神域より穢れを祓はらい、清めるのだ」

「承知仕つかまつりました」

　当禰宜の言葉に同道していた神官たちは一斉に頷うなずいた。散らばる彼らを見送って、当禰宜は東南の方角を見やる。鬱うつ蒼そうとした森が闇やみに覆われているのが見えるばかりだが──

「どうか間に合おうてくれ……」

　祈るように、彼は呟つぶやいた。

「あの者は間に合う。それを祈るにあらず、信じるのじゃ。そして、今はおのれの為なすべきことのみを考えよ」

　そう云った大宮司の姿は既に社殿に消えている。かすかな声がそちらから流れてきた。

「祓い給い、清め給え──」

「守り給い、幸さきはえ給え──」

　当禰宜もまた呟くと、本殿に向かって足早に歩き始めた。

　──この様子を、東の楼門の陰から窺うかがっていた六つの人影がある。

「やっと神職方が参られたようだが……本殿へ行って何をなさるおつもりなのだ？」

「それは、言葉通りの神頼みより外ほかにはないでしょう。御神座に祓まつられた武甕槌神様に祝詞を奉上して、それによって大おお鯰なまずを復活させまいとしておられるに違いありますまい」

　尋ねたのは鳴海蒼十郎で、答えたのは松林左馬之助である。

「神頼みか……拙者もそうしたい」

「あの、素朴な質問をして構いませぬか」

　その時、鶴がおずおずと切り出した。

「今になって気がついたのですが、ところで誰が数を数えておられるのですか？」

　問いに答える者はなく、間の抜けた沈黙がしばし続いた。

「……じゃあ、そろそろ行くか」

　小之川光弥がそう云って、やっと沈黙は打ち切られた。逞たくましい肩に鎌槍が担かつがれる。無論、これが光弥の主要の得え物ものだった。

　蒼十郎の主要の得物は鎖鎌。愛用のものは岩がん鉄てつとの戦いの際に失い、今は桜井道場から失敬してきたものを手にしている。

　左馬之助と鶴は共に太た刀ち。

　澄は薙刀なぎなた。武家娘の嗜たしなみとしてその修練を当然の如く積んではいたが、所しよ詮せんは武家娘の嗜み程度の腕前である。要するに、弱い。

　そして、夕は例によって火縄銃──

　その夕は、今頃になって火縄銃の用意に取りかかっていた。胴どう乱らんが腰から落ちないように紐に通して帯に引っかけてある根ね付つけを取り外すと、夕はそれを捩ねじった。根付は二つに割れて、その中に入っていた一発分の玉と火薬を彼女は筒先から火縄銃に籠こめた。

　一連の作業を、皆は首をかしげて見守っている。傍かたわらの澄が、代表して声をかけた。

「ねえ、おねーさま。その玉は何なの？」

「知らないの？　正真正銘の最後の切り札、その名もズバリ〝隠かくし玉だま〟──」

「ふ～ん」

　簡単に頷いてから、澄はその言葉の意味するものを理解した。他の面々も反射的にビクッとなっている。

「ちょっと！　それじゃあ、ひょっとして、鉄砲の玉はそれが最後の一発ってこと？」

「ひょっとしなくても、玉と火薬はこの間の騒ぎの時にまとめて吹き飛ばしたでしょう。大体、他に玉が残っているのに〝隠し玉〟をわざわざ籠める鉄砲師なんていないわよ」

「あの、それでは……」

　鶴が尋ねかけてきた。実のところ、最も頼りにしていたものは夕の鉄砲だったのである。

「それでは、それを撃ってしまわれたら、お夕さんはどうなさるおつもりなのですか？」

「それは──決まっています」

　夕は当然の如く、悠然と取り澄まして答えた。当然の答えが返ってきた。

「私は応援に回らせてもらいます。だから、みんなは頑張って戦いなさい。心の底から、ほんっとおーに、期待しているわ」

「はい……」

　まさか嫌いやだとは云えない。声を揃そろえて答えた他の五人の顔は、夜目にも明らかなぐらいに強こわ張ばっていた。
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　森を抜け、白い月明かりに自おのずから黒く輝く奇石が浮かび上がった時、塚原彦四郎は鼓動が高鳴るのを抑えることが出来なかった。

　要かなめ石いし。荒ぶる神を封印せし霊石──

　それは森しん厳げん悽せい愴そうの気に包まれて、深い眠りに就ついているかに思われた。

（ようやく……）

　長い間、天下大乱を望んできた。老いさらばえた今、その妄もう執しゆうはもはや抑えられぬものとなっていた。狂気の沙汰と呼ぶなら呼べ。塚原彦四郎の心は既に血に酔い、邪よこしまなる歓喜に燃え上がっている。

（天下は再び乱れる──このわしの手で！）

　彦四郎の後ろに二つの影が続いていた。共に息を吞むばかりの美女である。さすがに伽羅も緊張に青ざめていた。一方の静は無表情で、そして表面的には無感動だった。彼女の心は未いまだ呪じゆ縛ばくされている──

　要石の手前の空間に倒木が斜にかかっている。それよりもまだ一間ばかり手前に、一人の男が立っていた。彼の足元には莚むしろが敷かれて、その上に御み剣つるぎは横たえられていた。

「待たせたな、元内」

　彦四郎は呼びかけた。

　答える声はなかった。

　全身を要石に向けたまま、有馬元内は彦四郎たちの方に向き直ろうともしない。

「どうした。わしの声が聞こえぬのか──」

　元内の様子を訝いぶかりながらも歩みを寄せようとしたその時、

「彦四郎」

　闇に響き渡った荘重な声に、塚原彦四郎程の大剣士が凍りついた。

「報しらせを受けて急ぎ馳はせ参じたのじゃが、どうにか先回りは出来たらしいの」

　倒木の折れた辺りの暗闇から、恰かつ幅ぷくのいい白衣の老人は徐おもむろに身を起こした。月光に白髪が銀色の輝きを散らす──

「貴様は……沼尾の爺じじい！」

　今、剣けん鬼き塚原彦四郎の前に剣聖塚原卜伝最大の弟で子しは立ちはだかった。

「酷むごいことを……」

　一瞬、松まつ岡おか兵ひよう庫ごの助すけは旧知の巫み女こに憐れん憫びんの眼まな差ざしを投げかけたが、彦四郎に戻した時、その双そう眸ぼうは白刃の如く冴えた光を宿していた。

「我が師の愛弟子、跡継ぎ、そして足あし利かが公く方ぼうの御おん曹ぞう子し。それ故の遠慮が今まではあったのじゃが、よもやここまで狂うておったとは思わなんだぞ。この人心を外れた外げ道どうが──」

「だ、黙れ！」

　叫びつつ、彦四郎は太刀を抜き払った。

「爺い、貴様如きに邪魔はさせぬ。今、我が年来の宿願は果たされるのだ！」

「そうはさせぬ。経ふ津つ主ぬしの神かみを祀まつる沼尾社の大おお祝はふりとして、いいや、鹿島神宮に関わる者として、お主の企てを見過ごす訳には参らぬ」

　静かに答え、そして兵庫助も抜ばつ刀とうした。

「天てん魔ま伏ふく滅めつ、破は邪じや顕けん正しよう──神域を不浄の血で穢さねばならぬのは心苦しいが、ここで降ごう魔まの利り剣けんを抜かずして何が鹿島の太刀ぞ！」

　静寂の森、相対するは二人の老剣士。相討つは同門同血鹿島神道流──

　ここで兵庫助は奇妙な構えを取った。左の入身となって、右手に下げた太刀を後方へ斜に流す。そして、左の拳こぶしは大きく広げて遥はるか頭上に伸ばされていた。それは八や百お万よろずの神々の、いや、森しん羅ら万ばん象しようの気をその掌に呼び込まんとする厳おごそかな儀式のようにも思われた。

　この構えの持つ意味を、彦四郎はさすがに承知している。脂あぶら汗が額ひたいに泌み、冷や汗が全身を濡らし尽くす。磐ばん石じやくの重みに押しひしがれたが如くあらゆる感覚が次第に痺しびれていくのを、彼は意識していた。

「有馬元内……」

　震える声で彦四郎は呻うめき、そして叫んだ。

「爺いを斬り捨てえいっ！」

　その時まで、有馬元内は兵庫助の剣気に縛られて微動だに出来なかった。然しかるに彦四郎の叱しつ咤たは、彼の緊張を一瞬にして弾け散らせるだけの力を秘めていた。能面めいた顔を今や恐怖と戦慄に歪ませて、後ろから突き飛ばされたが如く元内は殺到した。だが、その抜討ちの斬ざん撃げきはさすがに鹿島屈指と認められた達人に相応ふさわしい手しゆ練れんの業だった。

「いえええぇーいっ！」

　絶叫と共に一刀を打ち下ろす。兵庫助を袈け裟さ掛けに斬り伏せる筈の白刃は、しかしその時、中程から消え失せていた。

　折られたのではない。斬られたのだ。

　次の瞬間、兵庫助の傍かたわらを行き過ぎた元内の左肩から右脇腹にかけて朱色の筋が走り、そして血潮を奔ほん騰とうさせた。完全に両断された元内は、二つになって地に落ちた。

　兵庫助の一刀は地を叩かんばかりに打ち下ろされていた。

　最速最強の一閃で有う無むを云わさずその敵を葬ほうむり去る鹿島神道流極ごく意い剣〝一ひとつノの太た刀ち〟。塚原卜伝よりこの秘剣を伝授された者はただ松岡兵庫助と伊い勢せの北きた畠ばたけ具とも教のりの二人のみ──

　太刀筋は、光としてさえ見えなかった。

　彦四郎は〝一ノ太刀〟の秘剣を会え得とくしてはいない。だが、それが振るわれた刹せつ那なに不可避的に生じた隙を見逃すようなことは勿もち論ろんなく、一陣の風と化して躍りかかっていた。

　戛かつ然ぜん！

　必殺の一刀を返す刀で受け止めたのは兵庫助なればこそ──いや、それどころか青白い火花を散らして二本の刀身が嚙み合ったその後に、ズ、ズ、ズと後あと退ずさりを始めたのは打ちかかった側の彦四郎だった。

　気迫でも膂りよ力りよくでもない、もっと根源的な力量の差があった。

　その時、兵庫助の鬢びんへ凄まじい勢いで襲いかかったものがある。

「おっ……」

　咄とつ嗟さに彦四郎の剣を押し払い、不意討ちの斬撃を寸前に防ぐ。然るに攻撃者と対たい峙じした時、さしもの兵庫助も驚きよう愕がくせざるを得なかった。

　短刀を片手に下げて、静は立っていた。氷のように無表情だった。その背後で伽きや羅らの瞳は妖あやしく輝いている。

　まさか、巫女である静が大祝である兵庫助に斬りかかることになろうとは──

（要石の封印を解くという彦四郎めの企くわだては何としてでも妨さまたげねばならぬ。そして、封印を解くべく御剣を振るい得る者は……）

　狼ろう狽ばいは、一瞬で悲壮な決断に変わった。

「静、許せいっ！」

　兵庫助は叫んだ。その眼光が曇ったのは、相手を朋ほう輩ばいである当禰宜の孫娘と意識した為ではない。罪なき可か憐れんな少女を、誰もが認める高潔の巫女を、使命の為とはいえ斬らねばならぬことへの魂の慟どう哭こくを人として抑えることが出来なかったのだ。

　そして、そこに致命的な隙が生じた。

「──松岡老！」

　耳じ朶だを打った思いがけぬ叫び声に、兵庫助の全身の筋肉の動きは瞬間的に鈍にぶった。

　その刹那、電光は兵庫助の腹部を貫いた。彼の心と身体と剣の全すべてが静に向けられたと見るや何の躊ちゆう躇ちよもなく襲いかかった。おのれ自身を巨大な槍と変えた彦四郎の捨身凄烈の刺突だった。技も何もない、ただ力と速度だけに命運を託した一撃である。

　静に振るった剣は、虚むなしく空を斬った。

　地に崩れた衝撃で太刀は拳から離れた。力が入らない。白衣は忽たちまち赤く染まった。しかし、地に崩折れた兵庫助は致命傷を免まぬかれている。一瞬の、瞬き一つにも満たぬ遅速の瞬間が紙かみ一ひと重えのところで彼の命を救ったのだ。

　それを知りながら、彦四郎はもはや宿敵を顧かえりみようとはしなかった。荒い息を吐き、彼は奥之宮の方角に向き直る。

「……邪魔者は、まだおったか」

　彼方かなたの闇やみの中から疾駆してくる白い影があった。月の冷光が夢幻の如く端麗な容姿を浮かび上がらせる。立ちはだかる多くの敵をうち伏せてきたその得物は、杖。数間の距離を置いて、その人物は立ち止まった。
















　両の襟に、大書された金きん泥でいの文字は輝いて見えた。

　──左に「日ひの下もと開かい山さん」。

　──右に「兵ひよう法ほう天てん下か一いち」。
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「夢想権之助──三度目の対面になるな」

　嘲あざけりを帯びた口調で、塚原彦四郎は眼前の杖じよう術じゆつ師しに声をかけた。邪魔な存在に違いはないが、しかし実力はこちらの方が数段上だ。その余裕が、笑みとなって面おもてに出ていた。

「聞けば、桜井めの道場に隠れて懊おう悩のうの日々を過ごしていたそうな。お主もやはり兵法者じゃ。戦国の世を見てみたいと迷うていたに相違あるまい？」

　夢想権之助は唇を嚙みしめた。悪意に満ちた言葉は棘とげとなって心に突き刺さる。

「どうやら迷いからは解き放たれたようじゃが、しかし手向かう方を選ぶとは愚かな奴。夢想、このわしを討てるとでも思うてか」

「霰あられ降り鹿島の神を祈りつつ……いや」

　答える言葉は防人さきもりを詠よむ大おお舎人とねり部べの千ち文ふみの歌である。ふと気づいて中途で口を閉ざし、そして権之助は決然と云った。

「荒られふり鹿島の神を祈りつつ皇御軍にわれは来にしを、だ」

　かかっ、と彦四郎は楽しげに笑った。上げられた剣けん尖せんから鮮血が滴したたり落ちた。

「かつてわしが申したことは忘れておるまいな。初めて相見まみえた時、わしはお主をこの手で斬りたいと思うた。今、その願いがかのうて真実まことに嬉うれしいぞ。参れ！」

　片やしゃれこうべみたいな容貌の老いたる大剣怪、片や眉び目もく秀しゆう麗れいの天性の杖術師。老若二人の兵法者は相あい対たいした──

　その展開は、先の塚原彦四郎と松岡兵庫助の決闘とは逆のものだった。彦四郎の野心を打ち砕くべく鉄石の覚悟で赴おもむいた筈の権之助だったが、吹きつける凄絶の剣気に肌は粟あわ立ち始め、呼吸も次第に乱れてきた。額を伝い落ちた汗がその眼光を曇らせる。

「……ちと、買いかぶり過ぎておったわ」

　彦四郎はにっと笑った。邪悪極まりない笑みだった。血刀を構えつつ、放胆にも彼は首を後ろに回した。そして、世にも恐ろしい言葉がその口をついて出た。

「冥めい土どの土産みやげにとくと見よ。伽羅、巫女に要石の封印を解かせよ！」

「なっ……」

　権之助は血けつ相そうを変えた。地に伏した兵庫助も呻うめき声を洩らした。だが、心を揺るがせた衝撃にも彼らに動くことはかなわなかった。

「静殿、御剣を取りなさい」

　──静はそれに従った。

　長大な柄つかを握り、静は要石に歩を進めた。それに伴い、長大な刀身は長大な黒鞘から離れ出る。片刃の直刀だった。それは、上じよう古この大和朝廷で用いられた両刃の剣とは明らかに異なっていた。寧むしろ蝦夷えみしの刀に近い。冴え渡る月光に七尺余の刀身は神こう々ごうしく、一方で禍まが々まがしく輝いて見えた。

　韴ふつの御み霊たまの剣つるぎ──今、経津主神の御み霊たまが宿りし神剣はその全貌を明らかにした。

「──さあ、お行きなさい。御座石を御剣にて打ち砕き、鹿島の神を解き放つのです！」

「駄目だっ！　静殿、正気に帰られよ！」

　喉のどもひっ裂けよと叫んだ権之助の声にも、静は人形のように何の反応も示さなかった。要石の前で立ち止まり、そして彼女は虚うつろな声で詠唱を始める……

「常とこ立たちの国に神かむ留づまり坐ます、霰降り鹿島の浦の武甕槌神、大おお船ふねの香取の海の経津主神、二ふた柱はしらの神かみ以もちて常立ちの神かみ等たちを神かむ集つどへに集へ給ひ、神かむ議はかりに議り給ひて……」

　九尺の長剣は途と方ほうもない重さで、並みの人間には持ち上げることさえ不可能だろう。しかし、静は高々と持ち上げた。彼女の内に秘められた巫女としての力と御剣の内に秘められた神秘の力が互いに響き合い、調和して、その高まりの中で重みは消失していた。

「静殿……」

　夢想権之助は悲痛に呻うめいた。駆け寄ろうにも、眼前に立つ塚原彦四郎の圧倒的な剣気がそれを妨さまたげている。

「此かくて大船の香取の神は祝いわひ奉まつり給ひて、霰降り鹿島の神は御み石いしの蔭かげに隠かくり坐ます……」

　天空の三日月に人外の剣は影をかけた。それは、この上もなく魔界的な光景だった。

「然しかれど許こ許こ太だ久くの罪出いでむ此く出でば、常立ちの国の神等をば、神かむ嘆なげきに嘆き給ひ、神かむ怒いかりに怒り給ひて……」

　不思議な神気に彦四郎や兵庫助や権之助は云うに及ばず、月光や森の気までもが氷結したかのようだった。剣を掲げたまま、静もまた動かない。

　死の静寂に虚ろな詠唱は響き渡る──

「此この御み剣つるぎに招をぎ奉まつり坐ませ奉まつる、掛かけまくも畏かしこき経津主神の御み霊たまに恐かしこみ恐かしこみも曰まをさく。その定め奉りし神かむ事ごとに依よりて……」

　御剣は蒼白い微光を帯びていた。韴御霊剣に宿る魂たましいが目覚めようとしているのだ──要石に宿る魂を目覚めさせるべく。

「此この石いし御座みくらに鎮しずまり坐す、掛けまくも畏き武甕槌神の御霊を、御み霧ぎりを風の吹き払ふ事の如く、大船を大海原に押し放つ事の如く……」

　それは夢に見た光景と同じだった。悪夢は現実のものとなった。

「今、解き放ち奉らむ」

　三日月から影は消えた。唸りを上げて、巨影は要石の上に崩れかかった。

　その時、夜気と静寂を鋭い響きが引き裂いた。神域の森に残響が谺こだまする中、何ど処こからか硝煙の匂いが漂ってきた。

　糸の切れた操り人形の如く、不意に静の身体は崩れた。同時に帷母衣三十六人衆の最後の一人は胸に血の花を裂さかせて突っ伏した。

　だが──

　振り下ろされた「剣」は止まることなく、「石」を確かに打ち据えた。
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　ドンッ、と世界が縦に揺れた瞬間、無縁堂から宮みや本もと武蔵むさしは本能的に飛び出していた。

　一瞬の間を置いて、激しい横揺れがやってきた。大地が鳴動した。古びた堂はひとたまりもなく崩れ落ちる。その衝撃に、砂さ塵じんは一面に巻き上げられた。

　それを意識はしていない。武蔵は愕がく然ぜんとなって、神宮の方角に三白眼を向けていた。

「やったか……」

　禍まが々まがしいまでに澄んだ大気が夜空の異変を際立たせていた。星空は、血を流したが如く真紅に染まっている。不気味な雲は漂い、時として閃光が世界を蒼く照らし出す。稲妻ではなかった。空全体が断続的に発光しているのだ。南天の三日月もまた赤い。鹿島神宮を中心として、大気中のエアロゾルに急激かつ大規模な異常が生じているのである。

　天は唸うなり、地は吠ほえる。風は吹き荒すさび、そして大地は大きく震えた。

　未いまだかつて覚えのない激しい揺れに、しかし武蔵は仁王立ちに持ちこたえている。

「荒ぶる神は目覚めるのか」

　低い唸うなりがその口から洩れた。ひとかけらの歓喜と、そして人間が覚え得る限界の圧倒的な恐怖に巨きよ軀くを震わせて──

　見渡す限りに広がる森や林も唐とう突とつに騒そう々ぞうしくなっている。一面の木々から、鳥たちは恐慌を来して一斉に飛び立ったのだ。鳥目であることも忘れたのか、宙を無茶苦茶に飛び交い、ぶつかり合って、数も知れぬ鳥が地上に落ちた。それでも鳥たちは狂ったように飛ぶことをやめない。甲かん高だかい、そして悲壮な鳴き声は天広く響き渡った。

　大地は獣に覆われていた。全すべての獣が神宮から遠ざかろうとしていた。野鼠、鹿、熊、狐、狸、猿、猪いのしし、蛇へび、蛙……

　無数の足音は寄り集まって、凄まじいばかりの地響きを生み出した。小さな獣はより大きな獣に踏み潰され、しかし断だん末まつ魔まの悲鳴はすぐに地響きに搔き消されてしまう。

　恐慌は麓ふもとの町や村でも起こっていた。粗末な建物は音を立てて崩れ落ち、人々は悲鳴を上げて逃げまどうばかりだった。一部で火の手も上がっていたが、それを消し止めようと試みる余裕など誰も持ち合わせてはいなかった。

　激震は北の沼尾山にも襲いかかった。社やしろの背後から崩れ落ちた土砂はそのまま麓へ突き進み、土煙を山よりも高く舞い上げた。凄まじい怒ど号ごう。一面の惨状が地崩れの摩擦に生じた光によって浮かび上がる。泥でい流りゆうは裏手の古沼に雪な崩だれ込み、水面に濁った波を立たせ、そして埋め尽くした。祠も古いにしえの壁画の描かれた洞窟も、崩れかかる土石の中に消えた。

　暗く沈んだ鹿島灘なだには大津波が荒れ狂っている。まるで鹿島の地から逃げるかのように津波は彼方かなたの大海原へ飛ひ沫まつを散らして走り去っていく。それは巨大な波紋だった。鹿島神宮の地底を中心として、幾重もの白波の円が際限無く広がっていくのだ──

　その一部は常陸川の河口にぶつかり、勢いを弱めることなく流れ込んだ。潮しおの香りと怒号を伴って逆巻く波は濤とうは両岸を打ち、崩し、遂ついには浪な逆さか浦うらにまで押し寄せた。

　浪逆浦やその北の霞かすみケ浦の湖面は泡立っていた。種類も様々なら数も知れない魚の群れが集まって、盛んに水みず飛沫しぶきを上げている。魚の群れは明らかに湖水の中から逃れようとしていた。海水に追い立てられたのか、湖底より噴き出したガスか地下水の中に有害な物質でも混じっていたのか、或いは地電流の急激な変化に混乱状態に陥おちいったのか──

　余程の恐怖の為だろうか、一際大きな魚影が湖面から夜空高くへ跳はね上がった。粘質の皮膚が、鮮赤の月光を浴びて輝いた。長い髭ひげが湖面を打ち、それに続いて魚は水柱を高々と上げて再び湖水に没した。

　それは最も地電流に敏感な魚類──鯰なまずであった。
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　この世の最後が訪れた──誰もがそう信じた程の凄まじい鳴動だった。

　大地は激しく震え、とても立っていることは出来ない。あちらの地面は割れ、こちらの地面は窪くぼんだ。大気の震えは鼓膜を乱打し、ドドドッと頭の中に轟とどろき渡る。土ど砂しやは爆発の如く弾け散り、地の割れ目から迸ほとばしり出た光は高熱を帯びた柱となって遥はるか天空へ駆け上がった。地つち雷らいである。余りに強大なエネルギーは大地の包括力の限界を越え、電光と変わって大気中に放出されるのだ。

「わあっ！」

　悲鳴が上がった。この天変地異を前にしては、やっとのことで駆けつけた取り巻き衆も這いつくばって、飛礫つぶてと化して降り注ぐ土くれの雨から身を守るだけで精一杯だった。

「大鯰の復活だなんて……あはははは……」

　最後の一弾を放った火縄銃を放り出すと、夕は虚うつろな声で笑い始めた。

「あらら、またキレちゃった……」

「お夕さん、気をしっかりと！」

　匍ほ匐ふく前進で這い寄り、澄と鶴は夕に取りすがる。先を越されたとどちらも考えていた。恐慌寸前なのは彼女たちも同じだった。

　夢想権之助はさすがに片膝を地についただけで揺れに耐えていたが、しかし余りの衝撃に思考は麻ま痺ひしてしまっていた。眼まな差ざしは焦点を失って、ただ要石に向けられている。

「私の為に……」

　虚うつろな呟つぶやきは、地に崩れた静の口から洩もれた。

　彼女は伽羅の呪縛から解き放たれていた。それは伽羅の死の為だったのか、或いは要石から解き放たれた天地をも震わせる圧倒的な衝撃の故であったのか──

　だが、それは間に合わなかったのだ。細い肩は小刻みに震え始め、嗚お咽えつを堪こらえ切れなくなって、静は顔を伏せた。無限の絶望にそれまで許されることのなかった涙が瞳から溢あふれ出て、頰を濡らした。

「がはははあーっ！　どうじゃ、甦よみがえりし荒あらぶる神に、天は、地は、そして人は滅ぼされるのじゃ！　そうとも、これでこの世の不条理は正されるのじゃ！」

　地鳴りや空そら鳴なりを圧して高々と響き渡ったのは塚原彦四郎の哄こう笑しようだった。

　待ちに待った「時」は到来した。

　荒ぶる神を封印せし霊石は今や紫し電でんをその表面に走らせて、自らも低く唸りを上げている。周囲の地面が大きく罅ひび割れ、次の瞬間、要石は一気に三尺も迫せり上がった。石の柱である。柱は縦に横に激しく揺らぎ、頭頂に蒼白い炎を音もなく燃え上がらせた。さながら、聖エルモの火セント・エルモス・フアイヤーの如く──

　紫電を浴びて、張り巡らされた紙かみ垂しでは刹那に燃え尽きた。榊さかきは震動に吹き飛ばされた。

　千年の時を経て、今、真実の鹿島の神はその眠りより目覚めんとする。

「いいや、まだじゃ！」

　苦しげな、しかし力強いその声はあらゆる音響を越えて皆の耳じ朶だを打った。

　権之助は我に返った。彦四郎は哄笑を止めた。そして、静は顔を上げて振り返った。

「大おお祝はふり様……」

　この激震の中を、いつの間にか松岡兵庫助は静の傍かたわらにまで這い寄っていた。その背後には赤黒い帯が伸びている。

「静、おのれを責めておる場合にはあらず」

　取りすがろうとした巫女を払い退のけ、鹿島の長老は苦痛を堪こらえて叱しつ咤たした。

「しっかと見よ、依より代しろたる霊石はまだ砕け散ってはおらぬ。武甕槌神様は、未いまだ完全には解き放たれておられぬのじゃ！」

「…………!?」

　今頃になって、誰もがその事実に思い当った。要石は確かに打たれはしたが、砕かれてはいなかった。それは無力なものと思われた静の抵抗の意思が韴御霊剣に秘められた力の完全なる発動をわずかながらも妨さまたげていた為か、或いは本殿で執とり行われている懸命の鎮魂の儀式の故であったのか──

「大宮司殿と当禰宜殿も武甕槌神様のお怒りを鎮めるべくその和にぎ魂みたまに必死の祈りを捧ささげておられる筈。今ならば、今ならば……」

　負傷した脇腹の激痛に、兵庫助は喘あえいだ。

「そうか！」

　はっとして、権之助は叫んだ。兵庫助の告げんとしている事柄を彼は察した。

「静殿、これはあなたにしか出来ませぬ。荒ぶる神を再び要石に封印しなければ！」

「──あっ」

　涙に濡れた瞳を、静は一杯に見開いた。確かにまだ残された道はあったのだ。

　しかし──果たして出来るだろうか？

「今、あなたの眼の前には香取の神の魂が宿る御剣がありまする。しかも……鹿島の神の依代を前にして！」

　静の躊躇ためらいを見て、権之助は再び叫んだ。信頼に満ちた声だった。

「そうじゃ、夢想の申す通りじゃ。お主ならば必ずや荒ぶる神を鎮めることが出来よう」

「私が……武甕槌神様を……」

　兵庫助の言葉に、静は震える声を返した。顔色はほとんど透明だった。その時、権之助の三度目の叫びが彼女の耳に届いた。

「静殿、自分の力を信じなければ！」

　──思いはこれで決まった。

　意を決して、彼女は白衣の裾で涙を拭ぬぐい去った。

（一念極まれば思いは必ず通じる……）

　心にそう呟くと、静は震え続ける要石に向き直った。横顔は既に凛り々りしさを取り戻している。揺れる大地に横たわる長大な剣に、彼女はその手を差し伸べた。

　経津主神は祝いの主。武甕槌神を解き放つことの出来る唯ゆい一いつの存在、そして武甕槌神を鎮めることの出来る唯一の存在──

　静の力に呼こ応おうしてか、韴御霊剣から何か冷たくて暖かいものが指先に流れ込んできた。知りもしなかった祝詞のりとが無意識の裡うちに口から流れ出る。真しん摯しな、そして厳粛なその詠唱は荒れ狂う天地に響き渡った。

「常立ちの国に神留り坐す、霰降り鹿島の浦の武甕槌神、大船の香取の海の経津主神、二柱の神以ちて常立ちの神等を神集へに集へ給ひ、神議りに議り給ひて……」

　──先刻、静は伽羅に命じられるがままに経津主神に通じる力を得て、武甕槌神の荒ぶる魂を目覚めさせんとした。

　──今、静は自らの意思で経津主神に通じる力を得て、武甕槌神の荒ぶる魂を再び鎮めんとする。

「常立ちの国くに人びと等たちは崇あがめ奉り敬うやまひ奉り、常立ちの神等は守まもり恵めぐみ幸さきはへ給ひて、四よ方もの海うな原ばら往ゆき還かよふ潮しおの八や百お道ぢは悪あしき波風の騒ぎ無く、伊い佐さ佐さ群むら竹たけ、些いささかの障さわり無し……」

「しまった！」

　予期せぬ成り行きに塚原彦四郎はさすがに狼ろう狽ばいして要石の方に駆け寄ろうとした。無防備な静と手負いの兵庫助、二人を斬るのに数瞬とはかかるまい。

「然れど日ひ向むかふ国の神等の疎うとび荒すさび来きて、八や十そ枉まが津つ日ひの禍まが事ごと在あらむ……」

「彦四郎、推すい参さん！」

　その声に振り向いた時、夢想権之助の姿は既に七尺の距離にあった。

　──と、迫り来る権之助の身体は唐とう突とつに低く沈んだ。大地の揺れの為ではなかった。

「左馬、蒼十！」

　呼びかける声と同時に松林左馬之助は権之助の肩を蹴って大きく跳躍し、跳はね起きた鳴海蒼十郎は鎖分銅を飛ばした。両人共に権之助の背後にまで這い寄ってきていたのだ。

「いええーいっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を上げて左馬之助が宙空から抜討ちに叩き落とした一刀は、神道流抜刀術跳躍技法の一手〝瀧たき落おとし〟──

　真正面から襲いかかる蒼十郎の鎖分銅──

　駆け抜けざま、地を這うが如き低姿勢から地面を擦すり上げるようにして薙なぎ払われた権之助の杖は〝導どう母も〟──

　戛かつ然ぜん！

　権之助の杖を柄頭で打ち払い、鎖分銅を刀身に絡ませたまま、彦四郎は高々と持ち上げた太刀で左馬之助の必殺の一刀を受け止めていた。鋼はがねの響きと青い火花を散らせ、双方の太刀はがっちりと嚙み合った。

「……未熟者どもめが、邪魔をしおって！」

　怒りに満ちた雄お叫たけびが口を割るや、秘太刀〝獅し子し奮ふん迅じん〟と化した彦四郎の豪刀に絡まりついた鎖は粉こな微み塵じんに砕け散り、へし折られた太刀もろともに左馬之助は数間の距離を吹き飛ばされてしまった。

「ぐわあっ！」

　背中から存分に地に叩きつけられ、左馬之助はたまらず苦鳴を洩らす。

「おのれっ」

　やはり這い寄ってきた小之川光弥は左馬之助を庇かばって前に進み、鎌槍を真一文字に構えた。激しい揺れに片膝はついたままである。

　だが、塚原彦四郎は既に彼らに背を向けていた。彦四郎の双そう眸ぼうは、要石の前に座して祝詞の詠唱を続けている静に対して注がれている。或いは、彼女を守ってその前に立ちはだかった杖術師に対してか──

「大おお御み巫かむなぎの大おお神かみの大おお前まえに慎つつしみ敬うやまひて曰まをさく、日向かふ国の神等と和を結び給へ……」

　要石にまといついた紫電が蛇の如く御剣に伸びた。電光を蒼白い炎に変えて、韴御霊剣は輝きを放ち始める。だが、御剣に熱は感じられなかった。御剣に宿る経津主神の御霊は覚かく醒せいの最後の段階に入っていた。

　静は両手で御剣を掲げた。重さは無に等しい。厳おごそかに詠唱を続ける巫女の輝くばかりの美しさは、神に愛された者にのみ許される。

「霰降り鹿島の神は神かむ荒あれに荒れ給ひ、神かむ怒いかりに怒り給ひて、遂に許し給はず……」

　幾条もの激しい地雷が一斉に大地を飛び出した。衝撃の余波は森の木々をざわめき立たせ、砂塵を宙に舞い上げた。熱気と轟音が神域一面を吹き荒れる。それは当然、対たい峙じを続ける権之助と彦四郎をも押し包んだ。

　揺れる大地に足を踏みしめた二人の兵法者は微動だにしない。彦四郎の中段に対して、権之助は杖を垂直に立てている。

　天地鳴動の中の対峙──それはほんの数瞬のことにも、数刻のことにも思われた。

「諸もろ諸もろの禍事、種くさ種ぐさの災い、此かくは常立ちの国から必ずや祓はらへ退そけ、科しな戸どの風の雨の八や重え雲ぐもを吹き払ふ事の如く、焼やき鎌がまの利と鎌がま以もちて荒あれ野のの小を草ぐさ苅り払ふ事の如く、追おひ走はしり刑つみなひ殺ころさむ物ものぞと聞きこし食めせ……」

　夢想権之助は静を信じた。荒ぶる神を鎮めてみせるに違いないと信じた。だから、彼は心の鎖から解き放たれていた。

　──塚原彦四郎を相手に相討ちならば、命を落としても決して悔いはない。

　今、夢想権之助に残されたものは兵法者として最も純粋な感情──おのれの業を存分に振るうことへの静かな興奮だけだった。

「人ひと人びと諸もろ諸もろ拝み奉り仕え奉る状さまを、大船の香取の神は聞し食して、神かむ随ながら霊たま幸ちはひ坐ます奇くしくも妙たえなる恩頼みたまのふゆを御剣と顕あらはし給ふ。此の掛けまくも畏き御み霊たまの験しるしを頂きに受け奉りて……」

　ふと塚原彦四郎は異常に気がついた。

　石の柱はその揺れを次第に小さなものと変えていく。そればかりではない、全身の感覚が伝える震動は確かに激しさを弱めている。地鳴りも凄まじさを失っていた。

　その意味を知って、彼の眼に炎は燃え上がった。剣けん尖せんが鶺せき鴒れいの尾の如く上げられた。

「此の御石の蔭に掛けまくも畏き武甕槌神の厳いつの御霊を留とどめ給ひて、千ち代よの御み座まし所どころと定め給へる神かむ事ごとに依よりて……」

「うおおおおおーっ！」

　絶叫を喉のどの奥から迸らせて、彦四郎は大地を蹴った。あらゆる感情を超越した、憤ふん怒ぬと憎悪に燃え上がった絶叫だった。

　それと同時、こちらは声もなく権之助も擦り足で前に進み出ている。

　白と黒の影が鳴動する大気の中へ躍り上がり、交錯したその時──世界は光の洪水に吞み込まれた。

　石の柱の頂いただきに燃える炎は膨張し、火花を散らしてまといつく紫電を巻き込んで、巨大な火柱と化した。衝撃波も熱も風の唸りも伴わない。しかし、それは凄まじいまでの大地雷だった。そしてこの時、要石そのものからドオォーンッという唸りが轟とどろき渡った。

　遥はるか天空を駆け上がる火柱は荒ぶる神の御剣か──

　閃光は一瞬、生死一いち如によの時も刹那。

　静かな声を、居合わせた全員が耳にした。

「今、鎮め奉らむ」
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　それまでの夢想権之助にとって最も印象深く心に刻み込まれている経験は、間違いなく後に朋友となった宮本武蔵との試合のことだったろう。

　春の一日、共に江戸に並ぶ者なき達人と噂されていた二人の兵法者は立合った。

　夢想権之助は、木刀を手にして試合に臨んだ。売名の為の試合に杖を振るったことはかつてない。そのくせ数多あまたの兵法者を相手に一度も遅れを取りはしなかったところに、彼の麒き麟りん児じたる面目が躍やく如じよしている。

　宮本武蔵は、玩具の楊弓を片手に下げて現れた。一尺に過ぎぬ割り木だった。

　向かい合うや否や、権之助はおのれの敗北を予期した。

　敗北の屈辱を忌き避ひする心よりも、武蔵が如い何かに戦うのかという興味の方が勝まさった。

　一礼し、権之助は風となって打ち込んだ。絶大の自信を抱いた〝霞かすみ〟の太た刀ちである。

　見切られた。

　行き過ぎた木刀を返すより早く、武蔵の魁かい偉いな面貌は権之助の眼前三尺の位置に迫っていた。巨軀に似合わぬ流れるような動きで、武蔵は間境を越えた。

　木刀を振るうには狭過ぎる距離だ。

　一尺の割り木には適度な距離だった。

　逃げも躱かわしもならず、割り木は見事に白はく皙せきを打ち据えていた──

（兵法は間ま合あいだな）

　それが夢想権之助の信条だった。武蔵に敗れて以来、この信条は更さらに強まった。

　兵法とは戦闘の技術に外ほかならない。その究極の目標は絶対必勝の法を見み出いだすことにある。

　── 自みずからの間合を活いかして、対手の間合を死なしむる。

　古今、多くの兵法者が到達し、工夫を凝こらし、苦心を重ねて極めんとした兵法の理ことわりはただこの一事に集約されている。

　宮本武蔵は間合の見切りを徹底して磨き上げ、長短一味に習熟することで無類の強さを得た。そして、夢想権之助をも一いつ蹴しゆうした。

（だが、武蔵の見切りを破る法は二つある）

　一つは、間合を極めんとして遂ついに到達した夢想権之助自身の結論に外ならなかった。

　もう一つは、これは権之助には諦あきらめるより仕方がないものだ。間合の見切りは対手の得え物ものに肌から間もない空間を打たせることによってその意味を為す。動体視力と反射神経、そして全身の筋肉の瞬発力──それらを磨き上げた末に可能となる見切りの術は、それらを凌しのぐ速さで放たれた攻撃には無力でしかない。見切りの限界はそこにあった。

　しかし、この場合でも武蔵には二刀の術がある。一方の剣で受け止め、或いは打ち払いながら、もう一方の剣で対手を斬るのは二刀の術の常じよう套とうとする戦法なのだ。

（つまり、武蔵を討ち果たさんと思えば、逃げも躱しもならぬ、そして太刀をもへし折る壮絶な一撃を先せんを取って打ち込まねばならぬ訳だな……）

　そして、兵法者であるならば当然の如く誰もが新たな疑問を思い抱くに至るだろう。

（仮にそのような凄まじい攻撃を仕掛けられたのであれば……夢想権之助、お前はどうする？）

　── 今が、それに答える時だ。

　戛然！

　塚原彦四郎の振るった一刀は、打ち合わされた杖を中程で見事に断っていた。

　刃筋を垂直に立てての据え物斬りならいざ知らず、動いている径八分の樫かしの棒を刀剣で切断するなど実際にはまず不可能である──だが、塚原彦四郎は斬った！

　その有り得べからざる感触にも、権之助は恐怖や動揺や死を意識しはしなかった。

　ただ、夢想の内に──

　左右の掌たなごころの中を、二つに断たれた杖はそれぞれ凄まじい勢いで走り抜けた。
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　世界は唐とう突とつに凍りついた。

　もはや大地が震えることはなく、冷えた大気を雷鳴の如き唸うなりが響き渡ることもない。藍あい色の夜空には白しろ銀がね色の三日月が皓こう々こうと輝いて、猛威が過ぎ去った後の地上の惨状を淡く照らし出している。森には地雷の残り火が静かに揺らめき、天と地を支配するものは今や息も詰まるような完全な静寂だった。

　要石はゆっくりと地に沈み込んでいく。やがてその頭頂を地上に覗かせるばかりになって、眠りに就ついたように静止した。

　残心を虚こ空くうに留め、互いに背を向けて、二人の兵法者は微動だにしなかった。塚原彦四郎は凝ぎよう然ぜんと立ち尽くし、夢想権之助は力尽きたか片膝をついたまま動かない。権之助の小袖の胸元は切り裂かれ、真紅の血は純白の羽織までをも鮮やかに染めていた。
















　やがて、彦四郎は宙を泳ぐが如く前に進み始めた──眼の前の要石に向かって。

「な……ぜ……だ……」

　血を吐くような喘あえぎ声が夜気を震わせる。両の眼をかっと剝むき、彦四郎は左の手を要石の方へ伸ばした。拳こぶしが虚むなしく空を摑んだ。地を踏んだ足はがくりと折れて、そのままこの老剣士は前のめりにうち伏した。

　それが、塚原彦四郎の最さい期ごだった。

「や、やった！」

　歓声が上がった。澄だった。

　そして──駆け寄ることなく、澄はその場にへたり込んだ。彼女ばかりではない、取り巻き衆の他の面々もそれぞれの場所に崩れ落ちて、動けなくなった。全すべてが過ぎ去ったという安あん堵どに緊張が途切れた時、気力も体力も尽き果ててしまったのである。

「もう大だい丈じよう夫ぶなんです。私たちは助かりました。大鯰は再び要石に封印されて、暴れることはもうありません……」

　鶴は傍かたわらの夕にすがりつくと、わっと泣き出した。あらゆる感情が波の如く押し寄せてきて、泣きじゃくる外にはもう何も出来なかった。取りすがられた夕の方は既に恐慌から脱して、再度の放心状態に陥おちいっている。

「はははは……救われたんだ……」

　仰向けに倒れたまま、松林左馬之助は笑い声を上げた。疲れ切った声だった。それでも笑いの声は仲間たちに伝わっていく……

　そんな中、夢想権之助はよろめきながらも立ち上がった。その右手に残された杖は二尺余り、もはや立つことや歩くことの手助けにはなりそうにもない。

　傷は浅いが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの極だった。

　重い足を引きずるようにして、権之助はもはや動かぬ彦四郎の傍らにまで辿たどり着いた。

　天下大乱の妄もう執しゆうに憑つかれた剣鬼──

　眼を剝き、虚空を睨みつけるその髑どく髏ろの如き面貌には無念の色が凍りついていた。

　塚原彦四郎の胸元には二尺の棒が伸びていた。杖を切断された瞬間、権之助の右手に残った杖の一端は彦四郎の一刀の鎬しのぎを削って大きく軌道から逸そらし、すれ違いざまに躱しもならぬ至近距離から真一文字に繰り出された手しゆ練れんの〝稲妻〟は、左手、しかも常の半分の長さながら、槍と化して彦四郎の胸に深々と突き立ったのである。

（足あし利かがの血筋などに生まれなければ……）

　屍しかばねの瞼まぶたを下ろし、権之助は片手でふし拝おがんだ──兵法者として絶大の敬意を以もつて。

「夢想、見事であった」

　苦しげな声が耳じ朶だを打つ。傍らに倒れた木の幹にもたれかかって、松岡兵庫助は乱れた息を整えていた。その顔に血の気はなかったが、それでも穏おだやかな微笑を浮かべると、

「見事な業わざ前まえであった。もはや、兵法の上にも新しい時代が始まっておるのかも知れぬのう。今、一つの時代が過ぎ去ったことをわしははっきりと悟ったぞ」

　感慨深げにそう云った。

「そんな、まさか……」

　過分な賞賛だと、権之助は素直に思う。

「松岡老、傷の具合はよろしいのですか？」

「悪い。数日は起きられぬな」

　呻くように云いながら、兵庫助は要石の方に顔を向けた。権之助もそれに従った。

　──淡く照らされた月明かりの中、要石の前に巫み女こは這いつくばっていた。

　その美貌に今は生気はない。白衣も黒髪も汗に濡れ光っていた。韴御霊剣は既に地上に置いている。静もまた体力と気力の限界に達していることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　権之助の胸は痛んだ──彼女をここまで追いやったのは誰だ？

　だが、静は顔を上げた。微わ笑らっていた。脆もろく儚はかなげな、しかし誇らしげな微笑ほほえみだった。

「夢想様。きっと来て下されると信じておりました」

「……いえ」

　言葉を発するには気力が必要だった。

「拙せつ者しやは無力でした。結局、あなたの力にはなれなかった。彦四郎殿の大それた企くわだてが泡沫と終わったのも、全ては静殿の祈りが鹿島の神に通じたが故──」

　静は強く首を振った。何度も振った。

「夢想様、覚えておられますか。奉納試合の日の朝、この森で出会った時……」

　彼女の声はかすれていた。溢あふれる涙に瞳は霞がかっていた。

「あなたはおっしゃいましたね。一念極まれば──思いは必ず通じる、と」

　後の言葉は嗚お咽えつとなって、遂ついに静の口を出ることはなかった。

「静……」

　兵庫助の声は重い。静の心は手に取るように分かる。ただ、それは望ましいことではなかった。神しん道とうに於おいて激情を表に出すことは禁忌とされている。

　だが、大祝は優しく云った。

「今ばかりは良いぞ」

　その声で、救われた。

　遠い優しさよりも、最初で最後のわがままを静は望んでいた。途端に権之助の胸に飛び込み、血に濡れるのにも構わず胸に顔を埋めた。そのまま、わっと泣き崩れる。その頰を涙がとめどもなく伝い落ちていく。

　心の傷は堪こらえ切れぬ程に大きかった。

　だが、静は笑っていた。泣きながらも彼女は確かに笑おうとしていた。

「静殿……」

　しばし呆あつ気けに取られていたが、やがて権之助は優しく静の髪に触れた。静は躊躇ためらいがちに顔を上げた。その泣き笑いの表情が輝くばかりに美しいものと思われた。

　神に仕つかえる巫女としてではない、一人の少女として、美しかった。

（もっと早く、この笑顔を見たいと思っていたならな……）

　夢想権之助は微笑みを返した。何の翳かげりもない、心の奥底から湧き上がった透明の微笑だった。

　天上の月は、その光を優しく地上に投げかけている。







　鹿島立ち
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　文月十日の夜。

　鹿島神宮の大鳥居から楼門にかけては篝かがり火びが赤々と燃え上がり、数も知れぬ人々の影を浮かび上がらせている。

　旗差し物は立ち並び、誰もが無数の提ちよう灯ちんを結び付けた青竹を手にしていた。御お船ふな祭まつり前夜の神事。だが、彼らの表情はいずれも暗く沈んだものだった。

　三日前、鹿島の地に襲いかかった突然の天てん変ぺん地ち異いは、奇跡的に一人の死者も出さなかったとはいえ、各地に深い爪つめ跡あとを残していた。塚つか原はら彦ひこ四し郎ろうや有あり馬ま元げん内ないの一党が誅ちゆう戮りくされたという話は既に一部で囁ささやかれていたが、神宮で繰り広げられた死闘の中で多くの神じ人にんが命を落とし傷を負ったことはそれ以上に広く知れ渡っていた。

　祭さい祀しの時を迎えようとも、闇やみよりも深く重いものを人々はまだ振り切れない──

　やがて、祭服に太た刀ちを佩はいて、鹿島神宮の神官たちは楼門から現れた。彼らはすぐに楼内に集つどった民衆の重い沈黙に気がついた。

「やはりのう……。あの騒ぎでは、誰も祭りに浮かれる気分にはなれぬか」

　先頭に立つ大だい宮ぐう司じの低い呟つぶやきに、

「なればこそ、祝い奉たてまつらねばなりますまい」

　と、傍かたわらを歩く当とう禰ね宜ぎは厳粛な面おも持もちで頷うなずきを返す。

　その時、大鳥居の方で人々のざわめき立つのが聞こえた。何事が起きたのかとそちらを見やると、二つの影が一つになってこちらにやってくるところだった。

　白はく髪はつ白はく髯ぜんの老人は松まつ岡おか兵ひよう庫ごの助すけである。傷が癒いえるにはまだ程遠い兵庫助を、簡素な祭服に身を包んだ夢む想そう権ごん之の助すけが支えるように寄り添っている。

　兵庫助と権之助は神官一同の前にまで来ると、立ち止まった。

「……動いて良いのか、大おお祝はふり殿」

　当禰宜は当惑したように言葉をかけた。

「大事の祭りの時に静かに寝ておれとでも申されるのか」

　そうは云っても、顔色はさすがに悪い。だが、兵庫助は無理をして笑みを浮かべた。

「そうじゃな」

　大宮司は口元を緩ゆるませる。

「今こ宵よいは大事の祭り、この鹿島に鎮まる武たけ甕みか槌づちの神かみを御盛大に祝い奉るのじゃ」

「仰おおせの通り──」

　権之助はさすがに緊張の面持ちで太刀の鯉こい口ぐちを切ろうとした。それを見み咎とがめ、兵庫助は苦笑を浮かべて囁いた。

「逸はやるな、夢想。その役目は古の代より決まっておる」

　大宮司は佩はい刀とうを抜いた。荘厳に燃え上がる篝火に祭祀用の宝剣を打ちかざし、朗々と鯨と波きの声を上げる。夜の静寂を割って、その声は厳おごそかに一面を響き渡った。

　居並ぶ神官たちはそれに従った。

　当禰宜も兵庫助も宝剣の鞘さやを払い、鯨波の声を上げた。

　夢想権之助も太刀を抜き放った。喉のどの奥から目一杯に声を絞り出す。身の内が震え、その血が沸き立つかに思われた。篝火の炎を浴びて、彼の横顔は一際美しく闇に浮かび上がっている。

　鯨波の声は次第に周囲に広がって、忽たちまち夜の神宮を覆い尽くした。

　男は刀剣を抜き、女は槍や薙刀なぎなたを掲げた。新たなる日々への出陣だった。全ての重く苦い記憶を追い払うかの如く、全ての者が声の限りを振り絞っていた。押し寄せる鯨波の声に夜闇は震え、篝火に影は躍った。

　鹿島の神は武甕槌神。戦いと、そして出立を司つかさどる神。

　生きることとは戦うこと。逃れることは誰にも許されない。人の為すべきはただ恐れることなく挑いどみかかるのみ。

　勇ましく、荘厳荘重に、そして果てしなく鯨波の声は天地に響き渡っていく──

　魂たましいの叫びよ、鎮まり坐す鹿島の神に届け。




　　　　二




　文月十一日の朝。

　大おお船ふな津づの津つの東とう西ざいの社やしろから内海に出た幾百もの船は、遥はるか香か取とりの地の津宮へ向かって白波を分け進んでいく。

　棹さおなどを用いることはなく風と流れに任せているだけなのだが、船団の船足は矢の如く速かった。旗差し物が色鮮やかに翻ひるがえる。先頭を行く御船には神輿みこしが据えられて、韴ふつの御み霊たまの剣つるぎが安置されている筈だった。

　盛大で賑にぎやかな、そして心を奪われる祭りだ。御船の舳へ先さきに立った夢想権之助の雄姿は必ずや颯さつ爽そうとして美しいものだろう──

　小高い丘の上から沈んだ表情で内海を見下ろしていた宮みや本もと武蔵むさしは、ふと背後から迫ってくる幾つかの気配を察して振り返った。

「ああいた、やっと見つけました」

　そう声を上げたのは松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけだ。

　小お之の川かわ光みつ弥やも鳴なる海み蒼そう十じゆう郎ろうも、夕も鶴も澄すみも一緒だった。余程探し歩いていたらしく、誰もが息を弾はずませていた。

「武蔵様──」

　傍かたわらにまで駆け寄ってきて、最初に口を開いたのは鳴海蒼十郎である。

「やはり、旅立たれるのでござるか？」

「やはり……とは？」

　重苦しい口調で、武蔵は逆に尋ね返した。

「夢想様がおっしゃられておられました。武蔵様もまた近く鹿島を立つに違いあるまい、そして江戸には戻らぬであろうと……」

「成なる程ほどな」

　鶴の答えに、武蔵は頷うなずいた。

「されば、夢想も武者修行を初めからやり直す所存なのだな」

「はい……」

　夕が答えた。二度目の放心状態からはその夜の明け切らぬ内に回復している。

「でも、どうしてなのですか？　どうして、夢想様はまた廻国修行に出るなどと……」

　沈んだ声で澄が問いかけてきた。無理もなかった。この時代、兵法者として再度の廻国修行に出るとなれば、彼女たちの前に夢想権之助は二度と現れないかも知れない。

　疲労と憂ゆう鬱うつの相で宮本武蔵は答えた。

「それは……おのれの未熟を思い知らされたが為だ」

「でも、奉納試合には優勝なさいましたし、塚原彦四郎も見事に討ち果たされたではありませんか」

　諦あきらめ切れないように澄は言葉を続ける。夕も鶴もその気持ちは同じだった。

「技わざの上の未熟ではない……」

「技の上ではない？」

「つまり、心の上での」

　この数日間の苦悶は、武蔵の心に決して忘れられぬ傷跡を残していた。過ぎ去ってしまった今、天下大乱などというあってはならぬ凶事に心を揺すぶられていたおのれ自身を、兵法者としても人間としても、武蔵は心の底からおぞましく思う。さすがの彼もうちのめされずにはいられなかった。

　多分、彼方かなたの船上にある唯ゆい一いつの友人も同じ心であろう。

　だから、再び修行の旅に赴おもむくのだ。終わることのない兵法者の旅に……

「お主らにも分かっておろう、夢想の心を変えさせることはかなわぬ」

　慰めているのではない。寧むしろ突き放すように武蔵は云った。

　兵法者の世界は過酷だ。おのれ自身の武の芸にのみ全てを託し、野に屍しかばねを晒さらしたとしてもその運命を甘受しなければならぬ。

「故に、せめて笑って見送ってやれ」

　武蔵は皆に背を向けた。もはや何も云うことなく、彼は丘を下っていった。

　六人の男女は言葉もなく遠ざかる後ろ姿を見送っていた。草葉を靡なびかせ、彼らの間を風が吹き過ぎていった。

「あっ」

　不意に小之川光弥が声を上げた。

「忘れていました！　武蔵様、夢想様から言こと伝づてを託されておりました！」

「……言伝て？」

　武蔵は立ち止まった。

「いいですか、ちゃんと忘れないで覚えていて下さいよおーっ！」

　口に手を添えて、澄が声を張り上げる。悲しみを振り切るような声だった。その後を引き継いで、左馬之助が伝言を告げた。

「武蔵、この次に相見まみえた時は是ぜが非とも再びの手合わせを願いたい、それも杖と二刀にて立合おう──聞こえましたか!?」

「……聞こえた。それではこのように伝えておいてくれ」

　振り向いた武蔵の口元には微笑が浮かんでいた。例によっての重苦しいものではない、それは彼には珍しい、爽さわやかな微笑だった。

「面白い、望むところだ」

　──夢想権之助と宮本武蔵の二度目の試合がどちらの勝利に終わったのか、それについては諸説紛々たる有り様だから確かなことは分からない。

　ただ、生涯の好敵手は誰であったのかと後になって問いかけられた際、佐さ々さ木き小こ次じ郎ろうの名でも柳生やぎゆう兵ひよう庫ごの助すけの名でもなく、宮本武蔵は年来の友夢想権之助の名を上げた。




　　　　三




　狭霧の漂う朝の神宮に、夢想権之助は歩みを進めていた。

　脚きや絆はんに草鞋わらじ、手てつ甲こうを着けた片手に深網笠を下げ、背に網袋をかけている。一目で分かる旅の衣装いでたちだった。杖も純白の袖なし羽織も新しいものに変えている。ただ、羽織の両の襟にある「日ひの下もと開かい山さん」「兵ひよう法ほう天てん下か一いち」の金きん泥でいの大書だけは変わらない。

　東の空は白み始めたばかりだった。神域には朝靄もやが渦巻いて、涼しい風に流れ過ぎていった。

　鹿島に帰参してからの長く苦しい日々は終わった。しかし、長く苦しい日々はこれから先も果てしなく続く。

　一つの時代が過ぎ去った── 鹿か島しま神しん道とう流りゆうの長老はそう云った。

　戦国乱世の兵法はその時代を終えたのだ。

　それと同様、彼の裡うちでも一つの時代が終わりを告げていた。少年の時代は、終わった。

　だが、その胸に熱く流れるものに代わりはない。遠い日の心で、彼はそれを信じた。

　安らぎを、彼は求めなかった。

　拝殿での祈りを終え、社務所に寄らぬかという神官の誘いを丁重に断って、夢想権之助は楼門をくぐり抜けた。先日の祭りもそれ以前の塚原彦四郎や帷い母ぼ衣ろ衆との死闘もまるで噓うそのように、神宮は静せい謐ひつで、荘厳だった。

　大鳥居の前まで来て、彼は立ち止まった。白い靄に包まれて、寂しげに佇たたずむ白衣の少女の姿があった。

　静しずか。

　最も清らかで高潔な巫み女こ。

「……行ってしまわれるのですね」

　彼女は口を開いた。その瞳が万ばん感かんの想いを宿している。

　権之助は無言で頷うなずきを返した。

　しばし躊躇ためらってから、静は云った。

「夢想様。私は、来きたる新しい年より物もの忌いみとなることが正式に決まりました」

　物忌となる。静は、これから先の生涯を神の妻として仕えるのだ。正真正銘の、神にのみ愛される存在になるのである。

「あなたならば……きっとその務めを果たすことが出来ると思いまする」

　権之助は深い声で云った。本心だった。だが、それを口にするには、胸に込み上げてくる思いを吞み込まなければならなかった。

　静は黙って頷いた。

　眼まな差ざしだけで、全ては通じた。深い静寂が物悲しく、そして優しかった。

「夢想様。これからの御活躍を、いつまでもお祈り申し上げておりまする──」

　静が沈黙を破る。毅き然ぜんとした声だった。

　それ以上のことは云えなかった。云えば、二人の間の感情は敬意の域を越えてしまう。巫女と兵法者なのだ。思いは、尊い眼差しのままである方がいい。

「静殿も御達者で……」

　答える声は何かを断ち切るかの如く、

「では、おさらば！」

　静に別れを告げると、夢想権之助は大鳥居をくぐり出た。

　行く手は夢幻の如く霞かすみがかっている。これまで何人の者がこうして鹿島の地を旅立ったことだろうか──

　星の数よりも多いだろう。

　鹿島の神は彼らを祝福する。武甕槌神の本性は、大いなる海原に赴おもむく人々を守護する船出の神。羽ばたく心を見守る戦いの神。

　自由。

　溢あふれる想いは止められない。孤独で虚むなしくてもいい。そのことに戸と惑まどいはなかった。先行く旅人たちもまた、荒ぶる魂たましいをその胸に深く鎮めて遥はるか異境を目指したのだ。

「祓はらい給い、清め給え……」

　去り行く後ろ姿を見送る静に、悲しみはなかった。想い出があれば充分だ。杖じよう術じゆつ師しと呼ばれる兵法者がこの天と地の何ど処こかにいる、それだけで充分だった。

　振り返り、夢想権之助は最後の微笑ほほえみを投げかけた。寂しげにも見えたが、しかし爽さわやかな表情だった。

　東の山陰に黄金色の輝きが広がっていく。再び踏み出した歩みは確かだ。黙って遠い風を見つめる、その横顔が美しかった。

　夢想権之助は夢想権之助なのだ。夢を想って歩き続けることが彼には相応ふさわしい。

　全すべては夢か幻まぼろしか──

　だが、きっと手て応ごたえはあるだろう。

　それならば、今は辛つらくとも構わない。

　いつまでも追いかけていたいものがある。それを捨てぬのならば、きっと悔くいはない。

　その果てには何処いずこへ達するのだろうか……

「守り給え、幸い給え」

　立ち尽くす静は口を閉ざし、遠ざかる旅人へ心の中でそっとつけ加えた。

（また……きっと、またいつか会えることを信じています）

　高々と広がる神域の緑に、小鳥たちは今日も平和な囀さえずりを響き渡らせている。
















　兵の法、武の芸、それを求める心──

　人の生きる道。

　旅は、永遠に終わらない。

　また一人、旅立つ者は霞の彼方かなたへ去っていった。





《杖術師夢幻帳・終》









　あとがき







　初めに──

　鹿島神宮関係者各位及び同社祭神武たけ甕みか槌づちの神かみに深くお詫び申し上げます。




　初めまして、本書の作者昆こん飛とび雄おです。

　のっけから何を書いているのだと思ったあなた、本書をお読みになられればきっとお分かりになられることと思います。確かに謝あやまらなきゃならないなと納得したあなた、拙せつ作さくを読んでいただけたことを本当に嬉うれしく思っております。

　それにしても罰当りな物語を書いてしまったものです。ましてや、まさか日の目を見てしまうことになろうとは──

　もっとも、実は本作品の授賞は武甕槌神の御ご利り益やくによるものなのかも知れません。鹿島の神は旅立ちを守護してくれる神様。そう、この不届き者が小説家としての初めの一歩を踏み出せるように、武甕槌神は広く暖かい心で見守っていて下されたのでしょう。

　心からの感謝と謝罪を申し上げます。




　さて、本書『杖術師夢幻帳』には数多くの実在の武芸者が登場しています。それでは、その中でどうして夢想権之助などというややマイナーな人物を主人公に抜ばつ擢てきしたのか？

　話せば長くなるのです。

　以前、作者はある有名な事件を題材にしたチャンバラ＋プラス忍法合戦小説を書きました。主人公は松まつ林ばやし左さ馬ま之の助すけで、最重要キャラとして宮みや本もと武蔵むさしも登場させていました。ところが、「宮本武蔵の友人兼本当は一番強かったらしい好敵手」と「松林左馬之助の師匠だか兄弟子だか」が実は同一人物であるという偶然の事柄に気づいてしまった時、物語はあさっての方向へ向かうことになります。物語を進める上であまりにも都合のいいそのポジションの為に起用を決めたところ、都合が良過ぎて彼はほとんど主役になっちゃったのです。

　こんな前歴があったものですから、その後の本書の構想を練っている際に「誰でもいいから主人公は実在した神道流の剣豪だ！」などと考えていたらほとんど即座に杖術師夢想権之助の起用が決まってしまっていました。

　彼は武蔵を扱った小説には度々顔を出していて、性格は「自じ意い識しき過か剰じよう」か「真ま面じ目め」、外見は「伊だ達て男」か「むさ苦しい豪ごう傑けつ風」、この組み合わせのどれかとして人物像が設定されています。因ちなみに作者の場合、打ち明ければ先にキャラクターが固まっていた武蔵や左馬之助とはタイプの異なる武芸者として描いていたらこうなってしまっていたのです。




　意図的に歪わい曲きよくした事実を幾つか──

　夢想権之助の修行の地は鹿島ではなく、同じ常陸でも筑波山に近い真壁です。

　御手洗之池で静が唱えている祝詞はすぐに終わる「禊みそぎ祓はらいの詞ことばではなく、長い長い「大おお祓はらえの祝詞のりと」です。また、本当ならば静はもっと早い時期に物忌になっている筈です。

　鹿島神宮の韴御霊剣（国宝！）は実はレプリカで、オリジナルは奈良県の石いその上かみ神宮に祀られています。

　問題になった『古事記』の記述は実際には幾つかの解釈がなされています。つけ加えるなら、『琉球神道記』はどうやら武甕槌神と安曇あずみの磯いそ良らを同一神と見ているようです。

　御船祭は、天正十八年から明治三年までの約三百年間は中断されています。

　他にも意図的歪曲はあるのですが、困ったことに無知や勘違いによる誤りも少なくないのです。何しろ十一月の授賞式の折に指摘されるまで、戦国時代の鹿島に利根川を堂々と流れさせてしまっていたのですから……




　最後に──

　担当のＳ山Ｔ彦さん。いつの間にか原稿総数が四百八十枚まで増殖しているわ、外出中やら入浴中やらでなかなかつかまらないわ、御迷惑をかけ続けて申し訳ございませんでした。今後ともよろしくお願い申し上げます。

　編集部の皆様方に審査員の先生方。拙作を認めていただいてありがとうございました。

　イラストの針玉ヒロキさん。どの場画が描かれるのか、今から楽しみにしています。

　鹿島香取両神宮の皆様、及び両神宮門前のお土産屋の方々、ホテルやタクシーの方々、潮来いたこ十二橋めぐりのおばさんたち、そして道に迷った間抜けな旅行者を親切に道案内してくれたおばさんたち。御世話になりました。心から感謝を述べさせていただきます。

　篠原正さんに清水文化さんにばけら君。一足早くデビューさせてもらいます。

　そして読者の皆様。これから先も昆飛雄への応援をお願いします。

　それでは又の機会に──

　さあ、これから気合を入れて学年末試験と就職活動と卒業論文だ（マジで）。




　　　　平成八年十二月十一日


昆　飛雄　　









　解説





富士見ファンタジア文庫編集部　　






　さて、皆さんいかがでしたでしょうか？　「杖術師夢幻帳」は。既に皆さんごぞんじの通り第八回ファンタジア長編小説大賞の準入選に輝いた同タイトルの作品なのです。もちろん、今回の出版にあたり書き直しを行い、皆さんが読まれた作品となったのです。

　なんといっても、この作品、ファンタジア長編小説大賞八年の歴史の中で初めての時代伝奇小説。どうしてファンタジア長編小説大賞で時代伝奇小説なのか？　多くの方が疑問にもたれることでしょう。ところが、これが不思議でもなんでもないのです。なぜならば、一度でもファンタジア長編小説大賞の応おう募ぼ要よう項こうをご覧になった方ならごぞんじの通り、「ドラゴンマガジンの読者を対象とした作品」、つまり、今この本を読んでいる皆さんがおもしろいと思う作品なのです。

　確かに選考の際には悩みました。ですが、編集部の中では次の一言ですんなり通ってしまったのです。

「おもしろいからいいか」

　そう、この物語はおもしろかったのです。

　その後は三次選考も無事通過し、最終選考でもその「おもしろさ」が認められ、準入選という結果になりました。これまでのファンタジア長編小説大賞の入選作を見て、「よーし、挑戦してみるぞ」と思っている方々に一言アドバイスするならば「おもしろいもの勝ち」ということですね。

　さて、作者の昆こん飛とび雄おは大変に若い方です。現在、大学四年生。あとがきにもありますように、卒そつ論ろんに追われる身です。これから、昆飛雄が大作家に成長するためにも読者のみなさんの絶大なる応援が必要です。この作品を読み、「うん、おもしろかった」と思われた方はすぐさま、応援のお手紙を書いて下さい。お願いいたします。




　ところで、物語の主人公・夢想権之助とその親友・宮本武蔵の創始した流儀、そう神道夢想流杖術と二天一流剣術ですが、二人の生きた時代からゆうに三百年以上の長きに渡り連綿と受け継がれ、現代でも修行者がいる武術です。互いに腕を競い合い、ある種の境きよう地ちに達した二人の人間が創始した武術が平成の時代にまで生き延びている……ロマンを感じるのは私だけでしょうか？










杖じよう術じゆつ師し夢む幻げん帳ちよう








昆こん　飛とび雄お
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